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Ⅰ 試験研究の戦略基本指針 
 

１ 趣 旨 

  総合計画「富国有徳の理想郷“ふじのくに”のグランドデザイン」の実現を支援するた

め、「試験研究の戦略基本指針」を策定し、本県試験研究機関における経営基本方針と試

験研究の推進方向を明確化と機能強化を図る。 
 

２ 指針の概要 

(1) 研究所の共通経営基本方針 

① 分野に捉われない総合的な研究の推進 

・県政の政策課題解決を目的に、全ての研究所が総合的視点で研究を推進 

・共通課題に対する意思決定機関を設置するなど、研究所が一体となる機能を持たせた

運営 

② 技術移転や実用化につながる研究の実施 

・外部資源を活用して研究開発を加速化するオープンイノベーションの活用 

・産業支援機関や金融機関等との連携推進 

③ 事業者等への技術支援の推進 

・研究所の研究成果や技術情報等の一層の見える化の推進 

・研究所のオープン化の推進 

④ 科学技術に対する県民の理解の増進 

・地域住民等の科学技術に対する理解を深める交流活動の推進 

・次世代を担う若者に科学技術の重要性、面白さを知る機会の提供 

(2) 研究所の機能強化に向けた戦略 

① 総合研究体制による研究（各研究所の機能的な連携戦略） 

複数の分野にまたがる課題の効率的な解決を図るため、総合研究体制を構築し、各研

究所が機能的に連携して研究を実施する。 

② 新成長戦略研究の推進（イノベーション推進戦略） 

限られた研究予算、研究員で、事業者等の要望や新たな政策課題に対応するため、オ

ープンイノベーション、研究所の見せる化などにより新成長戦略研究を推進する。 

③ 連携推進戦略 

多様な分野での研究を推進するため、幅広い分野、かつ広域的に連携を推進する。 

④ 外部資金の獲得戦略 

多種多様な分野で質の高い研究を実施していくため、外部資金の積極的な活用を推進

する。 

⑤ 広報戦略 

研究成果、研究所が持つ資源、県が求める技術などの情報発信を強化するとともに、



情報収集も積極的に実施する。 

⑥ 人材育成戦略 

研究のレベルアップや技術移転の加速化のため、研究員の技術力とモチベーションの

向上を推進する。 

⑦ 地財戦略 

研究成果の効果的な普及、技術移転を推進するための知的財産権の取得を検討し、知

的財産権の活用による研究成果の円滑な事業化を図る。 

 



 Ⅱ 産学民官の連携による「新成長戦略研究」の実施 

 
「試験研究の戦略基本指針」（平成23年３月策定）に基づき、本県の新たな成長に貢献するこ

とを目的とした研究開発を、産学民官の連携によって重点的に実施する。 
また、実施に当たっては有識者による客観的評価を徹底し、評価結果を踏まえて効果的・効率

的に研究開発を進めることにより、より優れた研究成果の創出を推進する。 
 

実施予定の課題                      

（１）「場の力」を活用した地域経済の活性化 

 
（２）次世代産業の創出 

 

 

 

研究課題名 目指す産業展開 中核及び連携機関 

‘茶の都しずおか’を担う「第

三の煎茶」の開発 

既存の設備で生産可能で、甘い花の香り

を特徴とする煎茶を開発し、中山間地の

活性化に資する。 

農林技術研究所、茶業農産

課、県立大、県内企業等 

全国トップブランドを目指し

た特色ある高級牛肉生産技術

の開発 

良質の子牛を効率的に生産・育成する技

術を開発し、危機管理と品質の高い静岡

産牛肉のトップブランド化を目指す。 

畜産技術研究所、畜産課、

静岡大、県立大、経済連 

みかんの貯蔵性向上と切り花

の新商品開発による静岡ブラ

ンドの強化 

みかんの日持ち性向上及び花のメンテナ

ンスフリー商品の開発による、差別化・

ブランド化 

農林技術研究所､みかん園

芸課、静岡大、農林事務所

静岡イチゴの「作ってよし・売

ってよし・買ってよし」新ブラ

ンド創出と産業構造の変革  

静岡イチゴにおける満足度「日本一」ブ

ランド構築 
農林技術研究所､みかん園

芸課、県立大、県内企業等

研究課題名 目指す産業展開 中核及び連携機関 
医療用マイクロミニピッグ形質の

永続的な維持技術と病態モデル形

質の固定化技術の確立 

極少ミニ豚の安定的な生産技術を確立

し、大きな市場が見込まれる医療用実験

豚の生産者を育成 

畜産技術研究所、畜産課、

鹿児島大学、県内企業等 

レーザーによる健康医療機器

用プラスチックの加工技術の

確立 

健康医療機器の高度化のため、レーザー

による加工技術を開発し、光や健康医療

機器など成長産業への転換を促進 

工業技術研究所、新産業集

積課、県内大学等 

ファルマバレープロジェクト

を推進する医療・介護用機器の

開発 

微動検知技術開発等による、介護福祉・

医療分野における産業の拡大・新産業の

創出 

工業技術研究所､新産業集

積課、沼津高専、県内企業等

ノロウイルス不活化剤の探索

とその実用化に関する研究  

安心・安全な食生活のために大きな需要

が期待できる新たな化成品産業の育成 
環境衛生科学研究所、新産

業集積課、国立感染症研等

ＬＥＤ用樹脂レンズの開発・評

価に関する研究 

自動車ＬＥＤヘッドランプ用樹脂レンズ

を開発し、関連光学部品産業への県内企

業の参入を促進 

工業技術研究所､新産業集

積課、静岡大、県内企業等



（３）豊かさを支える農林水産業の強化 

 

（４）豊かさを支える地域産業の振興 

 
（５）自然との共生と次世代への継承 

 

 

研究課題名 目指す産業展開 中核及び連携機関 

大規模みかん経営を目指した

静岡方式垣根型成園化技術に

関する研究 

作業性の良い樹形管理法の確立と、植え

替えの未収穫期間を短縮する技術開発

で、大規模化とビジネス経営体を育成 

農林技術研究所、みかん園

芸課、(独)果樹研究所等 

タマネギ及びレタス栽培の省

力機械化システム実用化 

省力機械の要素技術を実用化し、タマネ

ギ、レタス栽培の大規模化と競争力強化

を促進 

農林技術研究所、みかん園

芸課、静岡大、県内企業等

“森林の都”を実現する県産材

の需要と供給の拡大のための

技術開発 

IT技術を活用した原木の効率的な供給技

術の開発や、新たな県産材の用途開発に

より、県の森林資源の活用を促進 

農林技術研究所、工業技術
研究所、林業振興課、地域
産業課、県内企業等 

大型ニジマス品種の作出と“美

味しく”提供していく技術の開

発 

安価な植物タンパクで効率よく成長する

ニジマスを新規に開発し、需要が高い大

型ニジマスへの転換を促進 

水産技術研究所、水産資源

課、東京海洋大学等 

森林・林業再生を加速する静岡

型エリートツリーによる次世

代省力造林技術の開発 

高成長の造林用樹種(エリートツリー)を

活用した持続的木材生産による中山間地

域の振興・雇用の創出 

農林技術研究所､森林整備

課、静岡大、森林総研等 

新たなウナギ産業の創出 
シラスウナギの来遊時期及び外国産ウナ

ギの養殖適性の解明によるウナギの養殖

用種苗確保と新たなウナギ産業の創出 

水産技術研究所､水産資源

課、北海道大、県内漁協等

家畜飼養施設における伝染病

侵入防止システムの構築 

畜産業や地域経済に重大な影響を与える

家畜伝染病の発生を未然に防ぐ危機管理

対策の確立 

畜産技術研究所､畜産課、

静岡大、県内企業等 

未利用魚の活用による新水産

業創出 

未利用水産資源の加工利用等による産業

基盤強化、地域ブランドの創出 

水産技術研究所､水産振興

課、県漁連等 

研究課題名 目指す産業展開 中核及び連携機関 
分散型エネルギー社会に貢献

する小型メタン発酵プラント

の開発 

食品廃棄物を自社処理する安価なメタン

発酵プラントを開発し、企業の経営改善

と分散型エネルギー社会の形成を促進 

工業技術研究所、畜産技術研究
所、水産技術研究所、農林技術研
究所、研究調整課、県内大学等 

研究課題名 目指す産業展開 中核及び連携機関 
イノシシと戦う集落づくりと

森林づくりに必要なシカ管理

に関する研究 

農山村の野生鳥獣被害に対する迅速な対

応、中山間地域の農地の維持・有効活用

と、肉を活用した地域振興 

農林技術研究所､農山村共

生課、麻布大学、農研機構

等 



 

Ⅲ 静岡県試験研究機関研究評価実施要領 
 

（目的） 

第１条 この要領は、静岡県試験研究機関（以下「試験研究機関」という。）が行

う試験研究に関する評価の実施について必要な事項を定め、効果的かつ効率的な

研究の推進、研究成果の迅速な社会還元等を実現することを目的とする。 

 

 （基本方針） 

第２条 試験研究機関が実施する試験研究については、幅広い分野の有識者による

多角的な評価を徹底するとともに、外部評価を研究にフィードバックするＰＤＣ

Ａサイクルを徹底し、試験研究事業の迅速で確実な改善、質の向上を推進する。 

 

 （評価の対象） 

第３条 研究課題の評価は、試験研究機関が実施する全ての研究課題を対象とする。

ただし、次に掲げる研究課題を除く。 

(1) 競争的資金による研究等、別に外部評価を受ける研究の課題 

(2) 企業等からの受託研究の課題 

(3) 企業等との共同研究で、秘匿性の高い研究課題 

(4) 社会状況等により当該年度内に緊急対応が必要な課題 

 

 （評価の内容） 

第４条 研究課題の評価の種別及び実施時期は、原則として次に掲げる表に示すと

おりとする。 

種別 実施時期 評価のポイント 

事前評価 研究開始年度の前年度 
目標や計画の妥当性、予算執行の

可否 

中間評価 研究開始後の毎年度 課題継続、修正、中止の要否 

事後評価 研究終了年度又は翌年度 
目標の達成状況、成果の社会還元

策の妥当性 

追跡調査 研究終了後３年間の毎年度 
社会還元の状況や波及効果の把

握・分析 

 注）一般研究は、追跡調査に基づき、研究終了後３年度目に外部評価委員の

意見を聴取する。 

２ 評価に当たっては、継続性が必要な基礎研究や、動植物の育成など、短期間で

業績を上げることが難しい研究等があることから、個々の研究内容・性格を踏ま

えた評価を実施するものとする。 

 

（評価委員会） 

第５条 評価の対象となる研究課題の事前評価、中間評価及び事後評価は、静岡県

試験研究機関外部評価委員会（以下「評価委員会」という。）が行う。 

 

（円滑な評価の推進） 



 

第６条 研究調整課は、幅広い分野の有識者を評価委員に選任するよう配慮すると

ともに、外部評価に基づく効果的・効率的な予算執行を推進する。 

２ 試験研究機関は、「静岡県試験研究の戦略基本指針」に沿った研究課題を設定

する。 

３ 研究課題の研究計画書、報告書（いずれも様式等については別に定める。）の

作成には、できる限り指標・数値等を用いて、定量性の確保に努める。 

 

（事前評価） 

第７条 事前評価は、評価委員会において、研究計画書（様式等については別に定

める。）に基づくヒアリングを踏まえ、研究評価票（新成長戦略研究については

様式１－１、一般研究については１－２）により、総合的な観点からの３段階評

価及び記述評価を行う。 

２ 研究課題は、事前評価の結果に基づき、静岡県試験研究調整会議（以下「研究

調整会議」という。）において審議し、経済産業部長が決定する。 

３ 試験研究機関は、研究調整会議の審議結果に基づき、研究課題の研究計画書を

修正する。 

 

（中間評価及び事後評価） 

第８条 中間評価は、評価委員会において、中間報告書（様式等については別に定

める。）に基づくヒアリングを踏まえ、研究評価票（新成長戦略研究については

様式２－１、一般研究については様式２－２）により、総合的な観点からの３段

階評価及び記述評価を行う。 

２ 中間評価において、継続すべきでないと評価された研究課題は、研究計画を修

正の上、評価委員会の再評価を受け、再度継続すべきでないと評価された場合は、

研究調整会議で審議の上、原則として研究を中止する。 

３ 事後評価は、評価委員会において、終了報告書（様式等については別に定め

る。）に基づくヒアリングを踏まえ、研究評価票（新成長戦略研究については様

式３－１、一般研究については様式３－２）により、評価項目ごとの５段階評価

及び総合的な観点から記述評価を行う。 

 

（評価結果等の活用） 

第９条 評価結果は、研究調整会議に報告し、研究資源の配分の見直し、研究課題

の進行管理等に反映させ、研究内容の向上、研究成果の社会還元に役立てる。 

２ 研究調整課は、個人情報や企業秘密の保護、知的財産権の取得状況に配慮しつ

つ、評価結果及び研究成果を、ホームページ等を利用してわかりやすい形で県民

に公開する。 

 

（追跡調査） 

第10条 試験研究機関は、新成長戦略研究においては、研究終了後３年間の毎年度、

成果の活用状況と今後の実用化の見通しを追跡調査の上、研究成果活用状況報告

書（様式等については別に定める。）を作成し、研究調整課に提出する。 

２ 一般研究課題においては、研究終了後３年間の毎年度、成果の活用状況と今後

の実用化の見通しを追跡調査の上、研究成果活用状況一覧表（様式等については

別に定める。）を作成し、研究調整課に提出する。また、終了後３年後に研究成



 

果活用状況報告書（様式等については別に定める。）を作成し、研究調整課に提

出する。 

３ 研究調整課は、研究成果活用状況報告書に基づき、静岡県試験研究機関外部評

価委員会及び研究調整会議を通じて意見を聴取する。 

４ 試験研究機関は、追跡調査に関する検討結果を研究成果の社会還元や次年度以

降の研究課題設定に反映するよう努める。  

 

（その他） 

第11条 この要領に定めるもののほか、研究課題の評価に関し必要な事項は別に定

める。 

 

附則 

 この要領は、平成23年５月11日から施行する。 

附則 

 この改正は、平成25年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

第２部 試験研究推進体制と試験研究課題 

 

Ⅰ 農林技術研究所 ………………………………………  ９ 

Ⅱ 畜産技術研究所 ……………………………………… ４７ 

Ⅲ 水産技術研究所 ……………………………………… ７１ 

Ⅳ 工業技術研究所 ……………………………………… ９５ 

Ⅴ 環境衛生科学研究所 …………………………………１３５ 

 

  

  

  



 



 

Ⅰ 農 林 技 術 研 究 所                

茶業研究センター 

果樹研究センター 

伊豆農業研究センター 

森林・林業研究センター 



 



Ⅰ 農林技術研究所 

 １ 試験研究組織 

   

    所 長 次長 総務課 総務班 

   

企画調整部 企画調整班 

           

野菜科 
（研究統括監）

花き科 

作物科 

育種科 

経営・生産システム科 
（研究統括監）

品質・商品開発科 

植物保護科 

土壌環境科 
（研究統括監）

茶業研究センター 総務課茶業分室(班) 

栽培育種科 

生産環境科 

商品開発科 
（研究統括監）

果樹研究センター 総務課果樹分室(班)  

栽培育種科 

生産環境科 

落葉果樹科 

伊豆農業研究センター  栽培育種科 

わさび科 
（技監） 

森林・林業研究センター 総務課森林･林業分室(班) 

企画指導スタッフ 

森林育成科 

木材林産科 

 



２ 試験研究職員構成 

（注）〔〕は専門員で内数、○は非常勤嘱託職員で外数。病害虫防除所は除く。 

技術職員 
区    分 

事務 

職員 研 究 行 政

技能労務

職員 
計 

所長 1 1      

次長 1   1      

総務課 総務班 5  ① 5     ①

  研究統括監 2 2      

部長 1 1      

専門監 1 1      企画調整部 

企画調整班 ④ 2 9〔2〕⑰ 11〔2〕○21

  野菜科 5 5      

  花き科 4 4      

  作物科 4 4      

  育種科 4 4      

  経営･生産システム科 5 5      

  品質･商品開発科 4 4      

  植物保護科 6 6      

  土壌環境科 4 4  

(本所）   計 6 ⑤ 39 4 9〔2〕⑰ 58〔2〕○22

センター長 1 1      

研究統括監 1 1      

総務課茶業分室 3 ① 2〔1〕⑤ 5〔1〕⑥

栽培育種科 7 7      

生産環境科 6 6      

商品開発科 5 5      

茶業研究セン
ター 

  計 3 ① 20 2〔1〕⑤ 25〔1〕⑥

センター長   1   1      

研究統括監 1 1      

総務課果樹分室 3  ⑥ 3     ⑥

栽培育種科 6 6      

生産環境科 5 5      

落葉果樹科 ① 4 1〔1〕① 5〔1〕②

果樹研究セン
ター 

  計 3 ① 17 0 1〔1〕⑦ 21〔1〕⑧

センター長 1 1      

栽培育種科 ① 6 2〔1〕③ 8〔1〕 ④

わさび科  ① 3 ① 3     ②

伊豆農業研究
センター 

  計 ② 10 2〔1〕④ 12〔1〕⑥

センター長 1 1  

技監 1 1  

総務課森林･林業分室 3  １   ②  4   ②

企画指導スタッフ 1 1  

森林育成科 9 9  

木材林産科 5 5  

森林･林業研究
センター 

  計 3  14 3 １   ② 21  ②

合   計 15 ⑨ 100 7  15〔5〕○35 137〔5〕○44





３ 試験研究方針（平成26年度～平成29年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済産業ビジョン（農業・農村編） 

基本方向Ⅰ「場の力」を活用した地域経済の

活性化 

１ 人々を惹きつける都づくり 

・「食の都」、「茶の都」、「花の都」づくり 

・ふじのくにブランドの推進 

２ ふじのくにブランドを活かした戦略的な

海外展開 

・農林水産物の輸出促進 

・輸出に向けた産地の取組支援 

３ ６次産業化による高付加価値化の推進 

・支援体制の強化 

・事業者の取組への支援 

 

基本方向Ⅱ 豊かさを支える農業の強化 

１ 攻めの農業を担うチャレンジ精神あふれ

る経営体の育成 

 ・ビジネス経営体の育成 

 ・企業参入の推進         等 

２ 優良農地の確保と集積等による農地の徹

底活用 

 ・水田の有効利用         等 

３ 技術革新による生産力の飛躍的拡大 

・高品質化・省力化・低コスト化による生

産性向上 

・新技術の開発と普及 

・優良品種の開発導入       等 

 

基本方向Ⅲ 住んでよし訪れてよし豊かな農

山村づくり 

１ 集落機能の維持・向上による農山村の再生

・地域資源の保全と活用      等 

２ 快適な農山村の暮らしの実現 

・農山村における安全・安心の確保 等 

３ 都市農村交流の促進 

・農業の持つ多様な価値の活用   等 

 

経済産業ビジョン（林業・木材産業編） 

基本方向 豊かさを支える林業の強化 

１ 県産材の需要と供給の一体的な創造 

・県産材の需要拡大 

・県産材の安定供給体制の確立 

・ビジネス林業の展開 
 
 

 

●社会経済情勢 

・国際化の進展と新興国の経済発展 

・少子高齢化による人口減少社会の進展 

・ライフスタイルと価値観の多様化 

●流通・消費環境 

・販売･流通形態の変化 

・食の安全･安心への関心の高まり 

・中食・外食など食の外部化の進展 

・６次産業化による新商品開発の実施 

●生産構造 

・農業従事者の高齢化と担い手の減少 

・耕作放棄地や荒廃森林の増加 

・資材価格の上昇による農林家経営の悪化 

・ＩＣＴ、ロボット化の進展 

*農業生産に占めるビジネス経営体シェア

24.8％(H23) 

*森林組合等での施業･生産の集団化進展 

 

＜農林業産出額の推移（億円）＞ 

2,281
2,086 2,123 2,127

101106111

117

1500

2000

2500

H20 H21 H22 H23

農業 林業

2,398

2,197 2,228

億円

2,229

●環境保全・省資源 

・地球温暖化の進行 

・茶草場の世界農業遺産登録 

・再生可能な資源・エネルギー活用の 

必要性 

 

農林業を巡る環境 農林業の振興方向 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 地域特産の農林産物の発掘･改良、これを素材とした商品
や加工技術の開発 

 効果的な商品プロモーションを可能にする栽培技術の開発･
高度化 

 機能性成分の高い農林産物の開発、加工品及び加工技術
の開発 

 新たな需要を創造する加工適性に優れた農林産物の開
発、加工技術の開発 

  耐久性や機能性に優れた県産木材･木質材料の開発 

 

 

 高収益を生む本県独自の高品質な品種や地球温暖化に適
応した品種の育成 

低コスト、省力技術を体系化した農林産物の高効率栽培
管理技術の開発 

 地球温暖化に適応した栽培管理技術の開発 

 高品質な商品の流通を実現する生産･加工･流通段階での
品質管理技術の開発 

 二毛作、輪作、耕畜連携等による農地の高度利用システム
の開発 

 集積された農地を利用した収益性の高い農業経営モデル
の開発 

 森林施業の集約化や路網整備等による効率的な林業経営
モデルの開発 

 

 生態系の保全とバランスを取った病害虫防除技術の開発 

 省資源･省エネルギーで廃棄物を最小限に抑えた新時代
のものづくり技術の開発 

 エネルギーの地産地消に向けた再生可能エネルギーの利
用技術の開発 

                      農山村資源の公益的機能を有効活用した生産基盤の維持
管理システムの開発 

 快適な森林･河川･内水面･海域等を形成する環境管理技
術の開発 

 美しい景観形成のための花き、草木等の活用･管理技術の開発

 野生鳥獣被害防止技術、適正な生態系を維持するための
動植物の管理技術の開発 

試験研究展開の基本方向 試験研究の推進方向

Ⅰ 「場の力」を活用した地域経済の
  活性化 

Ⅱ 豊かさを支える農林業の強化 

Ⅲ 住んでよし訪れてよし豊かな 
  農山村 



平成２６年度 農林技術研究所（本所） 試験研究課題一覧 
(平成 26年 4月 1日現在) 

≪試験研究展開の基本方向≫ ≪試験研究の推進方向≫ ≪ 研 究 課 題 ≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

                                      

 

1 [成]静岡イチゴの「作ってよし・売ってよし・買ってよし」新ブランド創出と産業構造の 

変革(24-26) 〈共〉 

2 収量と内容成分を向上させるナタネ粕、米ぬかを用いたチンゲンサイ栽培方法の開発

(24-26) 

 

 

3 水稲の新品種育成(23-27) 

4 イチゴ新品種の育成(23-27) 

5 香りを重視した温室メロンを育種するための選抜法の開発と育種素材の評価(24-28) 

6 キクの新品種育成(24-28) 

7 水稲・畑作物奨励品種決定試験(23-27) 

 

8 (新)[成]タマネギ及びレタス栽培の省力機械化システム実用化(26-28)〈交〉 

9 水稲直播栽培における普及拡大技術の確立(24-26) 

10 黄色輪ギクを中心とした年間３作体系の確立(23-26) 

11 農作物品種及び生産資材の比較、検定、調査(26)〈受〉 

 

 

12 気象変動に対応した温室のアシスト制御技術の開発(23－27)〈委〉〈交〉〈共〉 

13 気候変動リスクに対応した新しい植物保護技術の開発(23－26)〈共〉〈受〉 

 

14 本県特産野菜を活用した高齢者向け食品素材に関する研究(25-28) 

15 温室メロンの成熟処理による熟度・香気制御技術の開発(23-26)〈委〉〈共〉 

16 [成]みかんの貯蔵性向上と切り花の新商品開発による静岡ブランドの強化(25-27)

〈共〉 

 17 静岡県農業の成長戦略を支える担い手育成に関する研究(25-27) 

 

18 雑草・害虫を抑制する水田畦畔管理技術の開発<共>(25-27)〈委〉〈共〉 

19 (新)施設園芸作物における進化型IPMを構成する要素技術の開発（26-28）〈委〉

〈共〉〈受〉   

20 IPM(総合的病害虫管理)によるネギ属作物の安定生産技術の開発(24-27)〈委〉〈共〉 

21 新しい農薬の適応選抜(26)〈受〉 

 

22 牛ふん堆肥中の肥料成分を活用する施肥量削減技術の開発(24-26) 

23 リン酸及びカリの土壌中含量に応じた省資源的な施用基準の策定(23-26) 

24 (新)[成]分散型エネルギー社会に貢献する小型メタン発酵プラントの開発

（26-28） 

 

25 (新)県内主要農耕地の土壌環境及び土壌炭素モニタリング調査（26-30）〈委〉    

 

 

効果的な商品プロモーシ

ョンを可能にする栽培技

術の開発・高度化 

［2課題］

「場の力」を活用

した地域経済の活

性化 

  ［2課題］ 

高収益を生む本県独自の

高品質な品種や地球温暖

化に適応した品種の育成

    ［5課題］

低コスト、省力技術を体

系化した農林産物の高効

率栽培管理技術の開発 

［4課題］

豊かさを支える農

林業の強化 

 

 ［15課題］ 

高品質な商品の流通を実

現する生産・加工・流通

段階での品質管理技術の

開発         ［3課題］

地球温暖化に適応した栽

培管理技術の開発 

［2課題］

住んでよし訪れて

よし豊かな農山村 

 

［8課題］ 

生態系の保全とバランス

を取った病害虫防除技術

の開発 

       ［4課題］

省資源・省エネルギーで

廃棄物を最小限に抑えた

新時代のものづくり技術

の開発       ［3課題］

農山村資源の公益的機能

を有効活用した生産基盤

の維持管理システムの開

発           ［1課題］

 (新)：新規課題、[成]：新成長戦略研究、〈委〉：国庫委託、〈助〉：国庫補助、

〈交〉：国庫交付金、〈受〉：受託事業、〈共〉：共同研究 

 

     

集積された農地を利用し

た収益性の高い農業経営

モデルの開発 

［1課題］



平成２６年度 農林技術研究所（茶業研究センター） 試験研究課題一覧 
(平成 26年 4月 1日現在) 

≪試験研究展開の基本方向≫  ≪試験研究の推進方向≫  ≪ 研 究 課 題 ≫ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            
 

 

1 (新)[成]‘茶の都しずおか’を担う「第三の煎茶」の開発 

 (26-28)〈共〉 

  

 

 

 

   

2 新品種の育成(23-27) 

3 品種の選定(23-27) 

4 (新)チャ育成地育成系統の地域評価試験(26-30)〈委〉〈共〉 

 

 

 

   5 (新)夏季被覆による干ばつ被害防止技術の確立(26-28) 

   6 (新)国内需要向け茶生産における高収益生産体系の実証研究 

  (26-27)〈委〉〈共〉 

   7 (新)根圏を制御する茶液肥管理技術の確立(26-28) 

   

 

 

   8 (新)発酵茶の品質に関する実態調査及び発酵工程管理支援システ 

ムの構築(26-28) 

 

 

 

9 (新)ハマキガ類の殺虫剤抵抗性機構の解明と抵抗性診断技術の開 

 発(26-30)〈委〉〈共〉 

10 チャ赤焼病の生態解明と防除法の開発(25-27)〈交〉 

11 新農薬実用化試験(26)〈受〉 

12 新農薬・新肥料及び新資材等の効果確認及び使用法の検討(26) 

 〈受〉〈共〉 

 

 

13 静岡県の赤黄色土茶園における茶樹の放射性セシウム低減化技術  

の開発(24-26)〈委〉 

 

 

 

 

 

 

 

新たな需要を創造す

る加工適性に優れた

農林水産物の開発、

加工技術の開発 

［1課題］

高収益を生む本県独

自の高品質な品種や

地球温暖化に適応し

た品種の育成    

［3課題］

低コスト、省力技術

を体系化した農林産

物の高効率栽培管理

技術の開発  

［3課題］

生態系の保全とバラ

ンスを取った病害虫

防除技術の開発 

［4課題］

省資源・省エネルギ

ーで廃棄物を最小限

に抑えた新時代のも

のづくり技術の開発

［1課題］

「場の力」を活用

した地域経済の活

性化 

［1課題］ 

豊かさを支える農

林業の強化 

 

［8課題］ 

住んでよし訪れて

よし豊かな農山村 

 

［5課題］ 

 (新)：新規課題、[成]：新成長戦略研究、〈委〉：国庫委託、〈助〉：国庫補助、

〈交〉：国庫交付金、〈受〉：受託事業、〈共〉：共同研究 

高品質な商品の流通

を実現する生産・加

工・流通段階での品

質管理技術の開発  

［1課題］



平成２６年度 農林技術研究所（果樹研究センター）試験研究課題一覧 
(平成 26年 4月 1日現在) 

≪試験研究展開の基本方向≫  ≪試験研究の推進方向≫ ≪ 研 究 課 題 ≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
1 台木と放射線を利用した果樹有望品種の省力安定生産技術の開発 
  (23-26) 
2 開花・結実調節と台木利用による落葉果樹安定生産技術の開発  
(23-26) 

 
 
 
3 [成]みかんの貯蔵性向上と切り花の新商品開発による静岡ブラン   
ドの強化(25-27) 

 
 
 
 
 
4 果樹新品種の育成と適応性検定(23-27)〈委〉〈共〉 
 
 
 
 
 
 
5 ‘レインボーレッド’における生態情報を活用した管理技術の開発  
(24-26) 

6 (新)[成]大規模みかん経営を目指した静岡方式垣根型成園化技術 
に関する研究(26-28) 

 
 

7 温暖化に対応したカンキツ果皮障害軽減技術と新作型の開発 
(23-26)〈委〉 

 
 
 
8 耐病性品種等を利用した温州萎縮病対策技術の開発(25-27)〈委〉 
〈共〉 
9 カンキツ主要害虫の土着天敵を活用する総合的病害虫管理体系の 
確立(25-27)〈委〉〈共〉 

10 生育調節及び病害虫防除等新資材の開発(26)〈委〉〈受〉〈共〉 
 
 
11 (新)ヒトと環境に優しい柑橘における年1回施肥法の確立(26-28)  

〈交〉 
   
 
 

 

地域特産の農林産物

の発掘・改良、これ

を素材とした商品や

加工技術の開発 

［2課題］

「場の力」を活用

した地域経済の活

性化 

  ［3課題］ 

低コスト、省力技術

を体系化した農林産

物の高効率栽培管理

技術の開発 

［2課題］

豊かさを支える農

林業の強化 

 

 ［4課題］ 

住んでよし訪れて

よし豊かな農山村 

 

［4課題］ 

生態系の保全とバラ

ンスを取った病害虫

防除技術の開発 

［3課題］

省資源・省エネルギ

ーで廃棄物を最小限

に抑えた新時代のも

のづくり技術の開発

［1課題］

地球温暖化に適応し

た栽培管理技術の開

発    [1課題]

高収益を生む本県独

自の高品質な品種や

地球温暖化に適応し

た品種の育成 

［1課題］

 (新)：新規課題、[成]：新成長戦略研究、〈委〉：国庫委託、〈助〉：国庫補助、

〈交〉：国庫交付金、〈受〉：受託事業、〈共〉：共同研究 

効果的な商品プロモ

ーションを可能にす

る栽培技術の開発･

高度化 

［1課題］



平成２６年度 農林技術研究所（伊豆農業研究センター） 試験研究課題一覧 

(平成 26年 4月 1日現在) 

≪試験研究展開の基本方向≫  ≪試験研究の推進方向≫   ≪ 研 究 課 題 ≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1 (新)カワヅザクラ等新規伊豆特産作物の生産技術の確立(26-28)  

 

 

 

 

2 カーネーション新品種の育成と特性調査(23-27)〈委〉 

3 マーガレット等伊豆特産花きの育成と生育特性の解明(23-27) 

〈委〉 

4 ワサビ種子繁殖系統の育成選抜(23-27) 

 

 

5 伊豆地域の立地条件に適した果樹品種の育成・選抜(23-27) 

6 ‘ヒュウガナツ’等中晩柑類品種の栽培特性の把握と生産安定技術

の開発(24-26) 

 

 

7 沢ワサビ根こぶ病の生態的特性の把握と発生軽減方法の検討

(23-26） 

 

 8 農作物品種及び生産資材の比較、検定、調査(26) 

 

 

 

 

 

 

地域特産の農林産物の

発掘・改良、これを素材

とした商品や加工技術

の開発   ［1課題］

「場の力」を活用

した地域経済の活

性化 

    ［1課題］ 

高収益を生む本県独自

の高品質な品種や地球

温暖化に適応した品種

の育成   ［3課題］

生態系の保全とバラン

スを取った病害虫防除

技術の開発 ［2課題］

住んでよし訪れて

よし豊かな農山村 

 

［2課題］ 

豊かさを支える農

林業の強化 

 

    ［5課題］ 地球温暖化に適応した

栽培管理技術の開発  

［2課題］

 (新)：新規課題、[成]：新成長戦略研究、〈委〉：国庫委託、〈助〉：国庫補助、

〈交〉：国庫交付金、〈受〉：受託事業 



平成２６年度 農林技術研究所（森林･林業研究センター） 試験研究課題一覧 
（平成 26年 4月 1日現在） 

≪試験研究展開の基本方向≫  ≪試験研究の推進方向≫  ≪ 研 究 課 題 ≫ 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

1 (新)[成]“森林の都”を実現する県産材の需要と供給の拡大のため

の技術開発(26-28)〈共〉  

 

 

2 [成]森林・林業再生を加速する静岡型エリートツリーによる次世代

省力造林技術の開発(25-29)〈共〉  

 

 

 

3 環境の変化に対応したシイタケ等栽培技術の開発(24-28)〈助〉 

 

 

 

 

4 高効率化を目指した森林経営システムに関する研究(25-27)〈助〉 

 

 

 

5 シイタケ生産における原木・菌床栽培上及び原木林育成上の害虫対 

策に関する研究(25-29) 

 

 

 

6 針葉樹人工林伐採後の早期森林再生技術に関する研究(23-27) 

7 (新)津波に強い多機能海岸防災林に対応した苗木生産と造成管理の

技術開発(26-30) 

 

8 [成]イノシシと戦う集落づくりと森林づくりに必要なシカ管理に関

する研究(25-27)〈共〉 

 

「場の力」を活用し

た地域経済の活

性化 

     ［1課題］ 

高収益を生む本県独自の高

品質な品種や地球温暖化に

適応した品種の育成 

[1課題]

耐久性や機能性に優れた県

産木材・木質材料の開発 

 [1課題]

豊かさを支える農

林業の強化 

 

［3課題］ 

低コスト、省力技術を体系

化した農林産物の高効率栽

培管理技術の開発  

[1課題]

森林施業の集約化や路網整

備等による効率的な林業経

営モデルの開発 

[1課題]

住んでよし訪れて

よし豊かな農山村 

 

［4課題］ 

生態系の保全とバランスを

取った病害虫防除技術の開

発 

               [1課題]

農山村資源の公益的機能を

有効活用した生産基盤の維

持管理システムの開発 

[2課題]

野生鳥獣被害防止技術、適

正な生態系を維持するため

の動植物の管理技術の開発

[1課題]

 (新)：新規課題、[成]：新成長戦略研究、〈委〉：国庫委託、〈助〉：国庫補助、

〈交〉：国庫交付金、〈受〉：受託事業、〈共〉：共同研究 



４ 平成２６年度試験研究課題数 

 

研 究 課 題 数 細 目 課 題 数 
区      分 

 内 新 規  内 新 規

 野菜科 １ ０ ３ ０

 花き科 ２① ０ ５① ０

 作物科 ４ ０ ８ ０

 育種科 ４ ０ １１ ０

 経営･生産システム科 ２ １ １０ ８

 品質･商品開発科 ２ ０ ４ ０

 植物保護科 ４ １ １４ ４

 土壌環境科 ６ ２ １３ ４

（ 本 所 ）   計 ２５① ４ ６８① １６

栽培育種科 ５ ３ １０ ４

生産環境科 ６ ２ １５ ７

商品開発科 ２ ２ ６ ６

茶業研究セ

ンター 

  計 １３ ７ ３１ １７

栽培育種科 ５① ０ １１① ０

生産環境科 ４ ２ ８ ５

落葉果樹科 ２ ０ ６ ０

果樹研究セ

ンター 

  計 １１① ２ ２５① ５

栽培育種科 ６ １ １５ ３

わさび科 ２ ０ ５ ０
伊豆農業研

究センター 
  計 ８ １ ２０ ３

森林育成科 ５ １ １１ ２

木材林産科 ３ １ ７ ２
森林･林業研

究センター 
  計 ８ ２ １８ ４

合    計 ６５② １６ １６２② ４６

平成２５年度 ６４① １０① １５６① ２４①

注）丸数字は、1 つの研究課題を本所及び研究センター共同で実施している場合の連携機関の研

究課題数で、外数で記載。 
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課
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名
 

研
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期
間
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担
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要
望
元
 

予
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区
分
 

農
業
一
般
 

(野
 菜

) 

(イ
チ
ゴ
) 

「
場
の
力
」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
活
性
化
 

1 
静
岡
イ
チ
ゴ
の
「
作
っ
て
よ
し
・
売
っ
て
よ

し
・
買
っ
て
よ
し
」
新
ブ
ラ
ン
ド
創
出
と
産

業
構
造
の
変
革
<共

> 

1-
1 
ブ
ラ
ン
ド
構
築
の
た
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
提
案
<共

> 

  1-
2 
極
早
生
の
作
り
や
す
い
品
種
の
育
成
 

 1-
3 
計
画
生
産
と
労
働
分
散
が
可
能
な
栽
培

技
術
の
開
発
 

1-
4 
分
業
化
の
促
進
と
品
質
保
証
を
可
能
と

す
る
パ
ッ
ク
詰
め
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
 

<共
> 

（
24
-2
6）

 

  

24
-2
6 

   

24
-2
6 

 

24
-2
6 

 

24
-2
6 

 
満
足
度
日
本
一
の
静
岡
イ
チ
ゴ
ブ
ラ
ン
ド
を
、
川
上
か
ら
川
下
の
各

分
野
の
飛
躍
的
な
技
術
革
新
に
よ
り
創
出
し
、
静
岡
イ
チ
ゴ
の
産
業
構

造
を
変
革
す
る
。
 

・
静
岡
イ
チ
ゴ
の
小
売
り
動
向
や
消
費
動
向
に
つ
い
て
現
状
分
析
す
る
。

さ
ら
に
、
選
抜
品
種
の
商
品
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
し
、
独
占
的
販
売

戦
略
、
品
種
名
と
分
離
し
た
商
標
戦
略
等
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
構
築

し
、
推
進
手
法
の
提
案
を
行
う
。
 

・
ポ
ス
ト
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
と
し
て
、
極
早
生
・
安
定
良
食
味
で
、
作
り

や
す
い
品
種
を
育
成
す
る
。
 

・
選
抜
品
種
を
用
い
た
低
コ
ス
ト
で
省
力
的
な
作
型
を
開
発
し
、
計
画

生
産
と
労
働
平
準
化
体
系
を
確
立
す
る
。
 

・
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
軸
と
し
て
、
実
需
者
の
多
彩
な
要
望
規
格

に
対
応
可
能
な
、
外
観
と
と
も
に
内
容
も
選
別
で
き
る
「
イ
チ
ゴ
糖

度
・
果
重
自
動
分
別
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
開
発
す
る
。
 

育
種
科
 

（
河
田
智
明
）
 

野
菜
科
 

（
井
狩
徹
）
 

品
質
・
商
品
開
発

科
 

（
佐
々
木
麻
衣
）
 

経
営
・
生
産
シ
ス

テ
ム
科
 

(大
須
賀
隆
司
、

菊
池
佑
弥
）
 

 静
岡
県
立
大
学
、

静
岡
経
済
連
、
 

雑
賀

技
術

研
究

所
ほ
か
 

み
か
ん
園
芸

課
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
推
進

課
 

 

県
単
 

（
新
成
長
）
 

農
業
一
般
 

(野
 菜

) 

(土
壌
肥
料
) 

「
場
の
力
」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
活
性
化
 

2 
収
量
と
内
容
成
分
を
向
上
さ
せ
る
ナ
タ
ネ

粕
、
米
ぬ
か
を
用
い
た
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
栽
培

方
法
の
開
発
 

2-
1 
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
収
量
を
確
保
す
る
ナ

タ
ネ
粕
・
米
ぬ
か
施
用
栽
培
の
開
発
 

2-
2 
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
内
容
成
分
を
増
強
さ

せ
る
ナ
タ
ネ
粕
・
米
ぬ
か
施
用
栽
培
の
開
発
 

(2
4-
26
) 

  

24
-2
6 

  

24
-2
6 

年
間
を
通
じ
収
量
を
安
定
的
に
確
保
し
、
内
容
成
分
の
増
強
を
目
指

し
た
全
量
有
機
質
肥
料
に
よ
る
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
栽
培
法
を
開
発
す
る
。
 

 

・
冬
季
収
量
確
保
の
た
め
の
施
用
法
を
開
発
す
る
。
 

 ・
内
容
成
分
増
強
の
た
め
の
施
用
法
を
開
発
す
る
。
 

土
壌
環
境
科
 

(松
浦
英
之
、
若

澤
秀
幸
) 

農
山

村
共

生

課
 

県
単
 

農
業
一
般
 

(作
 物

) 

(水
 稲

) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

3 
水
稲
の
新
品
種
育
成
 

3-
1 
極
早
生
品
種
の
育
成
 

 3-
2 
酒
造
好
適
米
品
種
の
育
成
 

(2
3-
27
) 

23
-2
7 

 

23
-2
7 

本
県
の
気
象
条
件
に
適
合
す
る
良
質
・
良
食
味
品
種
を
育
成
す
る
。
 

・
「
な
つ
し
ず
か
」
よ
り

5
日
程
度
収
穫
が
早
く
、
高
温
耐
性
に
優
れ

た
良
食
味
品
種
の
育
成
。
 

・
「
誉
富
士
」
並
み
の
酒
造
適
性
を
持
ち
、
難
穂
発
芽
性
で
収
量
性
に

優
れ
た
品
種
の
育
成
。
 

作
物
科
 

（
宮
田
祐
二
、
井

鍋
大
祐
）
 

中
遠
農
林
他
 

県
単
 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
(本

所
) 
No
.2
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 
当
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

農
業
一
般
 

(野
 菜

) 

(イ
チ
ゴ
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

4 
イ
チ
ゴ
新
品
種
の
育
成
 

 4-
1 
イ
チ
ゴ
実
生
優
良
系
統
の
選
抜
 

 4-
2 
イ
チ
ゴ
育
成
品
種
系
統
の
地
域
適
応

性
検
定
 

(2
3-
27
) 

 

23
-2
7 

 

23
-2
7 

 

 早
生
大
果
系
で
高
品
質
、
多
収
品
種
の
育
成
に
よ
り
、
特
色
あ
る
イ

チ
ゴ
生
産
の
拡
充
を
図
る
。
 

・
実
生
個
体
か
ら
育
成
し
た
栄
養
系
の
早
生
優
良
系
統
選
抜
、
炭
疽
病

耐
病
性
を
含
め
た
特
性
調
査
を
行
う
。
 

・
育
成
品
種
系
統
の
地
域
適
応
性
を
検
討
す
る
。
 

 

育
種
科
 

（
河
田
智
明
）
 

野
菜
科
 

（
井
狩
徹
）
 

志
太
榛
原
農

林
他
 

県
単
 

農
業
一
般
 

(野
 菜

) 

(温
室
メ
ロ
ン
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

5 
香
り
を
重
視
し
た
温
室
メ
ロ
ン
を
育
種
す

る
た
め
の
選
抜
法
の
開
発
と
育
種
素
材
の
評

価
 

5-
1 
F1
親
系
統
の
特
性
評
価
 

 5-
2 
香
り
関
連
形
質
の
遺
伝
性
 

(2
4-
28
) 

  

24
-2
8 

 

27
-2
8 

温
室
メ
ロ
ン
の
香
り
や
成
熟
度
に
関
係
す
る
果
実
形
質
の
選
抜
方
法

を
確
立
し
、
育
種
素
材
の
評
価
を
す
る
。
 

 

・
香
り
の
評
価
法
を
確
立
し
、
F1
親
系
統
の
香
り
関
連
形
質
を
評
価
す

る
。
 

・
F1
、
F2
世
代
に
お
け
る
香
り
関
連
形
質
の
遺
伝
性
を
確
認
す
る
。
 

育
種
科
 

(種
石
始
弘
) 

野
菜
科
 

(今
原
淳
吾
) 

品
質
・
商
品
開
発

科
 

(中
根
健
) 

静
岡
県
温
室

農
業
協
同
組

合
 

県
単
 

農
業
一
般
 

(花
き
) 

(キ
ク
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

6 
キ
ク
の
新
品
種
育
成
 

  6-
1 
低
温
期
の
作
型
に
適
応
し
た
黄
色
輪
ギ

ク
の
品
種
育
成
 

6-
2 
輪
ギ
ク
の
効
率
的
育
種
法
の
開
発
 

 6-
3 
高
温
期
の
作
型
に
適
応
し
た
ス
プ
レ
ー

ギ
ク
の
品
種
育
成
 

(2
4-
28
) 

  

24
-2
8 

 

24
-2
8 

  

24
-2
8 

低
温
伸
長
性
・
開
花
性
を
有
す
る
輪
ギ
ク
と
耐
暑
性
の
強
い
ス
プ
レ

ー
ギ
ク
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
育
成
し
、
本
県
キ
ク
産
地
の
市
場
性
向

上
と
経
営
安
定
を
図
る
。
 

・
交
配
育
種
に
よ
り
、
低
温
伸
長
性
を
有
し
到
花
日
数
の
短
い
静
岡
県

独
自
の
黄
色
輪
ギ
ク
有
望
品
種
を
育
成
す
る
。
 

・
輪
ギ
ク
の
交
配
育
種
を
進
め
る
た
め
に
、
遺
伝
資
源
の
評
価
を
行
う

と
も
に
稔
性
の
高
い
管
状
花
の
効
率
的
増
加
方
法
を
開
発
す
る
。
さ

ら
に
育
種
技
術
向
上
の
た
め
の
幼
苗
選
抜
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
交
配
育
種
に
よ
り
、
夏
季
の
高
温
栽
培
に
適
し
た
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
有

望
品
種
を
育
成
す
る
。
 

育
種
科
 

(寺
田
吉
徳
、
山

田
栄
成
) 

花
き
科
 

(名
越
勇
樹
) 

JA
と

ぴ
あ

浜

松
 

県
単
 

農
業
一
般
 

(作
 物

) 

(水
 稲

) 

(畑
 作

) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

7 
水
稲
・
畑
作
物
奨
励
品
種
決
定
試
験
 

   7-
1 
水
稲
奨
励
品
種
決
定
試
験
 

 7-
2 
畑
作
物
奨
励
品
種
決
定
試
験
 

(2
3-
27
) 

   

23
-2
7 

 

23
-2
7 

水
稲
：
作
業
分
散
や
気
象
災
害
の
回
避
の
た
め
熟
期
別
、
用
途
別
に
奨

励
品
種
を
選
定
す
る
。
 

小
麦
：
用
途
別
（
麺
用
、
パ
ン
用
）
に
栽
培
適
性
に
優
れ
る
奨
励
品
種

を
選
定
す
る
。
 

・
極
早
生
・
早
生
熟
期
の
良
食
味
品
種
。
「
誉
富
士
」
よ
り
栽
培
適
性

に
優
れ
る
酒
造
好
適
米
品
種
及
び
糯
品
種
を
重
点
に
選
定
す
る
。
 

・
‘
イ
ワ
イ
ノ
ダ
イ
チ
’
よ
り
子
実
中
の
タ
ン
パ
ク
含
有
率
が
高
く
、

グ
ル
テ
ン
の
質
が
改
善
さ
れ
た
栽
培
し
や
す
い
品
種
と
、
パ
ン
適
性

に
優
れ
る
品
種
を
選
定
す
る
。
 

作
物
科
 

(市
原
実
、
井
鍋

大
祐

、
宮

田
祐

二
) 

静
岡

県
稲

作

研
究
会
他
 

県
単
 

 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
(本

所
) 
No
.3
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 
当
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

農
業
一
般
 

(機
械
、
野

菜
、
経
営
) 

  

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

8 
タ
マ
ネ
ギ
及
び
レ
タ
ス
栽
培
の
省
力
機
械

化
シ
ス
テ
ム
実
用
化
 

 （
タ
マ
ネ
ギ
）
 

8-
1 
生
育
の
斉
一
化
技
術
開
発
 

8-
2 
収
穫
機
の
実
証
と
改
良
 

8-
3 
省
力
的
調
製
、
運
搬
技
術
の
開
発
 

8-
4 
経
営
タ
イ
プ
別
機
械
化
シ
ス
テ
ム
の
提

案
 

 （
レ
タ
ス
）
 

8-
5 
移
植
同
時
植
穴
施
肥
技
術
の
実
証
 

8-
6 
簡
易
ハ
ウ
ス
を
用
い
た
省
力
安
定
栽
培

技
術
開
発
 

8-
7 
収
穫
機
の
改
良
と
運
搬
機
の
開
発
 

8-
8 
一
斉
収
穫
体
系
の
経
営
的
評
価
<交

> 

(2
6-
28
) 

   

26
-2
8 

26
-2
8 

26
-2
8 

26
-2
8 

   

27
-2
8 

26
-2
8 

 

26
-2
8 

26
-2
8 

 

タ
マ
ネ
ギ
及
び
レ
タ
ス
に
お
け
る
大
規
模
経
営
を
可
能
と
す
る
省

力
機
械
化
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
実
用
化
技
術
を
確
立
す
る
。
 

  ・
セ
ル
ト
レ
イ
育
苗
技
術
の
確
立
と
現
地
実
証
を
行
う
。
 

・
市
販
化
に
向
け
た
試
作
機
の
改
良
と
性
能
評
価
を
行
う
。
 

・
自
走
式
調
整
機
の
試
作
と
性
能
評
価
を
行
う
。
 

・
経
営
の
タ
イ
プ
別
に
機
械
化
シ
ス
テ
ム
導
入
効
果
の
試
算
を
行
う
。
 

   ・
植
穴
施
肥
装
置
の
市
販
化
に
向
け
た
現
地
実
証
を
行
う
。
 

・
簡
易
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
栽
培
技
術
及
び
環
境
制
御
技
術
の
改
善
と
現

地
実
証
を
行
う
。
 

・
４
条
独
立
切
断
機
構
開
発
等
の
開
発
と
現
地
実
証
を
行
う
。
 

・
一
斉
収
穫
体
系
の
経
営
的
評
価
を
行
う
。
 

  

経
営
・
生
産
シ
ス

テ
ム
科
 

(山
根
俊
、
山
﨑
成

浩
、
ﾇｳ
ｪﾝ
 ﾅ
ﾝ 
ｳﾞ

ｧﾝ
、
大
須
賀
隆
司
) 

野
菜
科
 

(望
月
達
史
) 

土
壌
環
境
科
 

(渥
美
和
彦
) 

 静
岡
大
学
、
㈲
セ

ザ
ム
テ
ッ
ク
、
㈲

沢
田
機
工
 

㈱
カ

ワ
サ

キ
機

工
、
㈱
ニ
シ
ザ
ワ
、

イ
セ
キ
農
機
㈱
 

 野
茶
研
、
中
央
農

研
セ
ン
タ
ー
、
長

野
野
菜
花
試
、
 

香
川
農
試
、
他
 

JA
と

ぴ
あ

浜

松
他
 

農
業
振
興
課
、
 

み
か

ん
園

芸

課
、
商
工
振
興

課
 

県
単
 

（
新
成
長
）
 

        

  国
庫
交
付

金
 

(攻
め
の
農

林
水
産
業

の
実
現
に

向
け
た
革

新
的
技
術

緊
急
展
開

事
業
) 

農
業
一
般
 

(作
物
) 

(水
稲
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

9 
水
稲
直
播
栽
培
に
お
け
る
普
及
拡
大
技
術

の
確
立
 

 9-
1 
苗
立
ち
安
定
化
の
新
技
術
開
発
 

 9-
2 
大
規
模
化
に
対
応
し
た
雑
草
防
除
技
術

の
確
立
 

(2
4-
26
) 

  

24
-2
6 

 

24
-2
6 

本
県
に
お
け
る
乾
田
直
播
導
入
の
制
限
要
因
を
解
消
す
る
こ
と
に

よ
り
、
大
規
模
水
田
営
農
の
担
い
手
の
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
を
支
援
す

る
。
 

・
耕
起
鎮
圧
時
に
発
生
す
る
轍
が
播
種
精
度
を
低
下
さ
せ
、
苗
立
ち
の

不
安
定
要
因
と
な
る
た
め
、
耕
起
鎮
圧
時
の
轍
発
生
を
軽
減
化
す
る

技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
大
き
な
労
力
を
占
め
る
雑
草
防
除
に
お
い
て
、
雑
草
防
除
回
数
を
現

状
の
３
回
か
ら
２
回
に
軽
減
す
る
技
術
を
確
立
す
る
。
 

作
物
科
 

(井
鍋
大
祐
、
市
原

実
) 

静
岡
県
稲
作

研
究
会
 

県
単
 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
(本

所
) 
No
.4
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 
当
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

農
業
一
般
 

(花
 き

) 

(キ
ク
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

10
 黄

色
輪
ギ
ク
を
中
心
と
し
た
年
間
３
作
体

系
の
確
立
 

10
-1
 黄

色
輪
ギ
ク
の
系
統
選
抜
 

 10
-2
 栽

培
期
間
短
縮
技
術
の
開
発
 

 10
-3
 
白
輪
ギ
ク
を
組
合
せ
た
3作

体
系
の
組

立
実
証
 

（
23
-2
6）

 

 

23
-2
6 

 

23
-2
6 

 

24
-2
6 

 

黄
色
輪
ギ
ク
（
２
作
）
と
白
輪
ギ
ク
（
１
作
）
を
組
み
合
わ
せ
た
年

間
３
作
体
系
を
確
立
す
る
。
 

・
３
月
出
荷
、
12
月
出
荷
の
栽
培
期
間
を
短
縮
で
き
る
低
温
開
花
性
の

系
統
を
選
抜
す
る
。
 

・
12
月
出
荷
、
３
月
出
荷
の
作
型
に
お
い
て
、
生
育
を
均
一
化
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
短
期
間
に
収
穫
を
完
了
さ
せ
る
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
選
抜
系
統
と
栽
培
期
間
短
縮
技
術
を
用
い
て
、
白
輪
ギ
ク
と
の
年
３

作
体
系
を
実
証
す
る
。
 

花
き
科
 

(名
越
勇
樹
、
外

岡
慎
) 

JA
と
ぴ
あ
浜

松
 

県
単
 

農
業
一
般
 

(作
物
･野

菜
･

花
き
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

11
 農

作
物
品
種
及
び
生
産
資
材
の
比
較
、
検

定
、
調
査
<受

> 

 11
-1
 農

作
物
品
種
の
比
較
、
検
定
 

11
-2
 肥

料
等
の
効
果
検
定
、
調
査
  

11
-3
 資

材
機
械
等
の
性
能
調
査
  

(2
6)
 

  26
 

26
 

26
 

 試
験
研
究
機
関
と
し
て
日
常
的
、
地
域
的
に
対
応
す
る
事
項
で
、
単

年
度
あ
る
い
は
課
題
化
以
前
の
も
の
で
、
比
較
、
検
定
調
査
が
必
要
と

な
る
試
験
研
究
的
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

・
新
発
表
品
種
、
既
存
品
種
・
系
統
、
新
作
物
等
の
検
討
を
行
う
。
 

・
新
開
発
肥
料
、
土
壌
改
良
剤
等
の
検
定
、
調
査
を
行
う
。
 

・
被
覆
材
、
新
型
機
械
、
器
具
の
調
査
を
行
う
。
 

土
壌
環
境
科
 

品
質
･商

品
開
発

科
 

  

県
肥

料
協

会

等
 

県
単
 

 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
(本

所
) 
No
.5
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 
当
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

農
業
一
般
 

(野
菜
・
花
き
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

12
 気

象
変
動
に
対
応
し
た
温
室
の
ア
シ
ス
ト

制
御
技
術
の
開
発
<委

><
共
> 

 12
-1
 環

境
・
生
体
情
報
の
統
合
的
診
断
よ
る

温
室
メ
ロ
ン
の
栽
培
管
理
ア
シ
ス
ト
シ
ス

テ
ム
の
開
発
<委

><
共
> 

12
-2
 
高
温
期
の
環
境
制
御
等
に
よ
る
ト
マ

ト
、
花
き
栽
培
の
多
収
生
産
技
術
の
開
発
 

<委
><
共
> 

12
-3
 省

エ
ネ
局
所
環
境
制
御
技
術
の
開
発
 

<交
> 

(2
3-
27
) 

  

23
-2
7 

  

23
-2
7 

  

23
-2
7 

気
象
変
動
に
対
応
し
て
農
芸
品
生
産
の
安
定
化
及
び
効
率
化
を
図
る

た
め
、
植
物
生
体
情
報
や
IT
を
活
用
し
低
投
入
で
高
品
質
多
収
生
産
が

可
能
な
温
室
の
ア
シ
ス
ト
制
御
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
温
室
環
境
や
植
物
生
体
情
報
の
可
視
化
、
統
合
化
に
よ
り
熟
練
を
要

す
る
温
室
メ
ロ
ン
の
栽
培
管
理
を
再
現
で
き
る
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

の
開
発
を
目
指
す
。
 

・
高
温
期
に
お
け
る
成
育
障
害
や
病
害
を
防
ぎ
多
収
化
を
図
る
た
め
、

年
間
を
通
じ
た
温
・
湿
度
環
境
や
給
液
制
御
の
最
適
化
と
高
温
抵
抗

性
誘
導
剤
の
適
用
評
価
を
行
う
。
 

・
作
物
部
位
や
温
室
空
間
な
ど
環
境
制
御
対
象
の
局
所
化
に
よ
り
温
室

の
省
エ
ネ
が
可
能
な
技
術
を
開
発
す
る
。
 

 

野
菜
科
 

(大
石
直
記
、
今

原
淳

吾
、

二
俣

翔
) 

 花
き
科
 

(貫
井
秀
樹
、
本

間
義

之
、

外
岡

慎
) 

 〈
CO
2長

期
〉
 

野
茶
研
、
近
中
四

試
、
豊
橋
技
科
大

学
、
三
重
大
学
 

 〈
ﾋｰ
ﾄﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ
〉
 

広
島

県
、

花
き

研
、
岡
山
大
学
 

 〈
IC
T〉

 

静
岡
大
学
、
情
報

通
信
研
究
機
構
 

 〈
ｱｸ
ﾁｭ
ｴｰ
ﾀｰ
〉
 

野
茶
研
、
三
重
農

業
研

、
愛

知
総

試
、
静
岡
大
学
他
 

み
か
ん
園
芸

課
 

 

国
庫
委
託
 

｢C
O2
長
期
・

長
時
間
施
用

を
核
と
し
た

環
境
制
御
技

術
を
開
発
し

東
海
の
園
芸

産
地
を
活
性

化
す
る
(野

茶
研
)」

 

国
庫
委
託
 

｢主
要
花
き

の
高
温
障
害

を
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
に
よ
る

短
時
間
夜
温

管
理
で
解
消

(広
島
県
)｣
 

国
庫
委
託
 

｢高
度
農
業

IC
Tを

実
現

す
る
高
信
頼

双
方
向
多
点

無
線
セ
ン
サ

/ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の

研
究
開
発
｣ 

国
庫
交
付
金
 

(
攻

め
の

農

林
水
産
業
の

実
現
に
向
け

た
革
新
的
技

術
緊
急
展
開

事
業
) 



 
 農

林
技
術
研
究
所
(本

所
) 
No
.6
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 
当
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

農
業
一
般
 

(野
菜
・
花
き
) 

(病
害
虫
) 

  

 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

  

13
 気

候
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
新
し
い
植

物
保
護
技
術
の
開
発
<共

><
受
> 

 13
-1
 高

温
ス
ト
レ
ス
等
に
対
す
る
保
護
技
術

の
開
発
<共

><
受
> 

13
-2
 生

物
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
保
護
技
術
の

開
発
<共

><
受
> 

(2
3-
26
) 

  

23
-2
6 

 

23
-2
6 

 地
球
温
暖
化
等
に
よ
る
高
温
害
及
び
ウ
イ
ル
ス
防
護
技
術
と
し
て
、

高
温
ス
ト
レ
ス
抵
抗
性
誘
導
物
質
、
及
び
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
等
の
開
発
を

核
と
す
る
技
術
開
発
を
目
指
す
。
 

・
高
温
害
を
軽
減
す
る
物
質
を
、
既
存
の
農
薬
等
か
ら
選
抜
し
、
そ
の

効
率
的
な
処
理
法
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

・
ウ
イ
ル
ス
増
殖
阻
害
活
性
を
持
つ
物
質
の
各
種
作
物
へ
の
処
理
法
を

明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
る
病
害
防
除
法
を
開
発
す
る
。
 

植
物
保
護
科
 

(影
山
智
津
子
、

墨
岡
宏
紀
) 

 

JA
中
央
会
、

JA
と
ぴ
あ
浜

松
 

県
単
 

  

農
業
一
般
 

(野
 菜

) 

(特
産
野
菜
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

14
 本

県
特
産
野
菜
を
活
用
し
た
高
齢
者
向
け

食
品
素
材
に
関
す
る
研
究
 

14
-1
 本

県
特
産
野
菜
を
利
用
し
た
高
齢
者
向

け
加
工
素
材
の
開
発
 

 14
-2
 塩

分
・
糖
分
代
替
等
機
能
性
食
品
素
材

の
開
発
 

(2
5-
27
) 

 

25
-2
7 

  

25
-2
7 

高
齢
者
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
野
菜
の
加
工
技
術
や
栄
養
摂
取
を

補
助
す
る
食
品
素
材
を
開
発
す
る
。
 

・
嚥
下
・
咀
嚼
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
向
け
に
低
温
ス
チ
ー
マ
ー
を

用
い
た
や
わ
ら
か
加
工
素
材
を
開
発
す
る
。
 

・
塩
分
や
糖
分
の
代
替
物
と
な
る
特
産
農
産
物
の
風
味
や
機
能
性
成
分

等
を
明
ら
か
に
し
、
栄
養
成
分
制
限
者
等
が
お
い
し
く
食
事
が
で
き

る
食
品
素
材
（
補
助
食
材
）
を
開
発
す
る
。
 

品
質
・
商
品
開

発
科
 

(豊
泉
友
康
、
神

谷
径
明
) 

  

磐
田
市
  

県
単
 

 

農
業
一
般
 

(野
菜
) 

（
メ
ロ
ン
）
 

      

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

15
 温

室
メ
ロ
ン
の
成
熟
処
理
に
よ
る
熟
度
・

香
気
制
御
技
術
の
開
発
<委

><
共
> 

 15
-1
 熟

度
進
行
と
香
気
発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
<委

><
共
> 

 15
-2
 成

熟
処
理
に
よ
る
熟
度
及
び
香
気
発
現

制
御
技
術
の
確
立
<委

><
共
> 

(2
3-
26
) 

  

23
-2
6 

  

23
-2
6 

温
室
メ
ロ
ン
の
新
た
な
需
要
を
創
造
す
る
た
め
、
消
費
者
が
判
断
し

に
く
い
食
べ
頃
を
産
地
で
管
理
す
る
技
術
を
開
発
し
、
お
い
し
い
食
べ

頃
メ
ロ
ン
を
安
定
的
に
供
給
可
能
に
す
る
。
 

・
食
べ
頃
メ
ロ
ン
の
お
い
し
さ
に
関
す
る
基
準
作
成
の
た
め
、
果
実
内

成
分
等
の
動
き
を
網
羅
的
に
解
析
す
る
手
法
を
確
立
す
る
。
  

・
温
湿
度
管
理
を
基
本
に
、
酸
素
や
エ
チ
レ
ン
等
の
ガ
ス
環
境
を
変
化
さ

せ
、
熟
度
進
行
と
香
気
の
発
揚
を
制
御
す
る
技
術
を
確
立
す
る
。
 

品
質
・
商
品
開

発
科
 

(中
根
健
、
神
谷

径
明
、
豊
泉
友

康
）
 

食
品
総
合
研
究

所
、
静
岡
産
業

大
学
、
神
奈
川

県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
、
千
葉

県
農
林
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
、

日
本
電
気
㈱
 

静
岡
県
温
室

農
業
協
同
組

合
 

国
庫
委
託
 

(農
林
水
産

業
・
食
品
産

業
科
学
技

術
研
究
推

進
事
業
発

展
融
合
ス

テ
ー
ジ
) 

 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
(本

所
) 
No
.7
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 
当
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

農
業
一
般
 

(花
 き

) 

(特
産
花
き
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

16
 み

か
ん
の
貯
蔵
性
向
上
と
切
り
花
の
新
商

品
開
発
に
よ
る
静
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
<新

> 

<共
> 

 16
-1
 切

り
花
新
商
品
の
開
発
に
よ
る
消
費
の

創
出
・
拡
大
<新

><
共
> 

 16
-2
 マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
よ
る
ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
化
<新

><
共
> 

(2
5-
27
) 

   

25
-2
7 

   

25
-2
7 

花
の
老
化
制
御
技
術
を
開
発
し
、
花
の
購
買
層
、
無
購
買
層
に
購
入

し
て
も
ら
え
る
新
商
品
を
開
発
す
る
。
ま
た
、
新
商
品
の
開
発
に
当
た

っ
て
は
、
販
売
実
証
な
ど
試
験
を
実
施
す
る
。
 

 ・
本
県
独
自
の
日
持
ち
技
術
（
ガ
ー
ベ
ラ
を
対
象
と
し
た
老
化
抑
制
技

術
、
バ
ラ
を
対
象
と
し
た
完
熟
切
り
花
技
術
）
を
開
発
し
、
無
購
買

層
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
「
手
入
れ
不
要
で
日
持
ち
の
良
い
」
切
り

花
商
品
を
開
発
す
る
。
 

・
新
商
品
の
市
場
性
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
問
題
点
等
を
抽
出
し
、

生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
各
関
係
者
が
連
携
し
て
、
生
産
か
ら
消
費
 ま

で
を
通
し
た
実
証
試
験
を
行
う
。
 

花
き
科
 

(外
岡
慎
、
貫
井

秀
樹
、
本
間
義

之
) 

品
質

･
商

品
開

発
科
 

(神
谷
経
明
) 

 県
花
き
市
場
連

合
会
、
㈱
ア
ド

ウ
ィ
ル
、
静
岡

産
業
大
学
 

み
か
ん
園
芸

課
 

県
単
 

新
成
長
 

農
業
一
般
 

(経
営
、
野
菜
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

17
 静

岡
県
農
業
の
成
長
戦
略
を
支
え
る
担
い

手
育
成
に
関
す
る
研
究
 

 17
-3
 企

業
参
入
の
評
価
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
検
討
 

17
-4
 コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
評
価
と

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
検
討
 

(2
5-
27
) 

  

25
-2
6 

 

26
-2
7 

ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
の
育
成
モ
デ
ル
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
企
業
参
入
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
の
波
及
効
果
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
察
す
る
。
 

・
企
業
参
入
の
意
義
と
波
及
効
果
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
育
成
モ
デ
ル

を
考
察
す
る
。
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
意
義
と
波
及
効
果
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
育
成
モ
デ
ル
を
考
察
す
る
。
 

経
営
・
生
産
シ

ス
テ
ム
科
 

(大
須
賀
隆
司
、

山
﨑
成
浩
、
菊

池
佑
弥
) 

 

農
業
振
興
課
、

農
地
保
全
課
、

土
地

改
良

連

合
会
 

県
単
 

農
業
一
般
 

(作
 物

) 

(畑
 作

) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

18
 雑

草
・
害
虫
を
抑
制
す
る
水
田
畦
畔
管
理

技
術
の
開
発
<新

><
共
> 

 18
-1
 イ

ネ
科
雑
草
を
抑
制
す
る
新
し
い
畦
畔

管
理
技
術
の
開
発
<新

><
委
> 

18
-2
 グ

リ
ホ
サ
ー
ト
抵
抗
性
ネ
ズ
ミ
ム
ギ
防

除
対
策
の
確
立
<新

><
共
> 

(2
5-
27
) 

  

25
-2
7 

 

25
-2
7 

大
規
模
経
営
体
に
向
け
た
新
た
な
畦
畔
雑
草
の
管
理
技
術
を
開
発

し
、
イ
ネ
科
雑
草
を
減
少
さ
せ
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
虫
害
を
軽
減
す
る
。
 

 ・
イ
ネ
科
雑
草
を
減
少
さ
せ
る
畦
畔
管
理
技
術
を
確
立
す
る
。
 

 ・
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
抵
抗
性
ネ
ズ
ミ
ム
ギ
の
代
替
除
草
剤
の
選
定
と
効
果

的
な
散
布
法
を
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

作
物
科
 

(市
原
実
、
井
鍋

大
祐
) 

 静
岡
大
学
、
京

都
大
学
 

中
遠
稲
作
研

究
会
 

県
単
 

 

国
庫
委
託
 

｢土
着
天
敵

を
有
効
活

用
し
た
害

虫
防
除
シ

ス
テ
ム
の

開
発
｣ 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
(本

所
) 
No
.8
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 
当
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

農
業
一
般
 

(野
菜
) 

 (
病
害
虫
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

19
 
施
設
園
芸
作
物
に
お
け
る
進
化
型
IP
Mを

構
成
す
る
要
素
技
術
の
開
発
<新

><
委
><
共
> 

<受
> 

19
-1

ト
マ
ト
の
天
敵
利
用
を
核
と
し
た
黄
化

葉
巻
病
抑
制
要
素
技
術
の
開
発
<新

> 

<委
><
共
> 

19
-2
 メ

ロ
ン
害
虫
の
光
特
性
と
天
敵
を
利

用
し
た

IP
M
要
素
技
術
の
開
発
<新

> 

 19
-3
 紫

外
線
の
活
用
に
よ
る
イ
チ
ゴ
病
害

虫
同
時
防
除
を
目
指
し
た

IP
M
要
素
技
術

の
開
発
<新

><
共
> 

19
-4
 病

害
虫
抵
抗
性
誘
導
を
活
用
し
た

IP
M

要
素
技
術
の
開
発
（
H2
6-
28
<新

><
共
> 
 

<受
> 

（
26
-2
8）

 

  

26
-2
8 

 

 

26
-2
8 

  

26
-2
8 

 

 

26
-2
8 

環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
進
化
型

IP
M
を
構
築
す
る
た
め
、
新
た
な

防
除
手
段
に
よ
る
要
素
技
術
を
開
発
す
る
。
 

 

・
黄
化
葉
巻
病
を
媒
介
す
る
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
新
た
な
天
敵
利
用

に
よ
る
防
除
法
を
開
発
す
る
。
 

 ・
大
型
施
設
で
、
物
理
的
防
除
技
術
と
し
て
開
発
が
進
む
LE
D光

と
天
敵

を
利
用
し
た
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
防
除
の
実
用
技
術
を
開
発

す
る
。
 

・
一
部
病
害
へ
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
紫
外
線
照
射
を
虫
害
防
除

ま
で
対
象
を
広
げ
た
汎
用
技
術
と
し
て
の
活
用
を
検
討
す
る
。
 

 ・
養
液
(水

耕
)栽

培
等
で
殺
菌
・
殺
虫
剤
を
代
替
す
る
防
除
技
術
と
し

て
、
植
物
に
対
す
る
病
害
虫
抵
抗
性
誘
導
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。
 

植
物
保
護
科
 

(鈴
木
幹
彦
、
土

井
誠
、
中
野
亮

平
、
墨
岡
宏
紀
、

影
山
智
津
子
) 

 中
央
農
研
、
近
中

四
試
、
近
畿
大

学
、
岡
山
県
、
 

高
知
県
、
ア
グ
リ

総
研
、
 

 大
阪
府
、
ﾊﾟ
ﾅｿ
ﾆｯ

ｸ㈱
 

 ク
ミ
ア
イ
化
学

工
業
㈱
、
㈱
村
上

開
明
堂
、
焼
津
水

産
化
学
工
業
㈱
 

JA
中
央
会
、

JA
と
ぴ
あ
浜

松
、
JA

遠
州

夢
咲
、
 

温
室
農
協
 

      

県
単
 

国
庫
委
託

「
土
着
天
敵

タ
バ
コ
カ

ス
ミ
カ
メ

の
持
続
的

密
度
管
理

に
よ
る
ウ

イ
ル
ス
媒

介
防
除
技

術
の
開

発
・
実
証
」

(中
央
農

研
)」

受
託
 

農
業
一
般
 

(野
 菜

) 

(病
害
虫
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

20
 I
PM
（
総
合
的
病
害
虫
管
理
）
に
よ
る
ネ
ギ

属
作
物
の
安
定
生
産
技
術
の
開
発
<委

><
共
> 

 20
-1
 土

着
天
敵
活
用
の
た
め
の
地
域
的
生

態
系
シ
ス
テ
ム
の
開
発
<委

><
共
> 

 20
-2
 土

着
天
敵
と
併
用
可
能
な
農
薬
の
選

抜
と
開
発
<委

><
共
> 

20
-3
 土

壌
病
害
対
策
の
た
め
の
総
合
防
除

技
術
の
開
発
<委

><
共
> 

20
-4
 I
PM
（
総
合
的
病
害
虫
管
理
）
の
組
み
立

て
と
有
効
性
実
証
<委

><
共
> 

(2
4-
27
) 

  

24
-2
7 

  

24
-2
7 

 

24
-2
7 

 

26
-2
7 

ネ
ギ
属
作
物
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
土
壌
病

害
を
防
止
す
る
た
め
、
土
着
天
敵
や
耕
種
的
防
除
法
、
化
学
的
防
除
法

を
組
み
合
わ
せ
た

IP
M
を
開
発
す
る
。
 

・
ネ
ギ
属
作
物
に
有
用
な
土
着
天
敵
の
選
抜
と
効
率
的
な
増
殖
植
物
を

明
ら
か
に
し
、
ほ
場
周
辺
の
土
着
天
敵
を
ほ
場
に
誘
導
す
る
方
法
を

開
発
す
る
。
 

・
土
着
天
敵
に
影
響
の
小
さ
い
薬
剤
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

 ・
化
学
的
方
法
と
耕
種
的
方
法
を
組
み
合
わ
せ
た
土
壌
病
害
防
除
法
を

開
発
す
る
。
 

・
シ
ロ
ネ
ギ
で

IP
M
を
組
み
立
て
、
そ
の
有
効
性
を
現
地
実
証
す
る
。
 

植
物
保
護
科
 

(土
井
誠
、
鈴
木

幹
彦

、
中

野
亮

平
、
墨
岡
宏
紀
) 

 中
央
農
研
、
千
葉

県
 

  農
環
研
 

中
遠
農
林
、
西

部
農

林
、

JA

と
ぴ
あ
浜
松
、

JA
遠
州
中
央
 

県
単
 

国
庫
委
託

(温
暖
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
) 

国
庫
委
託
 

｢次
世
代
型

土
壌
病
害

診
断
･対

策

技
術
の
開

発
(農

環

研
)｣
 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
(本

所
) 
No
.9
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 
当
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

農
業
一
般
 

(作
物
･野

菜
･花

き
) 

 (
病
害
虫
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

21
 新

し
い
農
薬
の
適
応
選
抜
<受

><
委
><
共
> 

 

21
-1
 殺

菌
、
殺
虫
剤
<受

><
委
><
共
> 

 

 21
-2
 除

草
剤
<受

> 

  21
-3
 生

育
調
節
剤
<受

> 

 21
-4
 農

薬
残
留
分
析
試
料
調
製
<受

> 

(2
6)
 

 26
   26
  26
  26
 

 新
し
い
農
薬
の
病
害
、
虫
害
、
雑
草
等
に
対
す
る
効
果
の
検
討
及
び

安
全
性
を
検
討
す
る
た
め
の
試
料
調
製
を
行
う
。
 

・
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
い
薬
剤
に
つ
い
て
病
害
虫
に
対
す
る
防

除
効
果
、
安
全
な
使
用
法
を
検
討
す
る
。
ハ
ダ
ニ
の
薬
剤
抵
抗
性
の

実
態
を
解
析
す
る
。
 

・
農
作
地
の
雑
草
に
有
効
な
除
草
剤
を
選
抜
、
安
全
な
使
用
法
を
検
討

す
る
。
 

・
農
作
物
に
有
効
な
生
育
調
節
剤
を
選
定
し
、
安
全
な
使
用
法
を
検
討

す
る
。
 

・
環
境
保
全
、
安
全
食
糧
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
農
薬
安
全
使
用
基

準
策
定
の
た
め
の
試
料
を
得
る
。
 

各
 科

 

 

植
物
保
護
科
 

(石
川
隆
輔
、
土

井
誠

、
中

野
亮

平
）
 

野
茶
研
  

JA
、
植
物
防
疫

協
会
 

受
託
 

 

国
庫
委
託

(薬
剤
抵
抗

性
プ
ロ
) 

農
業
一
般
 

(野
 菜

) 

(土
壌
肥
料
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

22
 牛

ふ
ん
堆
肥
中
肥
料
成
分
を
活
用
す
る
施

肥
量
削
減
技
術
の
開
発
 

22
-1
 牛

ふ
ん
堆
肥
中
肥
料
成
分
の
動
態
把
握
 

  22
-2
 牛

ふ
ん
堆
肥
中
肥
料
成
分
量
と
作
物
吸

収
の
関
係
解
明
に
よ
る
施
肥
削
減
可
能
量

の
把
握
 

(2
4-
26
) 

 

24
-2
6 

  

24
-2
6 

牛
ふ
ん
堆
肥
中
肥
料
成
分
の
肥
料
効
果
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
施
肥
量
の
削
減
を
目
指
す
。
 

・
堆
肥
に
含
有
さ
れ
る
肥
料
成
分
に
つ
い
て
、
畑
に
施
用
後
の
リ
ン
酸
・

カ
リ
有
効
成
分
の
発
現
量
や
窒
素
成
分
の
蓄
積
量
の
変
化
を
、
化
学

肥
料
と
比
較
し
、
肥
料
効
果
評
価
の
基
礎
資
料
と
す
る
。
 

・
露
地
栽
培
の
キ
ャ
ベ
ツ
に
つ
い
て
、
堆
肥
中
肥
料
成
分
の
肥
料
効
果

を
明
ら
か
に
し
、
施
肥
量
削
減
可
能
量
を
把
握
す
る
。
 

土
壌
環
境
科
 

(渥
美
和
彦
、
坂

口
優
子
) 

農
山

村
共

生

課
 

県
単
 

農
業
一
般
 

(野
 菜

) 

(土
壌
肥
料
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

23
 リ

ン
酸
及
び
カ
リ
の
土
壌
中
含
量
に
応
じ

た
省
資
源
的
な
施
用
基
準
の
策
定
 

 23
-1
 土

壌
中
の
リ
ン
酸
含
量
に
応
じ
た
リ
ン

酸
の
必
要
量
明
確
化
 

 23
-2
 土

壌
中
の
カ
リ
含
量
に
応
じ
た
カ
リ
の

必
要
量
明
確
化
 

(2
3-
26
) 

  

23
-2
6 

  

23
-2
6 

 

肥
料
価
格
の
高
騰
、
ほ
場
へ
の
リ
ン
酸
・
カ
リ
の
過
剰
蓄
積
等
か
ら
、

土
壌
中
施
肥
成
分
に
応
じ
た
減
肥
可
能
量
の
基
準
を
策
定
し
、
肥
料
費

削
減
に
よ
る
経
営
安
定
を
図
る
。
 

・
セ
ル
リ
ー
と
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
等
を
対
象
に
、
土
壌
中
含
量
に
応
じ
た

リ
ン
酸
施
用
が
作
物
に
及
ぼ
す
影
響
を
明
ら
か
し
て
、
リ
ン
酸
の
施

用
基
準
を
策
定
す
る
。
 

・
同
様
に
カ
リ
の
土
壌
中
含
量
に
応
じ
た
施
用
基
準
を
策
定
す
る
。
 

土
壌
環
境
科
 

(坂
口
優
子
、
若

澤
秀
幸
) 

経
済
連
、
農
山

村
共
生
課
 

県
単
 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
(本

所
) 
No
.1
0 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 
当
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

農
業
一
般
 

(野
 菜

) 

(土
壌
肥
料
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

24
 
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
貢
献
す
る

小
型
メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン
ト
の
開
発
 

24
 
 消

化
液
活
用
法
の
開
発
 

24
-1
 農

作
物
へ
の
液
肥
利
用
技
術
 

 24
-2
 養

液
栽
培
へ
の
液
肥
利
用
技
術
 

(2
6-
28
) 

  

26
-2
8 

 

26
-2
8 

食
品
廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、
安
価
で
小
型
の
メ
タ
ン
発

酵
プ
ラ
ン
ト
を
開
発
す
る
と
共
に
、
メ
タ
ン
発
酵
消
化
液
の
農
業
へ
の

利
用
技
術
を
開
発
す
る
。
。
 

・
メ
タ
ン
発
酵
消
化
液
の
液
肥
と
し
て
の
利
用
技
術
を
開
発
す
る
。
 

 ・
メ
タ
ン
発
酵
消
化
液
の
養
液
栽
培
へ
の
利
用
技
術
を
開
発
す
る
。
 

土
壌
環
境
科
 

(松
浦
英
之
、
若

澤
秀
幸
) 

野
菜
科
 

(二
俣
翔
、
大
石

直
記
) 

 山
梨
罐
詰
㈱
 

 
県
単
 

（
新
成
長
）
 

農
業
一
般
 

(作
物
･野

菜
･花

き
) 

(土
壌
肥
料
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

25
 
県
内
主
要
農
耕
地
の
土
壌
環
境
お
よ
び

土
壌
炭
素
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
<委

> 

    25
-1
 県

内
主
要
農
耕
地
の
土
壌
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
 

25
-2
 県

内
主
要
農
耕
地
の
土
壌
炭
素
含
有
量

の
実
態
把
握
と
有
機
物
施
用
が
炭
素
蓄
積

に
及
ぼ
す
影
響
<委

> 

 

(2
6-
30
) 

     

26
-3
0 

 

26
-3
0 

 

県
内
農
耕
地
の
土
壌
群
、
地
目
を
代
表
す
る
12
3定

点
の
土
壌
環
境
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
重
要
定
点
に
つ
い
て
土
壌
炭
素
量
を

営
農
活
動
と
合
わ
せ
て
調
査
を
行
う
。
加
え
て
、
所
内
の
堆
肥
連
用
ほ

場
(昭

和
55
年
設
置
)に

お
い
て
、
有
機
物
施
用
と
炭
素
蓄
積
様
式
の
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

 

・
県
内
主
要
農
耕
地
の
土
壌
環
境
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

 ・
県
内
主
要
農
耕
地
土
壌
の
炭
素
含
有
量
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
有
機
物
施
用
が
土
壌
炭
素
蓄
積
に
及
ぼ
す
影
響
を
明
ら
か

に
す
る
。
 

土
壌
環
境
科
 

(松
浦
英
之
、
若

澤
秀
幸
) 

経
済
連
 

県
単
 

国
庫
委
託
 

｢農
地
土
壌

温
室
効
果

ガ
ス
排
出

量
算
定
基

礎
調
査
事

業
｣ 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

 



(２
) 
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
 

  
農
林
技
術
研
究
所
 茶

業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
1 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

茶
  
業
 

(商
品
開
発
) 

  

「
場
の
力
」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
活
性
化
 

1 
‘
茶
の
都
し
ず
お
か
’
を
担
う
「
第
三
の
煎

茶
」
の
開
発
<新

><
共
> 

 1-
1 
安
定
生
産
可
能
な
生
葉
香
気
発
揚
技
術

の
実
用
化
 

1-
2 
既
存
の
煎
茶
製
造
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

香
気
保
持
技
術
の
確
立
 

1-
3 
特
徴
あ
る
香
味
の
視
覚
化
技
術
の
開
発
 

 

(2
6-
28
) 

  

26
-2
8 

 

26
-2
8 

 

26
-2
8 

 
普
通
煎
茶
、
深
蒸
し
煎
茶
に
続
く
、
甘
い
花
の
香
り
を
も
つ
煎
茶
「
第

三
の
煎
茶
」
を
開
発
す
る
。
 

 ・
甘
い
花
の
香
り
を
発
揚
さ
せ
る
生
葉
香
気
発
揚
装
置
を
開
発
す
る
。
 

 ・
発
揚
さ
せ
た
香
気
成
分
が
で
き
る
限
り
茶
に
残
る
煎
茶
製
造
技
術
を

確
立
す
る
。
 

・
普
通
煎
茶
、
深
蒸
し
煎
茶
の
香
り
と
は
異
な
る
甘
い
花
の
香
り
を
消

費
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
表
示
方
法
を
開
発
す
る
。
 

商
品
開
発
科
 

(畑
中
義
生
、
後

藤
正
、
大
宮
琢

磨
、
勝
野
剛
、
土

屋
雄
人
) 

 
 
 

静
岡
県
立
大
学
、

カ
ワ
サ
キ
機
工

㈱
 

茶
業
農
産
課
 

 

県
 単

 

(新
成
長
) 

 

茶
  
業
 

(育
 種

) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

2 
新
品
種
の
育
成
 

 2-
1 
遺
伝
資
源
の
収
集
、
保
存
 

2-
2 
変
異
の
拡
大
 

 2-
3 
個
体
選
抜
 

2-
4 
栄
養
系
比
較
試
験
 

(2
3-
27
) 

 

23
-2
7 

23
-2
7 

 

23
-2
7 

23
-2
7 

収
集
、
保
存
さ
れ
た
遺
伝
資
源
を
利
用
し
、
香
味
に
優
れ
た
市
場
性

が
高
い
品
種
、
耐
寒
性
、
耐
病
・
耐
虫
性
の
品
種
を
早
期
に
育
成
す
る
。 

・
チ
ャ
遺
伝
資
源
の
収
集
、
保
存
を
図
る
。
 

・
人
為
交
配
あ
る
い
は
突
然
変
異
等
に
よ
り
新
し
い
遺
伝
子
型
を
 

作
出
す
る
。
 

・
交
雑
実
生
群
等
を
育
成
し
、
そ
の
中
か
ら
有
望
個
体
を
選
抜
す
る
。
 

・
有
望
系
統
を
比
較
試
験
し
、
優
良
系
統
を
選
抜
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(小
栁
津
勤
、
片

井
秀

幸
、

佐
藤

光
) 

 

茶
業
農
産
課
 

県
 単

 

茶
  
業
 

(育
 種

) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

3 
品
種
の
選
定
 

 3-
1 
奨
励
品
種
選
定
試
験
 

(2
3-
27
) 

 

23
-2
7 

 

本
県
で
育
成
し
た
優
良
系
統
と
独
法
や
他
府
県
で
育
成
し
た
優
良
系

統
等
に
つ
い
て
、
生
育
・
収
量
・
品
質
の
特
性
を
比
較
検
討
し
、
静
岡

県
の
奨
励
品
種
と
し
て
の
適
性
を
持
っ
た
品
種
を
選
定
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(小
栁
津
勤
、
片

井
秀

幸
、

佐
藤

光
) 

 

茶
業
農
産
課
 

県
 単

 

茶
  
業
 

(育
 種

) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

4 
チ
ャ
育
成
地
育
成
系
統
の
地
域
評
価
試
験
 

<新
><
共
><
交
> 

 

(2
6-
30
) 

 

温
暖
地
育
成
地
で
育
成
さ
れ
た
系
統
に
つ
い
て
、
生
育
や
耐
寒
性
、

耐
病
虫
性
、
収
量
性
、
品
質
等
の
諸
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
併
せ
て
、

中
山
間
地
に
お
け
る
重
要
病
害
で
あ
る
も
ち
病
に
対
す
る
抵
抗
性
を
、

ほ
場
発
生
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(小
栁
津
勤
、
片

井
秀

幸
、

佐
藤

光
) 

 (
独

)
野

菜
茶
業

研
究
所
 

 
国
庫
交
付
金
 

(農
食
研
) 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



農
林
技
術
研
究
所
 茶

業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
2 
 
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

茶
  
業
 

(栽
 培

) 

 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

5 
夏
季
被
覆
に
よ
る
干
ば
つ
被
害
防
止
技
術

の
確
立
<新

> 

5-
1 
夏
季
の
干
ば
つ
が
そ
の
後
の
茶
樹
に
及

ぼ
す
影
響
 

5-
2 
被
覆
に
よ
る
干
ば
つ
防
止
技
術
の
開
発
 

 

(2
6-
28
) 

 

26
-2
8 

 

23
-2
5 

 

水
利
の
劣
る
茶
園
に
お
い
て
、
か
ん
水
に
代
替
す
る
被
覆
に
よ
る
干

ば
つ
防
止
技
術
を
確
立
す
る
。
 

・
夏
季
の
軽
微
な
干
ば
つ
が
一
番
茶
の
収
量
、
品
質
に
及
ぼ
す
影
響
を

明
ら
か
に
す
る
。
 

・
被
覆
資
材
の
種
類
や
被
覆
時
期
が
水
分
ス
ト
レ
ス
、
葉
温
上
昇
、
翌

年
一
番
茶
に
及
ぼ
す
影
響
を
明
ら
か
に
し
、
被
覆
に
よ
る
干
ば
つ
防

止
技
術
を
確
立
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(中
野
敬
之
、
中

村
孔
秋
) 

経
済
連
 

県
 単

 

茶
  
業
 

(栽
 培

) 

(土
壌
肥
料
) 

(病
害
虫
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

6 
国
内
需
要
向
け
茶
生
産
に
お
け
る
高
収
益

生
産
体
系
の
実
証
研
究
<新

><
共
><
交
> 

6-
1 
省
力
的
な
施
肥
・
IP
M
防
除
等
の
茶
園

管
理
技
術
を
活
用
し
た
生
葉
生
産
技
術

体
系
の
実
証
 

6-
2 
茶
園
デ
ー
タ
管
理
に
よ
る
計
画
的
・
戦

略
的
茶
園
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
証
 

(2
6-
27
) 

 

26
-2
7 

  

26
-2
7 

  

近
年
に
開
発
し
た
技
術
を
特
定
の
栽
培
現
地
に
総
投
入
し
て
、
経
営

に
及
ぼ
す
効
果
を
検
証
す
る
。
 

・
局
所
施
肥
、
か
ん
水
同
時
施
肥
、
IP
M、

白
葉
茶
な
ど
の
技
術
を
栽
培

現
地
で
実
証
す
る
。
 

 

・
生
葉
受
け
入
れ
ソ
フ
ト
に
メ
ッ
シ
ュ
農
業
気
象
デ
ー
タ
を
組
み
込
み
、

予
測
に
基
づ
く
計
画
的
な
作
業
が
行
え
る
技
術
体
系
を
確
立
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(中
野
敬
之
、
大

石
哲
也
、
鈴
木
利

和
、
中
村
孔
秋
) 

 生
産
環
境
科
 

(松
本
昌
直
、
外

側
正
之
、
小
澤
朗

人
、
小
杉
徹
、
内

山
徹
) 

 野
茶
研
 

 
国
庫
交
付
金
 

(
攻
め
の
農

林
水

産
業

の
実

現
に

向
け

た
革

新
的

技
術

緊
急

展
開

事
業
) 

茶
  
業
 

(土
壌
肥
料
) 

 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

7 
根
圏
を
制
御
す
る
茶
液
肥
管
理
技
術
の
確

立
<新

> 

 7-
1 
根
圏
を
制
御
す
る
茶
液
肥
管
理
の
根
圏

形
成
要
因
の
解
明
 

7-
2 
根
圏
を
制
御
す
る
茶
液
肥
管
理
技
術
が

収
量
・
品
質
に
及
ぼ
す
影
響
 

7-
3 
現
地
実
証
試
験
 

(2
6-
28
) 

  

26
-2
8 

 

26
-2
8 

 

26
-2
8 

液
肥
量
を
抑
え
る
こ
と
で
肥
料
拡
散
を
根
圏
部
分
に
制
御
す
る
こ
と

に
よ
り
、
高
品
質
な
茶
葉
生
産
と
環
境
に
や
さ
し
い
施
肥
を
同
時
に
実

現
す
る
茶
液
肥
管
理
技
術
を
確
立
す
る
。
 

・
液
肥
管
理
に
適
し
た
茶
樹
の
吸
収
根
の
根
圏
形
成
要
因
を
明
ら
か
に

す
る
。
 

・
液
肥
の
液
量
、
施
用
回
数
、
濃
度
が
、
根
圏
形
成
及
び
収
量
、
品
質

に
及
ぼ
す
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

・
根
圏
を
制
御
す
る
茶
液
肥
管
理
技
術
を
栽
培
現
地
で
実
証
す
る
。
 

生
産
環
境
科
 

(小
杉
徹
、
松
本

昌
直
、
高
橋
冬

実
) 

中
遠
農
林
 

県
 単

 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



農
林
技
術
研
究
所
 茶

業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
3 
 
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

茶
  
業
 

(商
品
開
発
) 

 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

8 
発
酵
茶
の
品
質
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び

発
酵
工
程
の
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 

<新
> 

8-
1
県
内
発
酵
茶
の
品
質
特
性
に
関
す
る
実
態

調
査
 

8-
2 
発
酵
工
程
に
お
け
る
香
気
成
分
の
推
移
 

 8-
3 
発
酵
工
程
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 

 

(2
6-
28
) 

  

26
-2
8 

 

26
-2
8 

 

26
-2
8 

発
酵
茶
（
紅
茶
）
の
発
酵
工
程
の
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

県
内
で
生
産
さ
れ
る
発
酵
茶
の
品
質
向
上
を
図
る
。
 

 ・
国
産
発
酵
茶
の
品
質
特
性
を
調
査
し
、
販
路
開
拓
と
ア
ピ
ー
ル
に
不

可
欠
な
情
報
を
収
集
す
る
。
 

・
発
酵
工
程
に
お
け
る
発
酵
茶
の
香
気
発
揚
と
発
酵
度
の
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
。
 

・
こ
れ
ま
で
経
験
と
勘
に
頼
る
発
酵
度
の
判
断
を
客
観
的
デ
ー
タ
に
基

づ
き
支
援
す
る
発
酵
工
程
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
 

商
品
開
発
科
 

(後
藤
正
、
畑
中

義
生
、
大
宮
琢

磨
、
勝
野
剛
、
土

屋
雄
人
) 

JA
掛
川
市
 

㈱
寺
田
製
作

所
 

県
 単

 

茶
  
業
 

(病
害
虫
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

9 
ハ
マ
キ
ガ
類
の
殺
虫
剤
抵
抗
性
機
構
の
解

明
と
抵
抗
性
診
断
技
術
の
開
発
<新

><
委
> 

 <
交
> 

9-
1 
殺
虫
剤
抵
抗
性
チ
ャ
ノ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ

マ
キ
の
発
生
実
態
把
握
<委

> 

9-
2 
殺
虫
剤
抵
抗
性
チ
ャ
ハ
マ
キ
の
発
生
実

態
把
握
<交

> 

9-
3 
殺
虫
剤
抵
抗
性
機
構
の
解
明
<委

> 

9-
4 
殺
虫
剤
抵
抗
性
診
断
技
術
の
開
発
<委

> 

(2
6-
30
) 

  

26
-3
0 

 

26
-3
0 

 

26
-3
0 

26
-3
0 

ハ
マ
キ
ガ
類
の
殺
虫
剤
抵
抗
性
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
遺
伝

子
解
析
に
よ
り
抵
抗
性
機
構
を
解
明
し
、
こ
れ
ま
で
の
室
内
検
定
に
変

わ
る
遺
伝
子
解
析
に
よ
る
抵
抗
性
診
断
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
チ
ャ
ノ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
に
お
け
る
殺
虫
剤
抵
抗
性
の
実
態
を
把

握
す
る
。
 

・
チ
ャ
ハ
マ
キ
に
お
け
る
殺
虫
剤
抵
抗
性
の
実
態
を
把
握
す
る
。
 

 ・
抵
抗
性
遺
伝
子
解
析
に
よ
り
殺
虫
剤
抵
抗
性
機
構
を
解
明
す
る
。
 

・
遺
伝
子
解
析
に
よ
る
殺
虫
剤
抵
抗
性
診
断
技
術
を
開
発
す
る
。
 

生
産
環
境
科
 

(内
山
徹
、
小
澤

朗
人
) 

  

相
良
物
産
 

国
庫
委
託
 

(委
託
プ
ロ
) 

 

国
庫
交
付
金
 

(食
の
安
全

安
心
交
付
) 

茶
  
業
 

(病
害
虫
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

10
 チ

ャ
赤
焼
病
の
生
態
解
明
と
防
除
法
の
開

発
<交

> 

10
-1
 病

原
菌
の
生
態
の
解
明
 

10
-2
 防

除
法
の
開
発
 

(2
5-
27
) 

 

25
 2
7 

25
 2
7 

チ
ャ
赤
焼
病
の
発
生
実
態
を
詳
細
に
調
査
し
、
病
原
菌
の
生
態
を
解

明
し
、
安
定
か
つ
効
率
的
な
防
除
法
の
確
立
を
図
る
。
 

・
病
原
菌
の
生
態
を
解
明
す
る
。
 

・
防
除
法
を
開
発
す
る
。
 

生
産
環
境
科
 

(外
側
正
之
) 

相
良
物
産
 

国
庫
交
付
金
 

(食
の
安
全

安
心
交
付
) 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

    



農
林
技
術
研
究
所
 茶

業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
4 
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

茶
  
業
 

(病
害
虫
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

11
 新

農
薬
実
用
化
試
験
<受

> 

 11
-1
 新

殺
虫
剤
、
殺
菌
剤
の
選
抜
 

(2
6)
 

 26
 

日
本
植
物
防
疫
協
会
等
か
ら
委
託
さ
れ
た
農
薬
登
録
の
た
め
の
効
果

試
験
等
を
行
う
。
 

 

生
産
環
境
科
 

(外
側
正
之
、
小

澤
朗
人
、
内
山

徹
) 

日
植
防
 

受
 託

 

茶
  
業
 

(病
害
虫
) 

(土
壌
肥
料
) 

(商
品
開
発
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

12
 新

農
薬
・
新
肥
料
及
び
新
資
材
等
の
効
果

確
認
及
び
使
用
法
の
検
討
 

12
-1
 新

農
薬
の
使
用
法
の
検
討
<受

> 

12
-2
 新

肥
料
の
効
果
の
検
討
<受

> 

12
-3
 新

資
材
等
の
効
果
の
検
討
<受

> 

(2
6)
 

 

26
 

26
 

26
 

新
農
薬
、
新
肥
料
、
新
資
材
等
の
効
果
及
び
効
率
的
な
使
用
方
法
を

明
ら
か
に
す
る
。
 

・
新
規
登
録
農
薬
の
適
正
な
使
用
方
法
を
検
討
す
る
。
 

・
新
肥
料
の
効
果
と
適
正
な
使
用
方
法
を
検
討
す
る
。
 

・
新
資
材
等
の
有
効
性
を
検
討
す
る
。
 

 

生
産
環
境
科
 

(松
本
昌
直
、
小

杉
徹

、
外

側
正

之
、
小
澤
朗
人
) 

商
品
開
発
科
 

(後
藤
正
、
土
屋

雄
人
) 

 

肥
料
協
会
 
 

日
植
防
 

畜
技
研
 

受
 託

 

 

 

茶
  
業
 

(土
壌
肥
料
) 

 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

13
 静

岡
県
の
赤
黄
色
土
茶
園
に
お
け
る
茶
樹

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
低
減
化
技
術
の
開
発
 

<委
> 

13
-1
 茶

園
土
壌
か
ら
茶
樹
へ
の
セ
シ
ウ
ム
の

移
行
の
解
明
 

13
-2
 刈

り
落
と
し
た
枝
葉
中
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
動
態
の
解
明
 

（
24
-2
6）

 

  

24
-2
6 

 

24
-2
6 

 

茶
園
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
と
と
も

に
、
枝
葉
の
刈
り
落
と
し
等
に
よ
る
低
減
化
技
術
を
開
発
す
る
。
 

 ・
茶
園
土
壌
か
ら
茶
樹
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
行
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
。
 

・
刈
り
落
と
し
た
枝
葉
に
含
有
さ
れ
て
い
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
動
態

等
に
つ
い
て
解
明
す
る
。
 

生
産
環
境
科
 

(松
本
昌
直
、
小

杉
徹

、
高

橋
冬

実
) 

茶
業
農
産
課
 

国
庫
委
託
 

(委
託
プ
ロ
) 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
<委

>：
国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



(３
) 
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
 果

樹
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
1 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

果
 
樹
 

(栽
培
育
種
) 

「
場
の
力
」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
活
性
化
 

1 
台
木
と
放
射
線
を
利
用
し
た
果
樹
有
望
品

種
の
省
力
安
定
生
産
技
術
の
開
発
 

1-
1 
優
良
台
木
を
用
い
た
栽
培
方
法
の
開
発

と
貯
蔵
方
法
の
確
立
 

1-
2 
県
育
成
品
種
の
栽
培
技
術
体
系
の
確
立
 

 1-
3 
放
射
線
照
射
に
よ
る
既
存
品
種
の
改
良
 

 

(2
3-
26
) 

 

23
-2
6 

 

23
-2
6 

 

23
-2
6 

 
カ
ン
キ
ツ
の
有
望
品
種
に
つ
い
て
、
栽
培
方
法
の
確
立
と
品
種
改
良

を
行
う
。
 

・
有
望
品
種
の
省
力
安
定
生
産
の
た
め
、
優
良
台
木
を
用
い
た
栽
培
方

法
を
開
発
し
、
安
定
出
荷
の
た
め
の
貯
蔵
法
を
確
立
す
る
。
 

・
県
育
成
品
種
の
安
定
生
産
と
普
及
推
進
の
た
め
、
栽
培
技
術
の
体
系

化
を
図
る
。
 

・
放
射
線
照
射
に
よ
る
人
為
的
変
異
の
誘
発
に
よ
り
、
樹
勢
や
含
核
数

に
つ
い
て
優
良
形
質
を
獲
得
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(濵
﨑
櫻
、
小
林

康
志
、
渡
村
加
奈

子
) 

落
葉
果
樹
科
 

(村
上
覚
、
鈴
木

麻
友
) 

経
済
連
 

県
 単

 

   

果
 
樹
 

(栽
培
、
商
品

開
発
) 

「
場
の
力
」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
活
性
化
 

2 
開
花
・
結
実
調
節
と
台
木
利
用
に
よ
る
落
葉

果
樹
安
定
生
産
技
術
の
開
発
 

 2-
1 
優
良
台
木
を
利
用
し
た
効
率
的
生
産
シ

ス
テ
ム
の
開
発
 

 2-
2 
早
期
出
荷
を
目
的
と
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
作
型
の
開
発
 

2-
3 
ス
モ
モ
ウ
メ
‘
李
梅
’
の
安
定
生
産
と
利

用
法
の
開
発
 

(2
3-
26
) 

  

23
-2
6 

  

23
-2
6 

 

23
-2
6 

カ
キ
と
イ
チ
ジ
ク
の
優
良
台
木
を
用
い
た
生
産
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

る
。
ま
た
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
新
し
い
作
型
開
発
及
び
、
ス
モ
モ
ウ
メ

の
安
定
生
産
と
加
工
利
用
技
術
を
確
立
す
る
。
 

・
カ
キ
わ
い
性
台
木
苗
及
び
イ
チ
ジ
ク
病
害
抵
抗
性
台
木
苗
の
早
期
育

成
技
術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
優
良
台
木
を
利
用
し
た
結
実
安
定

や
作
期
拡
大
の
技
術
を
確
立
す
る
。
 

・
収
益
性
の
高
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
加
温
栽
培
で
、
早
期
出
荷
に
よ
る

安
定
生
産
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
結
実
が
不
安
定
な
‘
李
梅
’
の
安
定
生
産
技
術
を
開
発
し
、
そ
の
加

工
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。
 

落
葉
果
樹
科
 

(服
部
憲
明
、
鈴

木
麻

友
、

村
上

覚
、

佐
々

木
俊

之
) 

落
葉
果
樹
振

興
協
会
、
JA

丸
浜
柑
橘
連
 

   

県
 単

 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
<委

>：
国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



 
農
林
技
術
研
究
所
 果

樹
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
2 
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

果
 
樹
 

(栽
 
培
) 

「
場
の
力
」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
活
性
化
 

3 
み
か
ん
の
貯
蔵
性
向
上
と
切
り
花
の
新
商

品
開
発
に
よ
る
静
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
<新

> 

<共
> 

 3-
1 
み
か
ん
の
長
期
安
定
貯
蔵
技
術
の
開
発

に
よ
る
消
費
の
創
出
・
拡
大
<新

><
共
> 

  3-
2 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
よ
る
ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
化
<新

><
共
> 

 

(2
5-
27
) 

   

25
-2
7 

   

25
-2
7 

  

貯
蔵
果
実
の
体
質
を
高
め
、
腐
敗
を
防
止
す
る
こ
と
で
貯
蔵
果
実
の

損
失
を
半
減
さ
せ
る
技
術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
活
用
し

た
新
機
能
型
貯
蔵
庫
を
開
発
し
、
４
月
末
ま
で
安
定
的
に
高
品
質
貯
蔵

み
か
ん
を
供
給
で
き
る
体
制
を
確
立
さ
せ
る
。
 

・
光
触
媒
や
天
然
素
材
、
紫
外
線
、
LE
D
光
等
を
活
用
し
た
温
州
み
か

ん
貯
蔵
果
の
腐
敗
抑
制
・
付
加
価
値
向
上
技
術
を
開
発
す
る
。
ま
た
、

開
発
し
た
新
技
術
を
常
温
・
冷
風
貯
蔵
庫
に
組
み
込
み
、
新
し
い
機

能
型
貯
蔵
庫
を
開
発
す
る
。
 

・
３
～
４
月
出
荷
の
静
岡
み
か
ん
の
市
場
性
評
価
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
長
期
安
定
出
荷
体
制
確
立
に
向
け
た
販
売
戦
略
を
策
定
す

る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(山
家
一
哲
、
小

林
康
志
、
中
村
茂

和
、
濵
﨑
櫻
、
渡

村
加
奈
子
) 

生
産
環
境
科
 

(加
藤
光
弘
）
 

(
独

)
果

樹
研
究

所
他
 

み
か
ん
園
芸

課
、
JA

み
っ

か
び
 

県
 単

 

(新
成
長
戦

略
研
究
) 

 

果
 
樹
 

(育
 
種
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

4 
果
樹
新
品
種
の
育
成
と
適
応
性
検
定
 

<委
><
共
> 

 4-
1 
特
徴
的
な
形
質
を
有
す
る
果
樹
新
品
種

の
育
成
 

4-
2 
(独

)果
樹
研
究
所
育
成
果
樹
系
統
適
応
性

検
定
試
験
<委

><
共
> 

(2
3-
27
) 

  

23
-2
7 

 

23
-2
7 

 
果
樹
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
す
る
た
め
に
、
新
品
種
を
育
成
し
、

情
報
を
提
供
す
る
。
 

 ・
晩
生
ま
た
は
早
熟
性
で
端
境
期
出
荷
が
可
能
な
品
種
や
外
観
・
果
皮

色
等
の
形
質
に
特
徴
の
あ
る
高
品
質
な
品
種
を
育
成
す
る
。
 

・
(独

)果
樹
研
究
所
で
新
た
に
育
成
さ
れ
た
果
樹
品
種
に
つ
い
て
、
本

県
に
お
け
る
適
応
性
を
検
討
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(渡
村
加
奈
子
、

中
村
茂
和
、
小
林

康
志
) 

落
葉
果
樹
科
 

(服
部
憲
明
、
村

上
覚
、
佐
々
木
俊

之
) 

(
独

)
果

樹
研
究

所
他
 

JA
、
経
済
連
 

県
 単

 

 

国
庫
委
託
 

 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
<委

>：
国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

 



農
林
技
術
研
究
所
 果

樹
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
3 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

果
 
樹
 

(生
産
シ
ス

テ
ム
体
系

化
)  

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

5 
‘
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ
ド
’
に
お
け
る
生
態

情
報
を
活
用
し
た
管
理
技
術
の
開
発
 

 5-
1 
高
品
質
果
実
生
産
に
向
け
た
栽
培
管
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
 

5-
2 
非
破
壊
計
測
に
よ
る
品
質
管
理
技
術
の

確
立
 

5-
3 
 冷

風
貯
蔵
管
理
技
術
の
開
発
 

(2
4-
26
) 

 

 

24
-2
6 

 

24
-2
6 

 

24
-2
6 

高
品
質
果
実
安
定
生
産
に
向
け
た
栽
培
管
理
技
術
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、
果
実
の
品
質
管
理
技
術
を
確
立
し
、
「
食
べ
ご
ろ
の
果

実
」
を
消
費
者
に
提
供
す
る
。
 

・
高
品
質
果
実
安
定
生
産
に
向
け
た
栽
培
管
理
技
術
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
 

・
非
破
壊
で
の
硬
度
計
測
装
置
を
用
い
、
品
質
管
理
技
術
を
確
立
す
る
。 

 ・
販
売
期
間
拡
大
に
向
け
、
収
穫
後
の
温
度
条
件
等
の
管
理
技
術
を
開

発
す
る
。
 

落
葉
果
樹
科
 

(
村
上
覚
、
鈴
木

麻
友
) 

落
葉
果
樹
振

興
協
会
 

県
 単

 

 

果
 
樹
 

(栽
培
、土

壌
肥

料
、
病
害
虫
）
 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

6 
大
規
模
み
か
ん
経
営
を
目
指
し
た
静
岡
方

式
垣
根
型
成
園
化
技
術
に
関
す
る
研
究
<新

> 

 6-
1 
作
業
省
力
化
可
能
な
垣
根
型
樹
形
管
理

技
術
の
確
立
<新

> 

6-
2
早
期
成
園
化
の
た
め
の
養
水
分
管
理
技
術

の
確
立
<新

> 

6-
3 
耐
性
台
木
を
利
用
し
た
温
州
萎
縮
病
対

策
技
術
の
開
発
 

(2
6-
28
) 
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8 

 

26
-2
8 

 

26
-2
8 

 
省
力
化
と
未
収
穫
機
関
の
短
縮
、
安
定
多
収
を
確
保
で
き
る
養
水
分

管
理
法
と
樹
形
管
理
技
術
の
開
発
及
び

SD
V
耐
性
台
木
の
選
抜
を
行

い
、
「
静
岡
方
式
垣
根
型
成
園
化
技
術
」
を
構
築
す
る
。
 

・
作
業
の
省
力
化
が
可
能
な
垣
根
型
の
わ
い
化
樹
形
を
作
る
樹
形
管
理

技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
未
収
穫
期
間
を
１
年
短
縮
す
る
苗
木
の
養
水
分
管
理
技
術
を
確
立
す

る
。
 

・
SD
V
耐
性
台
木
系
統
を
選
抜
す
る
と
と
も
に
、
増
殖
技
術
を
開
発
す

る
。
 

生
産
環
境
科
 

(
中
村
明
弘
、
吉

川
公
規
、
加
藤
光

弘
）
 

栽
培
育
種
科
 

(
古
屋
雅
司
、
濵

﨑
櫻
、
渡
村
加
奈

子
) 

(
独

)
果

樹
研

究

所
他
 

み
か
ん
園
芸

課
 

県
 単

 

(新
成
長
戦

略
研
究
) 

 

果
 
樹
 

(栽
 
培
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

7 
温
暖
化
に
対
応
し
た
カ
ン
キ
ツ
果
皮
障
害

軽
減
技
術
と
新
作
型
の
開
発
<委

> 

7-
1 
果
皮
障
害
軽
減
技
術
の
開
発
<委

> 

 7-
2 
温
暖
化
に
対
応
し
た
新
中
晩
柑
の
作
型

開
発
 

(2
3-
26
) 

 

23
-2
6 

 

23
-2
6 

温
暖
化
に
対
応
し
た
技
術
を
開
発
す
る
。
 

 ・
温
暖
化
で
発
生
が
助
長
さ
れ
る
カ
ン
キ
ツ
類
の
浮
き
皮
や
、
水
腐
れ

等
の
果
皮
障
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
無
加
温
施
設
栽
培
に
お
け
る
新
中
晩
柑
の
品
種
適
応
性
を
明
ら
か
に

し
、
高
品
質
安
定
生
産
の
た
め
の
栽
培
技
術
を
開
発
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(
古
屋
雅
司
、
中

村
茂
和
) 

 

経
営
士
会
 

JA
み
っ
か
び
 

国
庫
委
託
 

県
 単

 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
<委

>：
国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

 



農
林
技
術
研
究
所
 果

樹
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
4 
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

果
樹
 

（
病
害
虫
）
 

   

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

    

8 
耐
病
性
品
種
を
利
用
し
た
温
州
萎
縮
病
対

策
技
術
の
開
発
<委

><
共
> 

  8-
1 
温
州
萎
縮
病
に
対
す
る
耐
性
品
種
の
選

抜
<委

><
共
> 

(2
5-
27
) 

   

25
-2
7 

温
州
萎
縮
病
は
土
壌
伝
染
性
の
ウ
イ
ル
ス
病
害
で
、
一
度
発
生
す
る

と
防
除
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
産
地
で
は
発
生
園
地
が
増
加
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
土
壌
消
毒
す
る
こ
と
も
な
く
、
汚
染
土
壌
に
お
い
て

も
栽
培
を
可
能
と
す
る
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
ウ
イ
ル
ス
増
殖
過
程
や
樹
体
へ
の
影
響
を
調
査
し
、
中
晩
柑
の
新
品

種
か
ら
ウ
イ
ル
ス
耐
性
品
種
を
選
抜
す
る
。
 

生
産
環
境
部
 

(
加
藤
光
弘
、
増

井
伸
一
) 

 

経
営
士
協

会
、
青
年
農

業
士
会
 

  

県
単
 

国
庫
委
託
 

 

果
 
樹
 

(病
害
虫
) 

  

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

  

9 
カ
ン
キ
ツ
主
要
害
虫
の
土
着
天
敵
を
活
用

す
る
総
合
的
病
害
虫
管
理
体
系
の
確
立
<新

> 

<委
><
共
> 

9-
1 
土
着
天
敵
を
活
用
す
る
管
理
技
術
の
確

立
<新

><
委
><
共
> 

9-
2 
土
着
天
敵
を
活
用
す
る
総
合
的
病
害
虫

管
理
体
系
の
検
証
<新

><
委
><
共
> 

(2
5-
27
) 

 

 

25
-2
6 

 

26
-2
7 

 

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
や
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
等
の
害
虫
に
つ
い

て
、
土
着
天
敵
を
有
効
活
用
す
る
管
理
技
術
を
確
立
し
、
こ
れ
ら
の
技

術
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
病
害
虫
管
理
体
系
を
構
築
す
る
。
 

・
土
着
天
敵
を
温
存
し
、
有
効
活
用
で
き
る
植
生
管
理
技
術
を
確
立
し
、

併
せ
て
土
着
天
敵
に
影
響
の
小
さ
い
薬
剤
を
選
抜
す
る
。
 

・
土
着
天
敵
を
活
用
で
き
る
各
種
管
理
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
防
除
体

系
を
検
証
し
、
問
題
点
の
改
善
を
通
じ
て
そ
の
確
立
を
図
る
。
 

生
産
環
境
科
 

(
片
山
晴
喜
、
増

井
伸
一
）
 

(
独

)
果

樹
研

究

所
他
 

  

農
林
事
務
所
 

  

国
庫
委
託
 

  

果
 
樹
 

(農
薬
・
土
壌

肥
料
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

 

10
 生

育
調
節
及
び
病
害
虫
防
除
等
新
資
材
の

開
発
<委

><
共
><
受
> 

 10
-1
 生

育
調
節
剤
・
除
草
剤
等
資
材
利
用
法

の
開
発
<委

><
共
> 

 10
-2
 殺

虫
剤
・
殺
菌
剤
利
用
法
の
開
発
<受

> 

(2
6)
  

 

 

26
    26
 

新
し
い
植
物
生
育
調
節
剤
及
び
病
害
虫
防
除
剤
等
の
特
性
解
明
と
利

用
法
の
開
発
、
害
虫
防
除
コ
ス
ト
の
低
減
と
農
薬
に
よ
る
危
害
防
止
の

た
め
の
天
敵
利
用
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
「
安
全
農
薬
開
発
利
用
委
託
試
験
事
業
」
等
に
よ
る
、
新
植
物
調
節

剤
、
除
草
剤
等
資
材
の
効
果
、
薬
害
及
び
安
全
性
の
解
明
と
と
も
に

高
度
利
用
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
「
安
全
農
薬
開
発
利
用
委
託
試
験
事
業
」
等
に
よ
り
、
新
殺
虫
剤
、

殺
菌
剤
の
効
果
、
薬
害
及
び
安
全
性
の
解
明
と
と
も
に
高
度
利
用
技

術
を
開
発
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(濵
﨑
櫻
) 

生
産
環
境
科
 

(
吉
川
公
規
、
片

山
晴
喜
、
増
井
伸

一
、
中
村
明
弘
、

加
藤
光
弘
）
 

落
葉
果
樹
科
 

(
服
部
憲
明
、
村

上
覚

、
鈴

木
麻

友
、

佐
々

木
俊

之
) 

植
防
協
会
 

受
託
、
国
庫

委
託
 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
<委

>：
国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

      



農
林
技
術
研
究
所
 果

樹
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
5 
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

果
 
樹
 

(土
壌
肥
料
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し

豊
か
な
農
山
村
 

 

11
 ヒ

ト
と
環
境
に
優
し
い
柑
橘
に
お
け
る

年
１
回
施
肥
法
の
確
立
<新

> 

 11
-1
 年

１
回
を
可
能
と
す
る
効
率
的
施
肥

法
の
解
明
 

 11
-2
 リ

ン
の
吸
収
を
高
め
る
資
材
活
用
技

術
の
解
明
（
交
）
 

（
26
-2
8）

 

 

 

26
-2
8 

  

26
-2
8 

 

肥
効
調
節
型
肥
料
の
利
用
に
よ
る
施
肥
回
数
の
削
減
技
術
と
、
土
壌
中

難
溶
性
リ
ン
の
有
効
化
技
術
を
活
用
し
、
よ
り
省
力
的
か
つ
低
コ
ス
ト

で
あ
る
年
１
回
施
肥
法
を
確
立
す
る
。
 
 

・
代
表
的
な
県
内
産
地
土
壌
に
お
い
て
、
肥
料
組
成
、
施
肥
時
期
が
肥

効
持
続
期
間
や
土
壌
化
学
性
に
及
ぼ
す
影
響
と
、
連
年
施
用
に
よ
る

樹
体
栄
養
や
果
実
品
質
等
に
及
ぼ
す
影
響
を
解
明
す
る
。
 

・
ク
エ
ン
酸
資
材
等
に
よ
る
難
溶
性
リ
ン
の
利
用
程
度
と
、
土
壌
や
果

実
品
質
等
へ
の
影
響
を
解
明
す
る
。
 

生
産
環
境
科
 

(
中
村
明
弘
、
吉

川
公
規
）
 

    近
畿

中
国

四
国

農
研
セ
ン
タ
ー
、

農
村

工
学

研
究

所
、

果
樹

研
究

所
、
愛
媛
県
、
三

重
県
、
山
口
県
、

香
川
県
他
 

肥
料
協
会
 

県
 単

 

      

国
庫
交
付
金
 

(攻
め
の
農

林
水
産
業

に
向
け
た

革
新
的
技

術
緊
急
展

開
事
業
) 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
<委

>：
国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

  



(４
) 
伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 農

林
技
術
研
究
所
 伊

豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
1 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

伊
豆
農
業
 

(野
菜
、
花
き
、

果
樹
、
そ
の
他
) 

(栽
培
育
種
) 

(商
品
開
発
) 

「
場
の
力
」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
活
性
化
 

1 
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
等
新
規
伊
豆
特
産
作
物
の

生
産
技
術
の
確
立
<新

> 

 1-
1 
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
切
り
枝
の
生
産
技
術
確

立
<新

> 

1-
2 
キ
イ
チ
ゴ
属
野
生
種
の
生
産
技
術
確
立
 

<新
> 

1-
3 
賀
茂
十
一
野
菜
等
の
生
産
技
術
確
立
 

<新
> 

(2
6-
28
) 

  

26
-2
8 

 

26
-2
8 

 

26
-2
8 

 

 
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
の
切
り
枝
、
キ
イ
チ
ゴ
属
野
生
種
、
賀
茂
十
一
野
菜

を
、
伊
豆
特
産
作
物
と
し
て
産
地
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
生
産
技
術
を
確

立
す
る
。
 

・
生
産
方
法
開
発
、
需
要
拡
大
等
を
総
合
的
に
実
施
し
、
生
産
技
術
を

確
立
す
る
。
 

・
果
実
の
安
定
供
給
の
た
め
、
品
質
と
収
量
の
安
定
し
た
省
力
的
栽
培

方
法
を
開
発
す
る
。
 

・
品
目
ご
と
生
育
に
適
す
る
圃
場
条
件
を
考
慮
し
、
生
産
性
の
高
い
栽

培
技
術
を
開
発
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(
杉
山
泰
昭
、
金

子
修
治
、
武
藤
浩

志
、
山
際
豊
) 

わ
さ
び
科
 

(久
松
奨
) 

河
津
花
卉
園

芸
組
合
 

県
 単

 

伊
豆
農
業
 

(花
 き

) 

(カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
) 

(育
 種

) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
場
 

2 
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
新
品
種
の
育
成
と
特
性

調
査
<委

><
共
> 

2-
1 
交
配
に
よ
る
有
望
品
種
の
育
成
 

2-
2 
育
成
品
種
の
特
性
解
明
お
よ
び
栽
培
体

系
の
確
立
<委

><
共
> 

(2
3-
27
) 

 

23
-2
7 

23
-2
7 

本
県
の
切
り
花
、
鉢
物
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
産
地
の
市
場
性
向
上
と
経

営
安
定
の
た
め
に
独
自
品
種
を
育
成
す
る
。
 

・
交
配
実
生
に
よ
り
有
望
系
統
を
選
抜
す
る
。
 

・
有
望
系
統
の
栽
培
特
性
を
明
ら
か
に
し
、
栽
培
体
系
を
確
立
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(加
藤
智
恵
美
、

武
藤
貴
大
) 

 広
島
県
、
花
き
研

岡
山
大
学
等
 

静
岡
県
東
部

花
き
流
通
セ

ン
タ
ー
農
協
 

  

国
庫
委
託
 

｢主
要
花
き

の
高
温
障

害
を
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ

に
よ
る
短

時
間
夜
温

管
理
で
解

消
(広

島

県
)｣
 

伊
豆
農
業
 

(花
 
き
) 

(特
産
花
き
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

3.
 マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
等
伊
豆
特
産
花
き
の
育
成

と
生
育
特
性
の
解
明
<委

><
共
> 

3-
1 
交
配
・
自
然
実
生
等
に
よ
る
マ
ー
ガ
 レ

ッ
ト
新
品
種
の
育
成
 

3-
2 
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
育
成
品
種
の
生
育
特
性

の
解
明
<委

><
共
> 

3-
3 
伊
豆
特
産
花
き
類
の
生
育
特
性
の
解
明
 

(2
3-
27
) 

 

23
-2
7 

 

23
-2
7 

 

23
-2
7 

幅
広
い
花
色
・
草
姿
等
新
形
質
の
特
性
を
持
つ
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
新
品

種
の
育
成
と
伊
豆
地
域
に
適
し
た
花
き
類
の
特
性
調
査
を
行
う
。
 

・
交
配
・
自
然
実
生
に
よ
り
切
花
、
鉢
  
物
、
花
壇
等
に
適
し
た
白
、

桃
、
黄
花
等
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
新
品
種
を
育
成
す
る
。
 

・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
育
成
品
種
の
生
育
特
性
を
把
握
す
る
。
 

 

・
伊
豆
地
域
に
適
す
る
花
き
品
目
・
品
種
を
選
定
し
、
生
育
特
性
を
明

ら
か
に
す
る
。
 

栽
培
育
種
科
 

(武
藤
貴
大
、
加

藤
智
恵
美
) 

 広
島
県
、
花
き
研

岡
山
大
学
等
 

静
岡
県
東
部

花
き
流
通
セ

ン
タ
ー
農

協
、
JA
伊
豆

太
陽
 

国
庫
委
託
 

｢主
要
花
き

の
高
温
障

害
を
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ

に
よ
る
短

時
間
夜
温

管
理
で
解

消
(広

島

県
)｣
 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
<委

>：
国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 



農
林
技
術
研
究
所
 伊

豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
2 
 
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

伊
豆
農
業
 

(野
 
菜
) 

(ワ
サ
ビ
) 

(育
 
種
) 

     

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

4 
ワ
サ
ビ
種
子
繁
殖
系
統
の
育
成
選
抜
 

 4-
1 
交
雑
に
よ
る
有
望
系
統
の
育
成
 

 4-
2 
ワ
サ
ビ
有
望
系
統
早
期
選
抜
手
法
の
開

発
 

4-
3 
有
望
系
統
の
評
価
お
よ
び
種
苗
増
殖
体

制
の
確
立
 

(2
3-
27
) 

 

23
-2
7 

 

23
-2
7 

 

25
-2
7 

種
子
繁
殖
が
可
能
で
、
揃
い
が
良
く
安
定
し
た
生
産
が
で
き
る
系
統

を
育
成
す
る
。
 

・
優
良
な
形
質
を
有
し
、
種
子
繁
殖
し
て
も
形
質
が
維
持
さ
れ
る
品
種

を
育
成
す
る
。
 

・
育
種
期
間
短
縮
の
た
め
、
種
子
の
発
芽
不
安
定
要
因
を
解
明
し
、
育

苗
期
に
お
け
る
選
抜
法
を
開
発
す
る
。
 

・
育
成
さ
れ
た
有
望
品
種
の
現
地
で
の
評
価
法
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

種
苗
増
殖
体
制
を
整
備
す
る
。
 

わ
さ
び
科
 

(馬
場
富
二
夫
、

久
松
奨
) 

県
農
業
経
営

士
会
ワ
サ
ビ

部
会
 

県
 単

 

伊
豆
農
業
 

(中
晩
柑
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

5 
伊
豆
地
域
の
立
地
条
件
に
適
し
た
果
樹
品

種
の
育
成
・
選
抜
 

5-
1 
伊
豆
地
域
の
立
地
条
件
に
適
し
た
果
樹

品
種
の
育
成
 

5-
2 
伊
豆
地
域
の
立
地
条
件
に
適
し
た
果
樹

品
種
の
選
抜
 

(2
3-
27
) 

 

23
-2
7 

 

23
-2
7 

伊
豆
地
域
は
中
晩
柑
類
等
の
栽
培
に
適
し
、
観
光
客
も
多
い
。
こ

れ
ら
の
立
地
を
生
か
し
て
、
果
樹
の
新
商
品
を
開
発
す
る
。
 

・
伊
豆
地
域
の
気
象
・
土
壌
条
件
に
適
応
し
、
観
光
地
伊
豆
の
特
性
を

生
か
せ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
果
樹
品
種
を
開
発
す
る
。
 

・
独
立
行
政
法
人
や
他
県
の
場
所
、
民
間
で
育
成
さ
れ
た
果
樹
品
種
の

導
入
と
選
抜
を
行
う
。
 

栽
培
育
種
科
 

(金
子
修
治
、
武

藤
浩
志
) 

県
経
済
連
、
 

JA
伊
豆
太
陽
 

県
 単

 

伊
豆
農
業
 

(中
晩
柑
) 

    

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

6‘
ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
’
等
中
晩
柑
類
品
種
の
栽

培
特
性
の
把
握
と
生
産
安
定
技
術
の
開
発
 

6-
1 
新
品
種
・
枝
変
わ
り
等
の
栽
培
特
性
の
把

握
 

6-
2 
生
産
安
定
化
技
術
お
よ
び
販
売
延
長
化

技
術
の
開
発
 

(2
4-
26
) 

 

24
-2
6 

 

24
-2
6 

  

伊
豆
地
域
の
特
産
で
あ
る
中
晩
柑
類
の
特
性
を
把
握
し
、
更
に
特
色

あ
る
産
地
へ
の
転
換
を
図
る
。
 

・
新
品
種
‘
は
る
ひ
’
、
‘
ヒ
ュ
ウ
ガ
ナ
ツ
’
枝
変
わ
り
等
の
着
花
、

着
果
特
性
及
び
果
実
品
質
推
移
の
把
握
を
す
る
。
 

・
収
穫
時
期
が
着
花
、
着
果
に
及
ぼ
す
影
響
や
効
率
的
な
人
工
授
粉
の

手
法
等
着
果
率
向
上
技
術
の
検
討
及
び
冷
温
貯
蔵
を
利
用
し
た
販
売

期
間
の
延
長
技
術
や
障
害
果
軽
減
技
術
等
の
開
発
を
行
う
。
 

栽
培
育
種
科
 

(武
藤
浩
志
、
金

子
修
治
) 

県
経
済
連
、
 

JA
伊
豆
太
陽
 

県
 単

 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
<委

>：
国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

        



農
林
技
術
研
究
所
 伊

豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
3 
 
 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

伊
豆
農
業
 

(野
 
菜
) 

(ワ
サ
ビ
) 

(病
害
虫
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

7 
沢
ワ
サ
ビ
根
こ
ぶ
病
の
生
態
的
特
性
の
把

握
と
発
生
軽
減
方
法
の
検
討
 

 7-
1 
ワ
サ
ビ
栽
培
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
生

態
的
特
性
の
把
握
 

7-
2 
耕
種
的
、
物
理
的
防
除
法
を
中
心
と
し

た
発
生
軽
減
方
法
の
検
討
 

(2
3-
26
) 

  

23
-2
6 

 

23
-2
6 

近
年
発
生
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
沢
ワ
サ
ビ
の
根
こ
ぶ
病
に

つ
い
て
発
生
生
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
発
生
軽
減
技
術
を
検

討
す
る
。
 

・
根
こ
ぶ
病
の
感
染
、
伝
染
機
構
な
ど
の
発
生
生
態
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 ・
露
地
畑
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
耕
種
的
防
除
、
物
理
的
防
除
を
中
心

に
し
て
発
生
軽
減
技
術
の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

わ
さ
び
科
 

(西
島
卓
也
、
馬

場
富
二
夫
) 

県
農
業
経
営

士
会
ワ
サ
ビ

部
会
 

 県
 単

 

伊
豆
農
業
 

(野
 
菜
) 

（
ワ
サ
ビ
）
 

(花
き
) 

(果
樹
) 

(病
害
虫
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

8 
農
作
物
品
種
及
び
生
産
資
材
の
比
較
、
検

定
、
調
査
 

 8-
1 
農
作
物
品
種
の
比
較
、
検
定
 

8-
2 
肥
料
、
農
薬
等
の
効
果
検
定
、
調
査
 

8-
3 
資
材
機
械
等
の
性
能
調
査
 

(2
6)
 

  26
  26
 

試
験
研
究
機
関
と
し
て
、
日
常
的
、
地
域
的
に
対
応
す
る
事
項
で
、

単
年
度
あ
る
い
は
課
題
化
以
前
の
も
の
で
、
比
較
、
検
定
調
査
が
必
要

と
な
る
研
究
的
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

・
新
発
表
品
種
、
既
存
品
種
･系

統
、
新
作
物
等
の
比
較
を
行
う
。
 

・
新
開
発
肥
料
、
農
薬
等
の
検
定
調
査
を
行
う
。
 

・
被
覆
材
、
新
型
機
械
、
器
具
の
調
査
を
行
う
。
 

栽
培
育
種
科
 

(加
藤
智
恵
美
、

武
藤
浩
志
) 

わ
さ
び
科
 

(西
島
卓
也
) 

県
農
業
経
営

士
会
ワ
サ
ビ

部
会
等
 

県
 単

 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
<指

>：
指
定
試
験
  
<委

>：
国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

 



（
５
）
森
林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

農
林
技
術
研
究
所
 森

林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
1 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

森
林
･林

業
 

(育
 種

) 

「
場
の
力
」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
活
性
化
 

1 
“
森
林
の
都
”
を
実
現
す
る
県
産
材
の
需
要

と
供
給
の
拡
大
の
た
め
の
技
術
開
発
 

<共
> 

1-
1 
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
た
な
木
製
品
の
開

発
<共

> 

1-
2 
原
木
流
通
ス
マ
ー
ト
化
に
関
す
る
技
術

開
発
<共

> 

(2
6-
28
) 

  

26
-2
8 

 

26
-2
8 

 

製
品
開
発
や
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
、
低
コ
ス
ト
原
木
供
給
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
行
う
こ
と
で
、
県
産
材
の
外
構
部
材
や
内
装
材
を
浸
透
さ

せ
る
。
 

・
耐
久
性
と
寸
法
安
定
性
に
優
れ
た
外
構
材
や
難
燃
内
装
材
と
針
葉
樹

に
適
し
た
塗
装
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
原
木
生
産
情
報
の
収
集
及
び
分
析
シ
ス
テ
ム
や
画
像
処
理
技
術
を
用

い
た
自
動
検
品
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
う
。
 

木
材
林
産
科
 

(渡
井
純
、
星
川

健
史

、
野

末
尚

希
、
池
田
潔
彦
) 

県
工

業
技

術
研

究
所
 

県
内
企
業
ほ
か
 

林
業
振
興
課
、

地
域
産
業
課
 

県
 単

 

(新
成
長
) 

森
林
･林

業
 

(木
材
加
工
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

2 
森
林
・
林
業
再
生
を
加
速
す
る
静
岡
型
エ
リ

ー
ト
ツ
リ
ー
に
よ
る
次
世
代
省
力
造
林
技
術

の
開
発
<共

> 

2-
1 
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
品
種
開
発
 

 2-
2 
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
省
力
的
造
林
技
術

の
開
発
<共

> 

 

(2
5-
29
) 

 

 

25
-2
9 

 

25
-2
9 

主
伐
と
確
実
な
植
林
を
促
進
す
る
た
め
、
成
長
や
そ
の
他
の
性
質
に

優
れ
る
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
作
出
と
、
コ
ン
テ
ナ
苗
造
林
技
術
と
を
融

合
し
た
省
力
的
再
造
林
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。
 

・
高
成
長
、
高
強
度
、
少
花
粉
等
の
特
性
を
併
せ
持
つ
ス
ギ
優
良
品
種

を
作
出
し
、
光
合
成
速
度
や
遺
伝
子
等
か
ら
早
期
評
価
す
る
。
 

・
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
技
術
や
植
栽
機
械
を
開
発
す
る
。
ま
た
、
伐
採
と

一
体
的
に
行
う
更
新
手
法
に
よ
る
作
業
の
省
力
化
を
検
証
す
る
。
 

森
林
育
成
科
 

(袴
田
哲
司
、
近

藤
晃

、
大

場
孝

裕
、
山
田
晋
也
、

伊
藤
愛
) 

木
材
林
産
科
 

(野
末
尚
希
) 

㈲
天

竜
フ

ォ
レ

ス
タ
ー
 

森
林
整
備
課
、

林
業
振
興
課
 

県
 単

 

(新
成
長
) 

 

 

森
林
･林

業
 

(特
用
林
産
) 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

3 
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
シ
イ
タ
ケ
等
栽

培
技
術
の
開
発
<助

> 

3-
1 
自
然
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
栽
培
技

術
の
開
発
<助

> 

3-
2 
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
栽
培
技

術
の
開
発
<助

> 

3-
3 
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
放
射
能
対
策
技
術
の

開
発
 

(2
4-
28
) 

 

24
-2
8 

 

24
-2
8 

 

24
-2
5 

シ
イ
タ
ケ
等
の
生
産
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
や
社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
し
た
栽
培
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
高
温
期
に
安
定
的
に
生
産
す
る
菌
床
栽
培
技
術
及
び
気
象
変
化
に
対

応
し
た
原
木
栽
培
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
未
利
用
原
木
林
を
活
用
し
た
省
力
栽
培
技
術
及
び
栽
培
に
使
わ
れ
て

い
な
い
平
坦
地
を
活
用
し
た
栽
培
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
安
全
に
使
用
で
き
る
原
木
林
・
ほ
だ
場
選
別
技
術
や
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
低
減
技
術
を
開
発
す
る
。
 

木
材
林
産
科
 

(山
口
亮
) 

森
林
育
成
科
 

(加
藤
徹
) 

 

東
部
農
林
、

県
椎
協
 

国
庫
補
助
 

(林
業
普
及

シ
ス
テ
ム

化
事
業
) 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

   



農
林
技
術
研
究
所
 森

林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
2 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

森
林
･林

業
 

(林
業
経
営
 

・
林
業
機
械
) 

 

豊
か
さ
を
支
え
る
農
林

業
の
強
化
 

4 
高
効
率
化
を
目
指
し
た
森
林
経
営
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
研
究
<助

> 

4-
1 
地
域
特
性
を
活
か
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム

の
提
示
<助

> 

4-
2 
高
速
自
走
式
搬
器
を
活
用
し
た
架
線
系

作
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
<助

> 

(2
5-
27
) 

 

25
-2
7 

 

25
-2
7 

 

木
材
生
産
量
を
増
大
さ
せ
る
た
め
、
伐
採
木
の
利
用
率
と
生
産
効
率

の
向
上
を
目
指
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。
 

・
伐
採
現
場
か
ら
市
場
や
工
場
等
の
販
路
ま
で
を
念
頭
に
置
い
た
地
域

の
特
性
に
あ
っ
た
作
業
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
行
う
。
 

・
高
速
自
走
式
搬
器
を
使
用
し
た
皆
伐
・
間
伐
作
業
の
効
率
的
な
作
業

シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
行
う
。
 

木
材
林
産
科
 

(野
末
尚
希
、
渡

井
純
) 

   

天
竜
材
安
定

供
給
連
絡
協

議
会
 

志
太
榛
農
林
 

国
庫
補
助
 

(林
業
普
及

シ
ス
テ
ム

化
事
業
) 

森
林
･林

業
 

(特
用
林
産
 

・
森
林
保
護
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

5 
シ
イ
タ
ケ
生
産
に
お
け
る
原
木
・
菌
床
栽
培

上
及
び
原
木
林
育
成
上
の
害
虫
対
策
に
関
す

る
研
究
 

5-
1 
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
お
け
る
害
虫
の
被
害

対
策
 

5-
2 
シ
イ
タ
ケ
原
木
の
ナ
ラ
枯
れ
防
除
技
術

の
開
発
 

(2
5-
29
) 

 

 

25
-2
9 

 

25
-2
9 

シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
害
虫
に
つ
い
て
、
栽

培
法
ご
と
に
対
策
を
究
明
す
る
。
ま
た
、
原
木
林
の
脅
威
と
な
る
ナ
ラ

枯
れ
対
策
に
つ
い
て
も
究
明
す
る
。
 

・
ほ
だ
木
の
コ
チ
ャ
イ
ロ
コ
メ
ツ
キ
ダ
マ
シ
や
菌
床
の
キ
ノ
コ
バ
エ
類

な
ど
の
害
虫
対
策
を
解
明
す
る
。
 

・
ナ
ラ
枯
れ
を
引
き
起
こ
す
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
つ
い
て
分
布

拡
大
様
式
と
防
除
技
術
の
解
明
を
図
る
。
 

森
林
育
成
科
 

(加
藤
徹
) 

木
材
林
産
科
 

(山
口
亮
) 

 

森
林

整
備

課
、
林
業
振

興
課
 

県
 単

 

森
林
･林

業
 

(育
林
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

6 
針
葉
樹
人
工
林
伐
採
後
の
早
期
森
林
再
生

技
術
に
関
す
る
研
究
 

6-
1 
抜
き
伐
り
に
よ
る
針
広
混
交
林
造
成
技

術
の
高
度
化
 

6-
2 
皆
伐
造
林
未
済
地
等
の
天
然
更
新
技
術

の
開
発
 

(2
3-
27
) 

 

23
-2
7 

 

23
-2
7 

森
林
の
持
つ
水
土
保
全
や
生
物
多
様
性
保
全
等
の
機
能
を
、
早
期
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
の
施
業
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
森
林
再
生
困
難
地
の
原
因
を
究
明
し
、
更
新
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の

技
術
開
発
を
行
う
。
 

・
造
林
未
済
地
の
植
生
調
査
を
行
い
、
立
地
環
境
ご
と
の
植
生
遷
移
の

過
程
を
解
明
し
、
更
新
植
生
を
予
測
す
る
更
新
可
否
基
準
の
策
定
を

行
う
。
 

森
林
育
成
科
 

(伊
藤
愛
、
加
藤

徹
) 

森
林

計
画

課
、
東
部
農

林
、
西
部
農

林
天
竜
局
 

県
 単

 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

            



農
林
技
術
研
究
所
 森

林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
 N
o.
3 

 

部
  
門
 

試
験

研
究

展
開

の
基

本
方

向
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題

内
容

説
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担
 当

 
要
望
元
 

予
算
区
分
 

森
林
･林

業
 

(森
林
保
全
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

 

7 
津
波
に
強
い
多
機
能
海
岸
防
災
林
に
対
応

し
た
苗
木
生
産
と
造
成
管
理
の
技
術
開
発
 

 7-
1 
多
機
能
海
岸
防
災
林
へ
植
栽
す
る
種
苗

生
産
技
術
の
開
発
 

7-
2 
多
機
能
海
岸
防
災
林
の
造
成
技
術
の
開

発
 

(2
6-
30
) 

 

 

26
-2
8 

 

26
-3
0 

津
波
に
強
い
多
機
能
な
海
岸
防
災
林
を
早
期
に
確
実
に
造
成
す
る
た

め
、
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
や
広
葉
樹
の
苗
木
を
大
量
生
産
す
る
技
術
や
海

岸
林
造
成
及
び
育
成
管
理
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
松
く
い
虫
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
の
さ
し
木
に
よ
る
大
量
生
産
技
術
や
海

岸
に
適
し
た
広
葉
樹
の
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
防
潮
堤
盛
土
へ
海
岸
防
災
林
を
造
成
す
る
技
術
や
海
岸
防
災
林
の
機

能
向
上
を
図
る
育
成
管
理
技
術
を
開
発
す
る
。
 

森
林
育
成
科
 

(
近
藤
晃
、
袴
田

哲
司
、
加
藤
徹
) 

森
林
保
全

課
、
西
部
農

林
 

県
 単

 

森
林
･林

業
 

(森
林
保
護
) 

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ

し
豊
か
な
農
山
村
 

8 
イ
ノ
シ
シ
と
戦
う
集
落
づ
く
り
と
森
林
づ

く
り
に
必
要
な
シ
カ
管
理
に
関
す
る
研
究
 

<共
> 

 8-
1 
農
業
集
落
に
お
け
る
獣
種
別
農
林
産
物

被
害
状
況
の
把
握
 

8-
2 
イ
ノ
シ
シ
と
戦
う
集
落
づ
く
り
に
関
す

る
研
究
<共

> 

8-
3 
シ
カ
管
理
一
体
型
森
林
づ
く
り
に
関
す

る
研
究
<共

> 

(2
5-
27
) 

   

25
-2
7 

 

25
-2
7 

 

25
-2
7 

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
作
物
被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
、
森
林

施
業
に
伴
い
増
加
が
見
込
ま
れ
る
シ
カ
を
管
理
す
る
た
め
、
各
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
。
 

 ・
農
林
産
物
被
害
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
被
害
状
況
把
握
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
。
 

・
モ
デ
ル
集
落
を
設
置
し
、
行
動
様
式
や
現
状
対
策
の
問
題
点
を
解
明

す
る
。
ま
た
、
わ
な
具
や
防
護
柵
を
開
発
す
る
。
 

・
森
林
施
業
等
に
よ
り
創
出
さ
れ
る
餌
場
を
利
用
し
た
捕
獲
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
。
 

森
林
育
成
科
 

(大
場
孝
裕
、
大

橋
正
孝
、
山
田
晋

也
、
片
井
祐
介
、

伊
藤
愛
、
石
川
圭

介
) 

県
環

境
衛

生
科

学
研
究
所
 

㈲
渡
部
製
作
所
 

農
山
村
共
生

課
、
森
林
計

画
課
、
森
林

整
備
課
、
自

然
保
護
課
 

県
 単

 

（
新
成
長
）
 

<新
>：

新
規
課
題
  
<助

>：
国
庫
補
助
  
 <
委
>：

国
庫
委
託
  
<交

>：
国
庫
交
付
金
  
<受

>：
受
託
  
<共

>：
共
同
研
究
 

 



６ 試験研究関連事業 

 

研究
機関 

事 業 名 内        容 担 当 

原々種、原種の育成

及び原種の配布 
水稲、麦の原々種、原種の育成及び原種の配布 作物科 

採種ほの審査・指導 採種ほの審査・指導 
作物科、植物保護科、

病害虫防除所 

イチゴのウイルス検定

と無病苗の増殖･配布
イチゴ無病苗の原々苗の育成・増殖・配布 育種科 

肥料検査事業 
肥料取締法に基づく肥料工場の立入検査と肥料

の分析検査 
土壌環境科 

植物遺伝資源の保

存・管理 
有用遺伝資源（種子）の保存・管理 本所 

出願品種選定栽培

試験委託事業 
登録出願品種（水稲、野菜、花き）の検定 本所 

本所 

農林大学校教育業

務 
園芸課程学生の教育指導 本所 

茶園施肥適正化推

進事業 

茶園の施肥量削減等の推進による環境にやさし

い茶栽培体系の確立 
生産環境科 

病害虫発生予察事

業 

基準ほ場での病害虫の発生調査、病害虫防除所

に協力し、病害虫発生状況（予察情報）の提供 
生産環境科 

茶業 

研究 

セン 

ター 
農林大学校教育業

務 
茶業課程学生の教育指導 

茶業研究セ

ンター 

遺伝資源の保存 果樹有用遺伝資源の保存 栽培育種科 

病害虫発生予察事

業 
病害虫の発生予測と適期防除の推進 生産環境科 

果樹 

研究 

セン 

ター 農林大学校教育業

務 
果樹課程学生の教育指導 

果樹研究セ

ンター 

薬用作物生産振興

促進事業 

薬用作物栽培普及のための栽培試験、成分分析

等 

栽培育種科 

わさび科 

園芸作物優良種苗

の育成･増殖･配布 

カーネーション、マーガレットの無病苗の増殖・配布 

キヌサヤエンドウの優良系種子の配布 
栽培育種科 

優良種苗供給確保

事業 

柑橘品種（ヒュウガナツ等）のウイルスフリー

苗供給 
栽培育種科 

伊豆 

農業 

研究 

セン 

ター 

わさび生産振興対

策事業 

ワサビ優良品種の育成、ワサビ関連病害虫防除

技術の開発 
わさび科 



 
研究 

機関 
事 業 名 内        容 担 当 

森の力再生事業効果

調査 

森の力再生事業における整備効果のモニタリン

グ調査 
森林育成科 

抵抗性クロマツ種苗

の供給 

抵抗性クロマツ苗の生産に必要な種子の生産・

供与 
森林育成科 

花粉飛散量調査 
スギ・ヒノキの雄花の着生調査による花粉飛散

量の予測 
森林育成科 

松くい虫発生予察調

査 

松くい虫薬剤散布事業の適期を裏付けるための

マツノマダラカミキリの脱出消長調査 
森林育成科 

林業薬剤効果調査 
(社)林業薬剤協会の委託を受けた松くい虫防除

薬剤の有効性調査 
森林育成科 

ニホンジカ生息実態

調査 

野生生物保護管理を推進するためのニホンジカ

の生息密度調査 
森林育成科 

しずおか優良木材認

証審査指導 

しずおか優良木材認証工場の工場審査のアドバ

イス及び技術指導 
木材林産科 

森林 

・林業 

研究 

セン 

ター 

農林大学校教育業務 林業課程学生の教育指導 
森林・林業研究

センター 

 



 

Ⅱ 畜 産 技 術 研 究 所                

中小家畜研究センター 

（畜産経営環境技術センター） 





Ⅱ 畜産技術研究所 

 

１ 試験研究組織 
 

 総 務 課   総務事務 

 

  飼養研究  乳牛飼養管理 

                    酪 農 科       

                                               繁殖研究    受精卵移植、育種繁殖 

 

   飼養研究  肉牛飼養管理 

  肉 牛 科 

   放牧研究    繁殖放牧育成 

 

 新 成 長   全国トップブランド 

戦略研究      牛肉生産技術 

         

                            草地研究    草地・飼料栽培調製 

   

 飼料環境科   環境研究     環境保全 

 

  新 成 長  伝染病侵入防止 

       戦略研究      システム構築 

               

               メタン発酵消化液 

活用法の開発 

 

総務課分室        総務事務 

 中小家畜 

 研究センター長                     養豚研究  系統造成、育種繁殖 

 

    養豚・養鶏科   養鶏研究  飼養管理、育種繁殖 

 

新 成 長  医療用ミニ豚の維持・ 

戦略研究  病態モデル技術の確立 

 

 資源循環科   経営環境研究    環境保全、経営管理 

 

 

  畜産経営環境         経営環境保全   環境保全   環境、飼養管理指導 

技術センター 

 

 

 

       

 

 

 

（研究統括監：企画）

（研究統括監：研究）

所  長 

（研究統括監：研究）



２ 試験研究職員構成 
 

技術職員 
区    分 

事務 

職員 研 究 行 政 

技能労務 

職員 
運転手 計 

畜産技術研究所 

  所     長  1  １

研 究 統 括 監 2     2
  

総  務  課  3 ① 14[1] ⑨   ① 17[1]⑪

   

酪   農   科 5  5

  

肉   牛   科 4  4

  飼 料 環 境 科 4  4

  小    計     3 ① 15  1 14[1] ⑨      ① 33[1]⑪

 中小家畜研究センター 

   セ ン タ ー 長  1       1

研 究 統 括 監  1       1
   

総務課中小家畜分室     3 ① 7⑦ 10⑧

養 豚 ・ 養 鶏 科  7   7

   
資 源 循 環 科 3    3

   小    計     3 ① 12    7⑦ 22⑧

畜産経営環境技術センター 

  所  長   （１）       （１）

  研    究   （４）       （４）

 

合       計 

 

    6 ②  27 1 21[1] ⑯      ① 55［1］⑲

（注） （ ）は兼務職員で内数、［ ］は主任技能員で内数、○は非常勤嘱託員で外数 
 



 

３ 試験研究方針 

１ 試験研究推進の背景 

（1）畜産の生産を巡る環境変化 

ア 社会経済情勢 

・TPP（環太平洋パートナーシップ）協定や EPA（経済連携協定）、FTA（自由貿

易協定）への参加、締結に向けた国際化進展の動きが加速され、この動きに

的確に対応することが求められている。 

・福島第一原発事故に起因する放射能汚染問題は、今後のエネルギー行政のあ

り方も含め、引き続き日本経済、畜産経営に今なお影響を及ぼしている。ま

た、ユーロ圏の経済不安定化、中東諸国や東欧、東アジア地域の情勢不安は

原油等の生産資材価格の高騰を招き、日本経済復興の大きな足かせとなって

いる。 

・近年続く国内外での気象変動は、世界各地の社会経済、とりわけ農業生産に

多大な影響を及ぼしており、輸入穀物価格の高騰など飼料需給動向の不安定

要因が増大している。 

・国内外における、口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザ等の家畜伝染病の発生

は、畜産経営や国民生活に深刻な影響を与えるとともに、「食の安全・安心」

に対する消費者の意識をさらに高めている。 

・県民の環境に対する意識の高まりと混住化の進展が大きな要因となり、畜産

経営に対する苦情が増加しており、そのうち悪臭関連の苦情が８割を超えて

いる。 

イ 生産構造 

・畜産従事者の高齢化や後継者の不足に加え、飼料価格の高止まり等により、

畜産農家の減少が続いており、生産構造の脆弱化が進行している。 

・１戸当たりの家畜の飼養頭羽数は増加傾向にあり、雇用を伴うビジネス経営

体や、自ら生産した畜産物の加工販売を手がける経営体（６次産業化）が引

き続き増加している。 

・我が国の畜産においては、純国内産飼料自給率は 26％で、濃厚飼料の自給

率については 12％と、90％近くを海外に依存しているが、平成 20 年以降の

飼料価格高騰を受け、自給粗飼料の増産やエコフィードの積極的利用の動き

が見られる。 

ウ 流通・消費環境 

・畜産物の１人１年供給純食料は、昭和後期と比べると大幅に増加しているが、

ここ数年は横ばいか、減少傾向にある。特に最近、経済不況の影響により価

格の安い畜産物の需要が増大している。 

・外国製品の中毒事件や国内外における BSE、高病原性鳥インフルエンザなど

の伝染病の発生を契機として、原産地の表示に併せ、国内の安全性の高い畜

産物を求める傾向が高まっている。 

・BSE の問題以降、畜産物の安全・安心に関する情報を提供するためのトレー

サビリティ・システムや HACCP 手法導入による衛生・品質管理体制の強化が

求められている。これに応えるため、農林水産省は認証制度を展開しつつあ

る。 

・畜産物の持つ各種機能性の PR や銘柄化などによる高付加価値製品の開発が

求められている。 

エ 技術開発動向 

・バイオテクノロジーや高度情報処理システム等、先端技術の活用は、新品種

の開発や畜産分野の省力化、システム化を促進する新しい技術として期待さ



 

れている。 

・国際化、産地間競争に打ち勝つ低コスト・省力化生産技術、品質向上技術等

の開発に加え、環境負荷の軽減、地域資源の活用、食品の安全・安心など、

技術開発ニーズは多様化・高度化しており、その対応が求められている。 

・研究水準の向上には、産学官の連携、協力体制や、産業分野の枠を超えた連

携研究が益々、重要となっている。 

オ 環境保全・省資源 

・環境問題が国際的な課題としてクローズアップされる中で、地域環境に配慮

した家畜ふん尿の適正処理と資源としてのさらなる有効利用が求められて

いる。さらに、肥料価格の高騰により畜産堆肥の肥料としての有効活用が緊

急の課題となっている。 

・重油等の燃料費や生産資材価格の上昇に対応して、省資源、省エネ対策の推

進が重要となっている。 

 

（2）畜産の振興方向 

    平成 26 年３月に策定された「静岡県経済産業ビジョン（農業・農村編）」

の目標達成に向けた施策を展開する。 

ア ふじのくにブランドの推進 

① ブランド品の創出・強化 

・県産牛乳のブランド化を図るため、地域の特長を活かした高品質牛乳の生 

産・流通体制の構築を図る。 

・県産牛肉のブランド力を強化するため、県内で生産されている牛肉の統一    

的なブランドの構築に向け、生産者を中心とした対策協議会を設立するとと

もに、PR活動を促進する。 

・県産牛肉、豚肉の生産・供給体制の強化を図るため、再編推進協議会を設立

して高度衛生管理流通施設の基本構想を策定し、整備を促進する。 

② 食の安全・安心、環境に配慮した農業の推進 

・良質堆肥の生産を促進するとともに堆肥需給の地域的な偏りを解消し、資源

循環型の畜産業を確立するため、家畜排せつ物の適正管理のための支援、県

畜産堆肥共励会、耕畜連携交流会等を実施する。 

・動物用医薬品の適正使用対策を推進するため、獣医師に対する動物用医薬品

の使用に関する指導や、畜産物の抗生物質残留検査などを行う。 

イ 輸出に向けた産地の取組支援 

・県内の生産者が一体となった統一的な牛肉ブランド構築の取組を支援するた

め、生産者を中心とした対策協議会を設立するとともに、知名度を高めるPR

活動を支援する。 

・県産銘柄畜産物の輸出を促進するため、再編推進協議会を設立して流通施設

の基本構想を策定し、海外の衛生管理基準にも対応した高度な衛生管理を行

う食肉センターの整備を推進する。 

ウ ６次産業化に向けた事業者の取り組み支援 

・畜産農家の経営安定を図るため、加工・直売による付加価値向上の取組を促

進する。 

エ 高品質化・省力化・低コスト化による生産性向上 

・飼料の自給体制の強化や作業の外部化を進め、畜産経営のコスト低減及び省

力化を図るため、自給飼料の生産拡大やTMRセンター等の運営支援、家畜共

同育成場の利用拡大などを推進する。 

オ 新技術の開発と普及 

・高品質な肉牛を作出・普及するため、遺伝子解析技術を用いて優良な遺伝的



 

形質を持った雌牛を選抜する技術を開発し、その子牛を受精卵移植により効

率的に生産する。 

・本県が開発した合成豚「フジキンカ」の生産能力を向上させるため、遺伝子

解析技術を活用して優良種豚の選抜・普及を図る。 

・医療用実験ブタの産業化を促進するため、遺伝子解析技術を用いて品質を永

続的に一定に保つ技術や、特定の病気に罹病しやすい性質を固定化する技術

を確立し、利用者のニーズに対応した医療用実験ブタの作出と安定供給を図

る。 

カ 危機管理の徹底 

・家畜伝染病の発生予防のため、畜産農場への病原体の侵入防止対策などを定

めた「飼養衛生管理基準」の遵守指導を強化する。 

・家畜伝染病の早期発見、早期診断のため、バイオセキュリティが確保された

家畜保健衛生所を拠点として、家畜伝染病の監視の強化、疾病検査体制の充

実を図る。 

・家畜防疫体制の一層の強化を図るため、防疫演習の実施、防疫資材の備蓄、 

関係機関との連携の強化、作業員動員体制の整備を行う。 

 

２ 試験研究の推進方向 

農業技術開発に対するニーズは、多様化・高度化しており、畜産を取り巻く社

会経済情勢や農業生産構造等の変化に対応し、静岡県経済産業ビジョン(農業・

農村編)の目標を達成するため、目標を明確にして技術開発を進める。 

（1）新技術の開発と普及  

   ビジネス経営体の育成や畜産経営発展を支援するため、高品質、高効率化、損

耗の防止、低コスト化のための飼育管理や育種家畜改良技術の研究開発を進め、

成果の普及を行う。 

ア 新素材等を活用した精密繁殖技術の開発 

イ 高能力家畜飼養管理技術の確立 

ウ 多収穫飼料作物の検索・選定 

エ 生産段階における危害要因の低減化技術の開発 

  

（2）ブランド化・６次産業化の推進 

   静岡県の消費地と生産地の近接している立地条件を生かして、地産地消により

消費を促進するための消費者ニーズに沿った畜産物のブランドの開発や食農ビ

ジネスの推進など施策に沿った研究開発を進める。 

ア HACCP などの手法を利用した安全・安心、高品質な畜産物生産技術の開発 

イ 地域資源の探索と活用技術の開発 

ウ 静岡ブランドの畜産物の開発 

エ 次世代のリーディング産業の育成（医療用ミニブタなどの医療用家畜の開

発） 

 

（3）高品質化、省力化、低コスト化等による生産性向上 

生産コストの低減や規模拡大による生産性の向上、家畜伝染病等に備える危機

管理の強化、環境に配慮した畜産業の推進など、地域の創意と特色を生かした競

争力のある畜産業を実現するため、省力、省エネルギーなどコスト低減や環境保

全に資する技術開発に取り組む。 

ア 地域資源を活用した低コスト生産技術の確立（エコフィードを活用した低コ

スト飼料の安定利用技術の開発） 

イ 生きる力の源になる農林水産業の強化（伝染病侵入防止システムの構築、低



 

コスト・低環境負荷の畜産排水処理法の開発） 

ウ 地域の未利用資源を活用した畜産応用技術の開発（臭気抑制技術の開発） 

エ 土地利用を核とした生産性向上技術の開発 

オ 地域景観確保および利用技術の開発 

カ 耕作放棄地等の解消に貢献する省力的自給飼料生産技術の開発 

キ 高度家畜排泄物処理技術の開発 

ク バイオマス資源の総合的な利活用技術の開発 

 

３ 試験研究の推進方策 

（1）研究組織及び人材育成 

   「静岡県試験研究の戦略基本指針」に基づき、多様化・高度化する県民のニー

ズに的確に対応するため、研究資源の集約、企画調整・管理運営機能の充実及び

有能な人材の計画な育成を図る。また、技術開発が急速に進展する中で、国内外

の最新の研究・技術開発動向を常に把握し、価値の高い研究の実施と研究成果の

普及促進を積極的に推進する。 

 

（2）産学官連携・共同研究の充実 

    技術の高度化に迅速に対応するため、研究組織や研究分野の枠を越えた共同研

究の推進により、独創的な発想や創造性の高い研究成果を生み出すことが必要で

ある。このため、静岡県内をはじめ東海四県の畜産関係の公設試験研究機関と連

携し、産学官の共同研究や新成長戦略研究をより一層積極的に推進するとともに、

外部の競争的資金に積極的に応募し、研究予算の確保と研究の迅速な推進を図る。 

 

（3）研究テーマ設定システムと研究評価機能の充実 

  「静岡県経済産業ビジョン(農業・農村編)」に対応した的確な研究テーマ設定

システムを構築するため、予備試験制度や成果達成数値目標を設定する。また、

外部アドバイザーによる助言・指導により、研究企画、進行管理、予算や人材の

配分に適切に反映できる仕組みづくりを進め、研究開発の活性化と研究内容の充

実を図る。 





(4) 試験研究の方針 

 

     （生産を巡る環境変化）               （畜産の振興方向） 

                           経済産業ビジョン2014～2017（農業・農村編） 

                                 畜産部門基本方向 

 

 

・経済成長の低迷 

・エネルギー価格の上昇 

・輸入飼料価格の高止まり 

・食糧自給率の低迷 

・産地間競争の激化 

・生産環境の透明性要求 

・少子高齢化と人口減少 

・第２東名等交通網の整備 

 

 

 

 

・生産資材価格の高止まり 

・生産規模の二極化 

  －企業的経営展開 

  －小規模個性的経営 

・生産規模の頭打ち 

・畜産農家戸数の減少 

・新規就農希望者等の漸増 

・グローバル化に伴う産業空洞化の進展 

 

 

 

 

・経済情勢による消費低迷 

・消費行動の二極化 

・小規模畜産物加工販売経営等の増加 

・流通食品の安心安全要求 

 （ポジティブリスト、トレーサビリティ） 

・地産地消の高まり 

 

 

 

 

・本県産業の新成長 

・異分野間の研究連携 

・再生可能エネルギー利用 

・６次産業化の推進 

・輸出を見据えた技術開発 

・低コスト高効率経営支援 

 

社 会 経 済 情 勢 

生 産 構 造 

流 通 ・ 消 費 環 境 

技 術 開 発 動 向 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 「場の力」を活用した地域経済の活性化 

○人々を惹きつける都づくり 

○ふじのくにブランドを活かした戦略的

な海外展開 

○６次産業化による高付加価値化の推進 

 

 

 

 

 

Ⅱ 豊かさを支える農業の強化 

○攻めの農業を担うチャレンジ精神あふ

れる経営体の育成 

○優良農地の確保と集積等による農地の

徹底活用 

○技術革新による生産力の飛躍的拡大 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 住んでよし訪れてよし豊かな農山村づくり 

○集落機能の維持･向上による農山村の再

生 

   ○快適な農山村の暮らしの実現 

   ○都市農村交流の促進 

酪農教育ファームの取り組み推進等 

 

 

 



                              （畜産技術研究所・中小家畜研究センター） 

 

        （試験研究の推進方向）              （技術開発の目標・重点研究項目） 

 

 

                                

 

 

・精密繁殖技術の開発 

・生産段階の危害要因の低減化技術の開発 

・作業省力化を考慮した生産技術の開発 

・オゾンを利用した伝染病侵入防止システムの 

構築 

 

 

 

 

 

 

・静岡ブランド牛肉・豚・地鶏等の生産技術の 

 開発 

・地域資源を活用した牛肉ブランド技術の開発 

                             

 

 

 

 

 

・未利用資源を活用した飼料利用技術の開発 

・多収穫飼料作物の生産体系、品種検索・選定

試験 

 

 

                                 

      

                                 

                              ・医療用ﾐﾆ豚の維持・病態ﾓﾃﾞﾙ技術の確立 

 

 

 

 

 

 

・メタン発酵消化液活用法の開発 

・高度家畜排せつ物処理技術の開発 

ブランド化の推進による消費の創出や新技術の

開発普及 

６次産業化による高付加価値化 

優良品種の開発導入などによる畜産業の 

生産強化 

遺伝子解析技術を利用した家畜の生産性や畜産

物の品質の改善 

特色ある家畜や畜産物のブランド化技術の開発

自給飼料やエコフィードを活用した飼料コスト
削減技術の開発 

医療用実験豚の実用化技術の確立 

家畜排せつ物のエネルギー化等の高度利用技術

の開発 



４ 研究部門別の試験研究方針 

【本 所】 

１ 酪農部門 

（1） 現状と問題点 

ア 飼料・資材の高騰などで畜産経営を取巻く環境は悪化し、県内酪農家数は300戸を切り、生

乳生産量の維持が必要となっている。 

イ 酪農家は規模拡大やエコフィード（食品製造副産物）の活用などによるコスト削減努力によ

り、収益確保を図っている。 

ウ エコフィード推進を前提とした乳牛の栄養管理技術が求められている。 

エ 乳用牛の改良が進み、泌乳能力が大きく増加した反面、分娩間隔の延長、授精回数の増加な

ど繁殖に係る障害が問題になっている。県内大動物獣医師は、この対応策を求めている。 

オ 乳房炎に対する予防法、治療法は長年研究されているが、現在でも酪農経営を圧迫している。

一方、消費者の食の安全に対する関心が高まり、清浄な原料乳が求められている。 

カ 景気の悪化や少子化の影響により、飲用乳の需要が低下しており、その消費拡大が大きな課

題となっている。 

 

（2） 研究方針 

ア 地域資源（エコフィード）を活用した低コストTMR給与技術を確立する。 

イ 受精卵移植技術と雌雄産み分け技術など遺伝子工学を応用した効率的な改良増殖を進める。 

ウ 当所が行っているISO22000、国が進めている農場HACCP認証制度は安全・安心な畜産物生産

のために有効な手段であるが、その段階に至っていない県内一般農家に対しては、農場HACCP

手法に準じた衛生管理体制を広め、順次、衛生環境改善を図る。 

エ 乳房炎の予防的治療法を確立する。 

 

２ 肉用牛部門 

（1） 現状と問題点 

ア 肉用牛改良の基礎となる繁殖和牛の飼養頭数は横ばい状態で、和牛肥育素牛は県外からの導

入に依存し、平成22年の口蹄疫の発生が素牛価格の高騰を招いている。これらが影響し、県

内の肉牛農家数は減少し、現在、170戸程度に停滞している。 

イ 県内には多くのブランド牛肉が散在し、そこで生産される牛肉は全国的に高いレベルにあり、

共進会等で好成績を得ている。一方、肥育用子牛は殆ど他県に依存しているため、県として

一本化したブランドに統一しにくく、販売戦略が有効に機能していない。 

ウ 消費者ニーズの変化及び原発事故等の影響により、牛肉の卸売価格は低迷している。また、

飼料価格の高止まりもあいまって農家の収益は減少傾向にあり、付加価値販売ができる新た

な牛肉の開発が必要となっている。 

 

（2） 研究方針 

  ア 地域資源を活用し、特色ある牛肉の生産技術を確立する。 

  イ 牛肉の熟成過程を検証し、牛肉の有利販売の方向を検討する。 

ウ 育種価を活用した高品質で産肉能力の高い牛肉生産のための遺伝的改良を推進する。 

エ 全国ﾄｯﾌﾟﾌﾞﾗﾝﾄﾞを目指し、遺伝子技術を活用した高品質牛肉生産、センシング技術を活用し

た子牛の損耗防止技術等を確立する。 

 

３ 飼料環境部門 

（1）  現状と問題点 

ア 県内の飼料作物の栽培面積は増加しているが、世界的な穀物・粗飼料需給の逼迫による大幅

な飼料価格高騰により、飼料自給率向上と資源循環型肥料資源を利用した自給飼料作物生産



技術の確立が引き続き求められている。 

イ 飼料自給率の向上対策として、耕作放棄地の放牧利用や飼料畑化、飼料イネの栽培、エコフ

ィード（食品製造粕類の飼料化）など様々な取り組みが行われている。特に、限られた耕地

面積で自給率を上げるためには、トウモロコシ・冬作麦などの多収量作物を効率的に栽培す

る技術が必要となる。 

 

（2） 研究方針 

ア 高エネルギー作物を省力的かつ低コストに栽培する実用的な技術を開発する。そのため、多

収量かつ高品質な飼料作物の選定・開発を行う。 

イ 低生産性草地や遊休地で効率的に飼料生産ができるよう、省力的に地力・生産力を維持・回

復させる技術を開発する。 

 

４ 環境保全部門 

（1） 現状と問題点 

ア 口蹄疫や鳥インフルエンザなど畜産業に留まらず地域経済に大きな打撃を与える重大な家畜

伝染病が国内で発生している。しかし、大家畜経営における飼養環境は外部からの病原体侵

入に対してきわめて脆弱な状況にあり、重大な家畜伝染病に対する侵入防止対策などの農場

危機管理システムの早急な構築が求められている。 

イ 一方、酪農経営においては、最も環境負荷が高い廃棄乳を含んだパーラー（搾乳施設）排水

が、環境規制の強化とともに問題になる恐れがある。 

 

（2） 研究方針 

ア 高効率オゾン発生装置をベースに、オゾンを利用した飼養施設への病原菌侵入防止技術の開

発や緑茶成分を活用した畜舎内微生物汚染低減技術の開発を進めるとともに、これらの技術

を統合した農場危機管理システムを構築する。 

イ 大家畜経営から排出される排水で最も環境負荷の高いパーラー排水等を処理対象とした、最

新の浄化技術（高濃度オゾン）による、低コストで施設管理が容易な排水処理技術を開発す

る。 

ウ 家畜排せつ物のエネルギー利用に向けた取り組みが行われる中で、メタン発酵消化液の効率

的処理技術を開発する。 

 

【中小家畜研究センター】 

１ 養豚部門 

（1） 現状と問題点                          

ア 過去には全国でも有数の種豚生産県、養豚地域として発展してきたが、飼料価格の高騰、豚

肉価格の低迷、周辺環境の都市化などから農家数は大きく減少している。さらに、大型スー

パーの進出、流通の広域化で輸入豚肉や県外銘柄豚が販売されている。 

イ 畜産物に対する消費者のニーズは量から質へと変化し、トレーサビリティーシステムの確立

などによる安心・安全性の確保、健康増進などの機能性、さらに、高級化・個性化など多様

化の傾向が著しい。 

ウ 穀物を利用したバイオエタノールの生産や、新興国での飼料需要の増大などによる世界的な 

穀物需給の逼迫及び、円安の影響から飼料価格は高値で推移している。生産費の中で飼料費

の占める割合が大きいため、飼料効率の向上や未利用資源の活用などによる生産コストの低

減が課題である。 

エ 養豚は豚肉の生産にとどまらず、実験動物、医薬品原料、コンパニオンアニマルとしての活

用など人間の医療や福祉への貢献が期待されている。 

オ 慢性疾病の発生による子豚の損耗や飼料効率の低下による経済的な損失が問題となっており、

特定病原菌不在豚（以下SPF豚）への期待が高まっている。 



 

（2） 研究方針 

ア 優良遺伝資源の保存と有効活用を図りつつ、遺伝形質に基づいた統計育種学的手法とゲノム

解析等を用いた遺伝子工学的手法を組み合わせ、本県独自の経済効率に優れた高能力・高品

質で、付加価値の高い種豚を開発するとともに、その能力を発現するための飼育管理技術を

確立する。 

イ 開発した系統豚の血縁を維持管理するとともに、これらを活用した肉質が良く、付加価値の

高い豚肉の生産技術を確立・普及する。また、多様化したニーズに対応し、各生産形態での

飼養管理・生産物の品質評価技術の確立に取り組む。 

ウ 人間の医療へ貢献するものとしてクローン豚生産技術を確立し、遺伝資源の保存、高能力豚

の有効活用を図るとともに、金華豚及びミニ豚の遺伝資源を活用し、医療用実験に適した極

小ミニ豚の実用化を進める。 

エ SPF環境を維持し、環境と自然に優しい高度な飼育管理技術を確立する。 

 

２ 養鶏部門 

（1） 現状と問題点 

ア 本県でも県外資本の大型企業養鶏が進出しており、ますます農家型養鶏の経営は厳しくなっ

ている。このような中で、産地間競争に有効な地域性、高機能性鶏卵肉の開発が望まれてい

る。 

イ 生産費の中で飼料費の占める割合は高く、飼料効率の向上や未利用資源の有効活用による飼

料費の低減対策の確立が急務となっている。 

 

（2） 研究方針 

ア 既存の優良遺伝資源の保存と有効活用を図りつつ、地産地消と消費者ニーズに対応した付加

価値の高い肉用鶏を開発し、普及を推進するため、効率的な飼育管理技術及び生産・流通体

制を確立する。 

イ 鶏卵は他の畜産物に較べても美味しさに関する研究が少なく、鶏卵の持つ風味の要因を追求

し、飼料、飼育環境の影響を明らかにしていく。 

 

３ 資源循環部門 

（1） 現状と問題点 

ア 「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律」の施行に伴う施設整備の結果、

畜産経営に起因する苦情は減少してきたが、養豚・養鶏経営は施設型として比較的都市近郊

にあるため、環境保全問題に直面することが多く、その対策並びに経費負担が増大しており、

低コストで効率的かつ臭気の少ない糞尿処理技術が求められている。 

イ 資源循環型農業や有機的農業推進の機運が高まる中、より高品質な堆肥の生産技術が求めら

れている。 

ウ 畜産排水は負荷濃度が高いため、浄化槽の負担も大きく、より安価な対処方法の開発が求め

られている。 

 

（2） 研究方針 

ア 養豚・養鶏経営の大きな阻害要因となっている臭気の低減化技術の開発を重点的に推進する。

特に、悪臭低減可能な未利用資源などを効率的に利用することで、低コストな悪臭抑制技術

を開発する。 

イ エコファーマー認証制度をはじめとする持続的農業の推進を支援し、有機性資源としての堆

肥利活用を促進するため、高品質な堆肥の生産加工技術の開発と高度利用方法を確立する。 



５ 平成 26 年度試験研究課題数 

 

研 究 課 題 細 目 課 題 
部        門 

継続 新規 計 継続 新規 計 

畜 産 技 術 研 究 所             

乳牛飼養技術 ２ ２ ４ ２ ４ ６ 
  

  
肉牛飼養技術 ２  ２  ５ ５ 

 

酪農・肉牛研究

育種繁殖技術 １  １ ２  ２ 

 

 

飼料作物 １ １ ２ ２ ３ ５ 
飼料環境研究

環境・資源活用  １ １  ２ ２ 

伝染病侵入防止 １  １ ３  ３ 

高級牛肉生産技術  １ １  ３ ３ 
  

新成長戦略研究

メタン発酵  １ １  ２ ２ 

  小  計 ７ ６ １３ ９ １９ ２８ 

 中小家畜研究センター 

  新成長戦略研究 医療用実験豚  １ １  ３ ３ 

  養豚飼養技術 ６  ６ １２  １２ 

  

養豚・養鶏 

研究 養鶏飼養技術 ２  ２ ４  ４ 

  資源循環研究 資源循環技術 ２  ２ ４  ４ 

  小  計 １０ １ １１ ２０ ３ ２３ 

合       計 １７ ７ ２４ ２９ ２２ ５１ 

前年度課題数 １８ ５ ２３ ４２ １０ ５２ 
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マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
シ

ス
テ
ム

を

応
用

し
た

酪
農

場
に

お
け

る
生

産
性

低

下
要
因
の

分
析
と

改
善
手

法
の
確

立
 

＜
新
規
＞

 

6
-
1

酪
農

場
に

お
け

る
生

産
性

低
下

要
因

の
分
析
と

改
善
手

法
の
策

定
 

 6
-
2

酪
農

場
に

お
け

る
生

産
性

改
善

手
法

の
有
用
性

の
検
証

 

(
2
6
-2
8
)
 

   

2
6
-
28
 

  

2
6
-
28
 

 

   

・
当
所

で
の
飼

育
生
産

を
状
況
を

元
に

、
生
産

性
低
下

要
因
の
分

析
を
行

い
、
改

善
手
法

を
策
定

す
る
。

 

 

・
策
定

し
た
改

善
手
法

を
当
所
お

よ
び
県

内
の
酪

農
場

3
戸
で

一
定
期

間
運
用

し
た
後
、

上
記
改

善
手
法

の

導
入
効
果

を
証
明

す
る
。

 

酪
農
科

 

(
赤
松

)
 

富
士

宮
農

業
協

同
組

合
 

県
単

 

 
自
 
給
 

粗
飼
料

 

 

遺
伝

子
解

析
技

術

を
利

用
し

た
家

畜

の
生

産
性

や
畜

産

物
の
品
質

の
改
善

 

  

7
酪

農
生

産
現

場
に

お
け

る
作

業
省

力
化

手
法
の
検

討
 

＜
新
規
＞

 

7
-
1
 酪

農
作
業
調

査
 

 7
-
2
 作

業
ア
シ
ス

ト
器
具

の
導
入

・
評
価

 

        

(
2
6
-2
8
)
 

  

2
6
-
28
 

 

2
6
-
28
 

   ・
規

模
、
飼
養
形

態
別
に
、
従
事

者
別
作

業
時
間
・

作

業
内
容
・

疲
労
度

等
を
調

査
す
る

。
 

・
乗
用
作

業
機

、
ア
シ

ス
ト
ス
ー

ツ
の
導

入
と
導

入
効

果
の
評
価

を
行
う

。
 

飼
料
環
境

科
 

(
片
山

)
 

   

富
士

開
拓

農
業

協
同

組
合

 

県
単

 



部
 門

 
技

術
開
発

の
目
標

 
試

験
研
究

課
題
・

細
目
課

題
名
 

研
究
期
間

 
課

 
題
 

内
 
容

 
説
 

明
 

担
 当

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

肉
用
牛

 
特

色
あ

る
家

畜
や

畜
産

物
の

ブ
ラ

ン

ド
化
技
術

の
開
発

 

  

8
地

域
資

源
を

活
用

し
た

特
色

あ
る

牛
肉

の
生
産
技

術
に
関

す
る
研

究
 

 
8
-
1
 柑

橘
果
汁
粕

の
給
与

が
牛
肉

の
生
産

及
び
品
質

に
与
え

る
影
響

に
関
す

る
調

査
 

8
-
2

柑
橘

果
汁

粕
の

給
与

技
術

に
関

す
る

検
討

 
 8
-
3

柑
橘

果
汁

粕
給

与
に

よ
る

特
色

あ
る

牛
肉
生
産

技
術
の

開
発

 

(
2
4
-2
6
)
 

  

2
4
 

  

2
4
-
25
 

  

2
5
-
26
 

   ・
柑
橘
果

汁
粕
の

野
外
に

お
け
る

利
用
状

況
・
肉

質
及

び
生
産
性

に
与
え

る
影
響

に
つ
い

て
調
査

す
る
。

 

 ・
柑
橘
果

汁
粕
の

給
与
時

期
、
給

与
量
が

発
育
等

に
与

え
る
影
響

に
つ
い

て
検
討

す
る
。

 

 ・
柑
橘
果

汁
粕
の

給
与
時

期
、
給

与
量
が

肉
質
等

に
与

え
る
影
響

に
つ
い

て
検
討

す
る
。

 

肉
牛
科

 

(
斉
藤

)
 

三
ケ
日
農

業
協
同
組

合
 

県
単

 

酪
農

 

 

自
給

飼
料

や
エ

コ

フ
ィ

ー
ド

を
活

用

し
た

飼
料

コ
ス

ト

削
減
技
術
の
開
発
 

9
 
エ

コ
フ

ィ
ー

ド
を

活
用

し
た

低
コ

ス
ト

T
M
R
給

与
技
術

の
確
立

 

9
-
1 

エ
コ

フ
ィ

ー
ド

を
活

用
し

た
低

コ
ス

ト
T
MR

給
与
技
術

の
確
立

 

 

 

(
2
4
-2
6
)
 

 

2
4
-
26
 

  

  ・
エ
コ

フ
ィ
ー

ド
割
合

5
0％

の
T
M
R
を

乳
牛
へ

長
期
間

給
与
し
、

そ
の
影

響
（
泌

乳
成
績

等
）
を

調
査
し

、

低
コ
ス
ト

T
MR

給
与
技
術

を
確
立

す
る
。

 

 

酪
農
科

 

(
永
井

)
 

浜
名
酪
農

業
協
同
組

合
 

県
単

 

自
 
給

 

粗
飼
料

 

  

自
給

飼
料

や
エ

コ

フ
ィ

ー
ド

を
活

用

し
た

飼
料

コ
ス

ト

削
減
技
術
の
開
発
 

1
0
 

朝
霧

地
域

の
草

地
に

お
け

る
土

壌
流

亡
防
止
法

の
確
立

 

＜
新
規
＞

 

1
0
-
1
植

栽
が
表

土
流
出

特
性
に

及
ぼ
す

影

響
 

 1
0
-
2
草

地
更
新

時
の
流

出
防
止

緩
衝
帯

効

果
の
検
討

 

  1
0
-
3 
表
土
流

出
軽
減
の
実
証
 

(
2
6
-2
8
)
 

  

2
6
-
28
 

  

2
6
-
28
 

   

2
6
-
28
 

   

・
室
内
試

験
で
、

草
種

(寒
地
・

暖
地
型

・
混
植

別
)
・

植
栽
密
度
・
耕
法
・
緩

衝
植
物
の

有
無
に

よ
る
表

土

流
出
量
を

調
査
し

流
出
傾

向
を
明

確
化
す

る
。

 

・
場
内
圃

場
に
お

い
て

、
緩
衝
帯

幅
の
違

い
に
よ

る
表

土
流
亡
程

度
を
調

査
し

、
試
験
結

果
を
基

に
し
た

緩

衝
帯

植
生

の
耕

起
時

の
土

壌
流

出
防

止
効

果
を

検

討
す
る
。

 

・
圃
場
内

の
植
生
・
耕

法
と
植
物

緩
衝
帯

設
置
の

組
み

合
わ
せ
に

よ
る
流

出
軽
減

効
果
を

実
証
す

る
。

 

   

飼
料
環
境

科
 

（
鈴
木
）

 

静
岡

県
畜

産
協
会

 

県
単

 



部
 門

 
技

術
開
発

の
目
標

 
試

験
研
究

課
題
・

細
目
課

題
名
 

研
究
期
間

 
課

 
題
 

内
 
容

 
説
 

明
 

担
 当

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

新
成
長

戦
 
略
 

研
 
究

 

 

遺
伝

子
解

析
技

術

を
利

用
し

た
家

畜

の
生

産
性

や
畜

産

物
の
品
質
の
改
善
 

  

新
  
家
畜
飼
養
施
設
に
お
け
る
伝
染
病
侵
入

防
止
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 

新
-1
 
オ
ゾ
ン
を
利
用
し
た
飼
養
施
設
へ
の

病
原
菌
侵
入
防
止
技
術
の
開
発
 

 新
-2
 
畜
舎
内
に
お
け
る
微
生
物
汚
染
低
減

技
術
の
開
発
 

 新
-3
 
家
畜
伝
染
病
に
対
す
る
農
場
危
機
管

理
シ
ス
テ
ム
の
確
立
 

(
2
4
-2
6
)
 

 

2
4
-
26
 

  

2
4
-
26
 

  

24
-2
6 

  ・
飼
養
施

設
へ
の

病
原
菌

侵
入
を

防
止
す

る
た
め

、
オ

ゾ
ン
水
を

利
用
し

た
、
農
場
の
出

入
口
及

び
畜
舎

の

開
口
部
に

お
け
る

消
毒
施

設
を
開

発
す
る

。
 

・
安
全
性

の
高
い

茶
渋
等

の
抗
菌

資
材
を

使
用
し

て
、

畜
舎

内
の

微
生

物
汚

染
を

低
減

す
る

技
術

を
開

発

す
る
。

 

・
IS
O
22
0
00

を
ベ
ー

ス
に
、
家
畜

伝
染
病

に
対
す

る
教

育
、
訓
練
（
演
習
）
を
行
い
、
発

生
時
に

す
み
や

か

に
対
応
で

き
る
農

場
モ
デ

ル
を
構

築
す
る

。
 

飼
料
環
境

科
 

(
佐

藤
・

高

野
）

 

酪
農
科

 

(
赤
松

)
 

畜
産
課

 

 危
機

政
策

課
 

新
成
長

戦
 
略
 

研
 
究

 

 

特
色

あ
る

家
畜

や

畜
産

物
の

ブ
ラ

ン

ド
化
技
術
の
開
発
 

  

新
  
全
国
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
た
特

色
あ
る
高
級
牛
肉
生
産
技
術
の
開
発
 

＜
新
規
＞

 

新
-
1 
遺

伝
子
解

析
を
用

い
た
子

牛
生
産

技

術
の
開
発

」
 

新
-
2 
遠

隔
監
視

技
術
を

用
い
た

子
牛
集

団

管
理
シ
ス

テ
ム
の

開
発
」

 

新
-
3 
本

県
特
産

物
を
活

用
し
た

特
色
あ

る

牛
肉
生
産

技
術
の

開
発

 

(
2
6
-2
8
)
 

  

2
6
-
28
 

 

2
6
-
28
 

 

2
6
-
28
 

   ・
遺
伝

子
解
析

技
術
を

用
い
受
精

卵
移
植

技
術
を

活
用

し
て
優
良

和
牛
牛

群
を
選

抜
す
る

。（
所
内
外

）
 

・
遠
隔

監
視
技

術
を
用

い
て
和
牛

子
牛
の

集
団
育

成
技

術
を
確
立

す
る

 

・
茶
や
み

か
ん
の

残
渣
を

飼
料
化

し
、
味

に
特
徴

の
有

る
肥
育
牛

を
銘
柄

化
す
る

。
 

肉
牛
科

 

（
斉

藤
・

野

田
・

土
屋

・

宮
本
）

 

畜
産
課

 

新
成
長

戦
 
略
 

研
 
究

 

家
畜

排
せ

つ
物

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

等

の
高

度
利

用
技

術

の
開
発
 

新
 
分
散

型
エ
ネ

ル
ギ
ー

社
会
に

貢
献
す

る
小
型
メ

タ
ン
発

酵
プ
ラ

ン
ト
の

開
発

 

＜
新
規
＞

 

新
-
1 
消
化
液

活
用
法

の
開
発
 

 新
-
2 
プ

ラ
ン
ト

の
簡
易

化
と
パ

イ
ロ
ッ

ト

プ
ラ
ン
ト

の
設
計

・
施
工

 

(
2
6
-2
8
)
 

  

2
6
-
28
 

 

2
7
-
28
 

   ・
メ
タ

ン
発
酵

消
化
液

の
効
率
的

な
固
液

分
離
法

を
開

発
す
る
。

 

・
プ
ラ
ン

ト
の
簡

易
化
装

置
の
設

計
試
作

を
行
う

。
 

 

飼
料
環
境

科
 

(
佐
藤

)
 

 

研
究

調
整

課
 

県
単

 

(
新
成

長
)
 

    



 （
２

）
中

小
家

畜
研

究
セ

ン
タ

ー
 
 

 

部
 門

 
技

術
開
発

の
目
標

 
試

験
研
究

課
題
・

細
目
課

題
名
 

研
究
期
間

 
課

 
題
 

内
 
容

 
説
 

明
 

担
 当

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

1
 
免
疫
系

遺
伝
子

の
多
様

性
と
抗

病
性
と

の
関
連
の

解
明

 

  

(
2
4
-2
8
)
 

2
4
-
28
 

 

・
P
RR

や
サ
イ

ト
カ
イ

ン
等
の
抗

病
性
と

関
連
が

想
定

さ
れ
る
遺

伝
子
に

つ
い
て

、
ゲ
ノ

ム
D
NA

サ
ン
プ

ル

の
採
取
を

行
う
。

 

・
こ
れ
ら

の
遺
伝

子
に
つ

い
て
特

定
の
遺

伝
子
型

を
有

す
る
ブ
タ

個
体
の

生
産
を

行
い
、

細
胞
・

個
体
レ

ベ

ル
で
の
抗

病
性
等

の
検
証

を
実
施

、
課
題

内
の
他

機

関
と
協
同

で
行
う

。
 

養
豚

･
養

鶏

科
 

(
柴

田
・
塩

谷
)
 

 

（
共
同
）

 

(
独

）
農
業

生
物

資
源

研
究
所

 

 

国
庫

 

受
託

 

遺
伝
子
解

析
技
術

を
利
用
し

た
家
畜

の
生
産
性

や
畜
産

物
の
品
質

の
改
善

 

2
 
ブ
タ
の

飼
料
利

用
性
に

関
す
る

遺
伝
解

析
と

D
NA

マ
ー
カ

ー
の
開

発
 

  

(
2
4
-2
8
)
 

2
4
-
28
 

  

・
系
統
造

成
を
実

施
し
て

い
る
デ

ュ
ロ
ッ

ク
種
集

団
に

お
い
て

、
飼
料

要
求
率

に
関
す
る

デ
ー
タ

、
及
び

D
NA

解
析
用
の

サ
ン
プ

ル
を
収

集
す
る

。
 

・
飼
料
利

用
性
と

の
関
連

が
想
定

さ
れ
る

生
化
学

的
調

査
や
遺
伝

子
発
現

解
析
等

も
実
施

す
る
。

 

養
豚

･
養

鶏

科
 

(
柴

田
・
寺

田
)
 

 

（
共
同
）

 

(
独

）
農
業

生
物

資
源

研
究
所

 

 

国
庫

 

受
託

 

養
 豚

 

特
色
あ
る

家
畜
や

畜
産
物
の

ブ
ラ
ン

ド
化
技
術

の
開
発

 

 

3
 
フ
ジ
キ

ン
カ
長

期
維
持

手
法
の

確
立
 

3
-
1
 他

系
統
の
デ

ュ
ロ
ッ

ク
を
用

い
た

 

フ
ジ
キ
ン

カ
の
作

出
 

 

3
-
2
 開

放
型
育
種

を
用
い

た
フ
ジ

キ
ン
カ

の
改
良

 

3
-
3
 育

成
豚
の
飼

養
管
理

マ
ニ
ュ

ア
ル
の

改
善

 

(
2
4
-2
6
)
 

2
4
-
26
 

 

2
5
-
26
 

 

2
4
-
26
 

 ・
血
縁
関

係
を
考

慮
し
た

交
配
を

実
施
し

、
各
系

統
豚

の
組
み
合

わ
せ
を

検
討
す

る
。
 

・
生
産
性

、
肉
質

、
繁
殖

性
の
調

査
を
実

施
し
、

遺
伝

的
能
力
の

推
定
を

行
う
。

 

・
 
給

餌
方
法

と
背
脂

肪
厚
・

肥
満
度

を
調
査

し
、
最

適
な
給
餌

方
法
を

決
定
す

る
。
 

      

養
豚

･
養

鶏

科
 (
高
橋

)
 

 

(
株

)
三
和

畜
産

 

 

県
単

 



部
 門

 
技

術
開
発

の
目
標

 
試

験
研
究

課
題
・

細
目
課

題
名
 

研
究
期
間

 
課

 
題
 

内
 
容

 
説
 

明
 

担
 当

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

4
 
S
PF

大
ヨ
ー

ク
シ
ャ
ー
種
系
統

豚
の
維

持
と
普
及

 

4
-
1
 新

SP
F
大
ヨ

ー
ク
シ

ャ
ー
種

系
統

 

豚
の
血
縁

管
理

 

 4
-
2
 組

み
合
せ
検

定
試
験

 

4
-
3
 農

家
実
証
試

験
 

(
2
2
-2
6
)
 

 

2
2
-
26
 

  

2
3
-
26
 

  ・
新
フ

ジ
ヨ
ー

ク
（

2
2
年
度

完
成

）
の

血
縁
管

理
を
実

施
し
、
静

岡
型
銘

柄
豚
生

産
の
た

め
の
種

豚
を
供

給

す
る
。

 

・
F
1
種
豚

生
産
の

遺
伝
資

源
と
し

て
、
一

般
農
家

で
の

生
産
に
、

雄
、
雌

を
供
給

し
、
利

用
の
可

能
性
を

検

討
す
る
。

 

養
豚

･
養

鶏

科
 (
高
橋

)
 

 

農
業

経
営

士
協
会

 

 

県
単

 

 

5
 
S
PF

デ
ュ
ロ

ッ
ク
種
系
統
豚
の

維
持

 

(
延
長

)
 

5
-
1
 S
P
F
デ
ュ

ロ
ッ
ク
種
系
統
豚

の
維
持

 

(
9
-
27
)
 

 9
-
2
7
 

  ・
系
統
造

成
し
た

S
PF

デ
ュ
ロ
ッ

ク
種
を

本
県
特

産
 

の
種
豚
と

し
て
維

持
普
及

す
る
。

 

養
豚

･
養

鶏

科
 

（
寺
田
）

 

農
業

経
営

士
協
会

 

  

県
単

 

養
 豚

 
特

色
あ
る

家
畜
や

畜
産
物
の

ブ
ラ
ン

ド
化
技
術

の
開
発

 

 

6
 
優
良
雄

系
遺
伝

子
の
探

索
と
再

現
技
術

の
確
立

 

6
-
1
優

良
雄
系

統
の
細

胞
収
集
と

再
現

 

 6
-
2
肉

質
・
強

腱
性
に

関
す
る
責

任
遺
伝

子
の
検
討

 

 6
-
3
優

良
雄
系

統
の
基

本
パ
ラ
メ

ー
タ
ー

の
推
定
と

総
育
種

価
の
作

成
 

(
2
2
-2
7
)
 

 

2
2
 

 

2
2
-
23
 

  

2
3
-
27
 

  ・
各
県
か

ら
の
デ

ュ
ロ
ッ

ク
種
優

良
系
統

の
導
入

と
そ

の
遺
伝
子

の
採
取

と
再
現

を
行
う

。
 

・
強
腱
性

・
脂
肪

酸
組
成

の
調
査

分
析
と

責
任
遺

伝
子

の
検
索
で

強
腱
性

・
産
肉

性
の
改

善
方
法

を
検
討

す

る
。

 

・
改
良
選

抜
に
お

い
て
、

肉
質
改

善
と
肢

蹄
の
改

良
を

進
め
、
飼

育
し
や

す
い
種

豚
を
作

出
す
る

。
 

養
豚

･
養

鶏

科
 

（
寺
田
）

 

農
業

経
営

士
協
会

 

 

県
単

 

養
 
鶏
 

特
色
あ
る

家
畜
や

畜
産
物
の

ブ
ラ
ン

ド
化
技
術

の
開
発

 

 

7
 
静
岡
発

新
銘
柄

地
鶏
「

フ
ジ
小

軍
鶏
」

の
消
費
拡

大
を
目

指
し
た

効
率
的

な
生

産
 

7
-
1
お

い
し
さ

を
保
つ

冷
凍
・
解

凍
管
理

技
術
の
確

立
 

  7
-
2
効

率
的
な

種
卵
生

産
体
制
の

確
立

 

(
2
4
-2
6
)
 

  

2
4
-
26
 

   

2
4
-
26
 

   ・
冷
凍
及

び
解
凍

条
件
の

違
い
に

よ
る
肉

質
評
価

を
理

化
学
的
、

官
能
的

手
法
に

よ
り
行

い
、
お

い
し
さ

を

保
つ
最
適

な
冷
凍

・
解
凍

管
理
方

法
を
確

立
す
る

こ

と
で
冷
凍

品
で
の

流
通
を

拡
大
す

る
。

 

・
精
液
の

授
精
能

力
に
つ

い
て
実

際
の
授

精
率
か

ら
評

価
し
、
本

鶏
に
適

し
た
希

釈
倍
率

や
耐
凍

剤
濃
度

を

明
確
に
し

、
効

率
的
な

種
卵
生
産

体
制
を

確
立
す

る
。
 

養
豚

･
養

鶏

科
 

(
松

井
・
中

川
)
 

  

（
株
）
青

木
養
鶏
場

 

 

県
単

 

 



部
 門

 
技

術
開
発

の
目
標

 
試

験
研
究

課
題
・

細
目
課

題
名
 

研
究
期
間

 
課

 
題
 

内
 
容

 
説
 

明
 

担
 当

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

養
 
鶏
 

特
色
あ
る

家
畜
や

畜
産
物
の

ブ
ラ
ン

ド
化
技
術

の
開
発

 

 

8
 鶏

卵
風
味
評

価
法
の

確
立
と
風

味
に
影

響
す
る
要

因
の
解

明
 

 

8
-
1
 鶏

卵
風
味
評

価
法
の

確
立
 

 8
-
2
 風

味
に
影
響

す
る
要

因
の
解

明
 

(
2
5
-2
7
)
 

  

2
5
-
26
 

 

2
6
-
27
 

   ・
不
快

風
味
を

中
心
に

風
味
に
影

響
す
る

主
成
分

を
明

ら
か
に
す

る
。

 

・
飼

料
や
飼

育
方
法

等
、
風
味
成

分
に
影

響
を
与

え
る

要
因
を
明

ら
か
に

す
る

 

養
豚

･
養

鶏

科
 

(
中

川
・
松

井
)
 

  

（
有
）
伊

豆
鶏
業

 

 

県
単

 

 

家
畜
排
せ

つ
物
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
化
等

の
高
度
利

用
技
術

の
開
発

 

 

9
 堆

肥
生
産

過
程
に

お
け
る

臭
気

抑
制
技

術
の
検
討

 

 

9
-
1
泥

炭
を
使

用
し
た

臭
気
抑
制

効
果
の

検
証

 

 

9
-
2
副

資
材
の

組
合
せ

に
よ
る
臭

気
抑
制

効
果
の
検

証
 

(
2
4
-2
6
)
 

  

2
4
-
25
 

  

2
5
-
26
 

   ・
腐
植
酸

を
含
む

泥
炭
を

堆
肥
副

資
材
と

し
て
用

い
る

こ
と
で
、

ア
ン
モ

ニ
ア
等

臭
気
物

質
の
抑

制
効
果

を

検
証
す
る

。
 

・
耕

作
放
棄

地
か
ら

発
生
す

る
有

機
性
廃

棄
物
（
泥

炭
、

伐
採
樹
木

、
抜
根

等
）
を

堆
肥
副

資
材
と

し
て
組

み

合
わ
せ
、

最
適
な

配
合
割

合
に
よ

る
ア
ン

モ
ニ
ア

等

の
臭
気
抑

制
効
果

を
検
討

す
る
。

 

資
源

循
環

科
 

(
知

久
・
石

本
)
 

志
太
榛
原

農
林

 

 

県
単

 

 

資
 源

 

循
 環

 

家
畜
排
せ

つ
物
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
化
等

の
高
度
利

用
技
術

の
開
発

 

1
0
 
複

合
肥

料
原

料
と

し
て

の
豚

ふ
ん

堆

肥
調
製
技

術
の
開

発
 

 1
0
-
1
 
豚

ふ
ん

堆
肥

の
製

造
過

程
に

お
け

る
肥
料

成
分
変

動
要

因
の
解

明
と

安
定

化
技
術
の

検
討

 

 1
0
-
2
 
窒

素
付

加
型

成
分

調
製

豚
ふ

ん
堆

肥
の
開
発

 

      

(
2
5
-2
7
)
 

  

2
5
-
26
 

   

2
6
-
27
 

 

   ・
豚
ふ
ん

堆
肥
の

肥
料
成

分
安
定

化
を
図

る
た
め

、
堆

肥
製
造
過

程
に
お

い
て
、

肥
料
成

分
量
（

N・
P・

K
）

の
ば
ら
つ

き
を
生

じ
る
要

因
を
解

明
す
る

と
と
も

に
、
安
定

化
技
術

を
検
討

す
る
。

 

・
堆
肥
過

程
で
発

生
す
る

ア
ン
モ

ニ
ア
を

堆
肥
中

に
保

持
し
、
窒

素
含
有

率
を
向

上
さ
せ

た
豚
ふ

ん
堆
肥

を

製
造
す
る

方
法
を

開
発
す

る
。
 

資
源

循
環

科
 

(
石

本
・
知

久
)
 

県
良

質
た

い
肥

生
産

流
通

促
進

協
議
会

 

 

県
単

 

 



部
 門

 
技

術
開
発

の
目
標

 
試

験
研
究

課
題
・

細
目
課

題
名
 

研
究
期
間

 
課

 
題
 

内
 
容

 
説
 

明
 

担
 当

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

新
成
長

戦
 
略
 

研
 
究

 

 

医
療
用
実

験
豚
の

実
用
化
技

術
の
確

立
 

新
 
医
療

用
マ
イ

ク
ロ
ミ

ニ
ピ
ッ

グ
形
質

の
永
続
的

な
維
持

技
術
と

病
態
モ

デ
ル

形
質
の
固

定
化
技

術
の
確

立
 ＜
新
規
＞

 

新
-
1 

体
細
胞
ク

ロ
ー
ン

技
術
・

周
辺
技

術
の
効
率

化
 

新
-
2 

Ｍ
Ｍ
Ｐ
の

形
質
の

永
続
的

な
維
持

技
術
の
確

立
 

 新
-
3 

病
態
モ

デ
ル

形
質
の

固
定

化
技

術

の
確
立

 

(
2
6
-2
8
)
 

   

2
6
-
28
 

 

2
6
-
28
 

  

2
6
-
28
 

    ・
既
存
の

体
細
胞

ク
ロ
ー

ン
技
術

や
卵
子

回
収
技

術
の

効
率
化
を

図
る
。

 

・
体
細
胞

ク
ロ
ー

ン
技
術

や
遺
伝

子
解
析

技
術
と

近
親

交
配
を
組

み
合
わ

せ
て
、

特
徴
的

な
性
質

の
固
定

化

と
長
期
的

な
維
持

の
た
め

の
技
術

を
確
立

す
る
。

 

・
ク
ロ
ー

ン
技
術

等
を
用

い
て
病

態
モ
デ

ル
買
い

で
円

的
に
安
定

し
た
系

統
を
作

出
す
る

技
術
を

確
立
す

る
。

 

養
豚

･
養

鶏

科
 

(
大

竹
・
塩

谷
・
寒
川

)
 

畜
産
課

 

新
産

業
集

積
課

 

県
単

 

(
新
成

長
)
 

 
 



７ 試験研究関連事業 

 
（１）畜産技術研究所 

事 業 名 内     容 担 当 

高能力牛群整備促進事業 

アメリカ、カナダから輸入した高能力牛凍結受精卵

の移植により生産された牛を基礎牛として県下に供

給した。また、これらの高能力牛群を研究所内にお

いて繋養、受精卵を採取して生産現場に供給、県下

の牛群のレベルアップを図っている。 

酪農科 

家畜改良推進事業 

県下の繁殖雌牛の個体情報及び産子の産肉情報の収

集分析により、繁殖雌牛の育種価評価を行い、効率

的な改良を推進する。 

肉牛科 

乳用牛群総合改良推進事業 

牛群検定分析センター運営 

乳用牛の改良を推進し酪農経営の安定を図るため、

乳用雌牛群の効率的な能力検定を実施し、牛群検定

データを一括分析処理し、検定農家へフィードバッ

ク、経営をバックアップしている。 

酪農科 

受精卵移植による乳牛改良 

実用化事業 

生産者が組織する団体が受精卵移植事業による乳牛

改良を推進する際の技術支援、指導を行っている。 
酪農科 

家畜共同育成事業 
県農業振興公社から育成仕上げ牛を受託放牧して受

胎させ、足腰の強い牛を育成している。 
肉牛科 

飼料・堆肥分析センター運営

事業 

県内の自給・購入粗飼料及び堆肥の成分分析を要望

に応じ実施している。 
飼料環境科

高栄養粗飼料増産事業 

国内外の競合に備え、コストパフォーマンスの高い

高栄養粗飼料生産技術を導入した酪農経営モデルを

構築し、普及する。 

飼料環境科

 

（２）中小家畜研究センター 

事 業 名 内    容 担 当 

畜産経営環境技術センター

業務 

畜産経営の改善及び家畜排せつ物の適切な処理

と利用を図るため、関係機関と共同して農家に対

し技術的な助言、指導を行っている。 

資源循環科

銘柄畜産物の生産振興業務 

県が開発した「フジヨーク」、「フジロック」、「フ

ジキンカ」、「駿河シャモ」、「フジ小軍鶏」の供給

体制を整備するとともに、銘柄化を推進し産地間

競争力の高い畜産物の生産を振興している。 

 

養豚・養鶏

科 

 



 

（３）畜産技術研究所・中小家畜研究センター共通 

事 業 名 内     容 担 当 

堆肥及びサイレージ共進会、

共励会審査、指導 

県内における畜産堆肥及びサイレージ等の共進会、

共励会の審査及び現地指導など行っている。 

飼料環境科 

資源循環科

畜産共進会審査、指導 
県内における畜産共進会、枝肉共進会等の審査並び

に巡回指導を実施している。 

研究統括監 

酪農科 

肉牛科 

農林大学校畜産分校・中小家

畜分校生における教育業務 

農林大学校生に対する知識、技術などの教育を行

っている。 

各科研究員 

スタッフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

Ⅲ 水 産 技 術 研 究 所                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

Ⅲ 水産技術研究所 
 

１ 試験研究組織 
 

    総務課 

 

    船舶管理課 

 

  駿河丸(沿岸・沖合漁業指導調査船) 

 

 

  資源海洋科 

           

所 長                普及総括班 

         

  開発加工科 

           

  深層水科 

 

  伊豆分場 

 

  浜名湖分場 

                   (魚病センター) 

 

    富士養鱒場 

 

 

 

２ 試験研究職員構成 
技術職員  事務職員

研究 行政 

海技職員 

・船員 技能労務員 計 

所長・研究統括監  3    3 

総 務 課 5    ① 5① 

船舶管理課    3  3 

資源海洋科  6   ① 6① 

開発加工科  7   ① 7① 

深層水科  4   1② 5② 

普及総括班   4*   4 

伊豆分場  4 2*  1② 7② 

浜名湖分場 1 5 2*  ② 8② 

富士養鱒場 1 3 2*  1〔1〕① 7〔1〕①

駿 河 丸    12  12 

計 7 32 10 15 3〔1〕⑩ 67〔1〕⑩

*は水産業普及指導員数、〔〕は専門員で内数、○は非常勤嘱託職員で外数 
 

（研究統括監） 

（研究統括監） 



３ 試験研究方針（平成 26 年～29 年） 

 

１ 研究推進の背景 

（１）水産業を巡る環境変化 

ア 社会経済情勢 

・全国の漁業生産量は、日本周辺水域のみならず、公海海域での資源状況の悪

化などから、ピーク時に比べ半減し、水産物の自給率は６割程度にまで低下

した。 

・本県の漁業生産量は、昭和 62 年以降長期的に減少傾向にあったが、ここ５～

６年は、20 万トン前後で横ばい状況である。 

・漁業用燃油価格の高騰が現在も継続して、個々の漁業経営は厳しい状況にあ

ることから、撤退を強いられる漁船漁業者もみられる。 

・国連海洋法条約や TAC 制度の定着により、水産資源の量的管理の枠組みが強

化される一方で、これまでの漁獲管理のあり方についても見直しされ、管理

に取り組む漁業者の収入安定を目指し資源管理・所得補償対策が実施されて

いる。 

・漁業・養殖業と遊漁、マリンスポーツ等との漁場や海面利用の競合、あるい

は、他産業による沿岸域利用の進展、漁場環境の維持保全などの問題も顕在

化してきている。 

イ 生産構造 

・漁業生産の担い手は、若い年齢層が減少し高齢化が進んでいることから、地

域漁業の活力も低下するおそれがある。 

・本県は、豊富な水産資源と恵まれた地理的条件を背景に、多種多様な水産物

の加工・流通業が発達し、カツオ・サバの節類や塩干アジなど特色ある水産

加工品を数多く産出している。しかし、生産規模は小さく、競争力の不足が

懸念されている。更に、カツオに代表される加工原料魚の多くはグローバル

化により国際価格の影響が大きくなり、最近の円安傾向により原料価格の上

昇が経営を圧迫している。 

ウ 流通・消費環境 

・我が国の水産物の自給率が低下している中で、水産物の輸入数量は減少しつ

つあるものの、中国に次ぐ世界第２位となっている。また、輸入金額は国内

生産金額にほぼ匹敵し、国内の価格形成に多大な影響を及ぼしている。 

・大型スーパーの台頭等による市場外流通量の増加など、流通形態の多様化に

より中央卸売市場の取扱量は減少傾向を示している。 

・国民１人当たりの魚介類の購入量は安定しているが、購入価格は 10 年で１割

以上減少している。食品形態としてみると調理食品の支出額が増加している。 



・食の安全・安心に対する消費者の関心はますます高まり、その対応が必須と

なっている。漁業や養殖業においても、水揚げ（生産）工程や衛生等の品質

管理の強化に関心が寄せられている。また、水産加工品の原料の原産地表示

などについても関心が高まっている。 

・水産物の持つ各種機能特性のＰＲや高付加価値製品の開発による魚食普及・

需要拡大が求められている。 

エ 技術開発動向 

・バイオテクノロジーや高度情報処理システム等、先端技術の進展はめざまし

く、新品種の開発や水産業の省力化、システム化を促進する新しい技術とし

て期待されている。 

・先端技術を利用した海洋環境のモニタリングは、環境保全やレジームシフト

の解明の観点から必要となっている。 

・研究水準の向上には、産学官の連携、協力体制のもとでの研究がますます必

要となっている。 

・資源減少、円安による原料費高騰から省資源技術、原発事故の影響で電力消

費節約の要請が大きいことから省エネルギー技術の開発導入が強く求められ

ている。 

オ 水域環境や生態系の保全 

・安全な水産物を生産・供給し、水産業の健全かつ持続的な発展を図って行く

ためには、海域や内水面域での環境及び生態系の保全が重要である。 

・地球温暖化等による海洋環境の変化に対して適切なモニタリングを行ってい

くことが重要である。 

（２）水産業の振興方向 

   平成 25 年度に経済産業ビジョン水産業編が策定され、「豊かさを支える水産業

の強化」を基本方向として、「新たな水産王国静岡の構築」の構築を目指し、４つ

の視点に基づく施策の方向が示された。 

ア 魅力ある水産物づくり 

・水産業の６次産業化の促進  
・県産水産物のブランド化の推進  
・魚食普及の推進  
・「場の力」を活かした漁業地域の活性化  

イ 海・川の恵みの持続的利用の確保  
・持続的利用を目指した資源管理の推進  
・生産力の確保・向上に向けた漁場環境保全  
・つくり育てる漁業の推進  
・水産物の安定供給に関する技術開発  



ウ 次世代を担う人・組織づくり  
・質の高い漁業就業者の確保・育成  
・魅力ある漁業を営む漁業経営体の育成、漁協の組織強化  

エ 漁業を支える基盤整備  
・漁港整備による力強い産地づくり  

 

２ 研究の推進方向 

静岡県経済産業ビジョン水産業編の基本方向である「豊かさを支える水産業の強

化」を実現するために、「魅力ある水産物づくり」及び「海・川の恵みの持続的利用

の確保」の視点から、必要な技術開発を行う。  
（１）新しい技術開発による県産水産物の魅力の向上 

ア 安全で高品質な魚介類や海藻類を作る養殖技術の確立 

    ウナギ、ニジマス、アユ等の内水面養殖とアジ、カキ、ノリ等の海面養殖が

盛んであり、また、近年温水利用研究センターにおいてはクエの養殖が行われ

ている。これらは県民の豊かな食生活を支えている。今後、生産者は消費者ニ

ーズにいかに合った魚介類や海藻類を生産するかが肝要である。第一義的には

食品としての安全性が高く、販売競争力を持つ魚介類や海藻類を生産する必要

があり、そのための育種や飼育管理手法、病害防除等新しい養殖技術の確立に

向けた研究や環境に配慮した養殖技術の開発を進めるとともに、新魚種養殖に

係る技術開発を行う。 

イ  消費者の視点に立った加工技術の開発 

地場産業として重要な地位を占めながら発展してきた水産加工業であるが、

生活様式の変化などの中で大きな転換期を迎えている。県民の健康維持や魚食

文化をもつ県民に水産物は重要で不可欠ではあり、今後、「扱いやすさ」や「健

康機能性成分」を追求し、それらを用いたユニバーサルデザイン食品の開発、

循環型や CO2 排出量の少ない省エネ省資源加工技術の開発等を進める必要があ

る。 

   ウ 未利用・低利用の水産物の高度利用に向けた研究開発の推進  
カツオ･マグロは静岡県を代表する魚種として県の水産を牽引してきた。とこ

ろが、国際的な魚の需要の高まりや産地間の競争の激化により、原料の確保や

製品の販売にいたるまでいくつもの課題に直面している。これを打開するため

にカツオやマグロ加工時に生じる低利用部位の高度利用（食用化や機能性成分

抽出等）や大量に漁獲される低・未利用雑魚の高度利用技術の開発を推進する。

これにより原魚の有効活用による魚価の向上を図り、外国や他地域に買い負け

しない価格優位性を持った産業の育成を図る。 

   エ 駿河湾深層水の利活用促進に向けた研究の推進  



深層水は表層水に比較して栄養塩が豊富であり、また、清浄で低温である性

質を持っている。深層水のこれらの特長を活かし深層水研究の中核施設として

有用藻類への利用研究、魚介類の蓄養、養殖及び種苗生産技術の開発等を行う。 

（２）生産力の確保・向上に向けた漁場環境の保全 

ア 生態系研究の推進 

本県の周辺海域では、伊豆半島の岩礁域や汽水域の浜名湖をはじめとして日

本一深い駿河湾などがあり、多彩な生物が分布し、そこに多様な生態系を構築

している。一方、それぞれの海域で沿岸漁業が展開されており、生態系の構成

種の一部を漁業の対象生物として利用している。これらを持続的に利用するた

めには、生態系を構成する生物相や環境の保全が重要である。 

（３）水産物の安定供給に関する技術開発 

   ア 資源管理研究の推進 

本県海域を中心とした日本周辺海域は生産力が高い海域であるが、多くの魚

種で資源低下が見られている。移動範囲が本県海域に留まらない魚類は国や関

係機関との連携の下、また、移動範囲が小さい魚類は本県が独自に的確な資源

評価を行い、資源の持続的利用のための研究を推進する。また、養殖用種苗の

不足が顕在化しているニホンウナギについては、国との連携を図りながら、資

源の有効利用に向けた研究を進める。 

   イ 資源増殖研究の推進 

漁獲や遊漁の対象となる重要な沿岸資源は採捕圧が強く、その資源の維持・

増大を図るためには、適切な資源管理とともに、遺伝的多様性等に配慮した種

苗放流による人為的資源添加が必要である。地域の重要資源の増殖に結びつく

基礎研究や放流効果を高める技術開発を行う。  
   ウ  先端技術を活用した海洋環境研究の推進 

調査船による現場海域での観測に加え、自動観測ブイのネットワーク化や人

工衛星からの観測情報を活用したリアルタイムの海洋環境のモニタリングや

「海の天気予報」とも言うべき海況や漁況に関する予測技術の確立が必要であ

る。さらに、漁業経営改善や CO2 の排出削減のため、操業の効率化、省力化、

省エネ化に関する研究を行う。  
エ 内水面水域の有効活用研究の推進 

本県内陸部には変化に富んだ 526 の河川や人工湖等が存在し、釣り等遊漁を

中心に利用されている。近年、アユやアマゴ等の遊漁者の減少が顕著になり、

中山間地の産業として大きな問題となっている。これを解決するために、アユ

の生態や、それぞれの河川生産力、その河川環境に適した増殖技術に関する研

究を進める。  
 



３ 研究の推進方策 

（１）研究組織及び人材育成 

ア 研究組織の強化 

限られた人や予算を有効に活用し研究を効率的に推進するため、選択と集中

による研究組織の強化を図る。 

イ 企画調整及び情報発信機能の強化 

現場の要望を効率的に掌握し研究に反映させるとともに、研究計画の立案、

運用を効率的に推進するため、企画調整・管理運営組織の充実と整備を図る。 

ウ 人材の育成と確保 

研究員の育成のため、研修制度の拡充や学位取得の促進、人員の計画的な配

置を行うとともに、外部研究員の招聘、任期付き研究員制度の柔軟な活用によ

る人材の確保を図る。 

（２）産学官連携・共同研究の充実と研究資金の積極的な獲得 

ア 外部研究機関・企業との交流活性化と研究資金の積極的獲得 

大学との連携協定等を活用した人的交流の促進や外部機関との連携による

共同研究体制の構築を通じ、外部資金の積極的な獲得を図る。 

（３）研究課題の設定と研究評価機能の充実  

ア 研究課題の設定 

水産行政や業界の要望を効率的に収集し、要望等に対応した的確な研究課題

を設定するため、要望の収集や研究課題選定システムの推進を図る。 

イ 研究評価機能の充実 

研究課題の効果的な設定と効率的な推進のため、外部委員により研究の段階

に応じた事前、中間、事後及び追跡評価を実施する。また、評価の仕組は継続

的に改善するとともに、評価結果を研究企画、進行管理、予算や人材の配分へ

適切に反映する。 

（４）研究成果の活用 

研究成果の速やかな普及のため、情報発信機能を強化するとともに、６次産業

化等、水産業普及指導員等との連携強化による開発技術の実用化を推進する。 

なお、知的財産権については効果的な取得・活用を図っていく。 

 

４ 専門分野を活かした社会貢献 

（１）講習、研修への協力 

市町村等が実施する環境教育等の研修に専門的知識を活かして協力する。また、

国内外からの研修生を積極的に受け入れ、人材育成、技術水準の向上、技術情報

の移転等を図る。 

（２）各種委員会等への参加 



専門的知識が要求される各種委員会に積極的に参加する。  
（３）学会等への協力  

   日本水産学会、深層水利用学会等の関連学会の諸活動に積極的に協力する。  
 



 

平成 26 年度 水産技術研究所研究課題一覧 

 
（ 生 産 を 巡 る 環 境 変 化 ）                                        （水産業の振興方向）  
 
 
 
  
・水産資源の減少 
・漁業用燃油価格の高騰 
・水産資源の量的管理枠組みの強化 
・沿岸域の多面的利用 
 
 
 
 
  
・漁業就業者の減少、高齢化 
・多種多様な水産加工業の発達 
 
  
 
  
・水産物の自給率の低下 
・輸入水産物の増加 
・市場外流通など流通形態の多様化 
・食品の消費形態の変化 
・食の安全・安心への関心の高まり 
・消費者ニーズの多様化 
 
 
 
 
・バイテク、ハイテク技術の進展 
・先端的情報処理のシステム 
・産学官の連携の必要性 
  
 
  
・環境や生態系の保全の必要性                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社 会 経 済 情 勢 

生 産 構 造 

流 通 ・ 消 費 環 境

技 術 開 発 動 向 

 （ 新たな水産王国静岡の構築 ） 

 
☆ 魅力ある水産物づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ 海・川の恵みの持続的利用の確保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水域環境や生態系の保全 



(試験研究の推進方向） (技術開発の目標) (試験研究課題名) 担当 備考

1 新たなウナギ産業の創出 新成長等(25-27)
研究費
受託

2 ウナギ催熟技術高度化研究 浜名(24-28) 受託

3
養鱒業の発展を担う安全・安価で環境にやさ
しい代替飼料の開発研究

富士(24-26) 研究費

4
大型ニジマスの低コスト生産技術の開発と販
売戦略の推進

新成長(26-28）研究費

イ　消費者の視点に立っ
た加工技術の開発

5
本県かつお節製造業の競争力強化のための製
造工程の効率化技術開発

開発(25-27) 研究費

6
低・未利用魚の利用促進に向けた流通・加工
特性の解明

開発(24-26) 研究費

7 未利用魚の活用による新水産業創出 新成長(24-26）研究費

8 サクラエビの資源量推定に関する研究 資源海洋(25-27) 研究費

9
サバ類の資源生態研究    （我が国周辺漁業
資源調査）

資源海洋(7- ) 受託

10
イワシ類シラスの漁場形成の研究  (我が国
周辺漁業資源調査)

資源海洋(7- ) 受託

11
イワシ類成魚の分布生態の研究　(我が国周
辺漁業資源調査)

資源海洋(7- ) 受託

12
重要魚種の卵稚仔及びプランクトンの研究
(我が国周辺漁業資源調査)

資源海洋(8- ) 受託

13 日本周辺国際魚類資源に関する試験研究 資源海洋(18-　) 受託

イ　資源増殖研究の推進 14 資源添加率向上技術開発研究（クルマエビ） 浜名(20-26) 行政費

15
資源の評価・動向予測によるアサリの漁業管
理に関する研究

浜名(24-26) 研究費

16 資源添加率向上技術開発研究（マダイ） 伊豆(20-　) 行政費

17
メガイアワビ資源再生のための初期生態の解
明に関する研究

伊豆(26-28) 研究費

18
儲かる磯根漁業をめざした経営改善に関する
研究

伊豆(26-28) 研究費

19 有用海藻増養殖技術開発研究 深層水(24-26) 研究費

20
抗病性の向上による種苗生産安定化技術開発
研究

深層水(24-26) 研究費

21 遺伝子解析を活用した種苗生産技術改善研究 深層水(24-26) 研究費

22
遊漁者ニーズ対応型アユ種苗の利用研究 ～
天然系種苗の活用～

富士(25-27) 研究費

23 沿岸沖合域海況調査 資源海洋(9- ) 国補助

24
生息環境適正指数を用いた南方遠洋カツオ竿
釣り漁船の漁場予測技術開発

資源海洋(25-27) 研究費

25 沿岸域海況図の作成技術の開発 資源海洋(26-28) 研究費

26
分散型エネルギー社会に貢献する小型メタン
発酵プラントの開発

新成長(26-28）研究費分散型エネルギー社会及び物質循環社会の推進

平成26年度　水産技術研究所研究課題一覧

ア　資源管理研究の推進

県産水産物のブラ
ンド化の推進

水産物の安定供給
に関する技術開発

ウ　先端技術を活用した
海洋環境研究の推進

ウ　未利用資源の水産物
　の高度利用に向けた

　研究開発

ア　安全で高品質な魚を
作る養殖技術の確立



 

４ 研究部門別の試験研究方針 

 

１ 漁業部門 

（１）現状と問題点  

ア 静岡県の平成 23 年の海面漁業生産量は 196 千トン（前年比 96％）である。

豊富な漁業生産物の供給は、単に県民への動物性蛋白質の供給という役割に

留まらず、健康に良い魚介類の供給を通して県民の健康維持にも重要な役割

を果たしている。 

イ 本県の漁業構造については、資源水準の低下等による漁獲量の減少に加え、

魚価の低迷、燃油価格の高騰等の影響のため、漁業経営体や就業者の一層の

減少が懸念されている。 

ウ 本県漁業の基幹的な位置を占めている遠洋漁業は、資源の減少、国際的な漁

獲規制の強化、燃油の高騰などにより、経営が厳しくなっている。 

エ 沖合・沿岸漁業が対象とする水産資源は、漁業者の自主的資源管理により増

加・回復傾向を示すものもみられるが、資源変動や漁獲強度の増大等により

低水準にあるものが多い。水産資源の持続的利用を図るため、ＴＡＣ（漁獲

可能量）制度やＴＡＥ（漁獲努力可能量）制度が導入されるなど、漁業のあ

り方も大きく変化しており、200 カイリ内の資源を的確に評価する責務が増

しているとともに、国や関係機関と連携した調査研究の必要性が高まってい

る。一方、静岡県の沿岸では、沖合を流れる黒潮の状況により、水温や潮流

が日々変化し、漁場形成に影響を及ぼしていることから、的確な漁海況情報

の迅速な提供が求められている。 

オ 一方、静岡県の沿岸では、沖合を流れる黒潮の状況により、水温や潮流が日々

変化し、漁場形成に影響を及ぼしていることから、的確な漁海況情報の迅速

な提供が求められている。 

カ 岩礁域ではアワビ・サザエ・イセエビ等を中心にした漁業が行われているが、

磯焼けなど海藻群落の衰退や環境変動によって漁獲が変動し、資源管理を行

う上での課題となっている。また、浜名湖を中心とした浅海漁業でも、天候

や環境による資源変動が顕著であり、緊急的な対応が求められている。 

キ 漁獲や遊漁の対象として重要なマダイ資源の維持・増大を図るため、マダイ

種苗の放流が継続的に行われてきたが、最近になって、放流種苗の遺伝的多

様性の低下が問題視されている。 

（２）研究方針  

ア 本県水産資源の持続的な利用による漁獲物の安定供給を目指すため、栽培漁

業や資源管理に関する研究を推進していく。 

イ 本県の主たる沿岸漁業種であるシラス、サクラエビ等については、卵稚仔調



 

査や海洋調査などに基づき、短期的な漁海況の変動を予測するための研究や、

資源状況の把握に基づいた的確な資源管理のための研究を行い、安定的な水

揚げの一助とする。 

ウ 遠洋竿釣り漁業の効率化に資するため、IT 技術を応用した漁場探索システム

を開発する。 

エ 遠洋･沖合漁業における全国的・国際的な資源管理の実現のために、全国と同

調して資源調査を実施していく。また、キンメダイなど広域的な資源につい

ても、国や関係県と連携して資源管理手法の確立を目指す。 

オ 人工衛星等の種々の観測データから、漁海況の現状を迅速に把握し、漁海況

の変動を的確に予測するなど、操業の効率化に役立つ漁海況情報提供のため

の調査研究を行う。 

カ 岩礁域におけるテングサ・カジメ・ホンダワラなどの海藻群落の維持・復元

に関する手法やアワビなどの磯根資源の変動要因について研究し、適切な資

源管理に結びつける。また、浜名湖内で漁獲量が低迷しているクルマエビに

ついては、資源管理手法や種苗の放流技術等について研究するとともに漁場

環境との関連も究明し、漁業生産量の向上を目指す。 

キ 遺伝子の多様性を保ったマダイ放流種苗を生産する技術を開発する。 

 

２  養殖部門 

（ １ ） 現 状 と 問 題 点  

ア 平成 23 年の本県の海面魚類養殖生産量は、マダイ、マアジを中心に 2,866

トンで、平成 24 年の内水面養殖生産量は、ウナギ・マス類等を中心に 3,312

トンである。 

イ 本県のウナギ養殖は種苗となるシラスウナギの不漁、加温用燃油や配合飼料

の主原料である魚粉の高騰等により生産コストが増大し、経営体数の減少が

見られる一方で、生産量の減少により価格が上昇し、消費者のウナギ離れも

懸念されている。 

ウ ニジマス養殖は、全国１位の生産量を保っているが、対処法の確立されてい

ない魚病の発生・被害が経営を圧迫している。また、川魚の生食は敬遠され

がちで、海産魚や輸入サーモンに市場が押されて、経営の安定化のため価格

が高騰している魚粉に替わる安全かつ安価な素材を用いた飼料及び付加価値

や競争力の高いブランド魚の開発が求められている。 

エ 最近の「食の安全」を巡る不正や不当表示の発覚により、食品の安全性に対

する信頼が揺らぎつつあり、養殖業においても消費者の視点に立った生産体

制の確立が重要課題となっている。 

オ 温水利用研究センターにおいてはクエの養殖に力を注いでおり、地元御前崎



 

市では名物料理として観光資源となることが期待されている。しかしその生

産は、種苗生産過程においてウイルス性神経壊死症（ＶＮＮ）が発生するな

ど、不安定な状態を脱しきれていない。 

（ ２ ） 研 究 方 針  

ア 本県の主産品となるウナギ、マアジ、ニジマス等について安定生産が図られ

るよう研究に取組むとともに、品質やブランド化についても支援を行う。 

イ 養鰻業の生産安定を図るため、国や関係機関と連携して、ウナギの種苗生産

技術の開発に取り組むとともに、ニホンウナギ資源の持続的な利用に向けた

資源状況に関する研究を実施する。また、外国産異種ウナギに適した養殖技

術の開発を行う。 

ウ 植物性残滓等を利用した低魚粉飼料の開発とそれに適応した系統の育種によ

り、生産コストの削減を図るとともに、他魚種・他産地との競争力ある静岡

県ブランドニジマスの確立に取り組む。 

エ 食の安全を確保する養殖管理技術を確立するため、薬剤を用いない等の養殖

生産技術の確立を目指す。 

オ 疾病等の感染や侵入経路を把握する等、魚病対策を講じられよう、クエの種

苗生産並びに養殖を、安定して行える技術を開発する。 

 

３  利 用 加 工 部門  

（ １ ） 現 状 と 問 題 点  

ア 本県の水産加工業は、焼津市・沼津市・静岡市など、漁業生産地域等を中心

に県下各地で盛んに行われている。平成 23年度の生産量は 138千トンであり、

本県は、全国第３位（生産量）の水産加工県となっている。しかし、その多

くは小規模経営体で、他の食品製造業に比べ収益性が低いことから、加工経

営体の体質強化が必要となっている。 

イ 水産加工業は世界的な魚消費習慣の拡大による原料供給事情の変化、水産物

資源の減少に加え、最近の急激な円安進行による原料価格の高騰、原料確保

の不安、消費志向の多様化等に伴い、新たな対応を迫られている。 

ウ 漁村・漁業基地の活性化を図るため、地元水産物を利用した新たな地域特産

商品の開発が求められている。また、国内外を問わず、産地間競争が激化し、

製造する商品の差別化が求められている。 

エ 原発停止による電力不足、原油の高騰や円安によるエネルギーコスト高騰に

対して、省資源、省エネルギーに対応した加工技術が求められている。 

オ カツオ・マグロの加工過程では、健康機能性成分が含まれる頭や内臓などの

食用とされない部分が大量に生じ、これらは飼肥料として利用されるにとど

まっており、これらの有効利用技術の開発が求められている。 



 

カ 食品の品質・安全性に対する消費者の関心が高まる中で、ＰＬ（製造物責任）

法の施行、衛生管理手法であるＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理点）の導入及

びＪＡＳ（日本農林規格）法による品質表示の義務化等がすすみ、食品の品

質・安全性を確保するための品質・衛生管理に対する的確な対応が一層求め

られている。 

（ ２ ） 研 究 方 針  

ア 加工技術の効率化を図るとともに、深海魚類や海藻類等の地先の低・未利用

資源の利活用技術を開発する。 

イ 加工原料の供給安定化のため、新しい加工原料に対応した加工技術を開発す

る。 

ウ 本県において産出される水産物の持つ機能性や優位性を科学的知見で検証し、

ブランド化の一助とする。 

エ 本県の基幹産業であるカツオやマグロ関連産業を支援するため、省資源・省

エネルギーを実現する加工技術について研究する。 

オ 飼肥料等の低価値利用に留まっている加工副産物の有効利用を図るため、食

用化の研究を行い、魚価向上と資源の有効利用を図る。 

カ 水産物、加工品については、漁獲から流通を通して、生鮮物や加工製品の品

質変化のデータを集積し、鮮度や安全性の向上に資する。 

 

４ 環境部門 

（ １ ） 現 状 と 問 題 点  

ア 本県の沿岸漁場環境は高度成長期に比べて水質面では改善が見られている。

しかし、生活排水等による有機汚濁物質の流入、富栄養化による赤潮の発生、

磯焼け現象の発生と継続さらには地球温暖化の影響等、水産生物に対する新

たな問題が生じている。 

イ カジメ、サガラメなどの藻場は、水質浄化に役立つとともに、魚介類の生育

場として重要な役割を果たしている。しかし、近年、黒潮の接岸やアイゴな

どの藻食性魚類等による食害のため、特に御前崎を中心とした榛南海域にお

いて、藻場が消失（磯焼け）して、回復しないという現象が続いている。 

ウ 浜名湖の南部では外海水流入量の増大による環境変化がみられる一方、北部

では半閉鎖性海域の特徴である富栄養化がみられるなど、生態系の変化が問

題となっている。 

エ 内水面漁業は水域の環境保全とその有効利用を通じて地域振興に寄与すると

ともに、遊漁等のレジャー需要に対応することが期待されている。このため、

内水面の漁業協同組合等は種苗放流などにより資源の維持を図っているが、

水源や沿岸を含む環境の変化等により資源や漁場環境が悪化してきており、



 

地域ごとの資源対策が課題となっている。 

（ ２ ） 研 究 方 針  

ア 沿岸漁場環境の継続的なモニタリングを実施して、基本データを収集・分析

し、水産動植物の成長や消長を勘案しつつ、漁場形成や海況の予測のための

一助とする。 

イ 磯焼けにより消失したカジメ、サガラメ等の藻場の回復を図るため、種苗の

培養及び核藻場造成技術やサガラメ等浅海域に生息する海藻に適した簡易な

移植技術を開発する。また、藻場が生態系の中で果たす役割を解明するとと

もに、食害防除等により藻場を保全する技術を開発する。 

ウ 浜名湖の水質環境や湖底環境の変化について究明し、生態系の保全を図る。 

エ 縄張性が強いと言われるアユ人工種苗について、放流後の釣獲特性や経済効

果並びに再生産の実態を調査し、各種種苗を用いた漁場管理のモデルケース

を検討する。 

 

５ 深層水部門 

（１）現状と問題点 

ア 深層水には、低温安定、清浄、高栄養の特性があり､水産分野における利用価

値は高い。駿河湾深層水を用いたサガラメ種苗の生産技術開発研究において、

浮遊培養によるサガラメ種苗の陸上養殖技術を開発した。この技術を用いて、

より効率的にサガラメを養殖し、食品や工業原料として販売する新たな養殖

産業が期待されている。 

イ 駿河湾深層水を利用することによる製品価値の向上とともに、機能性成分等

の付加価値要素の探求が望まれている。 

ウ 榛南海域では昭和 60 年頃から磯焼け現象が進行し、今では大型海藻類が壊滅

的状況にある。近年、移植や食害魚類除去等の対策により、一部地域では海

藻群落が回復しつつあるが、より簡易な移植方法の開発が望まれている。 

（ ２ ） 研 究 方 針  

ア 有用形質の選抜育種により、高付加価値を持ったサガラメを養殖する技術を

開発する。 

イ 深層水による効率的な動植物の増養殖技術の開発を図る。産業に活用できる

機能性物質を、深層水及び深層水に由来する微生物等から探索する。 

ウ サガラメ等種苗の簡易な移植基質の開発や配偶体での散布等、浅海域に生息

する海藻に適した簡易な移植技術を開発し、磯焼け回復事業のコスト削減を

図る。 
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、
面
積
密
度
法
）
に
つ
い

て
、
調
査
法
の
検
討
と
調
査
の
実
施
を
行
う
 

・
３
手
法
に
よ
る
資
源
量
推
定
を
行
い
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

手
法
の
弱
点
を
補
い
精
度
の
高
い
統
合
的
手
法
の
開
発
を
行
う
。
 

資
源
海
洋
科
 

(鷲
山
裕
史
) 

  

単
独
研
究
 

桜
え
び
漁
業

組
合
 

県
単
 

4 
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
資
源
の
再
生
の
た
め
の
初
期
生

態
の
解
明
に
関
す
る
研
究
 

 4-
1 

稚
貝
の
着
底
条
件
と
生
残
条
件
の
解
明
 

 4-
2 

幼
生
放
流
実
験
に
よ
る
着
底
条
件
と
生
残
条

件
の
把
握
 

4-
3 

大
き
さ
別
の
生
息
地
の
把
握
 

(2
6-
28
) 

 
 
26
-2
8 

 
26
-2
8 

 
26
-2
8 

メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
期
の
生
態
を
明
ら
か
に
し
、
天
然
稚
貝
場
の
造

成
方
法
や
維
持
管
理
方
法
を
確
立
し
、
さ
ら
に
放
流
方
法
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
で
、
稚
貝
期
の
生
残
率
を
高
め
、
ア
ワ
ビ
資
源
の
増
加
を
図
る
。
 

・
環
境
条
件
の
異
な
る
場
所
で
初
期
稚
貝
の
着
底
数
や
生
息
数
を
調
べ
、
減

耗
時
期
や
要
因
を
特
定
す
る
。
 

・
浮
遊
幼
生
を
環
境
条
件
の
異
な
る
海
底
に
放
流
し
、
生
残
数
を
調
べ
、
好

適
な
生
息
条
件
を
検
討
す
る
。
 

・
成
長
に
伴
う
生
息
地
の
変
化
を
調
査
す
る
。
 

伊
豆
分
場
 

(伊
藤
 
円
) 

単
独
研
究
 

伊
豆
漁
協
 

い
と
う
漁
協
 

ほ
か
 

県
単
 

水
 
産
 

(漁
業
) 

 

5 
遺
伝
子
解
析
を
活
用
し
た
種
苗
生
産
技
術
改

善
研
究
 

5-
1 

マ
ダ
イ
の
種
苗
生
産
過
程
に
お
い
て
遺
伝

的
多
様
性
に
影
響
す
る
要
因
の
解
明
 

(2
4-
26
) 

 

24
-2
6 

 

遺
伝
子
解
析
技
術
を
活
用
し
て
、
種
苗
生
産
に
お
け
る
遺
伝
的
諸
課
題

の
解
決
を
図
る
。
 

・
種
苗
生
産
過
程
に
お
け
る
遺
伝
的
多
様
性
の
変
化
に
つ
い
て
把
握
し
、

多
様
性
の
維
持
を
可
能
と
す
る
種
苗
生
産
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

深
層
水
科
 

(中
村
永
介
) 

単
独
研
究
 

温
水
利
用
研

究
セ
ン
タ
ー
 

県
単
 



 
 

水
産
技
術
研
究
所
 
NO
.2
 
 

部
 
門
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 
 
当
 

実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

6 
 資

源
の
評
価
・
動
向
予
測
に
よ
る
ア
サ
リ
の

漁
業
管
理
に
関
す
る
研
究
 

6-
1 

資
源
の
評
価
 

6-
2 

資
源
の
動
向
予
測
 

(2
4-
26
) 

浜
名
湖
の
ア
サ
リ
資
源
を
持
続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
漁
業
管
理
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。
 

・
漁
場
内
に
生
息
す
る
ア
サ
リ
の
資
源
量
を
推
定
す
る
。
 

・
漁
獲
や
死
亡
等
を
考
慮
し
た
、
短
期
的
な
資
源
動
向
予
測
手
法
を
検
討

す
る
。
 

浜
名
湖
分
場
 

(上
原
陽
平
) 

単
独
研
究
 

浜
名
漁
協
 

県
単
 

7 
 遊

漁
者
ニ
ー
ズ
対
応
型
ア
ユ
種
苗
の
利
用
研

究
 
 

 
～
天
然
系
種
苗
の
活
用
～
 

7-
1 

海
産
蓄
養
種
苗
の
判
別
方
法
の
確
立
 

 7-
2 

釣
獲
実
態
の
把
握
 

7-
3 

放
流
種
苗
の
縄
張
性
の
評
価
 

7-
4 

河
川
形
態
・
環
境
収
容
力
等
の
評
価
 

 7-
5 

総
合
放
流
指
針
の
策
定
 

(2
5-
28
) 

   

ア
ユ
放
流
種
苗
に
お
け
る
釣
獲
実
態
の
把
握
及
び
種
苗
性
の
評
価
、
河

川
に
お
け
る
ア
ユ
生
息
環
境
の
評
価
に
よ
り
、
ア
ユ
種
苗
の
総
合
的
な
放

流
指
針
を
策
定
す
る
。
 

・
海
産
蓄
養
種
苗
を
人
工
種
苗
及
び
天
然
種
苗
か
ら
判
別
す
る
手
法
を
開

発
す
る
。
 

・
河
川
で
釣
獲
さ
れ
た
放
流
種
苗
を
判
別
し
、
釣
獲
実
態
を
解
明
す
る
。
 

・
放
流
種
苗
に
お
け
る
縄
張
性
な
ど
の
生
態
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

・
河
川
形
態
や
底
質
、
一
時
生
産
力
の
調
査
に
よ
り
、
ア
ユ
生
息
環
境
と

し
て
の
河
川
評
価
を
行
う
。
 

・
県
内
各
河
川
に
お
け
る
種
苗
の
効
果
的
な
放
流
指
針
を
策
定
す
る
。
 

富
士
養
鱒
場
 

(木
南
竜
平
) 

  

単
独
研
究
 

静
岡
県
内
水

面
漁
業
協
同

組
合
連
合
会

等
 

県
単
 

8 
サ
バ
類
の
資
源
生
態
研
究
 

(我
が
国
周
辺
漁
業
資
源
調
査
) 

 
・
マ
サ
バ
の
年
級
別
資
源
動
向
 

 
・
ゴ
マ
サ
バ
の
年
級
別
資
源
動
向
 

7-
  

マ
サ
バ
･ゴ

マ
サ
バ
に
つ
い
て
、
市
場
調
査
に
よ
る
漁
獲
物
の
年
齢
組

成
や
生
物
測
定
に
よ
る
成
熟
度
な
ど
の
把
握
と
漁
獲
統
計
資
料
の
解
析
か

ら
、
そ
の
資
源
水
準
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
漁
獲
量
の
推
定
と

短
期
的
な
漁
況
予
測
を
行
う
。
 

資
源
海
洋
科
 

(水
越
麻
仁
) 

9 
イ
ワ
シ
類
シ
ラ
ス
の
漁
場
形
成
の
研
究
 

(我
が
国
周
辺
漁
業
資
源
調
査
) 

 
・
来
遊
量
と
漁
況
と
の
関
係
 

7-
  

シ
ラ
ス
漁
獲
量
変
動
の
特
性
、
並
び
に
漁
場
来
遊
群
の
大
き
さ
と
沿
岸

海
況
の
短
期
変
動
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
 

資
源
海
洋
科
 

(川
合
範
明
) 

10
 
イ
ワ
シ
類
成
魚
の
分
布
生
態
の
研
究
 

(我
が
国
周
辺
漁
業
資
源
調
査
) 

 
・
沿
岸
出
現
群
の
魚
体
組
成
と
成
熟
 

7-
  

沿
岸
に
出
現
す
る
イ
ワ
シ
類
成
魚
の
魚
体
組
成
を
調
査
し
、
そ
の
成
熟

実
態
と
併
せ
て
索
餌
北
上
群
と
の
関
連
を
検
討
す
る
。
 

資
源
海
洋
科
 

(小
林
憲
一
) 

水
 
産
 

(漁
業
) 

 

11
 
重
要
魚
種
の
卵
稚
仔
及
び
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

研
究
(我

が
国
周
辺
漁
業
資
源
調
査
) 

 
・
現
存
量
と
分
布
 

  
・
海
況
と
の
関
連
 

8-
  

駿
河
湾
及
び
隣
接
海
域
の
卵
稚
仔
・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
分
布
と
出
現
状

況
を
調
査
し
、
重
要
種
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
。
 

・
重
要
魚
種
(イ

ワ
シ
、
サ
バ
、
マ
ア
ジ
等
)の

卵
稚
仔
及
び
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
現
存
量
を
調
査
す
る
。
 

・
重
要
魚
種
の
卵
稚
仔
分
布
と
海
況
変
動
の
関
連
を
検
討
す
る
。
 

資
源
海
洋
科
 

(鷲
山
裕
史
) 

共
同
研
究
 

(独
)水

研
セ

ン
タ
ー
、
 

各
県
水
試
 

沿
海
漁
協
 

受
託
 

(水
産
庁
：

資
源
評
価
 

委
託
調
査
)  



 
 

水
産
技
術
研
究
所
 
NO
.3
 
 

部
 
門
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 
 
当
 

実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

12
 
生
息
環
境
適
正
指
数
を
用
い
た
南
方
遠
洋
カ

ツ
オ
竿
釣
り
漁
船
の
漁
場
予
測
技
術
開
発
 

12
-1
 
海
洋
と
大
気
変
動
の
漁
場
形
成
へ
の
影
響

解
明
 

12
-2
 
漁
場
形
成
要
因
の
抽
出
と
予
測
手
法
の
高

度
化
 

12
-3
 
予
測
図
の
作
成
と
検
証
 

(2
5-
27
) 

  

南
方
（
熱
帯
）
海
域
特
有
の
大
規
模
な
海
洋
変
動
と
そ
れ
に
関
係
し
た

気
象
変
動
を
加
味
し
た
カ
ツ
オ
漁
場
予
測
手
法
を
開
発
す
る
。
 

・
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
期
と
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
期
に
お
け
る
海
洋
変
動
が
カ
ツ
オ
漁

場
形
成
に
及
ぼ
す
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

・
海
洋
・
気
象
変
動
を
考
慮
し
た
予
測
図
を
作
成
し
、
漁
船
に
提
供
す
る

こ
と
で
検
証
を
通
じ
て
精
度
の
高
い
漁
場
予
測
技
術
を
開
発
す
る
。
 

資
源
海
洋
科
 

(石
田
孝
行
) 

単
独
研
究
 

県
か
つ
お
漁

労
通
信
協
議

会
等
 

県
単
 

13
 
日
本
周
辺
国
際
魚
類
資
源
に
関
す
る
試
験
研

究
 

 

18
- 

ク
ロ
マ
グ
ロ
等
高
度
回
遊
性
魚
類
の
保
存
と
管
理
に
関
す
る
国
際
的
関

心
の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
北
太
平
洋
の
マ
グ
ロ
類
、
サ
メ
類
等
の

資
源
評
価
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
、
市
場
調
査
等
に
よ
り
収
集
す
る
。
 

資
源
海
洋
科
 

(石
田
孝
行
) 

共
同
研
究
 

(独
)水

研
セ

ン
タ
ー
、
 

各
県
水
試
 

か
つ
お
・
ま

ぐ
ろ
漁
業
者

協
議
会
等
 

 

受
託
 

(水
産
庁
：

日
本
周
辺

国
際
魚
類

源
委
託
調

査
) 

水
 
産
 

(漁
業
) 

 

14
 
儲
か
る
磯
根
漁
業
を
め
ざ
し
た
経
営
改
善
に

関
す
る
研
究
 

 

14
-1
 
磯
根
資
源
の
利
用
実
態
の
把
握
 

 14
-2
 
テ
ン
グ
サ
漁
業
の
経
営
改
善
手
法
の
提
案
 

(2
6-
28
) 

  26
  

26
-2
8 

 

磯
根
資
源
の
利
用
実
態
を
詳
細
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
伊
豆
の
磯
根

資
源
を
代
表
し
、
漁
獲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
漁
場
が
維
持
さ
れ
る
テ
ン
グ

サ
に
つ
い
て
、
漁
業
経
営
の
改
善
手
法
を
提
案
す
る
。
 

・
漁
業
者
等
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
に
よ
り
、
漁
家
経
営
の
状
況
な
ど

を
把
握
す
る
。
 

・
テ
ン
グ
サ
漁
場
の
利
用
状
況
、
採
取
後
の
処
理
方
法
、
な
ら
び
に
販
売

方
法
な
ど
に
よ
り
漁
業
集
落
を
類
型
化
し
、
テ
ン
グ
サ
の
価
格
形
成
に

つ
い
て
分
析
す
る
。
ま
た
、
漁
獲
か
ら
集
荷
ま
で
の
各
工
程
に
お
い

て
、
採
取
方
法
や
質
の
向
上
な
ど
の
改
善
手
法
を
提
案
す
る
。
 

伊
豆
分
場
 

(山
田
博
一
) 

単
独
研
究
 

伊
豆
漁
協
等
 

 

県
単
 



 
 

水
産
技
術
研
究
所
 
NO
.4
 

部
 
門
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 
 
当
 

実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

15
 
ウ
ナ
ギ
催
熟
技
術
高
度
化
研
究
 

24
-2
8 

遺
伝
子
工
学
的
手
法
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
、
成
熟
促
進
効
果
の
高
い
組
換

え
ウ
ナ
ギ
成
熟
誘
導
ホ
ル
モ
ン
（
組
換
え
ウ
ナ
ギ
GT
H）

を
利
用
し
、
安
定
し

て
良
質
卵
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
、
人
工
授
精
に
よ
る
新
た
な
ウ
ナ
ギ
催
熟

技
術
の
確
立
を
試
み
る
。
 

浜
名
湖
分
場
 

(田
中
寿
臣
) 

共
同
研
究
 

(独
)水

研
セ

ン
タ
ー
増
養

殖
研
究
所
 

浜
名
湖
養
魚

漁
協
等
 

受
託
 

(農
林
水
産

技
術
会
議
委

託
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
：

天
然
資
源
に

依
存
し
な
い

持
続
的
な
養

殖
生
産
技
術

の
開
発
) 

16
 
養
鱒
業
の
発
展
を
担
う
安
全
・
安
価
で
環
境

に
や
さ
し
い
代
替
飼
料
の
開
発
研
究
 

 16
-1
 
植
物
性
蛋
白
質
主
体
飼
料
の
開
発
 

 16
-2
 
低
魚
粉
適
応
系
ニ
ジ
マ
ス
の
特
性
把
握
 

 16
-3
 
低
魚
粉
適
応
系
ニ
ジ
マ
ス
養
殖
の
事
業
化

試
験
 

(2
4-
26
) 

  

24
-2
6 

 

24
-2
6 

 

24
-2
6 

植
物
性
残
滓
を
利
用
し
た
飼
料
を
開
発
し
、
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
ま
た
、
富
士
養
鱒
場
の
保
有
す
る
低
魚
粉
飼
料
に
適
応
し
た
系

統
の
特
性
把
握
と
そ
の
養
殖
事
業
化
に
向
け
た
試
験
を
行
う
。
 

・
植
物
性
残
滓
を
用
い
た
飼
料
作
成
と
飼
育
試
験
を
行
い
、
生
産
コ
ス
ト
を

試
算
す
る
。
 

・
低
魚
粉
適
応
系
の
成
長
特
性
、
疾
病
抵
抗
性
、
身
質
特
性
、
植
物
性
素
材

に
対
す
る
消
化
吸
収
特
性
を
把
握
す
る
。
 

・
低
魚
粉
適
応
系
の
三
倍
体
を
作
出
し
、
事
業
規
模
で
養
殖
実
証
試
験
を
行

う
。
 

富
士
養
鱒
場
 

(松
山
  
創
) 

 

単
独
研
究
 

富
士
養
鱒
漁

業
協
同
組
合
 

県
単
 

水
 
産
 

(養
殖
) 

 

17
 
抗
病
性
の
向
上
に
よ
る
種
苗
生
産
安
定
化
技

術
開
発
研
究
 

17
-1
 
VN
Nウ

イ
ル
ス
感
染
系
の
確
立
 

 17
-2
 
飼
育
環
境
制
御
に
よ
る
種
苗
生
産
安
定
化

技
術
開
発
研
究
 

(2
4-
26
) 

 26
  

24
-2
6 

疾
病
対
策
や
コ
ス
ト
削
減
の
新
し
い
技
術
を
用
い
て
、
ク
エ
養
殖
を
安

定
し
て
行
う
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
抗
病
性
を
付
与
す
る
上
で
種
苗
の
ス
テ
ー
ジ
別
で
の
感
染
系
の
把
握
が

必
要
で
あ
る
。
 

・
抗
病
性
を
有
す
る
種
苗
を
生
産
す
る
手
段
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
他
の

魚
種
や
疾
病
で
効
果
の
見
ら
れ
た
飼
育
水
の
昇
温
処
理
の
効
果
を
検
証

す
る
。
ま
た
、
等
調
液
を
用
い
た
養
殖
の
コ
ス
ト
削
減
効
果
を
検
討
す

る
。
 

深
層
水
科
 

（
飯
沼
紀
雄
）
 

  

単
独
研
究
 

温
水
利
用
研

究
セ
ン
タ
ー
 

県
単
 

 



 
 

水
産
技
術
研
究
所
 
 
NO
.5
 

部
 
門
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 
 
当
 

実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

18
 
本
県
か
つ
お
節
製
造
業
の
競
争
力
強
化
の
た

め
の
製
造
工
程
の
効
率
化
技
術
開
発
 

18
-1
 
製
造
工
程
の
省
力
化
の
た
め
の
成
形
節
製

造
技
術
開
発
 

18
-2
 
薪
の
使
用
量
節
減
の
た
め
の
焙
乾
工
程
の

効
率
化
  

18
-3
 
脱
脂
技
術
の
開
発
に
よ
る
脂
肪
量
の
多
い

カ
ツ
オ
の
利
用
 

(2
5-
27
) 

   

本
県
か
つ
お
節
製
造
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
製
造
工
程
の
効

率
化
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
節
の
形
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
大
量
生
産
に
適
し
た
粉
砕
用
途
向
け
の
節

原
料
素
材
の
製
造
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
薪
の
使
用
量
を
節
減
す
る
た
め
、
焙
乾
条
件
の
検
討
と
技
術
開
発
を
行

う
。
 

・
か
つ
お
節
原
料
と
し
て
は
脂
肪
量
の
多
い
カ
ツ
オ
を
用
い
、
良
質
な
か

つ
お
節
を
製
造
す
る
た
め
の
脱
脂
技
術
を
開
発
す
る
。
 

開
発
加
工
科
 

(鈴
木
進
二
) 

 

単
独
研
究
 

県
加
工
連
 

焼
津
鰹
節
水

産
加
工
業
協

同
組
合
 

県
単
 

水
 
産
 

(利
用
 

加
工
) 

19
 
低
・
未
利
用
魚
の
利
用
促
進
に
向
け
た
流

通
・
加
工
特
性
の
解
明
 

19
-1
 
低
・
未
利
用
資
源
の
把
握
 

 19
-2
 
流
通
方
法
・
加
工
特
性
の
解
明
 

   19
-3
 
深
海
魚
類
資
源
の
網
羅
的
開
拓
（
受
託
）
 

(2
4-
26
) 

 24
  

24
-2
6 

   

24
-2
6 

県
内
各
地
域
の
低
・
未
利
用
魚
の
利
用
促
進
、
6
次
産
業
化
を
め
ざ

し
、
水
産
物
の
流
通
方
法
と
加
工
特
性
を
明
ら
か
す
る
。
 

・
主
に
底
曳
き
網
・
定
置
網
漁
業
を
対
象
と
し
て
未
利
用
魚
の
魚
種
組

成
、
水
揚
げ
量
等
の
特
性
を
把
握
す
る
。
 

・
生
鮮
、
冷
凍
、
加
工
な
ど
低
未
利
用
魚
に
適
し
た
流
通
方
法
を
検
討
す

る
。
 

・
練
り
製
品
の
原
料
化
、
レ
ト
ル
ト
、
塩
・
乾
製
品
、
冷
凍
品
等
に
つ
い

て
各
低
未
利
用
魚
の
加
工
特
性
を
検
討
す
る
。
 

・
駿
河
湾
の
深
海
性
魚
類
の
脂
質
成
分
の
把
握
と
利
用
を
検
討
す
る
。
 

開
発
加
工
科
 

(鈴
木
勇
己
) 

(小
泉
鏡
子
) 

単
独
研
究
 

受
託
研
究
 

県
加
工
連
 

静
岡
県
蒲
鉾

組
合
 

沼
津
魚
仲
買

商
協
同
組
合
 

静
岡
県
佃
煮

商
工
業
協
同

組
合
 

県
単
 

受
託
 

（
キ
ャ
ノ

ン
財
団
）
 

水
 
産
 

(深
層
水
) 

20
 
有
用
海
藻
増
養
殖
技
術
開
発
研
究
 

20
-1
 
有
用
海
藻
養
殖
研
究
 

 20
-2
 
サ
ガ
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
の
簡
易
移
植
方
法
の
開

 
発
 

(2
4-
26
) 

24
-2
6 

 

24
-2
6 

サ
ガ
ラ
メ
の
効
率
的
陸
上
養
殖
並
び
に
移
植
の
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
有
用
形
質
の
選
抜
育
種
に
よ
り
、
高
付
加
価
値
を
持
っ
た
サ
ガ
ラ
メ
を

養
殖
す
る
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
サ
ガ
ラ
メ
等
浅
海
域
に
生
息
す
る
海
藻
に
適
し
た
簡
易
な
移
植
技
術
を

開
発
す
る
。
 

深
層
水
科
 

（
永
倉
靖
大
）
 

単
独
研
究
 

榛
南
地
域
磯

焼
け
対
策
推

進
協
議
会
 

小
川
漁
協
 

県
単
 



 
 

(２
)行

政
に
係
る
試
験
研
究
課
題
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水
産
技
術
研
究
所
 
 
NO
.1
 

部
 
門
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 
 
当
 

実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

1 
資
源
添
加
率
向
上
技
術
開
発
研
究
 

(マ
ダ
イ
) 

 

20
- 

 
放
流
種
苗
の
生
残
率
の
向
上
す
る
放
流
技
術
を
開
発
す
る
 

・
種
苗
の
放
流
適
地
の
条
件
と
生
残
率
向
上
効
果
を
把
握
す
る
。
 

・
マ
ダ
イ
種
苗
の
港
内
放
流
に
よ
る
生
残
率
向
上
技
術
を
開
発
す
る
。
 

伊
豆
分
場
 

(長
谷
川
雅
俊
) 

単
独
研
究
 

伊
豆
漁
協
 

内
浦
漁
協
 

ほ
か
 

県
単
 

水
 
産
 

2 
資
源
添
加
率
向
上
技
術
開
発
研
究
 

(ク
ル
マ
エ
ビ
) 

 

20
-2
6 

 
浜
名
湖
の
ク
ル
マ
エ
ビ
漁
獲
量
減
少
の
原
因
究
明
と
資
源
増
大
を
目
指

す
。
 

・
市
場
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
く
群
分
析
と
DN
A分

析
に
よ
り
、
種
苗
放
流
効
果

を
確
認
す
る
。
 

・
湖
内
の
環
境
測
定
を
行
い
、
過
去
の
好
漁
期
と
比
較
検
討
す
る
。
 

浜
名
湖
分
場
 

(山
内
  
悟
) 

単
独
研
究
 

浜
名
漁
協
 

県
単
 

 



 
 

(３
)新

成
長
戦
略
研
究
課
題
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
水
産
技
術
研
究
所
 
 
NO
.1
 

部
 
門
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 
 
当
 

実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

水
 
産
 

1「
新
た
な
ウ
ナ
ギ
産
業
の
創
出
」
 

  1 
熱
帯
産
異
種
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
適
性
 

1-
1 

熱
帯
産
異
種
ウ
ナ
ギ
の
種
判
別
 

1-
2 

熱
帯
産
異
種
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
特
性
 

1-
3 

熱
帯
産
異
種
ウ
ナ
ギ
の
既
知
魚
病
に
対
す

る
抵
抗
性
の
解
明
 

1-
4 

熱
帯
産
異
種
ウ
ナ
ギ
の
国
産
低
価
格
新
飼

料
へ
の
適
合
性
の
解
明
 

 2 
熱
帯
産
ウ
ナ
ギ
に
最
適
な
加
工
技
術
の
開
発
 

  2-
1 

品
質
特
性
の
解
明
 

 2-
2 

加
工
条
件
の
最
適
化
 

3 
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
適
正
採
捕
時
期
の
解
明
 

3-
1 

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
周
年
採
捕
調
査
 

 

 4 
天
然
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
実
態
･資

源
状
況

の
解
明
 

  4-
1 

天
然
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
漁
獲
実
態
調
査
 

4-
2 

漁
獲
さ
れ
た
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
成
熟
度
調

査
 

4-
3 

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
採
捕
量
と
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

漁
獲
量
と
の
関
係
の
解
明
 

4-
4 

小
規
模
河
川
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
生

息
量
調
査
 

(2
5-
27
) 

 

 (2
5-
27
) 

25
-2
7 

25
-2
7 

27
  

26
-2
7 

  

(2
5-
27
) 

  

25
-2
6 

 

26
-2
7 

(2
5-
27
) 

25
-2
7 

 

 (2
5-
27
) 

 

25
-2
7 

25
-2
7 

27
  

25
-2
7 

本
県
養
鰻
業
の
種
苗
確
保
の
た
め
、
熱
帯
産
異
種
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
･加

工
技
術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
資
源
状
況
等
を
解
明

す
る
。
 

熱
帯
産
異
種
ウ
ナ
ギ
の
養
成
技
術
を
確
立
す
る
。
 

・
導
入
種
苗
の
種
組
成
を
明
ら
か
に
し
、
養
殖
適
正
水
温
や
適
正
給
餌
量

を
明
ら
か
に
す
る
。
 

・
導
入
し
た
熱
帯
産
異
種
ウ
ナ
ギ
の
、
現
在
の
養
鰻
で
み
ら
れ
る
疾
病
に

対
す
る
抵
抗
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

・
DD
GS
な
ど
、
飼
料
の
低
価
格
化
が
期
待
で
き
る
素
材
を
原
料
と
し
た
飼

料
に
対
す
る
熱
帯
産
異
種
ウ
ナ
ギ
の
適
合
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

 

養
殖
さ
れ
た
熱
帯
産
ウ
ナ
ギ
の
化
学
お
よ
び
物
理
性
状
を
把
握
す
る
と

と
も
に
加
熱
条
件
と
品
質
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
近
年
の

消
費
形
態
に
適
し
た
流
通
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
生
、
白
焼
き
の
状
態
に
お
い
て
分
析
を
行
い
、
同
条
件
で
養
成
し
た
日

本
ウ
ナ
ギ
と
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

・
生
鮮
冷
凍
技
術
の
開
発
を
行
う
。
 

 
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
(ニ

ホ
ン
ウ
ナ
ギ
)の

適
正
採
捕
期
間
を
検
討
す
る
た

め
、
周
年
に
わ
た
る
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
接
岸
状
況
を
調
査
す
る
。
 

  
 浜
名
湖
に
お
け
る
天
然
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
実
態
や
性
分
化
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
河
川
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
生
息
量
を
調
査

し
、
天
然
ウ
ナ
ギ
資
源
保
護
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
 

・
浜
名
湖
に
お
け
る
天
然
ウ
ナ
ギ
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
漁
獲
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
サ
ン
プ
ル
の
生
殖
腺
発
達
、
性
ホ
ル
モ
ン
発
現

の
状
況
を
調
査
し
、
性
分
化
の
実
態
を
解
明
す
る
。
 

 ・
県
東
部
の
環
境
が
異
な
る
小
河
川
に
お
い
て
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
生
息
量

を
調
査
し
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
生
育
に
適
し
た
河
川
環
境
を
明
ら
か
に

す
る
。
 

 

(青
島
秀
治
) 

 

 

浜
名
湖
分
場
 

(青
島
秀
治
) 

(山
内
  
悟
) 

(田
中
寿
臣
) 

    

開
発
加
工
科
 

(望
月
万
美
子
) 

(門
奈
憲
弘
) 

 

  

浜
名
湖
分
場
 

(山
内
  
悟
) 

(青
島
秀
治
) 

(田
中
寿
臣
) 

浜
名
湖
分
場
 

(青
島
秀
治
) 

(山
内
  
悟
) 

(田
中
寿
臣
) 

富
士
養
鱒
場
 

(木
南
竜
平
) 

単
独
研
究
 

水
産
資
源
課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

 



 
 

 

部
 
門
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 
 
当
 

実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

水
 
産
 

  

2「
未
利
用
魚
の
活
用
に
よ
る
新
水
産
業
創
出
」
 

 1 
新
規
漁
業
の
創
出
 

1-
1 

漁
獲
対
象
・
分
布
調
査
 

1-
2 

専
獲
手
段
開
発
 

2 
利
用
技
術
開
発
 

2-
1 

成
分
調
査
 

2-
2 

食
品
素
材
化
技
術
開
発
 

2-
3 

品
質
向
上
技
術
開
発
 

3 
６
次
産
業
化
 

3-
1 

６
次
化
産
品
開
発
 

3-
2 

販
売
支
援
 

(2
4-
26
) 

 

(2
4-
26
) 

24
-2
6 

25
-2
6 

(2
4-
26
) 

24
 

24
-2
6 

25
-2
6 

(2
4-
26
) 

24
-2
6 

25
-2
6 

本
県
に
存
在
す
る
未
利
用
魚
(ハ

ダ
カ
イ
ワ
シ
類
・
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
)

の
活
用
技
術
を
開
発
し
て
、
新
た
な
産
業
を
創
出
す
る
。
 

ハ
ダ
カ
イ
ワ
シ
漁
業
を
興
す
た
め
に
必
要
な
資
源
調
査
を
行
う
。
 

・
効
率
的
で
持
続
可
能
な
漁
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
漁
場
、
漁
期
、
漁

法
等
を
研
究
す
る
。
 

未
利
用
魚
を
大
量
処
理
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を
行
う
。
 

・
ハ
ダ
カ
イ
ワ
シ
類
の
成
分
調
査
を
行
う
と
と
も
に
加
工
適
性
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
。
 

・
食
品
素
材
化
の
た
め
の
大
量
処
理
技
術
を
確
立
す
る
。
 

ハ
ダ
カ
イ
ワ
シ
の
一
次
処
理
技
術
を
開
発
し
、
６
次
産
業
化
に
よ
り
加

工
品
・
地
元
グ
ル
メ
と
し
て
商
品
化
す
る
こ
と
で
消
費
者
に
馴
染
み
の
な

い
ハ
ダ
カ
イ
ワ
シ
の
普
及
を
図
る
。
 

(髙
木
 
毅
) 

 

資
源
海
洋
科
 

（
小
林
憲
一
）
 

 

開
発
加
工
科
 

(小
泉
鏡
子
) 

(隈
部
千
鶴
) 

 

普
及
総
括
班
 

（
御
宿
昭
彦
）
 

開
発
加
工
科
 

(鈴
木
勇
己
) 

単
独
研
究
 

水
産
振
興
課
 

 

県
単
 

(新
成
長
) 

 

水
 
産
 

3「
大
型
ニ
ジ
マ
ス
の
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
の
開

発
と
販
売
戦
略
の
推
進
」
 

  1 
大
型
ニ
ジ
マ
ス
の
低

コ
ス
ト
生
産
技
術
の
開
発
 

1-
1 

大
型
ニ
ジ
マ
ス
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
 

  1-
2 

大
型
ニ
ジ
マ
ス
新
品
種
の
作
出
技
術
の
開

発
 

   2 
大
型
ニ
ジ
マ
ス
の
販
売
戦
略
の
推
進
 

  2-
1 

大
型
ニ
ジ
マ
ス
販
売
体
制
の
構
築
 

 2-
2 

顧
客
情
報
分
析
 

  2-
3 

鮮
度
管
理
技
術
の
開
発
 

(2
6-
28
) 

  

 (2
6-
28
) 

26
-2
8 

  

26
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8 

   

 (2
6-
28
) 

  

26
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8 

 

26
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8 
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マ
ー
カ
ー
選
抜
育
種
技
術
と
低
魚
粉
飼
料
に
よ
り
大
型
ニ
ジ
マ
ス
の
生

産
技
術
を
開
発
す
る
。
さ
ら
に
大
型
ニ
ジ
マ
ス
の
販
売
戦
略
を
検
討
し
、

そ
の
体
制
を
整
え
る
。
ま
た
、
静
岡
県
産
ニ
ジ
マ
ス
を
か
わ
ら
ぬ
品
質
で

届
け
る
技
術
を
開
発
す
る
。
 

経
済
性
を
追
求
し
た
大
型
ニ
ジ
マ
ス
の
生
産
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
魚
粉
配
合
率
、
必
要
な
添
加
物
、
魚
肉
の
品
質
評
価
を
検
討
す
る
。
 

・
生
産
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
コ
ス
ト
を
試
算
し
、
低
魚
粉
飼
料
を
開

発
す
る
。
 

・
全
国
各
系
統
に
お
け
る
当
場
の
保
有
す
る
ニ
ジ
マ
ス
系
統
（
試
験
魚
）

の
遺
伝
的
位
置
を
把
握
す
る
。
 

・
試
験
魚
の
飼
育
特
性
を
把
握
し
、
飼
料
効
率
に
優
れ
、
成
長
が
良
い
個

体
を
選
抜
す
る
。
 

・
試
験
魚
を
掛
け
合
わ
せ
、
新
品
種
の
親
魚
候
補
群
を
作
出
す
る
。
 

販
売
を
拡
大
す
る
上
で
重
要
な
課
題
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
、
戦

略
を
検
討
し
、
そ
の
体
制
を
整
え
る
。
ま
た
、
静
岡
県
産
ニ
ジ
マ
ス
を
か

わ
ら
ぬ
品
質
で
届
け
る
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
生
産
者
、
流
通
業
者
、
料
理
人
な
ど
を
構
成
員
と
し
た
協
議
会
を
設

置
、
開
催
す
る
。
 

・
協
議
会
メ
ン
バ
ー
を
含
む
料
理
人
や
流
通
業
者
な
ど
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

を
対
象
と
し
て
、
身
質
等
の
品
質
や
流
通
形
態
等
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る

調
査
を
実
施
す
る
。
 

 （
松
山
 
創
）
 

  

 

富
士
養
鱒
場
 

（
松
山
 
創
）
 

（
木
南
竜
平
）
 

深
層
水
科
 

（
中
村
永
介
）
 

   

 

富
士
養
鱒
場
 

（
鈴
木
邦
弘
）
 

（
佐
藤
孝
之
）
 

単
独
研
究
 

水
産
振
興
課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

水
産
技
術
研
究
所
 
 
NO
.2

 



 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 水

産
技
術
研
究
所
 
 
NO
.3
 

部
 
門
 

試
験
研
究
課
題
名
・
細
目
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 
 
当
 

実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

企
 
画
 

1 
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
貢
献
す
る
小
型

メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン
ト
の
開
発
」
 

  1 
食
品
廃
棄
物
の
前
処
理
法
の
開
発
 

 1-
2 

繊
維
質
分
解
法
 

  2 
消
化
液
活
用
法
の
開
発
 

 2-
5 

海
藻
養
殖
へ
の
液
肥
利
用
技
術
 

(2
6-
28
) 

 

 

 

(2
6-
28
) 
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 (2
6-
28
) 

 (2
6-
28
) 

中
規
模
の
食
品
製
造
企
業
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品
廃
棄
物
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
安
価
・
小
型
メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン
ト
を
開
発
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
回
収
と
物
質
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。
 

 油
分
や
繊
維
質
は
分
解
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
効
率
的
に

分
解
す
る
た
め
の
最
適
な
前
処
理
法
を
検
討
す
る
。
 

・
海
藻
繊
維
の
微
生
物
処
理
に
つ
い
て
は
、
多
糖
類
高
分
解
能
を
持
つ
菌

株
選
抜
に
必
要
な
海
洋
細
菌
30
0株

以
上
を
分
離
(同

定
)す

る
。
 

 

消
化
液
の
利
用
拡
大
を
目
的
に
、
固
液
分
離
後
、
固
相
は
ペ
レ
ッ
ト
堆

肥
、
液
相
を
液
肥
と
し
て
利
用
す
る
技
術
を
開
発
す
る
。
 

・
伊
豆
地
域
の
養
殖
対
象
藻
類
（
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
、
ヒ
ロ
メ
、
ワ
カ
メ
、

海
ぶ
ど
う
）
を
、
消
化
液
由
来
液
肥
を
添
加
し
た
培
養
液
で
育
成
し
、

そ
の
生
育
阻
害
要
因
、
ア
ン
モ
ニ
ア
等
の
限
界
添
加
量
を
調
べ
る
こ
と

で
、
液
肥
の
許
容
成
分
変
動
量
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

工
技
研
 

(太
田
良
和
弘
) 

 

 

 

 

開
発
加
工
科
 

(望
月
万
美
子
) 

  

 

伊
豆
分
場
 

(山
田
博
一
) 

単
独
研
究
 

研
究
調
整
課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

 

 



 

Ⅳ 工 業 技 術 研 究 所 

沼津工業技術支援センター 

富士工業技術支援センター 

浜松工業技術支援センター 

 

 



 



Ⅳ 工業技術研究所 

１ 試験研究組織 
 
 
 

次長        総務課 総務班 

企画調整部 企画調整班 

金属材料科 

化学材料科 

機械科 

ユニバーサルデザイン科 

環境科 

食品科 

電子科 

工芸科 

総務課沼津分室 

技術支援担当 

バイオ科 

機械電子科 

沼津工業技術 

 支援センター 

総務課富士分室 

技術支援担当 

製紙科 

機械電子科 

富士工業技術 

 支援センター 

総務課浜松分室 

技術支援担当 

光科 

電子科 

機械科 

浜松工業技術 

 支援センター 

材料科 

繊維高分子材料科 

 

 

（研究統括監） 

（研究調整監）

（研究調整監） 

（研究統括監） 

（研究調整監）

所 長 



２ 試験研究職員構成 

事務 技術職員 
区    分 

職員 研 究 行政 

技術系 

非常勤職員
計 

工業技術 所長 1 1

研究所 次長 1 1

（本所） 研究統括監 1 1

 研究調整監 1 1

  総務課 3 1〔1〕 4〔1〕

  部長 1 1

  
企画調整部

企画調整班 1① 4 ② 5③

  金属材料科 4 1〔1〕 5〔1〕

  化学材料科 4 4

  機械科 5 5

  電子科 5 5

  食品科 7 7

  環境科 6 6

  ユニバーサルデザイン科 4 4

  工芸科 9 1〔1〕 ① 10〔1〕①

    計 5① 52 3〔3〕 ③ 60〔3〕④

沼津工業 センター長 1 1

技術支援 研究統括監 1 1

センター 総務課分室・技術支援担当 2① 1  3①

  バイオ科 6 6

  機械電子科 5 ① 5①

    計 2① 14 ① 16②

富士工業 センター長 1 1

技術支援 研究調整監 1 1

センター 総務課分室・技術支援担当 2① 1 3①

  製紙科 5 ③ 5③

  機械電子科 5 5

    計 2① 13 ③ 15④

浜松工業 センター長 1 1

技術支援 研究調整監 1 1

センター 総務課分室・技術支援担当 3① 1 ② 4③

  光科 6 6

  電子科 4 ① 4①

  機械科 4 4

  材料科 6 1〔1〕 ④ 7〔1〕⑤

  繊維高分子材料科 3 1〔1〕 ③ 4〔1〕③

    計 3① 26 2〔2〕 ⑩ 31〔2〕⑪

   計 12④ 105 5〔5〕 ⑰ 122〔5〕○21

（注）〔〕は技師又は主任で内数、 ○は非常勤職員又は臨時職員で外数 



３ 研究分野別中期方針 

 

地域産業に最も近い技術支援機関として 

 

工業技術研究所は、県内産業・中小企業支援のために４カ所に設置された各機関の役割を２種

類の技術分野（地域産業の基盤となる基盤技術と静岡新産業集積クラスター推進事業を始めとす

る地域の特化技術）及び中小企業全体の支援に横断的に関わる横断分野に大別した。更に技術分

野を９に細分化し、各々の分野ごとに中期方針を立て、各分野のより具体的な対応を明示した。 

 

当研究所が支援する技術分野と横断分野 

地域 機       関 特化技術 基盤技術 横断分野 

沼津工業技術支援センター バイオテクノロジー 機械、電子 
東部 

富士工業技術支援センター 製紙 機械、電子 

中部 工業技術研究所 
食品、環境エネルギー

生活製品、 
材料、機械、電子

西部 浜松工業技術支援センター 光 材料、機械、電子

ものづくり

支援 

 

以下、分野別の中期方針を示す。なお図中「期待される効果」の各項目に付記されている数字

は、静岡県経済産業ビジョン（商工業編）の施策との対応を示している。 

 

＜参考＞ 静岡県経済産業ビジョン（商工業編） 

基本方向Ⅰ 次世代産業の創出 

視 点 施策群 

１ 静岡県新産業クラス
ターの推進 

（１）静岡新産業集積クラスターの推進 
（２）高度産業人材の育成 

２ 次世代を拓く産業育
成の推進 

（１）成長産業分野への地域企業の参入支援 
（２）産業を牽引する研究開発の推進 
（３）創業者やベンチャー企業等の育成 
（４）スポーツ産業や ICT 産業、クリエイティブ産業など新たなサ

ービス産業の振興 
（５）成長産業分野へ参入する地域企業の資金調達支援 
（６）特許や商標など知的財産等の積極的な活用 

３ 企業誘致や海外成長
力の取り込み等による
県内産業の活性化 

（１）新東名など高度なインフラを生かした国内外からの企業誘致の
推進 

（２）県内企業の海外展開支援 

 

基本方向Ⅱ 豊かさを支える地域産業の振興 

視 点 施策群 

４ 中小企業の経営力向
上を経営基盤強化 

（１）中小企業者の経営革新等への取組の支援 
（２）創業者やベンチャー企業等の育成 
（３）時代に即応した中小企業支援を担う人材の育成 
（４）円滑な資金調達の支援と経営改善の促進 
（５）地域に根ざしたものづくりと静岡ブランドの発信による地 

場産業の振興 
（６）下請企業の受注拡大支援と取引適正化の推進 
（７）下請け企業の自立支援 
（８）国などと連携した企業の事業継承や再生支援の促進 
（９）事業所の防災・減災対策の取組支援 



５ 地域を支える魅力あ
る商業とサービス産業
振興 

（１）地域を支える商業の振興 
（２）地域の課題をビジネスの手法で解決するコミュニティビジ 

ネスの創出 
（３）スポーツ産業や ICT 産業、クリエイティブ産業など新たなサ

ービス産業の振興 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１）バイオ技術分野 

ア 背景 

バイオ技術に関連する分野は、医薬品（診断薬を含む）、食品（醸造を含む）、化学工業等と多岐

にわたる。当該分野の製品分野別国内生産年間出荷額の合計は、平成21年度に約7.3兆円であり、

医薬品、食品の割合が多く、成長基調で推移している。当県の医薬品生産部門は全国２位、食品部

門は飲料、缶詰、吟醸酒などが有名である。とりわけ吟醸酒は全国的に有数の生産県である。 

企業規模別では、医薬品製造の複数の大手企業が県内に立地しているほか、インフルエンザ検出

などの体外診断薬開発企業の多くが県東部に集積している。これらの多くはベンチャー企業であり、

この中から世界的に有名な企業の輩出もみられる。とりわけ、酵素・抗体を用いた測定技術は診断

薬をはじめとして、食品・環境検査試薬など様々な分野で活用されており、今後の成長が期待され

ている。一方、酒造、醤油、漬物等の醸造・発酵食品業界には中小企業が多く、独自で行う技術開

発には限界がある。 

イ 方針 

近年の研究成果を生かして、新規抗体の作製や抗体を利用した測定系の開発を行い、ベンチャー

企業を含む医療・診断薬企業への技術支援及び次世代の産業創成をめざす。また、醸造及び有用物

質生産に利用できる新規微生物を開拓し、従来型の微生物利用によって製品を製造している産業の

活性化を図り、併せて健康長寿県を目指すファルマバレープロジェクトに貢献していく。 

取り組む内容は、バイオ技術を産業に応用することを目的に「遺伝子組換技術」と「酵母等微生

物の利用技術」をコア技術として有用物質の生産技術、有用微生物の開拓、バイオ系評価技術の開

発等の研究を行い、他機関と連携した企業の支援・育成を行う。 

ウ 重点研究 

①抗体たんぱく質の生産技術の開発と応用 

遺伝子組換技術、酵素応用技術、発酵工学等を利用した抗体タンパク質の効率的・安定的な生産

技術を開発する。また、これら酵素や抗体たんぱく質を利用した迅速かつ高感度な測定法の開発

を推進する。 

②有用微生物の探索・育種と利用 

醸造・発酵食品など微生物を利用する産業において、新製品開発や製品の高付加価値化を推進す

るために、関連微生物の探索・育種とその利用法を開発する。 

③分析・測定技術の開発 

ガスクロトグラフィー等の機器分析による清酒等の成分分析、遺伝子解析や微生物群集解析等の

バイオ技術を応用した評価技術を開発する。 

エ 相談・支援 

①遺伝子組換技術、酵母等微生物の利用技術等のバイオ技術に関する技術相談・支援を行う。 

②他機関と連携して６次産業化の推進のために、地域特産物や地域固有技術を活かした商品開発の

支援を行う。 

オ 依頼試験・設備使用 

①菌数測定試験や発酵試験などを依頼試験により対応する。 

②ガス（または液体）クロマトグラフィーを用いた成分等の測定を設備使用により対応する。 

カ 実習研修、講習会、講演会等 

企業人材育成のための研修生の積極的な受け入れ、静岡県バイオテクノロジー研究会や関連団体

等と連携した講習会や講演会の開催、及びこれらの情報提供を行う。 

＜期待される効果＞ 

①先進的な微生物利用技術を持つ企業の育成 

②発酵・醸造食品の産業支援と活性化  

③医療・健康産業の推進 

 

 



（１）バイオ技術分野 

 

 

 

 

 

 取り組むべき技術・研究開発の体系 

技術支援と新規微生物開拓によるバイオ産業の創生・活性化 

健康長寿県を目指すファルマバレープロジェクトの推進 

☆コア技術☆ 

酵母等微生物の利用技術 

遺伝子組換技術 

有用微生物の探索・

育種と利用 

酒造用酵母開発 

発酵食品開発 

抗体たんぱく質の生

産技術の開発と応用

抗原の量産 

抗体の迅速作製 

高感度測定技術 

分析・測定技術の

開発 

成分分析 

遺伝子解析 

相談・支援 
体外診断薬開発 
醸造等への利用 
食品・環境検査薬等への
応用 

依頼試験・設備使用
 
成分分析試験、発酵試験
などを実施 

実習研修・講習会等
 
研修生受入れ、講演会、
講習会、研究会 

 

【期待される効果】 

・先進的な微生物利用技術を持つ企業の育成；Ⅰ-２-(２) 

・発酵・醸造食品の産業支援と活性化；Ⅱ-４-(５)  

・医療・健康産業の推進；Ⅰ-１-(１) 

診断薬等の医薬品企業、発酵食品・醸造食品関連企業



（２）製紙技術分野 

ア 背景 

 本県の製紙関連中小企業は、古紙を原料とする家庭紙など、「再生紙」の生産・加工を中心とし

ており、当地域は「古紙リサイクル」の一大基地となっている。資源保護の考えから中長期的には

原材料の古紙利用率が 60％を超える中で近隣諸国での紙の増産などによる古紙不足の再燃が考え

られる。 

イ 方針 

県内製紙産業の振興およびファルマバレープロジェクトの推進を実現するため、富士地区を中心

とした家庭紙業界への技術支援を行うことにより本県の製紙産業の持続的発展を図る。具体的には、

古紙の再利用などの「古紙リサイクル技術」、全国標準をつくる「リサイクル性評価技術」、医療・

介護分野及び産業分野への応用可能な「高付加価値化技術」、および省エネルギーを中心とする｢環

境負荷低減技術｣などをコア技術として紙関連の技術開発および研究開発に取り組む。また、紙に

関する公設試験研究機関が所在するのは、国内では４県（静岡、岐阜、愛媛、高知）に限られるこ

とから全国的な試験機関としての役割も果たしており、紙に関する情報集積の中心地として発展さ

せる。 

ウ 重点研究 

①未利用古紙活用技術の開発 

再生紙では、古紙の種類や古紙パルプの劣化が製品の品質に直接影響を及ぼす。リサイクルによ

り紙やパルプが受ける影響を明らかにして再生紙の原料としての適応を促進する。 

②評価手法の標準化 

リサイクル適性や紙製品の評価の業界標準化に関する研究を、国の試験研究機関や業界団体など

とともに実施する。また、古紙の規格を明確にしてリサイクル過程でのトラブルを回避する。 

③高機能紙の開発 

新たな需要拡大のため、医療・介護分野で応用できる機能性シートや梱包分野に利用できる高強

度板紙などについて産学官連携を活用しながら開発を行う。 

④環境負荷低減技術の開発 

製紙工場における省エネ技術の支援を行う。 

エ 相談・支援 

①古紙処理、印刷物リサイクル適性評価などに関する相談に対応する。 

②抄紙、塗工、加工、印刷技術など高品質化、新製品開発等の相談に対応する。 

③センター協議会製紙部会などを通じ、製紙関連団体との情報交換を通じた現場ニーズへの即応や

産学官コーディネータとの連携を図る。 

オ 依頼試験・設備使用 

①製紙物性、古紙処理技術、印刷・加工技術等、幅広い製紙分野の依頼試験、設備使用に対応する。 

②企業との接触機会を増やし、業界のニーズにマッチした機器の充実や更新を図る。 

カ 実習研修、講習会、講演会等 

研究や相談・支援、依頼試験・設備使用の技術領域に応じた実習・研修会、講習会等を開催する。 

＜期待される効果＞ 

①紙のトラブルや相談を解決するワンストップ機能の充実 

②家庭紙などの地場産業の技術力向上と他分野、新技術への応用展開 

③標準化をリードすることによる地域産業および国内産業の競争力向上 

 



（２）製紙技術分野 

 

 

 

 

 

 取り組むべき技術・研究開発の体系 

県内製紙業界の活性化と将来に向けた技術開発 

☆コア技術☆ 

古紙リサイクル技術 

リサイクル適性評価技術 

高付加価値化技術 

環境負荷低減技術 

 

 

環境負荷低減 

環境負荷表示 

廃棄物有効利用 

 

高機能紙 

高価値付与紙 

(医療用・介護用)

相談・支援 

リサイクル技術、高品質

化、新製品開発、コーデ

ィネート 

依頼試験・設備使用

紙物性、古紙処理 

印刷・加工 

実習研修・講習会等

研究開発、相談・支援、

試験方法、機器設備等 

 

【期待される効果】 

・紙のトラブルや相談を解決するワンストップ機能の充実；Ⅱ-４-(５) 

・家庭紙などの地場産業の技術力向上と他分野、新技術への応用展開；Ⅰ-２-(１) 

・標準化をリードすることによる地域産業および国内産業の競争力向上；Ⅰ-３-(２) 

 

評価手法の標準化

試験法の確立 

利用規格の明確化 

 

未利用古紙活用

生産性向上 

歩留まり向上 

製紙業、紙製品加工業 



（３）食品技術分野 

ア 背景 

静岡県の食品・飲料の製造品出荷額は２兆円を超え、全国１位である。県内食品産業の特徴は、

飲料、水産物加工品（缶詰、調味料、かつお節等）の産業集積にある。食品については、消費者の

安全・安心等品質へのこだわりや健康志向もあり、ニーズはますます高度化し、企業はこれに応え

るべく高付加価値商品の開発を指向している。そのためには、他企業が真似できない加工技術の開

発が急務であるが、必要な開発技術者は不足している。 

これまで、研究所では各種助成制度等を活用して、県内特産物や加工副産物の生理機能を探求し、

機能性食品素材、高齢者用食品の開発、加工副産物の高度利用などを研究し、商品開発に結びつけ

た。また、総合食品学講座や研修生受け入れ等により、食品企業の技術者育成を図っている。 

イ 方針 

次世代リーディング産業の創出と育成を目指す静岡新産業集積クラスターのひとつである「フー

ズ・サイエンスヒルズプロジェクト」の推進により食品産業の発展を図るため、地域の大学、企業

等と連携して、安全・安心でおいしく、体に良い茶等特産物の商品開発のための研究や、地域の特

産物や固有技術を活かした独自加工・製造プロセスの研究開発を行う。また、企業の商品開発力向

上のため技術者の育成支援や情報提供を積極的に行う。 

ウ 重点研究 

①高付加価値化食品と素材の開発：安全・安心でおいしく、体に良い等の消費者ニーズに対応した

食品および素材の開発を進める。 

②新食品加工プロセスの開発：企業の要望に対応し、異分野技術や先端技術を応用した新規食品加

工プロセスや機械の開発を推進する。 

③６次産業化の推進：各種補助事業を利活用して、地域特産物や地域固有技術を活かした商品を開

発し、地域振興を支援する。 

エ 相談・支援 

①食品の機能性、品質・安全性、消費者の安全・安心確保のため、技術相談に対応する。 

②大学や産業支援機関等のコーディネータと連携して、当研究所だけでは対応できない、より高度

な食品加工技術や品質評価技術等の企業への導入を支援する。 

オ 依頼試験・設備使用 

①機能性食品等の新商品、新加工プロセスの開発については関連するパイロットプラントや地域結

集事業整備機器等の開放試験設備を活用する。そのため、各種イベントを通じて、企業に設備を

積極的にＰＲする。 

②食品物性・成分等の分析・評価については、現有設備の積極的な活用を企業に働きかけると共に、

ルーチン的な分析・評価については県内各地に立地する民間分析機関と連携し、役割を分担して

効率的に企業支援する。 

カ 実習研修、講習会、講演会等 

①総合食品学講座等を通じて、高度化する製造技術、品質・評価技術等に対応できる企業の技術者

の育成を支援する。 

②企業の研修生を受入れ、技術者のスキルアップや、社員教育を支援する。また、大学からのイン

ターンシップを受け入れ、将来の技術者である学生に体験学習の機会を提供する。 

③静岡県食品技術研究会等の関連団体と連携し、最新の食品に関する話題や技術情報を講演会・講

習会等を通じて提供する。 

＜期待される効果＞ 

①県内食品産業の全国展開およびグローバル展開 

②固有技術やノウハウを有するオンリーワン食品加工企業・加工機械企業の創出 

③既存食品産業の活性化および新規食品産業の創出 

 



（３）食品技術分野 

 

 

 

 

取り組むべき技術・研究開発の体系 

安心・安全でおいしく、体に良い食品・素材開発 
フーズ・サイエンスヒルズの形成をめざして 

☆コア技術☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加工技術、食品検査技術、物性測定技術、

成分分析技術、機能性評価技術 

高付加価値化食品と

素材の開発 
安全・安心でおいしく、
体に良い等の消費者ニ
ーズに対応した食品お

よび素材の開発 

６次産業化の推進 

地域特産物や地域固有技術
を活かした商品開発 

新食品加工 

プロセスの研究開発

異分野技術や先端技
術を導入した新規食
品加工プロセスや機

械の開発 

依頼試験・設備使用 
設備：ﾊﾟｲﾛｯﾄﾌﾟﾗﾝﾄ・開放
試験設備を使った試作 

分析：民間分析機関等と
の連携と役割分担 

相談・支援 
加工、物性、機能性等の
食品関係の相談に対応 

大学等のコーディネータと
連携 

実習研修・講習会等
総合食品学講座・研修生・イン

ターンシップ受入 

静岡県食品技術研究会等の講

習会・講演会 

食品製造企業、食品加工機械企業等 

【期待される効果】 

・県内食品産業の全国展開およびグローバル展開；Ⅰ-１-(１) 

・固有技術やノウハウを有するオンリーワン食品加工・加工機械企業の創出；Ⅰ-１-(１) 

・既存食品産業の活性化および新規食品産業の創出；Ⅱ-４-(５) 



（４）環境エネルギー技術分野 

ア 背景 

21世紀はそれまでの大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済を中心とした社会から、地球環境に

配慮した資源循環型社会への転換が求められる。そのため、本県では、「低炭素社会」や「循環型社

会」、「自然共生社会」の実現を目指している。また、経済情勢が停滞している中、環境保全と経済

発展の両立を図るという視点から､「ふじのくにEV・PHVタウン構想」など､新たな成長に必要な環

境技術や環境経営の普及を図る｢ふじのくにグリーン・イノベーション｣を推進し、環境ビジネスの

振興を図っている。 

環境ビジネスの市場は、日本全体で2000年には30兆円の実績があり、環境省の予測によると、

2020年には58兆円になり、雇用規模も1,236千人に達すると推測されている。 

イ 方針 

地球環境に配慮するものは、広い意味では環境ビジネスにつながるものである。例えば、本県の

中心産業である自動車産業であっても、既存の部品を改良し、省燃費が実現されれば、CO2の排出量

が削減される。そこで、地域の試験研究機関、大学、企業等と連携して、広い視野から環境ビジネ

スの創出・育成を支援する。特に、震災以後、注目されている太陽光発電、燃料電池、バイオマス

発電、あるいはこれらを二次電池と組み合わせたスマートグリッド等のエネルギー関連の技術開発

や応用について、国等の補助金を活用して取り組む。また、環境の汚染の検出・除去や資源のリサ

イクルといった技術についても、更なる高度化、省エネルギー化を目指して、引き続き取り組むも

のとする。 

ウ 重点研究 

①エネルギー・省エネルギー技術の応用・開発：エネルギー技術に関する技術開発や既存の機器を

組み合わせた省エネルギーシステムの有効性の検証等を行う。 

②高度環境浄化システムの開発：既存の環境浄化設備では対象とならない小規模な排水を高効率で

環境浄化できるシステムの研究開発を行う。 

③廃棄物のリサイクル技術の開発支援：廃棄物リサイクルを促進するため、廃棄物の基礎的な特性

等について調査やラボスケールでの実証試験を行い、企業の事業化を支援する。 

エ 相談・支援 

環境関係の技術開発は、技術範囲、規模とも大きいことから、県研究所、大学、支援機関等の関

係各機関と連携し、技術内容だけでなく、補助金の申請等を含めて指導する。 

①エネルギー関連の相談については、特に幅広い技術や人材が求められる事から、必要に応じて、

他機関の紹介等のコーディネートを行う。 

②環境浄化技術、廃水処理・廃棄物処理・脱臭や大気及び土壌の浄化において、これまでに培って

きた技術をベースに、高度化する処理技術の相談対応を強化する。 

③廃棄物の削減とリサイクル化を計画する企業の技術相談に応じ、リサイクル製品開発に向けて、

共同研究も含めて対応する。 

オ 依頼試験・設備使用 

環境負荷や廃棄物リサイクルに関する成分分析について、県内各地の民間分析機関等と連携し、

役割を分担して効率的に行い、企業を支援する。 

カ 実習研修、講習会、講演会等 

①企業の研修生を受入れ、技術者のスキルアップや、社員教育を支援する。また、大学からのイン

ターンシップを受け入れ、将来の技術者である学生に体験学習の機会を提供する。 

②静岡県資源環境技術研究会、静岡燃料電池技術研究会とその他環境関連団体等及び中小企業成長

基盤強化事業と連携した講演会・講習会等の開催により技術情報を提供する。 

＜期待される効果＞ 

①県内企業の環境産業への進出と全国展開およびグローバル展開 

②エネルギー、省エネルギー、高度環境浄化システムによる環境負荷の低減 

③廃棄物リサイクルによる省資源化 



（４）環境エネルギー技術分野 

 

 
地球環境にやさしいものづくりをめざして 

取り組むべき技術・研究開発の体系 

☆コア技術☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギー技術、燃料電池技術、 

バイオマス利活用技術、排水処理技術、 

リサイクル技術、成分分析技術 

エネルギー技術、 

省エネルギー技術の 

応用・開発 

新エネルギーの開発 
省エネルギー技術の実証 

廃棄物のリサイクル 

技術の開発支援 

廃棄物の減量化・再使
用・再生利用を促進する

技術の開発・検証 

高度環境浄化 

システムの開発 

小規模排水設備 
高効率浄化技術 

依頼試験・設備使用

民間分析機関等との連携と

役割分担による効率化 

既存分析機器を活用した分

析 

相談・支援 
エネルギー、環境分析、汚濁除

去、資源リサイクル等の相談に

対応 

大学等のコーディネータと連携 

実習研修・講習会等

研修生・インターンシップ受入

静岡県資源環境技術研究会、

静岡燃料電池技術研究会等

の講習会・講演会 

エネルギー関係企業、環境関連企業等 

【期待される効果】 

・県内企業の環境産業への進出と全国展開およびグローバル展開；Ⅰ-２-(１) 

・エネルギー、省エネルギー、高度環境浄化システムによる環境負荷の低減；Ⅱ-４-(５) 

・廃棄物リサイクルによる省資源化；Ⅱ-４-(５) 



（５）生活製品技術分野 

ア 背景 

日本は急速に高齢化が進んでおり、2010 年の高齢化率（全人口に対する 65 歳以上の人口比率）

は23.1％で、2030年には31.8％、2050年には39.6％に達すると予測されている。こうしたことか

ら、日常生活に関する製品においては、「誰にも使いやすいユニバーサルデザイン（ＵＤ）」への配

慮が必須になってくる。静岡県では早くからＵＤに注目して、公共施設等のＵＤ化等を進めている。

工業技術研究所においても、県プロジェクト研究等を通じてＵＤ製品やそれを支援するツールの開

発を行った。また、最近は「製品のＵＤへの配慮度合」を調べるユーザビリティ評価への要望が多

く寄せられている。 

静岡県の空調・住宅設備・建材・家具・寝具などの住宅関連製品は、2009年度の製造出荷額は全

国第１位、木製家具は同６位と高いレベルにある。しかしながら、少子高齢による市場の縮小や安

価な海外製品やオーダー家具等もあり、生産は下降気味であり、厳しい状況が続いている。工業技

術研究所では住宅用建材や家具のJIS試験等を通じて地域産業への支援を行っている。 

イ 方針 

県内の企業が高齢化社会の到来に対応してＵＤに配慮した製品、特に福祉機器の開発を推進でき

るように、共同研究、受託研究等により、技術開発の直接支援をする。大学や他の研究機関と積極

的に連携して、ユーザビリティ評価のためのツール開発等を行う。さらに、開発成果を研修生への

指導や直接指導により技術移転し、企業の高度人材育成を支援する。また、県民の健康増進を目指

したスポーツ関連製品の開発においても企業支援を行う。 

伝統の住宅関連製品は、引き続きJIS試験等の製品の性能試験、信頼性試験による側面支援を行

うとともに、ＵＤや環境に配慮した新たな製品開発について、共同研究等を通して技術支援する。 

ウ 重点研究 

①ＵＤ製品・福祉機器の評価技術開発：人間計測データの客観評価支援技術を開発し、製品等の機

能の実証等に活かす。 

②高齢者・障害者等の特性に配慮した生活製品の開発：高齢者向け支援機器を開発する。 

③ＵＤや環境に配慮した住宅関連製品の開発：ＵＤや環境を考慮した省エネルギー住宅関連技術・

製品、県産森林資源活用技術等を開発する。 

エ 相談・支援 

①生活製品のユーザビリティ評価については、実務に即した積極的な現場対応型支援を行う。 

②住宅関連製品については、既存のJIS試験等に加え、客観的な製品評価の手法等について、他分

野や大学、他の試験研究機関等と連携して、技術コーディネートも含めた相談に対応する。 

③大学や産業支援団体と連携して、工業及び商業デザインについての相談に対応する。 

オ 依頼試験・設備使用 

①家具性能試験、木材・建築材料に関する試験等について対応する。なお、県内民間検査機関等と

密接に連携し、役割を分担して効率的な企業支援にあたる。 

②デザイン関連機器により、製品の試作イメージ作成支援にあたる。 

③開放設備・機器については、ワークショップや研修の開催により設備利用の促進を図る。 

カ 実習研修、講習会、講演会等 

①企業の研修生を受入れ、ＵＤや人間工学に精通した技術者育成を支援する。また、大学からのイ

ンターンシップを受け入れ、将来の技術者やデザイナーとなる学生に体験学習の機会を提供する。 

②静岡県ＵＤ・工芸研究会やその他関連団体等と連携した講演会・講習会等の開催により技術情報

を提供する。 

＜期待される効果＞ 

①ＵＤ製品・福祉機器の客観・評価による高付加価値化、差別化の支援 

②福祉分野への新規参入の増加 

③地域産業の新製品開発、新分野への進出 



（５）生活製品技術分野 
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ユーザビリティ評価技術、 

人間計測技術、住環境計測技術、 

木材利活用技術 

 

ＵＤ製品・福祉機器 

の評価技術開発 

人間計測データの客観評価
支援技術の開発、実証 

ＵＤや環境に配慮し 

た住宅関連製品の開発 

ＵＤや環境を考慮した

省エネルギー住宅関連

技術・製品、県産森林

資源活用技術等の開発

高齢者・障害者 

等の特性に配慮した生

活製品の開発 

高齢者向け支援機器の開発

依頼試験・設備使用 
 

家具性能試験、木材・建築

材料に関する試験等 

デザイン関連機器による
簡易試作 

相談・支援 
製品等のユーザビリティ評

価、家具の試験等、各種デザ

インに関する相談 

その他、他科や大学等と連携

して幅広く対応 

実習研修・講習会等

研修生・インターンシップ

受入 

静岡県ＵＤ・工芸研究会等
の講習会・講演会 

製品製造業、サービス業、建築資材関連企業等 

【期待される効果】 

・ＵＤ製品・福祉機器の客観評価による高付加価値化、差別化の支援；Ⅰ-２-(１) 

・福祉分野への新規参入の増加；Ⅰ-２-(１) 

・地域産業の新製品開発、新分野への進出；Ⅱ-４-(５) 



（６）光技術分野 

ア 背景 

光技術は、情報通信、医療・バイオ、環境エネルギー、産業機械などさまざまな産業分野に関わ

り、地域経済への波及効果が大いに期待される。本県では静岡新産業集積クラスターを構築すべく、

県西部地域に光電子関連産業を集積する「フォトンバレープロジェクト」を推進している。当地域

においては、健康・医療器具の開発などを目指すはままつ次世代光･健康医療産業創出拠点、最先端

の光･電子技術を基盤として次世代技術や光エネルギー産業等の基幹産業化を図る浜松･東三河ライ

フフォトニクスイノベーションなど、光技術に関連した産業クラスターの形成を産学官が連携して

積極的に推進している。 

イ 方針 

輸送機械産業、電子機器産業など既存産業の高度化や医療機器、農業分野など異分野への応用展

開、さらにオプトロニクス新産業の育成に必要なコア技術として光計測技術、光制御技術、各種レ

ーザー機器操作技術を位置づけ、レーザー加工技術、イメージング技術、次世代照明技術、光学検

査技術に関する研究を推進する。また、これらのコア技術と研究成果を基盤として、技術相談や企

業の新製品開発を支援する。さらに、大学と連携し、「レーザープロセッシング人材育成事業」へも

積極的に参画し、中小企業のレーザー技術者育成、地域における光産業の集積・活性化を支援する。 

ウ 重点研究 

①レーザー加工技術の開発 

高出力･高密度レーザーを利用したレーザー加工研究により、微細加工、非熱加工、機能性付与加

工などの特殊加工技術を開発し、新製品開発を支援する。さらに、既存技術分野へのレーザー応

用研究により生産性の向上、品質向上を図り、地域産業の競争力強化に貢献する。 

②イメージング技術の開発 

観察対象物の情報を高速で精確に画像化・視覚化することのできるイメージング技術を開発し、

製造工程における加工状況のリアルタイム観察や品質管理における目視検査の自動化などに応用

して生産性向上に寄与する。 

③光学検査技術の開発 

光学的性質（偏光、屈折、波面変化、位相差、波長変化など）を利用して、目視では検出できな

い不具合の検知や寸法、量、材質などの分析・評価を可能とする技術を開発し、製品品質や歩留

まりの向上に寄与する。 

④新製品開発支援 

今後の利用促進が予想されるLED、半導体レーザー、有機ELを利用した次世代照明技術の開発や

新製品開発の支援研究、これまでに蓄積されたコア技術を応用した新技術の開発研究に対応する。 

エ 相談・支援 

①パルスレーザー、半導体レーザー、ファイバーレーザー、CO2レーザーを利用したレーザー加工技

術に関する相談に対応する。 

②イメージング技術、光学検査技術、次世代照明技術に関する相談に対応する。 

③輝度、照度、波長などの光学計測、および光学全般の技術相談に対応する。 

オ 依頼試験・設備使用 

①所有光学測定機器を活用し、依頼試験や設備使用に対応する。 

②照明に関する計測・制御技術と機器についても整備を図り、対応を進めていく。 

カ 実習研修、講習会、講演会等 

「産学連携人材育成事業」等への講師派遣、レーザー実習を担当して、人材育成を支援する。 

＜期待される効果＞ 

①光産業の集積による地域経済の活性化 

②既存技術と光技術のシナジー効果による既存産業の競争力強化及び新成長分野への参入の促進 

③ものづくりの中核を担う高度産業人材の育成 



（６）光技術分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組むべき技術・研究開発の体系 
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相談・支援 
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各種光学機器による依頼
試験・設備使用 

実習研修・講習会等

講習会、実習会等による
人材育成 

輸送機械・産業機械関連企業、電子機器製造業、情報通信関

連企業、医療 バイオ関連企業、環境 エネルギー関連企業

【期待される効果】 

・光関連産業の集積による地域経済の活性化；Ⅰ-１-(１) 

・既存産業の競争力強化及び新成長分野への参入促進；Ⅰ-２-(１) 

・ものづくりの中核を担う高度産業人材の育成；Ⅰ-１-(２) 
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（７）材料技術分野 

ア 背景 

本県は輸送機械、電気機械、化学工業などものづくり産業が盛んで活力も高い。これら工業製品

は金属、プラスチックス、セラミックス、複合材料などで構成されており、製品の機能・性能など

を支えている。業界では経済のグローバル化によって厳しい競争にさらされており、更なるコスト

低減、高品質化、高付加価値化のため、新たな技術開発が求められている。最近ではこれに環境技

術、効率的な人材育成なども必要になってきている。一方、広範囲にわたる材料分野を研究所で網

羅することは難しく、県内企業のニーズの高い材料に軸足をおいた支援が必要になってきている。 

イ 方針 

本県におけるものづくり産業が技術力を高めていくために、微細構造の観察や素材成分の分析（観

察・分析技術）と素材の強度、耐環境性、化学的特性、物理特性などの評価（物性評価技術）を工

業技術研究所のコア技術と位置づけ、新たな産業分野の核となる材料技術、新たな産業集積を促進

する材料技術、資源・エネルギーの消費や廃棄物の少ない製造技術の研究開発を進める。また、地

域産業界の要望や行政ニーズ、他分野との連携が必要な案件など、それぞれの要求に対応した材料

技術の研究･開発を進める。研究だけでなく企業からの相談、依頼試験・設備使用も同様に重要な業

務であることを認識し、産学官の連携を強化して支援を行っていく。 

ウ 重点研究 

①高機能素材の製造･応用技術の開発 

高品質、高機能、高付加価値などの面で特徴をもった高機能素材（薄膜、ファイバー、繊維複合

材など）の製造技術や応用技術を開発する。 

②新たな高機能素材の開発 

工業用原材料として価値が高い優れた機能（触媒機能、電子機能、光学機能など）を有する素材

を、探索、設計、あるいは既存の素材から改良し、新たな高機能素材を開発する。 

③素材活用基盤技術の強化 

現象の科学的解明、技術･技能のデータベース化、分析･評価手法の確立、既存加工技術の高度化

など、高度な素材活用技術の基盤となる技術の開発を行う。 

④新製品や新技術の開発支援 

材料分野のコア技術（表面処理技術、素材複合化技術、観察･分析技術、物性評価技術）を活用し、

企業ニーズに合致した新製品・新技術の研究開発を行う。 

エ 相談・支援 

①各種材料の品質や設計・製造プロセスの高度化及び繊維・新素材の活用等に関する相談に対応す

る。 

②各種材料に対し幅広い観点からの支援（外部機関との連携によるワンストップサービスの充実、

産学官コーディネータとの連携による問題解決等）を行う。 

オ 依頼試験・設備使用 

①定性及び定量分析、表面観察などにより製品の高品質・高付加価値化を支援する。 

②破壊試験、非破壊試験などによる製品の性能検査を行う。 

③実製品による確認試験を行う。 

カ 実習研修、講習会、講演会等 

材料技術関連のセミナーや研修会を開催し、人材育成を支援する。 

＜期待される効果＞ 

①革新的な材料技術の開発による医療･福祉機器、航空宇宙、環境産業などの成長産業分野の形成と

集積化 

②ものづくり技術力の向上による開発型地域産業の創成 

③既存産業における製造プロセスの安定化と製品品質向上による地域産業の活性化 



（７）材料技術分野 
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開発 

触媒機能、電子機能、

光学機能など 

探索、設計、あるいは

既存の素材から改良 

相談・支援 
設計、製造、品質評価、 
繊維・新素材活用などの技
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依頼試験・設備使用

依頼試験（定性 定量分
析、表面観察、物性試験）

実習研修・講習会等

セミナー 研修会による
人材育成 

機械関連企業、電子 情報通信関連企業、医療 バイオ関連企業、

環境 エネルギー関連企業、繊維関連企業 

【期待される効果】 

・革新的な材料技術の開発による成長産業分野の形成と集積化；Ⅰ-２-(１)

・ものづくり技術力の向上による開発型地域産業の創成；Ⅰ-２-(２) 

・製造プロセスの安定化、品質向上による競争力の強化；Ⅱ-４-(５) 

新製品や新技

術の開発支援

コア技術の活用 
共同研究の推進 

素材活用技術 

の基盤強化 

現象の科学的解明、技

術･技能のデータベー

ス化、既存加工技術の

高度化 



（８）機械技術分野 

ア 背景 

本県には、輸送用機器や電気機器、化学、食品・飲料などの様々な産業集積を背景に、関連部品

の下請け企業や生産設備メーカーなど多数の機械関連企業が立地し、県内のものづくり産業を支え

ている。しかし、昨今の円高等による現地生産や海外調達の進展など、厳しい国際競争の中で、こ

れらの産業が今後も活力を維持していくためには、機能・品質・コスト・納期などの面で絶え間な

いイノベーションを進めていくことが求められている。また、経済変動の影響を受けにくいバラン

スのとれた産業構造にするため、既存産業の成長分野への進出が望まれている。 

イ 方針 

新たな産業の核となる革新的な機械技術や新時代の製品製造技術の創出と、医療・福祉機器、ロ

ボット、航空宇宙、光技術などの成長分野への地域企業の進出を支援するため、シミュレーション

技術やメカトロ技術等を駆使した新しい機器やシステムの開発、従来手法の低コスト化・高性能化・

安全対策などに取り組む。また、人に対して負担の少ない機器や設備の構築を推進するとともに、

地域産業界からの要望や行政ニーズ、他分野との連携が必要な案件など、各要求に対応した機械技

術分野の研究･開発を進め、企業がより高い付加価値の製品を開発するための支援を行う。このため、

これまで以上に企業や大学などとの連携強化を図り、研究開発や技術の普及・啓発、人材育成を行

っていく。 

ウ 重点研究 

①設計･解析技術の高度化 

CAD/CAM/CAE を核としたデジタル設計技術、シミュレーション技術（光環境・生体力学・人間計

測）等の高度化を進め、製品開発期間の短縮、開発コストの削減、製品の高付加価値化などを目

指す。 

②生産・加工技術の高度化 

難加工材や新しい材料などの生産・加工技術やメカトロ技術を応用した自動化技術、精密・微細

加工技術等に関する研究開発を行う。 

③製品の品質・信頼性評価技術の高度化 

精密測定や振動計測等による製品の品質・信頼性向上等に取り組み、信頼性・安全性に配慮した

製品開発を支援する。 

エ 相談・支援 

①コンピュータ援用設計・解析、計測･精密測定、振動解析技術、光環境シミュレーション、加工技

術、メカトロ技術、品質工学等に関する相談・支援を行う。 

②その他、機械技術全般の相談・支援を行う。 

オ 依頼試験・設備使用 

①三次元測定機・真円度測定機・表面粗さ形状測定機などによる精密測定を行う。 

②コンピュータ･シミュレーションなどによる部品や製品の設計支援を行う。 

③振動解析他、中小企業の要望に対応して支援を行う。 

カ 実習研修、講習会、講演会等 

地域の技術研究会と連携した講習会・研修会の開催や研修生の受入など、地域企業の技術者育成

に貢献する。 

＜期待される効果＞ 

①高付加価値製品やオンリーワン技術を持つ地域企業の増加 

②成長分野への地域企業の進出 

③地域産業界の活性化と生産性の向上 



（８）機械技術分野 

 

 

 

 

取り組むべき技術・研究開発の体系 

シミュレーション技術やメカトロ技術等を駆使した開発支援 

☆コア技術☆ 

 

 

設計・解析技術

シミュレーション

技術を応用した高

付加価値製品の開

発 等 

生産・加工技術

難加工材等の加工

技術開発、自動化技

術・精密/微細加工

技術の応用 等 

品質・信頼性評価

技術 

精密測定、振動解析

技術の応用 等 

相談・支援 

CAE、計測、加工メカト
ロ技術 
品質工学 等 

依頼試験・設備使用 

精密測定 

CAEを使った設計 

振動解析 等 

実習研修・講習会等 

研究会との連携、地域技
術者の育成 

輸送用機械・産業用機械産業、電子・電気機器産業、 

化学工業・環境・エネルギー関連産業、医療関連産業等 

【期待される効果】 

・高付加価値製品やオンリーワン技術を持つ中小企業の増加；Ⅰ-２-(２) 

・成長分野への地域企業の進出；Ⅰ-２-(１) 

・地域産業界の活性化と生産性の向上；Ⅱ-４-(５) 

計測・精密測定、機械加工、 

コンピュータ援用設計、振動解析、 

シミュレーション（光環境、生体力学、人間計測）、

メカトロ技術、品質工学 
 



（９）電子技術分野 

ア 背景 

 静岡県の電気・精密機械業界では大手セットメーカーなどの主力工場を中心として、関連の中小

電気･電子部品メーカーなどが多数集結している。また、当県は自動車産業の一大集積地であり、

小型モーターや電球、制御装置などの自動車関連機器の生産シェアも高く、全国に向けて供給され

ている。これらの製造業では、品質や機能性で優れているだけでなく製品の安全性・信頼性に対す

る要求が高まっている。さらに、情報通信技術（ICT）、計測･センシング技術、人工現実感（ＶＲ）

技術などを活用したインターネットやネットワークの利用も求められている。 

イ 方針 

 医療・福祉機器、ロボット、航空宇宙、光技術関連など、成長分野への地域企業の進出を支援す

るとともに、コンテンツ産業、デザイン産業、ICT 産業の振興、および地場産業の振興などを実現

するため、地域の特性を活かして企業や大学などと連携を図りながら新規技術を開発する。 

ウ 重点研究 

①情報通信技術の活用による省力化・利便性向上技術の開発 

遠隔監視･制御などのネットワーク利用技術を、工業製品の製造プロセスや安全性や信頼性の評

価プロセス、あるいは医療・福祉施設などに効果的に導入するための研究開発を行う。 

②計測･センシング技術の開発とその応用 

音、におい、光、人体などを検知・計測する技術や検知・計測結果を基に対象物の性質や変化を

推論し、適切な対応を導き出す手助けとなるようなシステムに関する研究開発を行う。 

③人工現実感技術の開発とその応用 

現実世界をコンピュータ内部に構築して様々な模擬体験を実施することができるＶＲに関する

技術を開発し、リハビリテーション支援などへ応用展開を図る。 

④製品の安全性･信頼性の評価技術の開発 

電磁波ノイズを発生しにくく、また電磁波ノイズの影響を受けにくい電子製品を効率よく設計･

製作するため、これらの特性を的確に評価する技術に関する研究開発を行う。 

エ 相談・支援 

①遠隔監視・制御技術、ネットワーク利用技術、ＶＲ技術、画像処理技術などの相談に対応する。 

②音響評価技術、におい評価技術、電磁環境技術、安全性・信頼性評価技術の相談に対応する。 

③その他、電子技術全般の相談に対応する。 

オ 依頼試験・設備使用 

①電磁波、振動、騒音、熱衝撃、温度変化、静電気、電圧などの計測、及びこれらに対する製品の

安全性や信頼性の評価を行う。 

②その他、中小企業等の要望に対応して、電子分野における依頼試験・設備使用を行う。 

カ 実習研修、講習会、講演会等 

  研究や相談・支援、依頼試験・設備使用の技術領域に応じた実習・研修会、講習会等を開催する。 

＜期待される効果＞ 

①製造業およびコンテンツ産業における生産性の向上 

②医療・福祉分野などへの応用範囲の拡大 

③安全で信頼できる快適な社会作りに貢献 

 



（９）電子技術分野 

 

 

 

 

取り組むべき技術・研究開発の体系 

地域の特性を活かし、産学と連携して新規技術を開発 

☆コア技術☆ 

遠隔監視･制御、音響評価、 

におい計測、人体検知･計測、 

電磁環境計測･評価、 

画像認識 

 

製品の安全性や

信頼性の評価 

 

計測･センシング

技術の開発と応用

相談・支援 

遠隔監視・制御、ネット

ワーク利用、人工現実感、

画像処理など 

依頼試験・設備使用

電磁波、振動、騒音、熱

衝撃、温度、静電気、高

電圧など 

実習研修・講習会等

研究開発、相談・支援、

試験方法、機器設備など

 

電子機器製造業、輸送機器製造業、医療機器製造業 

情報機器製造業 

【期待される効果】 

・製造業およびコンテンツ産業における生産性の向上；Ⅰ-２-(４) 

・医療・福祉分野などへの応用範囲の拡大；Ⅰ-２-(１) 

・安全で信頼できる快適な社会作りに貢献；Ⅰ-２-(２) 

人工現実感技術 

の開発と応用 

情報通信技術 

（ＩＣＴ)の活用 
ネットワーク利用技術 

遠隔監視･制御技術 

医療・福祉分野等への展開 
 

リハビリテーション、快適生

活空間の構築等への応用 

電磁波ノイズ、静電気等へ

の耐性、他製品への影響

評価 

音、におい、光、人体等 

対象物の性質･変化推論 



（10）ものづくり支援横断分野 

ア 背景 

産業界を取り巻く環境は厳しく、海外の安価な労働力に対抗して従来の大量生産方式のものづく

りを国内で継続することは困難になってきている。地域の製造業が生き残るには、常に技術革新に

挑戦し続けるとともに、研究開発から事業化までの成功事例を増やすことが求められている。こう

した中、県では静岡県産業成長戦略会議を設置し、官民一体となって本県産業の成長戦略を検討し

ている。 

これまでも県では、地域中小企業の新成長分野への参入を支援しており、静岡県産業振興財団等

の支援機関（以下、産業支援機関）が「研究開発助成」や「販路開拓指導」、「経営指導」などの事

業を行っているが、複数の機関による細切れの支援になりがちであった。 

イ 方針 

従来の「技術支援」から一歩踏み出して、産業支援機関や大学などとすき間を埋めるように連携

を図る。従来に無い製品やサービス等一流のものづくり・ものづかいを志す企業の新たな成長分野

への参入を促進するため、市場調査、製品やサービスの企画、デジタルものづくりに対応した試作・

開発、販路開拓などを一体的に支援し、事業化・製品化に結びつける。 

ウ 重点取組 

(1) ものづくり総合支援体制の整備 

産業支援機関等と連携し、市場調査から開発、販売に至る全てのステージに対応した総合支援体

制を整備する。商工会議所、商工会、中小企業団体中央会、静岡県産業振興財団、大学、県市町

庁、広域首都圏輸出製品技術支援センター（ＭＴＥＰ）、経営・販路コーディネータ等との連携、

農商工連携、医工連携の推進等を通じて、より充実したものづくり・ものづかい支援を行う。 

 (2) 分野横断的な支援 

下記の取組を通じ、分野横断的な技術支援を行う。 

①ものづくりチームによる総合サポート 

  将来有望な共同研究開発案件に関して、入口から出口まで技術分野をまたいで総合的なサポート

を行う。 

②「ものづくり産業支援窓口」を活用した企業支援 

  産業支援機関等と連携しながら、研究員が直接企業に出向く出張相談により、技術課題の掘り起

こし、経営革新計画や研究開発助成企業のフォローアップを行う。また、企業の新たな展開をサ

ポートする「ものづくり基盤技術の高度化」や「製品の国際競争力強化」支援の情報提供を行う。 

③ものづくり実習会・講習会の開催 

デジタルものづくり等に必要な技術やノウハウ等を支援するための実習会・講習会を開催する。 

④ものづくり情報の提供 

国内外の情勢、規格、規制等に関する情報を講演会や講習会、お知らせなどの形で提供する。 

＜期待される効果＞ 

①成長分野への地域企業の進出を支援 

②起業、第二創業の環境整備 

③高度産業人材の育成、ものづくりに必要な技術伝承 



（10）ものづくり支援横断分野 
 

 

 

 

 

 
 

取り組むべき支援の体系 

県内機関と連携して総合的に「ものづくり」を支援 

☆コア資源☆ 

研究者、技術コーディネータ 

試験研究機器・施設、規格書 

産学官金連携体勢 

外部研究員 

 分野横断的な支援

 

他機関との連携 

商工会議所、商工会、中央会、産業振興財団、大

学、県市町、MTEP、経営・販路コーディネータと

の連携、農商工連携、医工連携などの推進 

【期待される効果】 

・成長分野への地域企業の進出を支援；Ⅰ-２-(１) 

・起業・第二創業の環境整備；Ⅰ-２-(３) 

・高度産業人材の育成；Ⅰ-１-(２) 

一流のものづくり・ものづかいを目指す県内中小企業 

共同研究コーディネート、

産業支援機関との連携支

援、情報提供 

ものづくり 

総合支援体制整備 

市場調査から開発、 

販売に至る全ての 

ステージに対応 
 

ものづくり実習・講習

デジタルものづくり技術 

ノウハウ、技術継承 

規格、規制等 

ものづくり人材育成 

ものづくり情報提供 

国内外の情勢、規格、規制

等に関する情報を提供 

ものづくり産業 

支援窓口 

産業支援機関との連携対応 

出張現地相談対応 



４ 平成２６年度試験研究課題数 

 
（１）機関別課題数 

工業技術 
 

研究所 沼津工技支 富士工技支 浜松工技支 
合計 

研究テーマ数 ２１  ８  ５①  ９① ４３② 

うち共同研究数 １４  ５  ２①  ７① ２８② 

 
 
（２）研究分野別課題数 

工業技術  
 技術分野 

研究所 沼津工技支 富士工技支 浜松工技支 
合計 

バイオ  ４   ４ 

製紙   ４  ４ 

食品 ５    ５ 

環境エネルギー ２ １   ３ 

生活製品（ＵＤ・工芸） ４    ４ 

光    ３ ３ 

材料（繊維高分子含む） ４   ４ ８ 

機械 ２ １ １ １① ５① 

電子 ３ ２ ① １ ６① 

ものづくり支援 １（２）    １（２） 

合計 ２１（２） ８ ５① ９① ４３②（２）

注）丸数字は、1 つの研究課題を複数の機関で実施している場合の連携機関の研究課題数で、外

数で記載。（）内は、ものづくり支援の対象として選抜された研究課題数で、内数で記載。 
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理
技
術
の
開
発
を
強
く
求

め
て
い
る
。
当
所
で
は
、
安
価
で
無
害
な
鉄
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
環
境
に
優
し
い

耐
磨
耗
性
め
っ
き
の
開
発
を
目
指
し
て
、
Fe
-M
o
合
金
め
っ
き
の
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
耐
摩
耗
性
の
優
位
性
を
確
認
し
て
い
る
が
、

工
業
化
に
向
け
て
は
、
浴
寿
命
が
短
い
、
電
流
効
率
が
低
い
、
錆
び
や
す
い
等

の
課
題
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
方
法
に
電
気
化

学
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
電
解
条
件
の
最
適
化
を
行
う
。
 

綿
野
哲
寛
 

望
月
紀
寿
 

共
同
研
究
 

(民
間

1
社
) 

 

県
内
企
業
 

県
単
 

金
属
材
料
科
 

レ
ー
ザ
ー
皮
膜
に
よ

る
ダ
イ
カ
ス
ト
金
型

の
長
寿
命
化
技
術
の

開
発
 

H2
6-
27
 

 
ダ
イ
カ
ス
ト
法
は
、
複
雑
形
状
の
鋳
物
を
生
産
性
良
く
量
産
で
き
、
自
動
車

部
品
等
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
金
型
に
は
、
耐
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
性
、

耐
溶
損
性
、
耐
焼
付
き
性
、
耐
離
型
性
な
ど
が
要
求
さ
れ
る
。
特
に
焼
付
き
対

策
は
、
成
形
時
間
の
短
縮
化
が
図
ら
れ
る
中
で
、
多
く
の
ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー
カ

ー
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
焼
付
き
は
、
金
型
表
面
温
度
を
低
く
す
れ
ば
抑
制

で
き
る
の
で
、
冷
却
パ
イ
プ
の
配
置
を
工
夫
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、
金
型
の

複
雑
化
す
る
に
よ
り
、
対
応
も
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
金
型
の
冷
却
は
、

溶
湯
の
温
度
低
下
に
つ
な
が
り
、
湯
じ
わ
や
湯
境
、
充
填
不
良
等
の
原
因
と
も

な
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
金
型
の
表
面
温
度
を
制

御
で
き
る
熱
伝
導
率
の
異
な
る
皮
膜
処
理
法
の
開
発
を
行
う
。
 

増
井
裕
久
 

鈴
木
洋
光
 

共
同
研
究
 

(民
間

1
社
) 

 

県
内
企
業
 

県
単
 

化
学
材
料
科
 

分
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
有
用
機

能
性
分
子
の
機
能
発

現
機
構
の
解
明
と
応

用
 

H2
5-
26
 

 
計
算
機
を
用
い
て
化
学
物
質
の
構
造
や
電
子
状
態
を
推
測
す
る
分
子
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
レ
ア
メ
タ
ル
を
使
用
し
な
い
色
素
増
感
太
陽
電
池
用

色
素
の
開
発
お
よ
び
茶
カ
テ
キ
ン
分
子
の
機
能
解
明
の
２
課
題
に
取
り
組
み
、

県
内
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
。
 

田
中
翔
悟
 

田
村
克
浩
 

単
独
研
究
 

協
力
 

（
産
総
研
、
九
州

大
学
、
茨
城
大
学
） 

機
能

性
材

料
関

連
業

界
、
薬
品
関

連
業
界
等
 

県
単
 



 

 
  
工
業
技
術
研
究
所
  
 N
o.
2 

 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

化
学
材
料
科
 

EP
DM

合
成
ゴ

ム
の

特
性
可
視
化
技
術
の

開
発
 

H2
6-
27
 

 
合
成
ゴ
ム
は
、
材
料
の
配
合
や
加
工
条
件
の
組
み
合
わ
せ
が
数
多
く
あ
り
、

目
的
の
物
性
を
持
っ
た
ゴ
ム
を
作
製
す
る
ま
で
コ
ス
ト
と
時
間
が
か
か
る
。
そ

こ
で
、
自
己
組
織
化
マ
ッ
プ
(S
OM
)技

術
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
EP
DM

合
成

ゴ
ム
の
加
工
レ
シ
ピ
の
作
製
を
支
援
す
る
技
術
の
開
発
を
行
う
。
 

稲
葉
彩
乃
 

田
村
克
浩
 

渥
美
博
安
 

共
同
研
究
 

(民
間

1
社
) 

協
力
 

（
産
総
研
）
 

 

県
内

ゴ
ム

部
品

製
造

業
界
 

県
単
 

機
械

科
 

LE
D
用
樹
脂
レ
ン
ズ

の
開
発
・
評
価
に
関

す
る
研
究
 

H2
4-
26
 

 
非
球
面
レ
ン
ズ
の
形
状
計
測
や

LE
D
製
品
の
開
発
に
関
す
る
技
術
相
談
が
急

増
し
て
お
り
、
さ
ら
に
県
内
業
界
団
体
か
ら
、
LE
D
等
の
評
価
手
法
の
開
発
・
普

及
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
LE
D
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
用
樹
脂
レ
ン
ズ
よ

う
な
大
型
樹
脂
光
学
部
品
の
設
計
・
製
造
・
評
価
技
術
を
確
立
し
、
LE
D
照
明
等

で
用
い
る
樹
脂
光
学
部
品
産
業
へ
参
入
す
る
企
業
創
出
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
。
 

鈴
木
敬
明
 

真
野
 
毅
 

船
井
 
孝
 

志
智
 
亘
 

豊
田
敏
裕
 

共
同
研
究
 

（
浜
松
工
業
技
術

支
援
セ
ン
タ
ー
、

民
間
１
社
）
 

 

新
産

業
集

積
課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

機
械

科
 

新
素
材
・
新
構
造
を

使
っ
た
 
体
圧
分
散

型
マ
ッ
ト
レ
ス
の
製

品
化
 

H2
6-
26
 

 
複
数
の
マ
ッ
ト
レ
ス
素
材
に
対
し
て
材
料
試
験
を
行
っ
て
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
用
い
る
物
性
値
を
導
出
す
る
と
と
も
に
、
人
体
の
応
力
や
変
形
の
予
測
が
で

き
る
生
体
力
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
活
用
し
、
多
く
の
人
に
よ
り
体
圧

分
散
性
の
高
い
マ
ッ
ト
レ
ス
を
提
供
す
る
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
マ
ッ
ト
レ
ス
」

を
事
業
化
す
る
。
 

船
井
 
孝
 

鈴
木
敬
明
 

共
同
研
究
 

(理
化
学
研
究
所
、

民
間
１
社
) 

県
内

企
業

他
 

県
単

 

電
子

科
 

無
線
・
自
立
型
セ
ン

サ
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開

発
－
風
力
発
電
機
監

視
シ
ス
テ
ム
へ
の
応

用
－
 

H2
6-
28
 

 
既
存
製
品
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
監
視
機
能
を
追
加
す
る
際
に
、
取
付
加
工
や

可
動
部
分
へ
の
取
付
、
電
源
確
保
等
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
後
付
が
容
易
で
か
つ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
要
な
無

線
・
自
立
型
セ
ン
サ
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
開
発
す
る
。
小
型
軽
量
化
や
無
線
化
に
よ

り
設
置
場
所
の
自
由
度
向
上
を
図
り
、
環
境
発
電
等
の
活
用
に
よ
り
独
自
の
電

源
を
保
有
し
た
自
立
動
作
を
実
現
す
る
。
実
証
試
験
は
、
企
業
よ
り
要
望
が
あ

っ
た
小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
を
対
象
に
実
施
す
る
。
 

竹
居
 
翼
 

長
澤
 
正
 

長
谷
川
和
宏
 

単
独
研
究
 

協
力
 

（
民
間
２
社
）
 

県
内
企
業
 

県
単
 

    



 
  
工
業
技
術
研
究
所
  
 N
o.
3 

 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

電
子

科
 

吸
音
性
能
を
有
す
る

自
動
車
内
装
材
の
開

発
 

H2
6-
28
 

 
車
室
内
の
静
粛
性
向
上
と
低
燃
費
実
現
の
た
め
、
自
動
車
メ
ー
カ
で
は
軽
量

か
つ
高
い
吸
音
性
能
を
有
す
る
素
材
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、

内
装
材
製
造
企
業
は
、
軽
量
で
吸
音
性
を
有
す
る
新
た
な
材
料
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
平
成

24
年
度
の
音
響
関
連
の
依
頼
試
験
は

40
4
件
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
自
動
車
向
け
の
吸
音
材
料
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
こ
う
し
た
状
況
下
、
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
吸
音
材
料
を
開
発
す
る
。
 

木
野
直
樹
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

協
力
 

（
民
間
２
社
）
 

音
響

機
器

製
造
企
業
 

県
単

 

電
子

科
 

心
地
良
い
音
環
境
の

計
測
手
法
の
開
発
 

H2
6-
27
 

 
環
境
基
準
の
改
定
や
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
一
般
家
庭
の
室
内
環
境
は
、
機

密
性
が
向
上
し
外
部
騒
音
を
う
る
さ
い
と
感
じ
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
反

面
、
室
内
で
発
生
す
る
音
に
敏
感
に
な
り
や
す
く
な
り
、
室
内
の
音
環
境
を
浴

し
た
い
、
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
建
築
内
装
材
企
業

は
室
内
音
響
に
関
す
る
情
報
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
が
、
学
会
等
で
発
表
さ
れ

て
い
る
の
は
、
騒
音
問
題
と
な
る
遮
音
等
の
不
快
感
に
関
す
る
内
容
が
多
く
、

快
適
性
に
関
す
る
も
の
は
少
な
い
。
 

 
簡
易
室
内
音
響
計
測
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
い
ろ
い
ろ
な
室
内
音
が
再
現
で

き
る
可
聴
化
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
心
地
良
い
と
感
じ
る
音
環
境
を
追

求
し
、
そ
の
科
学
的
根
拠
と
な
る
数
値
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
。
 

上
野
貴
康
 

木
野
直
樹
 

櫻
川
智
史
 

協
力
 

（
静
岡
大
学
、
県

木
材
協
同
組
合
連

合
会
、
協
業
組
合
） 

建
築

関
連

企
業
 

県
単

 

食
品

科
 

 

静
岡
発
 
世
界
を
結

ぶ
新
世
代
茶
飲
料
と

素
材
の
開
発
 

H2
0-
28
 

茶
の
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
、
茶
生
葉
酵
素
を
利
用
し
て
緑
茶
の
渋
味
と
青

葉
臭
を
低
減
さ
せ
た
新
規
発
酵
茶
飲
料
の
開
発
を
行
う
。
大
手
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
大
規
模
事
業
化
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
確
立
し
た
酵

素
反
応
の
基
礎
技
術
を
元
に
し
て
、
飲
料
原
料
の
選
定
、
飲
料
処
方
の
最
終
決

定
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
を
行
う
。
 

淺
沼
俊
倫
 

油
上
 
保
 

渡
瀬
隆
也
 

上
村
慎
子
 

池
ヶ
谷
 篤

 

袴
田
雅
俊
 

杉
山
直
人
 

共
同
研
究
 

(民
間
２
社
) 

新
産

業
集

積
課
、
静
岡

市
 

県
単
 

 

     



 

 
  
工
業
技
術
研
究
所
  
 N
o.
4 

 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

食
品

科
 

 

静
岡
県
内
醤
油
蔵
か

ら
の
有
用
乳
酸
菌
探

索
と
製
造
へ
の
応
用
 

H2
5-
27
 

 
近
年
、
醤
油
の
消
費
量
は
減
少
傾
向
で
、
特
徴
的
な
醤
油
製
造
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
高
品
質
の
醤
油
を
製
造
す
る
た
め
の
、
安
定
し
た
発
酵

技
術
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
醤
油
醸
造
に
貢
献
し
て

き
た
蔵
内
の
乳
酸
菌
に
注
目
し
、
現
在
の
自
発
的
な
乳
酸
発
酵
か
ら
乳
酸
菌
添

加
に
よ
る
発
酵
へ
の
切
替
え
を
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
、
醤
油
製
造
に
有
用
な

乳
酸
菌
や
醤
油
を
特
徴
付
け
る
乳
酸
菌
の
探
索
等
を
行
い
、
乳
酸
菌
添
加
法
へ

の
移
行
の
実
現
を
目
指
す
。
 

袴
田
雅
俊
 

上
村
慎
子
 

杉
山
直
人
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

静
岡

県
醤

油
醸

造
工

業
協

同
組

合
 

県
単
 

 

食
品

科
 

 

茶
未
利
用
資
源
を
活

用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム

オ
イ
ル
の
開
発
 

H2
6-
27
 

 
遊
休
茶
園
が
増
え
、
茶
を
総
合
的
に
利
活
用
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
る
中
、

茶
園
を
茶
の
実
の
栽
培
畑
に
転
換
し
、
未
利
用
資
源
で
あ
る
茶
の
実
を
有
効
利

用
し
よ
う
と
す
る
民
間
グ
ル
ー
プ
や
商
工
会
等
の
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
る
。
本
研
究
で
は
こ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
、
茶
の
実
の
栽
培

技
術
や
効
率
的
搾
油
法
、
特
長
の
解
明
な
ど
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
開
発
を

行
う
。
 

渡
瀬
隆
也
 

油
上
 
保
 

杉
山
直
人
 

共
同
研
究
 

(沼
津
商
工
会
) 

沼
津

商
工

会
 

県
単
 

 

食
品

科
 

 

食
の
安
全
･
安
心
の

た
め
の
微
量
化
学
物

質
分
析
法
の
構
築
 

H2
6-
26
 

近
年
、
国
内
外
に
お
い
て
食
の
安
全
･安

心
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
農
林
水
産

省
で
は
優
先
的
に
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
べ
き
有
害
化
学
物
質
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
実
態
調
査
や
低
減
対
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
食
品
製
造
業
者
は
、
製

造
工
程
に
お
け
る
有
害
物
質
の
発
生
機
構
を
明
ら
か
に
し
、
工
程
等
の
改
善
を

図
り
、
有
害
物
質
の
低
減
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
簡
便
で
、
迅

速
、
低
コ
ス
ト
の
簡
易
分
析
法
を
構
築
す
る
。
 

上
村
慎
子
 

油
上
 
保
 

杉
山
直
人
 

単
独
研
究
 

 

県
内

食
品

業
界
 

県
単
 

 

食
品

科
 

 

が
ん
患
者
の
生
活
の

質
の
向
上
を
目
指
し

た
緑
茶
蒸
留
液
の
実

用
化
に
関
す
る
研
究

開
発
 

H2
6-
26
 

 
が
ん
患
者
は
患
部
か
ら
の
分
泌
物
等
に
よ
り
、
特
有
の
病
臭
が
発
生
し
、

非
常
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
（
株
）
万
城
食
品
が
タ
オ
ル
等
に

付
与
し
て
利
用
し
や
す
く
、
病
臭
を
抑
え
て
患
者
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
を
取
り

除
き
、
QO
L
向
上
に
資
す
る
緑
茶
蒸
留
液
の
商
品
化
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
際

の
最
適
な
原
材
料
の
選
定
及
び
加
工
法
の
開
発
等
、
安
定
し
た
品
質
の
商
品
を

経
済
的
に
提
供
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を
行
う
。
 

池
ヶ
谷
 篤

 

油
上
 保

 

渡
瀬
隆
也
 

上
村
慎
子
 

淺
沼
俊
倫
 

袴
田
雅
俊
 

杉
山
直
人
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

県
内
企
業
 

外
部
 

（
産
業
振
興

財
団
）
 

 



 
  
工
業
技
術
研
究
所
  
 N
o.
5 

 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

環
境

科
 

低
温
域
水
熱
処
理
を

利
用
し
た
余
剰
汚
泥

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

回
収
技
術
の
開
発
 

H2
5-
26
 

 
実
用
レ
ベ
ル
に
近
い
処
理
能
力
を
有
し
、
難
分
解
性
有
機
物
で
あ
る
余
剰

汚
泥
に
対
し
、
低
温
度
域
の
水
熱
処
理
を
行
う
こ
と
で
生
分
解
性
を
高
め
、
既

存
の
排
水
処
理
設
備
で
処
理
す
る
こ
と
で
減
容
化
す
る
装
置
を
開
発
す
る
。
 

１
．
装
置
の
設
計
・
試
作
及
び
改
良
 
 

 
２
．
装
置
の
性
能
評
価
 

岡
本
哲
志
 

大
竹
正
寿
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

 

県
内
企
業
 

外
部
 

（
産
業
振
興

財
団
）
 

環
境

科
 

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
に
貢
献
す
る
小

型
メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ

ン
ト
の
開
発
 

H2
6-
28
 

 
食
品
製
造
企
業
等
の
食
品
廃
棄
物
の
排
出
規
模
に
適
す
る
安
価
で
小
型
の
メ

タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン
ト
を
開
発
し
、
そ
れ
を
企
業
が
導
入
し
て
食
品
廃
棄
物
を
自

社
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
①
企
業
の
食
品
廃
棄
物
委
託
処
理
費
の
削
減
、
②

メ
タ
ン
発
酵
発
電
に
よ
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
貢
献
、
③
消
化
液
利

用
に
よ
る
物
質
循
環
型
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
す
。
 

太
田
良
和
弘
 

室
伏
敬
太
 

中
島
大
介
 

共
同
研
究
 

(東
京
工
業
大
学
、

民
間
２
社
、
農
技

研
、
畜
技
研
、
水
技

研
、
研
究
調
整
課
) 

研
究

調
整

課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

科
 

筋
負
担
の
簡
易
測
定

法
の
提
案
－
製
品
開

発
現
場
で
の
利
用
に

向
け
て
－
 

H2
6-
26
 

IS
O 
92
41
-2
10
 (
JI
S 
Z 
85
30
)人

間
中
心
設
計
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
繰

り
返
し
製
品
評
価
が
重
要
で
、
製
品
の
使
用
性
能
の
１
つ
と
し
て
筋
負
担
測
定

に
よ
る
客
観
的
な
数
値
評
価
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
製
品
開

発
の
現
場
で
必
要
な
レ
ベ
ル
の
測
定
結
果
が
得
ら
れ
る
筋
負
担
の
簡
易
計
測
方

法
を
開
発
し
、
測
定
・
デ
ー
タ
解
析
処
理
の
手
順
を
見
直
し
、
筋
負
担
評
価
に

特
化
す
る

1
つ
の
簡
易
ソ
フ
ト
を
試
作
す
る
。
 

易
 
 
強
 

小
松
 
剛
 

及
川
貴
康
 

多
々
良
哲
也
 

単
独
研
究
 

 

健
康

産
業

業
界
 

県
単
 

工
芸

科
 

 

“
森
林
の
都
”
を
実

現
す
る
県
産
材
の
需

要
と
供
給
の
拡
大
の

た
め
の
技
術
開
発
 

H2
6-
28
 

活
力
あ
る
林
業
が
営
ま
れ
る
「
森
林
の
都
」
の
実
現
に
は
、
供
給
者
が
生
産

し
た
も
の
を
売
る
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
」
か
ら
、
需
要
者
が
必
要
と
す
る
も

の
を
作
っ
て
売
る
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
」
に
転
換
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
た
な
木
製
品
の
開
発
と
と
も
に
、
原
料
で
あ

る
原
木
を
定
時
、
定
量
、
定
規
格
、
定
価
格
で
、
効
率
的
に
安
定
供
給
す
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
 

赤
堀
篤
 

渡
邊
雅
之
 

藤
波
健
二
郎
 

櫻
川
智
史
 

単
独
研
究
 

 

研
究

調
整

課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

工
芸

科
 

（
も
の
づ
く
り

支
援
）

 

バ
イ
オ
マ
ス
由
来
活

性
炭
を
用
い
た
電
気

二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ

の
量
産
化
 

H2
6-
27
 

水
蒸
気
賦
活
コ
ー
ヒ
ー
か
す
活
性
炭
が
、
市
販
の
電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ

（
ED
LC
）
用
活
性
炭
に
匹
敵
す
る
性
能
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
実
用
化
に
お
い
て
は
、
炭
化
時
の
タ
ー
ル
低
減
や

ED
LC

製
造
時
の
ス
ラ

リ
ー
作
製
条
件
や
塗
布
条
件
な
ど
未
解
決
な
課
題
も
残
っ
て
い
る
。
本
研
究
で

は
こ
れ
ら
の
課
題
点
を
実
用
化
に
向
け
解
決
し
て
い
く
。
 

菊
池
圭
祐
 

山
下
里
恵
 

前
田
研
司
 

櫻
川
智
史
 

共
同
研
究
 

(静
岡
大
学
) 

飲
料

メ
ー

カ
ー
、
炭
化

メ
ー
カ
ー
、

輸
送

機
器

メ
ー
カ
ー
 

県
単
 



 
  
工
業
技
術
研
究
所
  
 N
o.
6 

 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

工
芸

科
 

（
も
の
づ
く
り

支
援
）

 

冷
涼
感
を
有
す
る
県

産
の
香
り
探
索
と
新

規
ア
ロ
マ
製
品
の
開

発
 

H2
6-
27
 

 
冷
涼
感
作
用
を
有
す
る
、
柑
橘
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
産
の
香
り
成
分
を
見

出
し
、
素
材
化
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
基
に
、
県
内
の
化
成
品
メ
ー
カ
ー
と
共

同
で
新
た
な
ア
ロ
マ
製
品
を
開
発
・
提
案
し
、
市
場
開
拓
を
図
る
。
 

山
下
里
恵
 

菊
池
圭
祐
 

前
田
研
司
 

櫻
川
智
史
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

県
内

化
成

品
メ

ー
カ

ー
 

県
単
 

企
画

調
整

部
 

（
も
の
づ
く
り

支
援
）

 

静
岡
県
の
も
の
づ
く

り
産
業
を
支
え
る
た

め
の
支
援
に
関
す
る

調
査
研
究
 

H2
6-
26
 

 
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
、
よ
り
有
効
な
企
業
支
援
の
方
策
を
探
る
た

め
、
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。
県
内
製
造
業
に
お
け
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
導

入
状
況
、
導
入
後
の
問
題
点
等
を
調
査
し
、
課
題
を
抽
出
す
る
。
ま
た
、
各
県

の
支
援
状
況
を
調
査
す
る
。
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
方
策
案
を
策
定
す
る
。

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
支
援
方
策
案
に
よ
り
、
導
入
さ
れ
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
の
有
効
活
用
を
図
る
。
 

大
川
勝
正
 

矢
嶋
 
雅
 

齊
藤
和
明
 

志
田
英
士
 

単
独
研
究
 

 

静
岡

協
議

会
等

県
内

製
造
業
 

県
単
 

                  



 (
２
)沼

津
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
 

 
  
工
業
技
術
研
究
所
 沼

津
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
  
No
.1
 
 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

バ
イ

オ
科

 
自
然
界
か
ら
の
新
た

な
香
味
を
有
す
る
清

酒
醸
造
用
酵
母
の
開

発
 

H2
4-
26
 

 
本
県
酒
造
業
界
よ
り
、
静
岡
県
地
酒
の
さ
ら
な
る
差
別
化
及
び
商
品
幅
の
拡

大
を
図
り
た
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
新
商

品
開
発
の
推
進
及
び
酒
造
業
界
の
発
展
・
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
新
た
な
清
酒
醸
造
用
酵
母
（
新
規
静
岡
酵
母
）
の
開
発
を
行
う
。
酵
母
は

自
然
界
か
ら
野
生
株
を
広
く
取
得
す
る
、
ま
た
そ
の
過
程
に
お
い
て
酒
造
以
外

の
発
酵
産
業
に
応
用
可
能
な
酵
母
の
掘
り
起
こ
し
も
行
う
。
 

勝
山
 
聡
 

天
野
祥
吾
 

岩
原
健
二
 

共
同
研
究
 

(県
酒
造
組
合
) 

県
内

酒
造

業
界
 

県
単
 

バ
イ

オ
科

 
富
士
山
頂
貯
蔵
に
よ

る
農
畜
産
物
等
の
品

質
・
食
味
へ
の
影
響

評
価
 

H2
5-
26
 

 
富
士
山
を
活
用
し
た
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
目
指
し
て
、
山
頂
の
低
温
、

低
圧
、
低
酸
素
と
い
っ
た
極
地
条
件
下
に
お
け
る
農
畜
産
物
の
熟
成
に
着
目
し
、

茶
、
米
、
牛
肉
、
日
本
酒
等
を
対
象
に
一
定
期
間
富
士
山
頂
で
貯
蔵
し
、
貯
蔵

前
後
の
品
質
変
化
を
解
析
す
る
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
日
本
酒
の
品
質

変
化
に
つ
い
て
官
能
評
価
、
成
分
分
析
に
よ
り
効
果
の
確
認
を
行
う
。
 

岩
原
健
二
 

勝
山
 
聡
 

天
野
祥
吾
 

単
独
研
究
 

 

研
究

調
整

課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

バ
イ

オ
科

 
感
染
症
の
超
高
感
度

簡
易
迅
速
診
断
シ
ス

テ
ム
の
実
用
化
技
術

開
発
 

－
サ
イ
ク
リ
ン
グ
反

応
に
適
す
る
精
製
酵

素
開
発
－
 

H2
6-
27
 

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
の
簡
易
迅
速
診
断
法
に
お
い
て
検
出
感
度

を
10
00

倍
以
上
に
で
き
る
超
高
感
度
な
感
染
症
診
断
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
が

試
作
レ
ベ
ル
ま
で
完
了
し
た
。
当
シ
ス
テ
ム
は
抗
原
抗
体
反
応
と
酵
素
反
応
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
だ
が
、
実
用
化
に
は
酵
素
反
応
の
効
率
向
上
な
ど
更
な
る

高
度
化
や
最
適
化
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
に
不
可
欠

な
酵
素
反
応
に
必
要
な
酵
素
を
最
適
化
す
る
技
術
開
発
を
行
う
。
 

太
田
俊
也
 

飯
塚
千
佳
世
 

高
木
啓
詞
 

単
独
研
究
 

協
力
 

（
徳

島
文

理
大

学
、
民
間
２
社
）
 

県
内

医
療

関
連
企
業
 

県
単
 

バ
イ

オ
科

 
遺
伝
子
分
離
技
術
に

基
づ
く
微
生
物
群
集

解
析
に
よ
る
乳
酸
菌

発
酵
食
品
の
品
質
改

良
 

 

H2
6-
27
 

 
野
菜
や
穀
類
等
を
原
材
料
と
す
る
乳
酸
菌
発
酵
食
品
中
の
微
生
物
群
集
に

は
、
試
料
を
寒
天
培
地
で
培
養
し
て
形
成
す
る
コ
ロ
ニ
ー
を
観
察
す
る
手
法
が

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
縁
種
同
士
で
は
コ
ロ
ニ
ー
形
状
に
区
別

が
つ
か
な
い
な
ど
、
解
析
精
度
は
極
め
て
低
い
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
当
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
乳
酸
菌
群
集
を
高
度
に
解
析
す
る
手
法
を
用
い

て
各
々
の
乳
酸
発
酵
食
品
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
乳
酸
菌
を
特
定

し
、
風
味
に
優
れ
た
商
品
開
発
を
行
う
。
 

高
木
啓
詞
 

太
田
俊
也
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

食
品

関
連

企
業
 

県
単
 



 
  
工
業
技
術
研
究
所
 沼

津
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
  
No
.2
 
 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

機
械

電
子

科
 

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
医
療
･
介
護
用

機
器
の
開
発
-
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
要

素
技
術
の
研
究
開
発

- 

H2
5-
27
 

 
褥
瘡
・
医
療
関
連
機
器
圧
迫
創
傷
の
予
防
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
医
療
現
場
の

喫
緊
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
ME
MS
３
軸
力
セ
ン
サ
と
水
素
吸
蔵
合
金
を
組
み
合

わ
せ
褥
瘡
・
医
療
関
連
機
器
圧
迫
創
傷
の
予
防
シ
ス
テ
ム
に
活
用
で
き
る
要
素

技
術
を
開
発
す
る
。
 

鬼
久
保
郁
雄
 

本
多
正
計
 

細
野
美
奈
子
 

共
同
研
究
 

(産
総
研
) 

新
産

業
集

積
課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

機
械

電
子

科
 

人
の
運
動
錯
覚
現
象

を
利
用
し
た
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
開
発
 

－
運
動
錯
覚
誘
起
の

た
め
の
物
理
刺
激
方

法
と
刺
激
条
件
の
確

立
－
 

H2
5-
26
 

 
人
の
運
動
錯
覚
現
象
を
利
用
し
た
新
し
い
リ
ハ
ビ
リ
シ
ス
テ
ム
（
管
理
医
療

機
器
:C
la
ss
2
相
当
）
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。
運
動
錯
覚
は
、
①
深
部
感
覚
、

②
皮
膚
感
覚
、
③
視
覚
の
い
ず
れ
か
の
受
容
器
を
興
奮
さ
せ
る
こ
と
で
誘
起
出

来
る
。
こ
れ
ら
受
容
器
は
、
人
体
外
部
か
ら
の
物
理
刺
激
（
例
え
ば
振
動
等
）

に
よ
っ
て
興
奮
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
た
め
の
刺
激
方
法
や
条
件
に

つ
い
て
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
運
動
錯
覚
現
象
を
誘

起
さ
せ
る
た
め
の
最
適
な
刺
激
条
件
を
確
立
し
体
系
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

本
多
正
計
 

小
泉
雄
輔
 

鬼
久
保
郁
雄
 

単
独
研
究
 

協
力
 

(名
古
屋
大
学
、
静

岡
理
工
科
大
学
、

介
護
老
人
保
健
施

設
、
県
立
こ
ど
も

病
院
、
民
間
１
社
) 

県
内

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
施

設
・
病
院
等
 

県
単
 

機
械

電
子

科
 

ス
ケ
ー
ル
の
つ
き
に

く
い
金
属
皮
膜
処
理

に
関
す
る
研
究
 

H2
6-
26
 

パ
ー
カ
ー
処
理
を
行
う
際
、
都
市
ガ
ス
を
利
用
し
た
ス
チ
ー
ム
の
プ
レ
ー
ト

コ
イ
ル
（
SU
S3
04

製
）
で
反
応
槽
の
加
温
を
し
て
い
る
。
プ
レ
ー
ト
コ
イ
ル
を

使
用
し
て
い
る
と
徐
々
に
白
色
の
異
物
が
付
着
し
、
熱
効
率
が
悪
く
な
り
反
応

槽
の
温
度
上
昇
に
時
間
が
か
か
る
等
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
プ
レ
ー
ト
コ
イ
ル
に
金
属
皮
膜
処
理
を
行
う
こ
と
で
、
異
物
が
生
成
さ

れ
て
も
付
着
し
に
く
く
す
る
手
法
を
確
立
さ
せ
る
。
 

橘
川
義
明
 

小
泉
雄
輔
 

鬼
久
保
郁
雄
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

県
内
企
業
 

県
単
 

機
械

電
子

科
 

低
消
費
電
力
化
を
実

現
さ
せ
た
次
世
代
型

ホ
モ
ゲ
ナ
イ
ザ
ー
の

開
発
 

H2
6-
26
 

乳
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
推
進
す
る
省
電
力
化
の
要
求
を
受
け
、
先
行
す
る
海
外

製
省
電
力
ホ
モ
ゲ
ナ
イ
ザ
ー
に
対
抗
す
る
た
め
、
高
効
率
ホ
モ
バ
ル
ブ
を
搭
載

し
た
次
世
代
型
ホ
モ
ゲ
ナ
イ
ザ
ー
を
開
発
し
、
省
電
力
化
を
実
現
す
る
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
効
率
ホ
モ
バ
ル
ブ
の
性
能
評
価
試
験
を
行
う
。
 

本
多
正
計
 

小
泉
雄
輔
 

橘
川
義
明
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

県
内
企
業
 

外
部
資
金
 

（
国
も
の
づ

く
り
補
助

金
）
 

    



(３
)富

士
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
 

 
  
工
業
技
術
研
究
所
 富

士
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
  
No
.1
 
 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

製
紙

科
 

デ
ジ
タ
ル
印
刷
物
の

リ
サ
イ
ク
ル
適
性
評

価
法
の
開
発
と
古
紙

原
料
へ
の
混
入
の
影

響
評
価
 

H2
4-
26
 

 
県
内
製
紙
会
社
で
は
、
古
紙
を
多
量
に
使
用
し
て
い
る
。
今
後
ト
ナ
ー
印
刷

物
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷
物
の
生
産
量
が
増
大
し
て
、
古
紙
へ
の
混
入
率
が
高

ま
る
と
、
古
紙
処
理
時
に
様
々
な
問
題
（
品
質
ク
レ
ー
ム
、
ロ
ス
品
）
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
デ
ジ
タ
ル
印
刷
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
適
性
評
価
手

法
を
開
発
し
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷
物
の
古
紙
処
理
へ
の
影
響
を
検
討
し
、
そ
の
情

報
を
県
内
製
紙
業
界
に
提
供
す
る
。
 

山
口
智
久
 

深
沢
博
之
 

鈴
木
悠
介
 

単
独
研
究
 

 

製
紙

関
連

団
体
 

県
単
 

製
紙

科
 

紙
に
含
ま
れ
る
木
材

パ
ル
プ
の
複
合
的
評

価
手
法
の
開
発
 

H2
5-
27
 

 
古
紙
は
、
製
紙
原
料
と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
繰

り
返
す
と
パ
ル
プ
繊
維
が
劣
化
し
、
強
度
低
下
す
る
。
企
業
で
は
、
製
造
現
場

の
長
年
の
経
験
に
頼
り
、
目
的
に
応
じ
て
古
紙
を
混
合
し
て
再
生
紙
を
製
造
し

て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
古
紙
中
の
パ
ル
プ
繊
維
の
劣
化
度
合
い
、
針
葉
樹
・

広
葉
樹
の
判
別
、
脱
リ
グ
ニ
ン
の
有
無
な
ど
を
、
近
赤
外
分
光
ス
ペ
ク
ト
ル
を

用
い
て
、
客
観
的
か
つ
簡
便
に
評
価
で
き
る
手
法
を
開
発
す
る
。
 

河
部
千
香
 

深
沢
博
之
 

単
独
研
究
 

 

製
紙

関
連

団
体
 

県
単
 

製
紙

科
 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
ク
レ
ー
プ
形
状

が
や
わ
ら
か
さ
に
与

え
る
影
響
 

H2
5-
26
 

 
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
原
料
古
紙
の
品
質
低
下
や
安
価
な
輸
入
品
の
増

加
に
よ
り
競
争
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
最
も
重
要

な
品
質
は
、
"や

わ
ら
か
さ
"で

あ
り
、
"や

わ
ら
か
さ
"は

ク
レ
ー
プ
形
状
に
影

響
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ク
レ
ー
プ
形
状
の
評
価
法
を
確
立
し
、

製
品
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
ク
レ
ー
プ
形
状
と
や
わ
ら
か
さ
の
関
係
を
明
ら
か

に
し
、
や
わ
ら
か
さ
の
出
や
す
い
ク
レ
ー
プ
形
状
を
提
案
す
る
。
 

鈴
木
悠
介
 

深
沢
博
之
 

木
野
浩
成
 

単
独
研
究
 

 

製
紙

関
連

団
体
 

県
単
 

製
紙

科
 

抄
造
技
術
を
用
い
た

蓄
電
池
用
セ
パ
レ
ー

タ
の
開
発
 

H2
5-
26
 

 
蓄
電
池
は
幅
広
い
分
野
で
使
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
市
場
拡
大
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
、
長
寿
命
、
低
コ
ス
ト
、
高
安
全
化
な
ど
が
、

特
性
面
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
低
コ
ス
ト
化
や
複
数
の
材
料
を
複
合
化

す
る
手
段
と
し
て
、
抄
紙
法
で
シ
ー
ト
化
し
た
セ
パ
レ
ー
タ
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
本
研
究
で
は
、
種
々
の
機
能
性
材
料
を
抄
紙
法
に
よ
り
シ
ー
ト
に
複
合
化

し
、
高
耐
熱
性
と
高
機
能
性
を
両
立
さ
せ
た
蓄
電
池
用
セ
パ
レ
ー
タ
を
開
発
す

る
。
 

深
沢
博
之
 

河
部
千
香
 

木
野
浩
成
 

共
同
研
究
 

（
民
間
１
社
）
 

製
紙

関
連

企
業
 

県
単
 

  



 

 
  
工
業
技
術
研
究
所
 富

士
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
  
No
.2
 
 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

機
械

電
子

科
 

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
医
療
・
介
護
用

機
器
の
開
発
 

－
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
支
え
る
見

守
り
シ
ス
テ
ム
の
開

発
－
 

H2
5-
27
 

 
在
宅
に
お
け
る
ベ
ッ
ド
上
の
要
介
護
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
を
、
無
意
識
・

無
拘
束
で
検
知
で
き
る
新
た
な
セ
ン
サ
シ
ー
ト
を
開
発
し
、
そ
れ
を
基
に
地
域

包
括
ケ
ア
に
適
し
た
安
価
な
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
構
築
す
る
。
 

中
山
 
洋
 

岡
田
慶
雄
 

白
井
 
圭
 

三
浦
 
清
 

共
同
研
究
 

 (
民
間
２
社
) 

 

新
産

業
集

積
課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

機
械

電
子

科
 

高
度
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

膜
へ
の
特
性
付
与
技

術
の
開
発
 

H2
6-
27
 

 
プ
ラ
ズ
マ
処
理
技
術
の
開
発
・
評
価
を
中
心
に
、
高
度
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
一

層
広
く
利
用
さ
れ
る
技
術
に
す
る
た
め
の
研
究
を
行
う
。
具
体
的
内
容
は
、
ダ

イ
カ
ス
ト
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る
表
面
酸
化
処
理
、
非
粘
着
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
大
サ
イ
ズ
・
高
速
処
理
な
ど
を
可
能
と
す
る
表
面
活
性
基
導

入
処
理
技
術
を
開
発
し
、
両
者
と
も
一
層
の
耐
久
性
能
を
向
上
さ
せ
る
事
で
、

そ
の
技
術
を
広
く
普
及
さ
せ
る
。
 

高
木
 
誠
 

長
谷
川
茂
 

共
同
研
究
 

 (
民
間
１
社
) 

 

製
造

業
現

場
 

県
単
 



(４
)浜

松
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
 

 
  
工
業
技
術
研
究
所
 浜

松
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
  
No
.1
 
 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

光
科

 
LE
D
用
樹
脂
レ
ン
ズ

の
開
発
・
評
価
に
関

す
る
研
究
 

H2
4-
26
 

 
非
球
面
レ
ン
ズ
の
形
状
計
測
や

LE
D
製
品
の
開
発
に
関
す
る
技
術
相
談
が
急

増
し
て
お
り
、
さ
ら
に
県
内
業
界
団
体
か
ら
、
LE
D
等
の
評
価
手
法
の
開
発
・
普

及
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
LE
D
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
用
樹
脂
レ
ン
ズ
の

よ
う
な
大
型
樹
脂
光
学
部
品
の
設
計
・
製
造
・
評
価
技
術
を
確
立
し
、
LE
D
照
明

等
で
用
い
る
樹
脂
光
学
部
品
産
業
へ
参
入
す
る
企
業
創
出
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
。
 

太
田
幸
宏
 

中
野
雅
晴
 

 

新
産
業
集
積
課
 

共
同
研
究
 

（
工
業
技
術
研
究

所
（
本
所
）
、
民

間
１
社
）
 

協
力
 

（
静
岡
大
学
、
横

浜
国
立
大
学
、
山

形
大
学
、
民
間
１

社
）
 

新
産

業
集

積
課
 

県
単
 

(新
成
長
) 

光
科

 
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
表

面
加
工
技
術
の
開
発
 

H2
5-
26
 

 
ガ
ラ
ス
と
樹
脂
等
の
積
層
材
を
同
時
に
加
工
す
る
切
削
工
具
を
作
製
す
る
た

め
に
、
切
削
工
具
の
素
材
と
し
て
需
要
の
高
い
焼
結
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
レ
ー
ザ

ー
に
よ
り
表
面
加
工
す
る
技
術
を
開
発
す
る
。
ま
た
、
大
気
中
高
温
下
に
お
け

る
金
属
の
潤
滑
性
・
耐
久
性
の
向
上
と
用
途
拡
大
を
狙
い
、
多
種
多
様
な
潤
滑

性
付
与
が
可
能
な
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
表
面
加
工
技
術
の
開
発
を
行
う
。
 

山
下
清
光
 

柳
原
 
亘
 

植
田
浩
安
 

共
同
研
究
 

(民
間
２
社
) 

県
内

ガ
ラ

ス
加

工
関

連
企
業
、
金

属
加

工
関

連
企
業
 

県
単
 

光
科

 
レ
ー
ザ
ー
式
三
次
元

測
定
の
誤
差
要
因
に

お
け
る
精
度
評
価
 

H2
5-
26
 

 
レ
ー
ザ
ー
式
三
次
元
測
定
に
は
、
測
定
面
性
状
、
測
定
条
件
、
解
析
条
件
等

の
多
種
多
様
な
誤
差
要
因
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
誤
差
要
因
に
お
け
る
検

査
事
例
が
少
な
く
、
測
定
結
果
の
信
頼
性
の
確
保
が
十
分
で
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
本
研
究
で
は
、
前
年
度
ま
で
に
開
発
し
た
寸
法
測
定
用
標
準
器
と
新
た

に
開
発
す
る
幾
何
形
状
測
定
用
の
標
準
器
を
用
い
て
、
上
記
の
誤
差
要
因
に
お

け
る
精
度
検
査
を
実
施
し
、
測
定
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

栁
原
 
亘
 

太
田
幸
宏
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

精
密

測
定

機
器

製
造

業
 

県
単
 

光
科

 

材
料

科
 

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
健

康
医
療
機
器
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
加
工
技

術
の
開
発
 

H2
6-
28
 

 
健
康
医
療
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
を
中
心
に
、
①
眼
鏡

レ
ン
ズ
の
レ
ー
ザ
ー
染
色
技
術
の
確
立
②
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
レ
ー
ザ
ー
溶

着
③
伝
熱
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
レ
ー
ザ
ー
照
射
条
件
最
適
化
、
を
実
施

す
る
。
こ
れ
ま
で
浜
松
工
技
セ
ン
タ
ー
で
培
っ
て
き
た
レ
ー
ザ
ー
加
工
の
蓄
積

に
加
え
、
新
し
い
加
工
技
術
の
開
発
を
行
い
、
負
荷
価
値
の
高
い
競
争
力
の
高

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
製
造
技
術
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

植
田
浩
安
 

鷺
坂
芳
弘
 

山
下
清
光
 

柳
原
 
亘
 

長
津
義
之
 

共
同
研
究
 

(民
間
２
社
) 

健
康

医
療

機
器

製
造

業
等

 

県
単
 

(新
成
長
) 



 
  
工
業
技
術
研
究
所
 浜

松
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
  
No
.2
 
 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

電
子

科
 

電
波
識
別
技
術
の
実

用
化
開
発
 

H2
5-
27
 

 
近
年
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
代
表
さ
れ
る
無
線
デ
ー
タ
通
信
の

普
及
は
目
覚
し
く
、
今
後
も
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
通
信
方
式
に
は
無
線

LA
N、

Bl
ue
to
ot
h
、
Zi
gB
ee

等
様
々
あ
る
が
、
主
に
使
用
さ
れ
る
無
線
周
波
数
は

2.
4G
Hz

帯
で
あ
る
。
こ
の
周
波
数
帯
に
は
多
く
の
無
線
方
式
が
混
在
す
る
上
に

電
子
レ
ン
ジ
等
か
ら
の
妨
害
電
磁
波
も
あ
り
、
通
信
が
切
れ
る
・
速
度
が
遅
く

な
る
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
。
こ
の
原
因
究
明
の
た
め
に
、
通
常
は
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
ア
ナ
ラ
イ
ザ
等
の
汎
用
測
定
器
が
使
わ
れ
る
が
、
そ
の
表
示
波
形
か
ら
通

信
方
式
を
読
み
取
る
に
は
熟
練
し
た
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
誰
で
も
簡
単
に
使
え
る
小
型
軽
量
で
高
性
能
な
電
波

識
別
装
置
の
製
品
化
を
目
指
す
。
 

杉
森
正
康
 

山
田
浩
文
 

松
田
 
稔
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

協
力
 

（
静
岡
大
学
) 

電
気

･電
子

機
器

製
造

業
 

県
単
 

機
械

科
 

材
料

科
 

半
溶
融
成
形
法
に
よ

る
高
放
熱
性
ヒ
ー
ト

シ
ン
ク
の
開
発
 

H2
6-
28
 

 
半
溶
融
成
形
法
は
、
薄
肉
・
複
雑
形
状
鋳
物
を
高
品
質
で
製
造
で
き
る
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
。
特
に
合
金
材
質
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
く
適
用
で
き
る
た
め
、

Si
量
を
減
ら
し
た
熱
伝
導
の
良
い
合
金
の
製
造
が
可
能
で
あ
る
。
本
研
究
で
は

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
製
造
に
半
溶
融
成
形
法
を
適
用
し
、
合
金
材
質
の
適
正
化
（
添

加
元
素
の
減
少
）
・
鋳
造
欠
陥
の
減
少
・
熱
処
理
に
よ
る
組
織
改
質
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
放
熱
性
の
向
上
及
び
複
雑
・
軽
量
化
を
実
現

し
、
機
械
部
品
と
し
て
の
高
機
能
化
を
実
現
す
る
。
 

岩
澤
 
秀
 

針
幸
達
也
 

大
澤
洋
文
 

宮
原
鐘
一
 

長
津
義
之
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

 

輸
送

機
器

部
品

・
電

子

電
気

機
器

部
品

製
造

業
 

外
部
 

（
産
業
振
興

財
団
）
 

材
料

科
 

チ
タ
ン
合
金
の
陽
極

酸
化
処
理
に
お
け
る

色
調
の
安
定
化
に
関

す
る
研
究
 

H2
5-
26
 

 
チ
タ
ン
合
金
は
軽
量
・
高
強
度
・
高
耐
食
性
・
高
生
体
適
合
性
な
ど
優
れ
た

特
徴
を
有
し
、
医
療
部
品
を
初
め
と
し
て
用
途
が
広
が
っ
て
い
る
。
チ
タ
ン
合

金
は
一
般
的
に
は
無
塗
装
で
使
用
さ
れ
る
が
、
意
匠
性
や
部
品
選
別
の
た
め
に

陽
極
酸
化
処
理
に
よ
っ
て
透
明
な
酸
化
皮
膜
を
形
成
さ
せ
、
光
の
干
渉
作
用
で

発
色
さ
せ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
有
す
る
強
固
な
自
然
酸
化
膜
が
陽
極
酸
化

処
理
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
安
定
的
な
発
色
が
難
し
い
。
本
研
究
で
は
、
チ

タ
ン
合
金
の
陽
極
酸
化
処
理
に
つ
い
て
、
よ
り
安
定
的
な
発
色
が
得
ら
れ
る
処

理
方
法
の
技
術
開
発
に
取
り
組
む
。
 

田
光
伸
也
 

伊
藤
芳
典
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

 

金
属

部
品

加
工

関
連

企
業

 

県
単
 

   



 
  
工
業
技
術
研
究
所
 浜

松
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
  
No
.3
 
 

科
/ス

タ
ッ
フ
名
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
 
題
 
内
 
容
 
説
 
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

材
料

科
 

材
料

に
お

け
る

処

理
・
解
析
プ
ロ
セ
ス

の
ス
マ
ー
ト
レ
シ
ピ

化
・
DB

化
に
関
す
る

研
究
 

H2
5-
26
 

 
近
近
年
、
材
料
に
関
す
る
研
究
、
技
術
相
談
・
依
頼
試
験
に
お
い
て
、
よ
り

豊
富
な
知
識
や
デ
ー
タ
の
解
析
力
の
向
上
、
ま
た
不
具
合
原
因
調
査
に
か
か
る

時
間
の
短
縮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
担
当
の
職
員
が
そ
れ
ら
の
要
求
に
的
確
に

応
え
る
た
め
に
は
、
高
度
か
つ
使
い
や
す
い
ノ
ウ
ハ
ウ
集
(レ

シ
ピ
形
式
＆
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
形
式
）
が
必
要
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
職
員
相
互
の
技
術
力
の
向
上

と
技
術
習
得
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
金
属
の
破
面
解
析
方
法
、
各
種
機
器
分

析
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
情
報
を
整
理
し
、
今
後
新
た
に
得
た

情
報
も
加
え
る
こ
と
の
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
職
員
間
で
共
有
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

植
松
俊
明
 

是
永
宗
祐
 

田
光
伸
也
 

田
中
宏
樹
 

単
独
研
究
 

 

金
属

材
料

加
工

関
連

企
業

等
 

県
単
 

材
料

科
 

難
加
工
材
の
加
工
技

術
お
よ
び
そ
の
評
価

技
術
に
関
す
る
研
究
 

H2
6-
28
 

 
近
年
、
西
部
地
域
の
主
要
産
業
で
あ
る
輸
送
機
器
に
お
い
て
、
「
燃
費
向
上
、

軽
量
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、
電
気
自
動
車
へ
の
移
行
が
予
測

さ
れ
、
部
品
加
工
を
支
え
る
中
小
企
業
も
現
状
に
と
ど
ま
ら
ず
、
チ
タ
ン
や

CF
RP
、
ハ
イ
テ
ン
な
ど
の
軽
量
化
新
素
材
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
研
究

で
は
、
新
成
長
戦
略
研
究
で
蓄
積
し
た
難
加
工
材
の
切
削
加
工
や
塑
性
加
工
の

加
工
技
術
・
評
価
技
術
を
普
及
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
の
加
工
技
術
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
支
援
し
、
既
存
技
術
の
高
度
化
、
成
長
分
野
へ
の
参
入
を
促
す
。
 

植
松
俊
明
 

長
津
義
之
 

是
永
宗
祐
 

大
澤
洋
文
 

伊
藤
芳
典
 

共
同
研
究
 

(民
間
１
社
) 

協
力
 

（
静
岡
大
学
) 

輸
送

用
機

器
部

品
製

造
業

 

県
単
 

繊
維

高
分

子
材

料
科

 

製
織
技
術
を
生
か
し

た
振
動
特
性
に
優
れ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
繊

維
複
合
素
材
の
開
発
 

H2
5-
26
 

 
セ
ン
タ
ー
の
保
有
す
る
製
織
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
原
糸
の
炭
素
繊
維
や

ア
ラ
ミ
ド
繊
維
等
の
特
性
と
織
物
独
特
の
異
方
性
に
よ
っ
て
必
要
な
剛
性
と
振

動
特
性
を
付
与
し
た
織
物
を
開
発
し
、
繊
維
強
化
複
合
材
料
(F
RP
)と

し
て
地
域

の
音
響
機
器
関
連
部
材
等
へ
の
展
開
を
図
る
。
 

鈴
木
重
好
 

山
崎
利
樹
 

鈴
木
一
之
 

単
独
研
究
 

協
力
 

（
静
岡
大
学
、
民

間
１
社
）
 

繊
維

関
連

企
業

 

県
単
 

 



６ 平成25年度業務実績（技術相談・依頼試験・設備使用等） 

 
(１) 平成25年度業務実績一覧 

 
 
(２) 技術相談・依頼試験・設備使用各件数の推移 

 

  

 技術指導件数の推移 

 

区       分 
工業技術

研究所 沼津工技支 富士工技支 浜松工技支 計 

技術指導・相談（件数） 11,671 2,432 2,771 8,825 25,699

依頼試験（件数） 8,643 4,173 1,147 18,464 32,427

設備使用（時間数） 13,494 8,781 4,523 23,689 50,487

講習会等の開催  （件数） 
            （参加者数） 

40

1,525

9

354

12

429

32

1,191

93

3,499

（研究会数） 7 2 1 8 18研究会の 
運営･指導 （同会員数） 360 58 9 310 737

静岡県工業技術情報 （研究所・３センター共通）  5,600部 

研究所・センターニュース 1,800 1,200 － 2,000 5,000

研究報告 1,300部 1,300部
情報提供 

その他     インターネットによる情報提供等 
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 依頼試験件数の推移 

 

 

 

 設備使用件数の推移 
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Ⅴ 環 境 衛 生 科 学 研 究 所 

 

 



 



Ⅴ 環境衛生科学研究所 

１ 試験研究組織 
 
 

企画調整課 企画調整班 

所 長 

環境科学班 環境科学部 

ウイルス班 

細菌班 

微生物部 

医薬班 

食品班 

医薬食品部 

水質環境班 

大気騒音環境班 

大気水質部 

総務課 総務班 副所長



２ 試験研究職員構成 
 

 

※( )は兼務職員で外数、[ ]は再任用職員で内数、○は非常勤職員で外数 

技術職員 
区    分 

事 務 

職 員 研 究 行 政 

非常勤 

職 員 
計 

所 長 1    1 

副所長   1  1 

課長 1    1 
総務課 

総務班 2   ② 2 ② 

課長   1  1 
企画調整課 

企画調整班 3 (1)   3(1) 

部長  1   1 
環境科学部 

環境科学班  7   7 

部長  1   1 

ウイルス班  5   5 微生物部 

細菌班  6   6 

部長  1   1 

医薬班  7  ① 7 ① 医薬食品部 

食品班  5   5 

部長  1   1 

水質環境班  6[3]   6[3] 大気水質部 

大気騒音環境班  7[2]   7[2] 

計 7 47(1)[5] 2 ③ 56(1)[5]③



 

３ 試験研究方針 

 

（１） 研究目標の背景 

【環境】 

  本県は、美しい自然環境と活力ある多彩な産業に恵まれていますが、さ

らに自然と調和した持続可能な社会の実現を目指し、「低炭素社会」、「循環

型社会」及び「自然共生社会」の三つの社会づくりに向けた施策を展開し

ています。 

大気、水質については、おおむね環境基準が達成されていますが、さら

に本県の生活環境を高い水準に引き上げるために、法令で定められた環境

モニタリングを確実に実施するとともに、環境基準未達成の原因究明や改

善のための調査研究を行っていくことが重要となります。 

また、近年使用されている化学物質の種類は、５万とも10万とも言われ、

人の健康や生態系に影響を及ぼすものもあることから、これらの化学物質

のリスクを踏まえた、長期間にわたる環境モニタリングや分析技術の開発

などの新たな調査研究も重要となっています。 

富士山周辺の豊かな湧水・地下水は、水資源・景観資源として利用され、

自然・生活・産業・文化を育んできました。この地域の魅力を増進するた

め、地下水量を減らさずに利用していくための新たな地下水活用策に関す

る調査研究が求められています。  

【保健衛生・消費生活】 

本県の医薬品生産は重要な産業となっており、ファルマバレープロジェ

クトの推進による医療関連産業の集積・活性化や医薬品等の品質確保に取

り組んでいく必要があります。また、近年、違法ドラッグによる事件や事

故、食品の安全性への信頼を大きく揺るがす問題が起こっており、食品の

安全性確保や消費者の不安を解消するための情報提供などの対応が強く求

められています。 

県内における食中毒に関しては、ノロウイルスが原因となる事例が増加

してきています。また、感染症関係では、新型インフルエンザウイルスや

多剤耐性菌の出現など新たな問題が発生しています。このため、発生予測、

迅速な検査法、予防技術の確立などに関する調査研究がより重要となって

います。 

 

 

（２） 研究所の特色と強み 

環境衛生科学研究所は、環境と保健衛生の科学的・技術的中核機関とし

て本県の環境と県民の健康を守るための調査研究及び各種試験検査に取り

組んでいます。 

環境関係では、大気、水質等の生活環境の保全に関する研究に加え、シ

ックハウス症候群に係る居住環境に関する研究、水生生物を用いた新たな

水質評価に関する研究、富士山周辺の地下水に関する研究、内分泌かく乱



 

化学物質に関する研究、外来種に関する研究等で成果を上げています。 

微生物関係では、食中毒、感染症の検査や疫学的研究、感染経路に関す

る研究に加え、遺伝子増幅法を利用した迅速検査法の研究で成果を上げて

います。また、狩猟動物における人獣共通感染症保有実態の解明に関する

研究にも取り組んでいます。 

医薬品・食品関係では、ポジティブリスト制度に対応するための残留農

薬や残留動物用医薬品の一斉分析法の開発及び試験法の妥当性評価に関す

る研究、指定薬物など健康危機管理に関する有害物質等の迅速分析法の開

発、医薬品等の品質保証に関する研究に加え、ファルマバレープロジェク

トの一環として創薬に関する研究にも取り組んでいます。 

また、消費生活関係では、食品や生活用品などの安全性に関する研究を

行い、消費者へ情報を提供し、賢い消費者の育成に取り組んでいます。 
 
 

（３） 担い手や県民の期待・ニーズ 

本県における環境と保健衛生の科学的・技術的中核機関として、本県の

環境と県民の健康を守るための調査研究及び各種試験検査の更なる機能強

化が求められています。  

特に、鳥インフルエンザ等の重大感染症の発生や事故等による有害化学

物質の漏えいに伴う、大気、水環境等への汚染発生など県民の健康に重篤

な影響を及ぼす可能性のある事案の発生時に、危機管理対応の一助として

正確で迅速な検査と分かりやすい結果の提供が必要です。また、越境移流

等による PM2.5 の濃度上昇やマダニが媒介する感染症等の新たな問題や冷

凍食品への農薬混入問題、学校給食におけるノロウイルス食中毒発生事案

等への県民の関心が高く、これらの課題に対する迅速な調査や対応が求め

られています。 
 
 

（４） 環境衛生科学研究所の重点研究目標 

本県の環境と県民の健康を守ることを使命とする当研究所は、良好な大

気・水質環境等の保全、感染症のまん延防止、安全・安心な医薬品・食品

等の品質確保を推進するほか、環境や健康危機の発生に迅速に対応するた

め、以下の５つを今後４年間の重点研究目標とします。 

 

① ファルマバレープロジェクトの一翼を担う創薬探索に関する研究 

② 富士山の水資源の有効活用に関する研究 

③ 迅速かつ精度の高い病原微生物の検査方法に関する研究 

④ 医薬品・食品等の健康被害に対応するための正確で迅速な検査方法に関

する研究 

⑤ 良好な大気・水質環境等の保全や環境汚染物質に関する研究 



平成 26 年度 環境衛生科学研究所 試験研究課題一覧 

                                                  平成 26年４月末現在 

            ≪試験研究の推進方向≫ ≪ 研 究 課 題 ≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 富士北麓水資源の保全と活用のための水文科学的研究(H25-H27)<共> 

2 駿河湾における富士山地下水海底湧出機構の解明(H25-H27)<受> 

3 駿河湾沿岸部の地下水流動に関する研究(H25-H27)<共> 

4 (新)沿岸海域環境の物質循環現状把握と変遷解析に関する研究(H26-H28)<共> 

5 浜名湖の流動と水質環境に関する研究(H25-H27)  

6 (新)地下水硝酸性窒素汚染対策に関する研究(H26-H27) 

 

 

7 PM2.5の短期的／長期的環境基準超過をもたらす汚染機構の解明(H25-H27)<共> 

8 山地森林生態系の保全に係わる生物・環境モニタリング(H25-H27)<共> 

9 (新)県内におけるPM2.5高濃度事例の検証と緊急時対策手法の検討(H26-H27) 

10 AMDISを用いたGC-MS用汎用全自動同定・定量データベースシステムの構築に      

関する予備検討(H25-H26)<共> 

 

11 居住環境におけるホルムアルデヒド発生源のオンサイトスクリーニング法の開発       

(H25-H26) 

 

 

 

12 富士山周辺における地下水新型熱交換システム適地評価に関する研究(H25-H27) 

 <共>  

13 静岡県東部地域の豊富な水資源を活用したマイクロ水力発電に関する研究 

(H25-H26) 

 

 

14 (新)県内一般廃棄物最終処分場の廃止可能時期の予測及び早期化に関する研究 

(H26-H27) 

 

 

15 植物のストレス診断と環境モニタリングに関する研究(H25-H26)<共> 

16 湖沼の生物多様性・生態系評価のための情報ネットワーク構築(H24-H26)<共> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大気環境の保全 

［４課題］

化学物質の適正管理

     ［１課題］

生物多様性の確保

     ［２課題］

水環境の保全 

［６課題］

 (新)：新規課題、[成]：新成長戦略研究、〈受〉：受託研究、〈共〉：共同研究 

廃棄物の適正処理の

推進     ［１課題］

低炭素な都市空間の

形成   ［２課題］



  ≪試験研究の推進方向≫ ≪ 研 究 課 題 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 ファルマバレープロジェクト創薬探索研究(H16-H32)<受> 

18 [成]ノロウイルス不活化剤の探索とその実用化に関する研究(H23-H27) 

19 グリオーマがん性幹細胞を標的とした新規低分子化合物の開発(H24-H26)<共> 

20 ヘマグルチニンを標的とした新規インフルエンザ薬の創製(H25-H27)<共> 

 

 

 

 

 

 

21 (新)医薬品試験検査の信頼性保証に関する研究(H26) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 (新)静岡県における重症熱性血小板減少症候群ウイルスの浸淫実態と感染経路に 

関する研究(H26-H27)  

23 (新)本県温泉の泉質に適した新たな消毒法の検討(H26-H27) 

 

 

 

   

 

 

 

24 生食用生鮮食品の粘液胞子虫（クドア属）の汚染実態調査(H25-H26) 

25 (新)食中毒一斉迅速検査法の実用化に関する研究(H26-H27) 

26 (新)食肉と家畜における薬剤耐性菌の汚染実態及びヒト由来薬剤耐性菌の汚染源 

に関する研究(H26-H27) 

27 [成]イノシシと戦う集落づくりと森林づくりに必要なシカ管理に関する研究  

(H25-H27)<共> 

28 無農薬緑茶を用いたお茶成分の血管機能等への効用に関する研究(H25-H26) 

29 自然由来の原材料を用いた健康食品に関する調査(H25-H26) 

 

 

 

 

30 (新)指定薬物の分析法に関する研究(H26-H27) 

 

 

 

  

 (新)：新規課題、[成]：新成長戦略研究、〈受〉：受託研究〈共〉：共同研究 

感染症対策の推進 

［２課題］

食品の安全確保 

[６課題］

薬物乱用の防止 

[1課題］

創薬を目指した化合

物の合成・解析 

［４課題］

医薬品等の安全・安

心の確保 ［１課題］



４ 平成 26 年度試験研究課題数 

 

研 究 課 題 数 
部門 分野 

 内 新 規

環境科学 環境科学 ９ １

新成長戦略（イノシシと戦う集落づくり） １ ０

ウイルス ２ １微生物 

細菌 ３ ３

新成長戦略（ノロウイルス不活化剤） １ ０

医薬 ５ ２医薬食品 

食品 ２ ０

水質 ４ ２

大気水質 

大気騒音 ３ １

合  計 ３０ １０

前年度課題数 ３３ １２

 



５
 
平
成

26
年
度
試
験
研
究
課
題
 

 環
境
衛
生
科
学
研
究
所
  
  
No
.1
 
 

部
門
/分

野
 

試
験
研
究
の
 

推
進
方
向
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題
内
容
説
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

環
境
科
学
/ 

水
質
 

水
環
境
の
保

全
 

1 
富
士
北
麓
水
資
源

の
保
全
と
活
用
の
た

め
の
水
文
科
学
的
研

究
 

H2
5-
H2
7 

富
士
山
地
域
の
地
下
水
障
害
を
克
服
し
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
は
、
流

域
全
体
の
水
循
環
シ
ス
テ
ム
を
解
明
し
た
上
で
喫
緊
に
地
下
水
保
全
に
係
る

方
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
平
成

22
年
度
か
ら
３
年
間
、
富
士
山
地
域
の

自
然
・
生
活
・
産
業
・
文
化
の
基
礎
と
な
る
、
地
下
水
資
源
の
保
全
を
中
心
と

し
た
健
全
な
水
循
環
の
確
保
・
再
生
を
目
指
し
、
現
状
の
課
題
を
克
服
し
、
水

量
・
水
質
の
確
保
に
よ
る
健
全
な
水
循
環
を
再
生
す
る
た
め
の
対
策
を
提
示
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き
た
。
 

富
士
山
を
一
体
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
富
士
山
北
麓

も
含
め
検
討
し
て
き
た
が
、
北
麓
の
水
収
支
・
水
理
地
質
等
に
関
す
る
情
報
は

少
な
い
。
こ
の
た
め
、
山
梨
県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
本
研
究
に
参
画
し
、

次
の
項
目
を
担
当
す
る
。
 

(1
) 
地
下
水
（
湧
水
）
の
水
質
分
析
 

(2
) 
地
下
水
流
動
解
析
 

伊
藤
 
彰
 

共
同
研
究
 

(
山

梨
県

環
境

科
学

研
究
所
) 

 

山
梨

県
環

境
科

学
研

究
所
 

 

―
 

大
気
水
質
/ 

水
質
 

水
環
境
の
保

全
 

2
駿
河
湾
に
お
け
る

富
士
山
地
下
水
海
底

湧
出
機
構
の
解
明
 

H2
5-
H2
7 

富
士
山
に
も
た
ら
さ
れ
た
降
水
は
海
域
で
海
底
湧
水
と
し
て
湧
出
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
富
士
山
地
域
の
水
循
環
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
の
知
見
を
踏
ま
え
、
海
底
湧
出
地
下
水
調
査
及
び
海
底
湧
出
地

下
水
流
動
系
把
握
の
た
め
の
地
下
水
環
境
調
査
（
断
層
等
地
質
構
造
・
地
下
水

性
状
の
把
握
）
に
よ
り
駿
河
湾
に
お
け
る
地
下
水
海
底
湧
出
機
構
を
解
明
し
、

日
本
一
高
い
富
士
山
か
ら
日
本
一
深
い
駿
河
湾
へ
の
水
循
環
シ
ス
テ
ム
の
解

明
を
行
う
。
 

な
お
、
海
底
湧
水
は
沿
岸
海
域
で
の
生
態
系
（
生
物
資
源
）
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、
富
士
山
か
ら
の
海
底
湧
水
と
沿
岸
生
態
系
の
関
係
解
明
に

つ
い
て
も
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
る
。
 

本
受
託
事
業
で
は
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。
 

 (
1)
 海

底
湧
出
地
下
水
調
査
 

(2
) 
海
底
湧
出
地
下
水
流
動
系
解
析
の
た
め
の
地
下
水
環
境
調
査
 

村
中
康
秀
 

受
託
研
究
 

((
独
)産

業

技
術

総
合

研
究
所
) 

(
独
)
産
業

技
術

総
合

研
究
所
 

 

受
 
託
 

 

 



環
境
衛
生
科
学
研
究
所
  
  
No
.2
 
 

部
門
/分

野
 

試
験
研
究
の
 

推
進
方
向
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題
内
容
説
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

大
気
水
質
/ 

水
質
 

水
環
境
の
保

全
 

3 
駿
河
湾
沿
岸
部
の

地
下
水
流
動
に
関
す

る
研
究
 

H2
5-
H2
7 

富
士
山
周
辺
に
お
け
る
地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
て
、
自
然
・

生
活
・
産
業
・
文
化
の
基
盤
と
な
る
地
下
水
流
動
を
主
と
し
た
水
循
環
シ
ス
テ

ム
を
解
明
し
、
水
環
境
・
水
利
用
の
現
状
や
問
題
点
を
把
握
し
た
上
で
効
果
的

に
地
下
水
量
を
増
や
す
涵
養
・
節
水
対
策
を
検
討
す
る
。

 
   

村
中
康
秀
 

共
同
研
究
 

((
独
)産

業

技
術

総
合

研
究
所
) 

(
独
)
産
業

技
術

総
合

研
究
所
 

 

―
 

大
気
水
質
/ 

水
質
 

水
環
境
の
保

全
 

4
沿
岸
海
域
環
境
の

物
質
循
環
状
況
把
握

と
変
遷
解
析
に
関
す

る
研
究
 

H2
6-
H2
8 

国
立
環
境
研
究
所
と
地
方
公
共
団
体
環
境
研
究
機
関
の
連
携
し
た
研
究
に

よ
り
、
現
在
、
全
国
の
沿
岸
海
域
で
顕
在
化
し
問
題
と
な
っ
て
い
る
貧
酸
素
水

塊
の
状
態
を
評
価
す
る
た
め
、
下
層
（
底
層
）
の
溶
存
酸
素
（
DO
）
の
実
態
を

調
査
し
、
経
年
変
化
に
つ
い
て
整
理
・
解
析
を
行
う
。
 

さ
ら
に
、D
O
減
少
の
原
因
と
な
る
水
塊
中
の
有
機
物
の
状
況
を
評
価
す
る
た

め
、
前
課
題
か
ら
継
続
し
、
溶
存
性
・
懸
濁
性
有
機
炭
素
（
DO
C・

PO
C）

や
ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル
ａ
等
の
有
機
汚
濁
物
質
に
関
連
す
る
項
目
の
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
易
・
難
分
解
性
有
機
炭
素
の
新
た
な
評
価
手
法
と
し
て
、
中
長
期
間
の

分
解
試
験
や
、
海
域
版
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
BO
D）

の
測
定
法
と
そ
の

評
価
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。
 

こ
れ
ら
に
よ
り
、
全
国
の
沿
岸
海
域
に
共
通
し
、
水
生
生
物
生
息
場
や
水
産

資
源
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
物
質
循
環
に
関
連
す
る
水
質
項
目
に
つ
い
て

の
情
報
を
収
集
・
蓄
積
し
、
貧
酸
素
水
塊
軽
減
等
に
よ
る
適
正
な
沿
岸
環
境
を

維
持
す
べ
く
、「

太
く
滑
ら
か
な
」
物
質
循
環
実
現
を
目
標
と
す
る
里
海
管
理

の
た
め
有
益
な
知
見
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

後
藤
裕
康
 

共
同
研
究
 

(国
立
環
境

研
究
所
Ⅱ

型
研
究
) 

千
葉
県
環

境
研
究
セ

ン
タ
ー
、
国

立
環
境
研

究
所
 

―
 

 



 環
境
衛
生
科
学
研
究
所
  
  
No
.3
 

部
門
/分

野
 

試
験
研
究
の
 

推
進
方
向
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題
内
容
説
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

大
気
水
質
/ 

水
質
 

水
環
境
の
保

全
 

5
浜
名
湖
の
流
動
と

水
質
環
境
に
関
す
る

研
究
 

H2
5-
H2
7 

当
研
究
所
に
お
い
て
平
成

22
年
度
～
平
成

24
年
度
に
行
っ
た
浜
名
湖
の
環

境
基
準
超
過
原
因
究
明
研
究
で
潮
流
に
よ
り
、
底
層
の
富
栄
養
水
が
湧
昇
し
て

表
層

CO
D
の
上
昇
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
浜
名
湖
の
湖
水

流
動
は
近
年
調
査
事
例
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
潮
流
に
よ
る
底
層
水
の
湧
昇
現
象

の
報
告
は
み
ら
れ
ず
、
全
国
的
に
も
稀
な
外
海
水
の
流
入
量
が
増
加
し
て
水
質

が
悪
化
し
た
事
例
で
あ
り
、
潮
流
と
水
質
環
境
悪
化
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
浜
名
湖
で
は
、
近
年
漁
場
分
布
な
ど
に
変
化
が
生
じ

て
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
湖
水
流
動
の
解
明
は
水
質
だ
け
で
な
く
、
漁
業
な
ど

の
産
業
を
含
め
た
湖
内
環
境
の
向
上
を
検
討
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
浜
名
湖
に
流
入
す
る
海
水
の
量
や
潮
流
が
水
質
に
及
ぼ
す
影
響
を

調
べ
、
水
質
改
善
に
向
け
た
提
案
や
「
魅
力
あ
る
浜
名
湖
づ
く
り
」
の
参
考
と

な
る
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
。
 

な
お
、
当
研
究
の
課
題
で
あ
る
基
準
超
過
原
因
究
明
に
当
た
っ
て
は
、
静
岡

県
立
大
学
、
大
阪
大
学
、
豊
橋
技
科
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
取
り
組
む
。
 

 

内
山
道
春
 

共
同
研
究
 

(静
岡
県
立

大
学
、大

阪

大
学
、豊

橋

技
科
大
学
) 

生
活

環
境

課
 

県
 単

 

大
気
水
質
/ 

水
質
 

水
環
境
の
保

全
 

6
地
下
水
硝
酸
性
窒

素
汚
染
対
策
に
関
す

る
研
究
 

H2
6-
H2
7 

太
田
川
水
系
今
之
浦
川
の
「
於
福
橋
」
で
の
「
硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性

窒
素
」
濃
度
は
、
平
均

8.
5m
g/
L（

5.
9～

10
mg
/L
）
と
高
い
状
態
が
継
続
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
硝
酸
性
窒
素
」
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
因
は
、
磐

田
市
内
で
の
「
硝
酸
性
窒
素
」
に
よ
る
地
下
水
汚
染
と
推
測
さ
れ
る
が
、
他
の

要
因
と
の
寄
与
率
の
比
較
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
 

ま
た
、
市
街
で
の
下
水
道
接
続
率
の
上
昇
に
伴
い
、
今
後
、
河
川
水
に
占
め

る
地
下
水
（
湧
水
）
の
比
率
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
「
於

福
橋
」
に
お
け
る
環
境
基
準
超
過
も
懸
念
さ
れ
る
。
 

そ
こ
で
、「

於
福
橋
」
に
お
け
る
「
硝
酸
性
窒
素
」
負
荷
量
に
対
す
る
地
下

水
の
寄
与
率
を
明
ら
か
に
し
、
地
下
水
汚
染
防
止
対
策
の
重
要
性
と
、
よ
り
一

層
の
対
策
の
進
展
を
働
き
か
け
る
資
料
と
す
る
。
 

   

小
山
祐
人
 

単
独
研
究
 

生
活

環
境

課
 

県
 単

 



 環
境
衛
生
科
学
研
究
所
  
  
No
.4
 
 

部
門
/分

野
 

試
験
研
究
の
 

推
進
方
向
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題
内
容
説
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

大
気
水
質
/ 

大
気
騒
音
 

大
気
環
境
の
 

保
全
 

7 
PM
2.
5
の
短
期
的
／

長
期
的
基
準
超
過
を

も
た
ら
す
汚
染
機
構

の
解
明
 

H2
5-
H2
7 

各
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
成
分
分
析
は
、
汚
染
機
構
の
解
明
や
発
生
源

寄
与
率
推
定
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
環
境
省
が
提
唱
し
て

い
る
４
季
、
各
２
週
間
と
い
う
観
測
結
果
を
用
い
て
、
長
期
的
な
汚
染
状
況
を

評
価
す
る
こ
と
の
妥
当
性
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
 

ま
た
、
こ
の
観
測
体
制
で
は
、
年
間
に
起
こ
る
高
濃
度
事
例
を
捉
え
る
確
率

が
低
く
、
短
期
的
な
高
濃
度
汚
染
を
解
明
す
る
に
は
、
24

時
間
採
取
と
い
う
時

間
分
解
能
は
、
十
分
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
PM
2.
5
の
環

境
基
準
の
達
成
に
必
要
な
知
見
を
得
る
た
め
に
は
、
短
期
的
な
高
濃
度
汚
染
事

例
の
収
集
や
長
期
的
・
平
均
的
な
汚
染
状
況
に
対
応
し
た
成
分
分
析
が
必
要
で

あ
る
。
 

ま
た
、
汚
染
機
構
や
発
生
源
寄
与
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
レ
セ
プ
タ
ー
モ

デ
ル
や
化
学
輸
送
モ
デ
ル
な
ど
の
手
法
に
よ
る
解
析
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
統
合
す
る
こ
と
で

PM
2.
5
環
境
基
準
超
過
の
要
因
を
詳
細
に
検
討
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の

PM
2.
5
汚
染
要
因
の
検
討
は
、
類
似
の
汚
染
機
構
を
持
つ
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
対
策
の
検
討
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
 

本
研
究
で
は
、
国
立
環
境
研
究
所
と
複
数
の
自
治
体
機
関
と
の
協
働
に
よ

り
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
PM
2.
5
の
環
境
対
策
に
結
び
つ

く
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

(1
) 
高
濃
度
汚
染
時
の

PM
2.
5
観
測
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
 

(2
) 
レ
セ
プ
タ
ー
モ
デ
ル
に
よ
る
発
生
源
種
別
寄
与
評
価
 

(3
) 
化
学
輸
送
モ
デ
ル
に
よ
る
地
域
別
寄
与
評
価
 

(4
) 
季
別
測
定
デ
ー
タ
と
長
期
平
均
値
の
関
係
解
析
 

(5
) 
PM
2.
5
に
関
す
る
他
の
測
定
項
目
や
手
法
に
よ
る
汚
染
機
構
解
明
 

   

三
宅
健
司
 

萱
沼
広
行
 

篠
原
英

二

郎
 

共
同
研
究
 

(
国

立
環

境
研

究
所

Ⅱ
型

研

究
) 

大
阪

市
環

境
科

学
研

究
所

、
国

立
環

境
研

究
所
 

―
 



 環
境
衛
生
科
学
研
究
所
  
  
No
.5
 
 

部
門
/分

野
 

試
験
研
究
の
 

推
進
方
向
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題
内
容
説
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

大
気
水
質
/ 

大
気
騒
音
 

大
気
環
境
の
 

保
全
 

8 
山
地
森
林
生
態
系

の
保
全
に
係
わ
る
生

物
・
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
 

H2
5-
H2
7 

近
年
、
各
地
の
山
地
の
森
林
に
お
い
て
ブ
ナ
等
樹
木
の
衰
退
現
象
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
要
因
の
一
つ
と
し
て
長
距
離
移
流
に
よ
る
オ
ゾ
ン
濃
度
の
上
昇
等

大
気
汚
染
の
影
響
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
シ
カ
食
害
に
よ
る
林
床
植
生
の
破
壊
も
全
国
各
地
で
報
告
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
土
壌
流
亡
や
土
壌
乾
燥
化
を
進
行
さ
せ
、
各
地
域
の
森
林
生
態

系
・
生
物
多
様
性
に
影
響
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
は
、
森
林
生
態
系
の
衰
退
／
健
全
度

を
的
確
に
評
価
し
、
そ
の
劣
化
の
兆
候
を
早
期
に
把
握
し
、
迅
速
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
長
期
的
な
継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
因
果
関
係
の
把
握
が
極

め
て
重
要
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
 

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
ブ
ナ
林
生
態
系
に
限
定
し
、
そ
の
存
続
を
脅
か
す

と
考
え
ら
れ
る
要
因
（
オ
ゾ
ン
、
乾
燥
化
、
シ
カ
食
害
、
虫
害
等
）
に
つ
い
て
、

生
態
学
的
、
環
境
科
学
的
視
点
か
ら
、
総
合
的
に
評
価
す
る
た
め
の
長
期
継
続

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
 

本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
開
発
し
て
き
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
普
遍
化

と
、
現
地
で
の
問
題
点
等
の
把
握
に
よ
り
、
日
本
各
地
に
お
け
る
山
地
森
林
生

態
系
の
評
価
と
、
保
全
対
策
に
資
す
る
た
め
の
生
物
・
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

標
準
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
 

    

金
子
智
英
 

 

共
同
研
究
 

(
国

立
環

境
研

究
所

Ⅱ
型

研

究
) 

新
潟

県
保

健
環

境
科

学
研

究

所
、

国
立

環
境

研
究

所
 

―
 

大
気
水
質
/ 

大
気
騒
音
 

大
気
環
境
の
 

保
全
 

9 
県

内
に

お
け

る

PM
2.
5
高
濃
度
発
生

事
例
の
検
証
と
緊
急

時
対
策
手
法
の
検
討
 

H2
6-
H2
7 

PM
2.
5
に
関
し
て
は
、
現
在
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
中
で
あ
る
が
、
昨

今
、
PM
2.
5
に
係
る
大
陸
か
ら
の
越
境
汚
染
等
の
対
応
と
し
て
、
国
が
暫
定
指

針
値
を
設
定
し
た
段
階
で
あ
る
。
 

指
針
設
定
へ
の
対
応
と
し
て
、
緊
急
時
の
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
る
が
、

PM
2.
5
に
関
し
て
は
知
見
が
少
な
く
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
よ
う
な
緊
急

時
に
お
け
る
対
策
手
法
が
確
立
し
て
い
な
い
。
 

本
研
究
で
は
、
過
去
の
観
測
デ
ー
タ
か
ら
高
濃
度
発
生
事
例
の
傾
向
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
県
内
外
の
蓄
積
デ
ー
タ
か
ら
静
岡
県
で
の
緊
急
時
対
策
手
法

を
検
討
す
る
。
 

  

三
宅
健
司
 

単
独
研
究
 

生
活

環
境

課
 

県
 
単
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部
門
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野
 

試
験
研
究
の
 

推
進
方
向
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題
内
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説
明
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 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

環
境
科
学
/ 

環
境
科
学
 

大
気
環
境
の
 

保
全
 

10
 A
MD
IS

を
用
い
た

GC
-M
S
用
汎
用
全
自

動
同
定
・
定
量
デ
ー

タ
ベ

ー
ス

シ
ス

テ

ム
の

構
築

に
関

す

る
予
備
検
討
 

H2
5-
H2
6 

環
境
中
の
化
学
物
質
を
同
定
・
定
量
す
る
た
め
の

GC
-M
S
を
用
い
た
全
自
動

同
定
・
定
量
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
AI
QS
-D
B）

は
、
現
在
２
社
の

GC
-M
S
用
に
販

売
さ
れ
て
い
る
が
、
２
社
以
外
の
装
置
で
は
使
用
で
き
ず
、
汎
用
性
に
欠
け
て

い
る
。
 

一
方
、ア

メ
リ
カ
国
立
標
準
技
術
研
究
所
が
無
料
公
開
し
て
い
る

AM
DI
S（
マ

ス
ス
ペ
ク
ト
ル
検
索
シ
ス
テ
ム
）
は
、
測
定
デ
ー
タ
を
世
界
共
通
の
デ
ー
タ
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
（
ne
tC
DF
)に

変
換
し
て
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
検
索
す
る
ソ
フ
ト
で

あ
る
が
、
保
持
時
間
と
検
量
線
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、
確
実
な
同
定
・
定
量
に

は
標
準
物
質
を
別
途
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

本
研
究
で
は
、
両
者
の
利
点
を
組
み
合
わ
せ
て
、
全
メ
ー
カ
ー
の

GC
-M
S
で

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
物
質
を
確
実
に
同
定
・
定
量
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

る
。
 

具
体
的
に
は
、
AI
QS
-D
B
の
測
定
条
件
で
物
質
を
測
定
し
て
、
保
持
時
間
、

マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
及
び
検
量
線
を

AM
DI
S
用
Ｄ
Ｂ
に
登
録
し
、
全
メ
ー
カ
ー
の

装
置
で
確
実
な
同
定
と
半
定
量
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

完
成
す
れ
ば
、
環
境
汚
染
事
故
や
事
件
後
の
環
境
安
全
性
評
価
、
原
因
物
質

の
特
定
、
途
上
国
で
の
利
用
な
ど
、
多
く
の
分
野
で
の
活
用
が
期
待
で
き
る
。
 

研
究
期
間
中
に
次
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。
 

(1
) 
AM
DI
S
に
お
い
て
同
定
さ
れ
た
物
質
の
濃
度
算
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
 

(2
) 
異
な
る
メ
ー
カ
ー
の
装
置
の
測
定
結
果
か
ら
開
発
法
で
確
実
な
同
定
が

で
き
る
か
、
さ
ら
に
定
量
値
の
信
頼
性
は
ど
の
程
度
か
の
検
討
 

(3
) 
同
定
と
定
量
の
信
頼
性
を
向
上
す
る
た
め
の
統
一
し
た
測
定
条
件
の
決

定
と
装
置
性
能
評
価
手
法
の
検
討
 

小
郷
沙

矢

香
 

共
同
研
究
 

(
国

立
環

境
研

所
Ⅰ

型
研
究
) 

国
立

環
境

研
究
所
 

―
 

環
境
科
学
/ 

環
境
科
学
 

化
学
物
質
の
 

適
正
管
理
 

11
 居

住
環
境
に
お
け

る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
発
生
源
の
オ
ン
サ

イ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
法
の
開
発
 

H2
5-
H2
6 

室
内
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
放
散
量
に
つ
い
て
、
現
場
で
簡
易
か
つ
短
時

間
に
定
量
す
る
た
め
、
市
販
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
機
器
と
ス

テ
ン
レ
ス
製
セ
ル
内
に
、
市
販
の
検
知
素
子
を
内
蔵
す
る
新
規
装
置
を
併
用
す

る
こ
と
で
、
迅
速
な
発
生
源
探
索
を
現
場
に
お
い
て
完
結
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
コ
ス
ト
の
縮
減
と
調
査
期
間
の
大
幅
な
短
縮
が
可
能
と
な

り
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
等
で
悩
む
県
民
の
居
住
環
境
の
改
善
に
寄
与
す
る
。
 

 

鈴
木
光
彰
 

単
独
研
究
 

所
発
案
 

 

県
 
単
 



環
境
衛
生
科
学
研
究
所
  
  
No
.7
 

 

部
門
/分

野
 

試
験
研
究
の
 

推
進
方
向
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題
内
容
説
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

環
境
科
学
/ 

環
境
科
学
 

低
炭
素
な
都

市
空
間
の
形

成
 

12
 富

士
山
周
辺
に
お

け
る
地
下
水
熱
交
換

シ
ス
テ
ム
適
地
評
価

に
関
す
る
研
究
 

H2
5-
H2
7 

平
成

22
年
度
か
ら
平
成

24
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
富
士
山
地
域
の
豊
富
で

良
質
な
地
下
水
資
源
の
保
全
を
目
指
し
、
現
状
の
課
題
を
克
服
し
、
水
量
・
水

質
の
確
保
に
よ
る
健
全
な
水
循
環
を
再
生
す
る
た
め
の
対
策
や
有
効
活
用
策

を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き
た
。
 

こ
の
中
で
、
富
士
山
麓
周
辺
の
水
温
が
安
定
し
た
豊
富
な
地
下
水
を
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
新
型
熱
交
換
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
提
言
し
た
。
 

こ
の
提
言
は
、
環
境
政
策
課
に
お
い
て
事
業
化
さ
れ
、
２
年
間
で
新
型
熱
交

換
シ
ス
テ
ム
の
普
及
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

既
存
井
戸
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
の
設
置
（
H2
5）

や
導
入
適
地
マ

ッ
プ
等
の
作
成
（
H2
6）

に
よ
り
、
富
士
山
麓
周
辺
の
工
場
等
へ
の
普
及
の
ほ

か
、
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組
み
に
も
活
用
を
図
る
。
 

(1
) 
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
 

(2
) 
導
入
適
地
マ
ッ
プ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
（
地
下
水
熱
賦
存
状
況
把
握
）
 

村
中
康
秀
 

共
同
研
究
 

((
独
)産

業

技
術

総
合

研
究
所
) 

(
独
)
産
業

技
術

総
合

研
究
所
 

 

―
 

環
境
科
学
/ 

環
境
科
学
 

低
炭
素
な
都

市
空
間
の
形

成
 

13
 静

岡
県
東
部
地
域

の
豊
富
な
水
資
源
を

活
用
し
た
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
に
関
す
る

研
究
 

 

H2
5-
H2
6 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
通
じ
て
富
士
山
周
辺
地
域
の
湧
水
及
び
地
下
水
の

状
況
を
調
査
し
て
き
た
が
、
静
岡
県
東
部
地
域
に
は
、
富
士
山
を
起
源
と
す
る

多
く
の
湧
水
や
地
下
水
が
存
在
し
、
豊
富
な
水
資
源
を
有
す
る
。
 

し
か
し
、
地
下
水
、
湧
水
等
か
ら
流
れ
る
小
河
川
、
上
下
水
道
等
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
視
点
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
考
え
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
取
り
組
み
の
余
地
が
十
分
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
ど
の
程
度
の
電
力
の
賦
存
量
が
あ
る
か
の
詳
細
は
、
明

ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
 

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
通
し
て
蓄
積
し
た
湧
水
の
位

置
や
水
量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
GI
S）

に
よ
る

適
地
の
絞
り
込
み
や
現
地
踏
査
な
ど
を
行
い
う
と
と
も
に
、
市
町
等
に
お
け
る

上
下
水
道
設
備
な
ど
の
発
電
設
備
の
導
入
効
果
な
ど
を
推
定
し
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
賦
存
量
の
解
明
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
し
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
う
。
 

(1
) 
適
地
の
絞
り
込
み
と
現
地
踏
査
 

(2
) 
上
下
水
道
施
設
の
現
地
調
査
 

(3
) 
賦
存
量
の
総
合
評
価
 

伊
藤
 
彰
 

単
独
研
究
 

所
発
案
 

 

県
 
単
 



環
境
衛
生

科
学
研

究
所

  
 
 N
o.
8
 
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
推

進
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

環
境
科
学

/
 

環
境
科
学

 

廃
棄

物
の

適
正

処
理

の
推
進

 

1
4

県
内

一
般

廃
棄

物
最

終
処

分
場

の

廃
止

可
能

時
期

の

予
測

及
び

早
期

化

に
関
す
る

研
究

 

H
2
6
-H
2
7
 

埋
立
終
了

後
の
廃

棄
物
最

終
処
分

場
で
は

、
廃
止

基
準
を

達
成
す

る

ま
で
、
浸

出
水
処
理
な
ど

の
維
持

管
理
及

び
周
辺

環
境
の

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
等
の
実

施
を
要
求
さ
れ

、
埋
立

終
了
後

、
２
年

以
上
廃

止
基
準

を
達

成
す
る
こ

と
で
廃
止
を
可

能
と
し

て
い
る

が
、
基

準
を
満

た
さ
な

い
こ

と
に
よ
り

、
こ
の
維
持
管

理
期
間

が
極
め

て
長
く

な
る
傾

向
に
あ

る
。
 

廃
棄
物
最

終
処
分

場
の
廃

止
に
要

す
る
期

間
を
予

測
し
、
こ
れ
を

早

期
化
す
る

た
め
の
技
術
を

開
発
す

る
こ
と

は
、
施

設
の
設

置
者
の

負
担

を
軽
減
す

る
こ
と
の
み
な

ら
ず
、
廃
棄
物

最
終
処

分
場
に

対
す
る

地
域

住
民
の
懸

念
を
軽
減
さ
せ

る
こ
と

に
つ
な

が
る
。

 

そ
こ
で
本

研
究
で

は
、
廃

棄
物
最

終
処
分

場
の
う

ち
、
一

般
廃
棄

物

最
終

処
分

場
（

以
下

「
最

終
処
分

場
」
）

を
対

象
に

、
廃

止
時
期

の
予

測
及
び
早

期
化
を
図
る
た

め
の
技

術
を
開

発
す
る

こ
と
を

目
的
と

し
、

次
の
項
目

に
つ
い
て
調
査

研
究
を

行
う
。
 

(
1
)
 最

終
処
分
場
に
お
け

る
フ
ィ

ー
ル
ド

調
査

 

(
2
) 
埋

立
終

了
し
た

県
内

の
全
最

終
処

分
場

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ

ー
ト
調
査

 

(
3
)
 最

終
処
分
場
に
見
立

て
た
実

験
槽
を

用
い
た

室
内
実

験
 

大
山
康
一

 
単

独
研
究
 

所
発
案

 
県

 
単

 

環
境
科
学

/
 

環
境
科
学

 

生
物
多
様

性

の
確
保

 

1
5
植
物
の

ス
ト
レ

ス
診
断
と

環
境
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
に
関

す
る
研
究

 

H
2
5
-H
2
6
 

近
年
、
対

流
圏
オ

ゾ
ン
濃

度
上
昇

の
影
響

に
よ
る

森
林
の

減
少
や

農

作
物
の
減

収
等
が
強
く
懸

念
さ
れ

て
い
る

。
 

ま
た
、
福

島
第
一

原
発
か

ら
の
放

射
線
物

質
の
漏

出
は
、
生
態
系

や

人
間
社
会

に
対
す
る
新
た

な
、
か

つ
深
刻

な
脅
威

と
な
っ

て
い
る

。
 

こ
れ
ま
で

の
Ⅱ
型

共
同
研

究
に
よ

り
、
遺

伝
発
現

解
析
等

に
よ
る

植

物
の
オ
ゾ

ン
ス
ト
レ
ス
診

断
手
法

を
開
発

し
、
オ

ゾ
ン
に

よ
る
植

物
被

害
調
査
へ

の
利
用
を
拡
大

し
て
き

た
が
、
こ
の
診

断
手
法

を
さ
ら

に
高

度
化
す
る

と
と
も
に
、
放

射
線
影

響
の
診

断
や
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
へ

の
適

用
性
に
つ

い
て
も
検
討
す

る
。
 

中
村

佐
智

子
 

金
子
智
英

 

 

共
同
研
究
 

(
国
立

環

境
研
究
所

Ⅱ
型
研

究
)
 

埼
玉
県
環

境
科
学
国

際
セ
ン
タ

ー
、
国
立

環
境
研
究

所
 

―
 



環
境
衛
生
科
学
研
究
所
  
  
No
.9
 

 

部
門
/分

野
 

試
験
研
究
の

推
進
方
向
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題
内
容
説
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

大
気
水
質
/ 

水
質
 

生
物
多
様
性

の
確
保
 

16
湖
沼
の
生
物
多
様

性
・
生
態
系
評
価
の

た
め
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
 

H2
4-
H2
6 

湖
沼
の
水
質
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
水
質
管
理
を
主
体
に
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
生
態
系
や
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
、
新
た
な
環
境
評
価
手

法
の
開
発
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
 

水
質
に
つ
い
て
は
、
公
共
用
水
域
と
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
生
物
情
報
の
収
集
は
、
一
部
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
の
み
で
、
全

国
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
 

そ
こ
で
、
全
国
の
湖
沼
を
対
象
に
、
共
通
の
生
物
（
例
え
ば
、
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
・
水
生
生
物
･魚

介
類
）
の
生
息
･生

息
の
情
報
、
水
質
や
流
域
情
報
な
ど
を

収
集
し
て
、
全
国
湖
沼
の
生
物
多
様
性
・
生
態
系
評
価
の
た
め
の
情
報
整
備
を

行
う
。
 

さ
ら
に
、
評
価
手
法
な
ど
を
共
有
す
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
湖

沼
の
生
物
多
様
性
・
生
態
系
の
統
一
手
法
に
よ
る
広
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
現

を
目
指
す
。
 

    

後
藤
裕
康
 

共
同
研
究
 

(国
立
環
境

研
究
所
Ⅱ

型
研
究
) 

鳥
取
県
衛

生
環
境
研

究
所
、
国
立

環
境
研
究

所
 

―
 



環
境
衛
生
科
学
研
究
所
  
  
No
.1
1 

 

部
門
/分

野
 

試
験
研
究
の
 

推
進
方
向
 

研
究
課
題
名
 

研
究
期
間
 

課
題
内
容
説
明
 

担
 当

 
実
施
区
分
 

要
望
元
 

予
算
区
分
 

医
薬
食
品
/ 

医
薬
 

創
薬
を
目
指

し
た
化
合
物

の
合
成
・
解

析
 

17
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創

薬
探
索
研
究
 

H1
6-
H3
2 

本
県
の
重
要
な
施
策
で
あ
る
“
も
の
づ
く
り
”、
“
ひ
と
づ
く
り
”、
“
ま
ち
づ

く
り
”、
“
世
界
展
開
”
の
４
つ
の
視
点
か
ら
、
富
士
山
麓
に
お
い
て
、
医
療
機

関
を
中
心
と
し
た
「
医
療
健
康
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
」
を
目
指
す
「
フ
ァ

ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

連
し
、
当
研
究
所
に
お
い
て
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
及
び
静
岡
県
立
大
学

大
学
院
薬
学
研
究
院
創
薬
探
索
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
創
薬
に
関
連
し
た
化
合

物
合
成
等
の
研
究
を
担
当
し
て
い
る
。
 

本
年
度
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
に
よ
る
化
合
物
保
管
量
の
管
理
、
化
合
物
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
化
合
物
構
造
解
析
ソ
フ
ト
や
化
合
物
命
名
ソ
フ
ト
等
に

よ
る
三
次
元
構
造
解
析
や
物
性
予
測
等
の
化
合
物
情
報
の
解
析
と
収
集
、
化
合

物
情
報
を
基
に
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
用
プ
レ
ー
ト
の
作
成
及
び
フ
ァ
ル
マ

バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
化
合
物
提
供
依
頼
に
基
づ
く
創
薬
探
索
セ
ン
タ
ー

等
の
共
同
研
究
機
関
へ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
用
プ
レ
ー
ト
等
の
提
供
を
行
う
。
 

さ
ら
に
、
よ
り
良
い
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
持
っ
た
化
合
物
（
医
薬
品
開
発
候
補

化
合
物
）
の
探
索
を
目
的
に

in
 s
il
ic
o
で
の
解
析
を
行
う
ほ
か
、
リ
ー
ド
化

合
物
の
最
適
化
と
ラ
ボ
ス
ケ
ー
ル
合
成
等
に
関
す
る
研
究
等
、
医
薬
品
候
補
化

合
物
の
創
製
に
つ
な
が
る
研
究
を
行
う
。
 

ま
た
、
平
成

24
年
度
か
ら
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
が
「（

独
）

日
本
学
術
振
興
会
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
」
を
獲
得
し
た
研
究
課
題
「
悪

性
グ
リ
オ
ー
マ
由
来
が
ん
性
幹
細
胞
を
標
的
と
し
た
新
規
低
分
子
化
合
物
の

開
発
」
の
共
同
研
究
（
分
担
研
究
）
も
行
う
。
 

安
藤
隆
幸
 

大
場
 
舞
 

受
託
研
究
 

フ
ァ

ル
マ

バ
レ

ー
セ

ン
タ
ー
 

受
 
託
 

医
薬
食
品
/ 

新
成
長
戦
略
 

創
薬
を
目
指

し
た
化
合
物

の
合
成
・
解

析
 

18
 ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
不

活
化
剤
の
探
索
と
そ

の
実
用
化
に
関
す
る

研
究
 

H2
3-
H2
7 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
伝
播
・
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、
集
団
感
染
の
大
き
な
原

因
と
な
る
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
直
接
不
活
化
す
る
物
質
は
、
世
界
的
に
も
未
だ

開
発
さ
れ
て
い
な
い
。
不
活
化
剤
の
実
用
化
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
抑
制
し
、
県
民
（
特
に
症
状
が
顕
在
化
し
や
す
く
、
集
団
感
染
の
起
こ
り
や

す
い
高
齢
者
や
子
ど
も
と
そ
の
家
族
）
の
公
衆
衛
生
環
境
の
向
上
に
つ
な
が

る
。
 

ま
た
、
高
付
加
価
値
化
（
例
え
ば
、
既
存
の
消
毒
剤
、
洗
浄
剤
、
マ
ス
ク
、

フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
に
抗
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
作
用
を
付
加
）
さ
れ
た
製
品
の
開
発
や

新
た
な
産
業
（
環
境
衛
生
事
業
）
の
創
出
・
促
進
（
県
内
企
業
へ
の
新
技
術
移

転
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
等
）
に
寄
与
す
る
。
 

静
岡
県
発
の
高
付
加
価
値
化
さ
れ
た
環
境
衛
生
製
品
開
発
の
た
め
、（

独
）

国
立
感
染
症
研
究
所
及
び
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
等
と
共
同
で
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

を
不
活
化
す
る
物
質
の
探
索
と
そ
の
有
効
的
な
実
用
化
に
向
け
た
最
適
化
研

究
を
行
う
。
 

小
和
田

和

宏
 

渡
辺
陽

子

安
藤
隆
幸
 

岩
切
靖
卓
 

大
坪
昌

広

大
場
 
舞
 

川
森
文

彦

池
ヶ
谷

朝

香
 

共
同
研
究
 

新
産

業
集

積
課

、
薬

事
課

、
疾

病
対
策
課
 

県
 
単
 

(新
成
長
) 



 
 

環
境
衛
生

科
学
研

究
所

  
 
 N
o.
1
2
 
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
推

進
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

医
薬
食
品

/
 

医
薬

 

創
薬

を
目

指
し

た
化

合
物

の
合

成
・
解
析

 

1
9
 
グ

リ
オ

ー
マ

が

ん
性

幹
細

胞
を

標

的
と

し
た

新
規

低

分
子

化
合

物
の

開

発
 

H
2
4
-H
2
6
 

い
ま
だ

、
極
め

て
難
治

性
で
予
後

の
悪
い

腫
瘍
で

あ
る
悪

性
グ
リ

オ

ー
マ
の
治

療
法
の
確
立
に

役
立
て

る
た
め

、
静

岡
が
ん

セ
ン
タ
ー

に
お

い
て
樹
立

し
た
、
グ

リ
オ
ー

マ
が

ん
性
幹

細
胞
培

養
株
を

用
い
、
抗

細

胞
活

性
を

も
つ

低
分

子
化

合
物

を
静

岡
県

化
合

物
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
よ

り
選
別
し

た
の
ち
、
特

異
的
な
増

殖
抑
制

活
性
を

も
つ
リ

ー
ド
化

合
物

の
同
定
を

目
指
す
。

 

安
藤
隆
幸

 

大
場
 
舞

 

共
同
研
究
 

 

県
立
静
岡

が
ん
セ
ン

タ
ー
研
究

所
 

外
 
部
 

(
(独

)日
本

学
術
振
興

会
学
術
研

究
助
成
基

金
補
助
金

)
 

医
薬
食
品

/
 

医
薬

 

創
薬

を
目

指
し

た
化

合
物

の
合

成
・
解
析

 

2
0
 
ヘ

マ
グ

ル
チ

ニ

ン
を

標
的

と
し

た

新
規

イ
ン

フ
ル

エ

ン
ザ
薬
の

創
製

 

H
2
5
-H
2
7
 

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

A
型
ウ
イ

ル
ス

（
I
A
V）

の
新
生
ヘ

マ
グ
ル
チ

ニ

ン
（

H
A）

が
、
Su
l
fa
t
id
e
と
複

合
体
を

形
成
し

て
細
胞

内
情
報

伝
達

経
路
を
活

性
化
し
、
ウ
イ

ル
ス
の

増
殖
を

制
御
し

て
い
る

こ
と
か

ら
、

H
A
と

S
ul
f
at
i
d
e
の
結

合
を
阻

害
す
る

こ
と
に

よ
り
、

ウ
イ
ル

ス
増

殖
抑

制
効

果
を

示
す

新
規

抗
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

薬
や

抗
ウ

イ
ル

ス
抗

体
の
創
製

を
目
指
す
。

 

小
和
田
和

宏
 

共
同
研
究
 

 

静
岡
県
立

大
学

 

外
 
部
 

(
(独

)日
本

学
術
振
興

会
学
術
研

究
助
成
基

金
補
助
金

)
 

医
薬
食
品

/
 

医
薬

 

医
薬

品
等

の
安
全
・
安

心
の
確
保

 

2
1
 
医

薬
品

試
験

検

査
の

信
頼

性
保

証

に
関
す
る

研
究

 

－
薬

事
監

視
の

た

め
の

試
験

検
査

部

門
調

査
用

テ
キ

ス

ト
の
作
成

－
 

H
2
6
 

E
U

を
中

心
と

し
た

国
々

で
は
、

薬
事

査
察

部
門

が
、

P
I
C/
S(
医

薬

品
査

察
協

議
会

及
び

医
薬

品
査
察

共
同

ス
キ

ー
ム

)
と

い
う

、
医

薬
品

等
製

造
管

理
及

び
品

質
管

理
分

野
で

の
相

互
信

頼
の

維
持

と
査

察
品

質
の
向
上

の
た
め
の
取
組

み
を
継

続
的
に

行
っ
て

い
る
。
こ
の
取

り
組

み
は
、
非
公
式

と
さ

れ
な
が

ら
も

、
PI
C
/S

へ
の
加

盟
を
輸

入
の

要
件

と
す
る
国

が
現
れ
る
な
ど

、
事
実

上
の
国

際
標
準

と
な
り

つ
つ
あ

る
。

そ
こ
で
、

我
が
国
で
も
、

平
成

2
4
年
３
月

に
PI
C
/S

へ
加
盟

申
請
を

し
、
PI
C
/S

版
Ｇ
Ｍ

Ｐ
の
要

求
事

項
を
満

た
す
べ

く
、
体
制

の
整

備
を

図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
 

P
I
C
/S

で
は
、
査
察

の
成
立

の
た

め
に

、
薬
事

監
視

員
に
対

し
て

一

定
以
上
の

経
験
年
数
や
分

野
別
の

査
察
経

験
な
ど

を
求
め

て
い
る

。
薬

事
監

視
員

が
医

薬
品

等
製

造
所

に
お

け
る

品
質

管
理

部
門

の
査

察
を

行
う
に
当

た
っ
て
は
、
医

薬
品
等

の
品
質

や
試
験

検
査
関

係
の
知

識
経

験
が
必
要

で
あ
る
が
、
静

岡
県
で

は
、
人

事
異
動

に
よ
り

試
験
検

査
関

係
の
経
験

を
積
む
機
会
が

限
ら
れ

て
い
る

。
そ
こ

で
、
試

験
検
査

の
経

験
が
浅
い

静
岡
県
の
職
員

が
医
薬

品
等
製

造
所
に

立
ち
入

り
、
適

切
な

薬
事
監
視

を
行
え
る
こ
と

を
目
標

に
、「

試
験

方
法
の

妥
当
性

の
検

証
」

や
「

試
験
検

査
結
果

の
信
頼

性
確

保
」
等
、
試

験
検
査

部
門
の
調

査
に

必
要
な
テ

キ
ス
ト
を
作
成

す
る
。

 

今
津
佳
子

 
単

独
研
究
 
薬

 事
 課

 
 県

 
単
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試
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研
究
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向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

微
生
物

/
 

細
菌

 

感
染

症
対

策
の
推
進

 

2
2
 静

岡
県
に

お
け

る
重
症
熱

性
血
小

板
減
少
症

候
群
ウ

イ
ル
ス
の

浸
淫
実

態
と
感
染

経
路
に

関
す
る
研

究
 

 

H
2
6
-H
2
7
 

重
症
熱
性

血
小
板

減
少
症

候
群
（

S
FT
S）

ウ
イ
ル

ス
に
よ

る
日
本

で

の
感
染
事

例
は
、
平
成

2
5
年
１

月
に
死

亡
症
例

と
し
て

初
め
て

確
認

さ
れ
て
以

降
、
西
日
本
で

の
感
染

者
の
報

告
が
相

次
い
で

い
る
。

 

ヒ
ト
は

S
F
TS

ウ
イ
ル
ス

を
保
有

す
る
マ

ダ
ニ
に

咬
ま
れ

る
こ
と

に

よ
り
感
染

す
る
が
、
媒
介

す
る
マ

ダ
ニ
の

種
類
と

そ
の
保

有
率
に

つ
い

て
正
確
な

情
報
は
不
足
し

て
い
る

。
 

静
岡
県
で

も
多
く

の
種
類

の
マ
ダ

ニ
が
生

息
し
て

お
り
、
ア
ウ
ト

ド

ア
活
動
の

普
及
等
に
よ
り

、
マ
ダ

ニ
に
接

触
す
る

機
会
が

増
え
て

い
る

こ
と
か
ら

、
県
内
の
マ
ダ

ニ
や
マ

ダ
ニ
の

主
た
る

吸
血
源

と
な
る

動
物

を
対
象
に

SF
TS

ウ
イ
ル

ス
の
保

有
状
況

を
調
査

し
、
感

染
経
路

を
解

明
す
る
こ

と
で
、
本
感
染

症
の
予

防
対
策

の
確
立

に
つ
な

げ
る
。

 

池
ヶ
谷
朝

香
 

 

単
独
研
究
 

衛
生
課

 
県

 
単

 

微
生
物

/
 

細
菌

 

感
染

症
対

策
の
推
進

 

2
3
 
本

県
温

泉
の

泉

質
に

適
し

た
新

た

な
消
毒
法

の
検
討

 

H
2
6
-H
2
7
 

循
環
式
浴

槽
水
の

レ
ジ
オ

ネ
ラ
属

菌
対
策

は
、
遊

離
塩
素

に
よ
り

実

施
さ
れ
て

い
る
。
 

遊
離
塩
素

は
、
殺

菌
効
果

は
優
れ

て
い
る

が
、
ア

ル
カ
リ

泉
質
や

ア

ン
モ
ニ
ア

態
窒
素
が
多
く

含
ま
れ

る
泉
質

等
で
は

、
濃
度

管
理
が

困
難

で
殺
菌
効

果
が
低
下
し
や

す
い
こ

と
、
消

毒
副
生

成
物
が

出
現
す

る
等

の
問
題
が

あ
る
。
 

本
県
は
、
多
種
多

様
な
泉

質
の
源

泉
を
有

し
て
お

り
、
消

毒
に
よ

る

レ
ジ
オ
ネ

ラ
属
菌
の
コ
ン

ト
ロ
ー

ル
の
た

め
に
は

、
様
々

な
泉
質

に
対

応
で
き
る

消
毒
法
の
確
立

が
求
め

ら
れ
る

。
 

そ
こ
で
本

研
究
で

は
、
本

県
の
様

々
な
泉

質
に
対

応
で
き

る
消
毒

法

の
確
立
と

適
切
な
導
入
方

法
に
つ

い
て
検

討
す
る

。
 

高
井
健
太

 
単

独
研
究
 

衛
生
課

 
県

 
単
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部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
推

進
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

微
生
物

/
 

細
菌

 

食
品

の
安

全
確
保

 

2
4

生
食

用
生

鮮
食

品
の

粘
液

胞
子

虫

（
ク

ド
ア

属
）

の

汚
染
実
態

調
査

 

H
2
5
-H
2
6
 

ク
ド
ア
属

粘
液
胞

子
虫
は

、
平
成

23
年
度
に

食
中
毒

の
病
因
物

質

に
追
加
さ

れ
た
が
、
魚
の

汚
染
実

態
や
生

活
環
境

に
つ
い

て
は
明

ら
か

に
な
っ
て

い
な
い
。

 

そ
こ
で
、
ヒ
ラ
メ

の
筋
肉

に
寄
生

し
、
ヒ

ト
へ
の

病
原
性

が
明
ら

か

に
な
っ
て

い
る
ク
ド
ア
・
セ
プ
テ

ン
プ
ン

ク
タ
ー

タ
に
つ

い
て
、
県
内

に
流
通
す

る
ヒ
ラ
メ
に
お

け
る
汚

染
実
態

を
調
査

す
る
。

 

ま
た
、
ヒ
ラ
メ

以
外
の

魚
（
ス
ズ

キ
、
マ
グ
ロ

、
タ
イ
等

）
に
寄

生

し
、
有
症

事
例
と
の
関
与

が
疑
わ

れ
て
い

る
が
、
ヒ
ト
へ

の
病
原

性
が

明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い

ク
ド
ア

属
粘
液

胞
子
虫

に
つ
い

て
も
、
ど
の

魚
種

に
ど

の
よ

う
な

ク
ド

ア
属

が
寄

生
し

て
い

る
の

か
汚

染
実

態
を

調
査
す
る

こ
と
で
、
本
寄
生

虫
に

よ
る
食

中
毒
の

発
生
防

止
に
役
立
て

る
。

 

牧
田
幸
久

 
単

独
研
究
 

衛
生
課

 
県

 
単

 

微
生
物

/
 

細
菌

 

食
品

の
安

全
確
保

 

2
5

食
中

毒
一

斉
迅

速
検

査
法

の
実

用

化
に
関
す

る
研
究

 

H
2
6
-H
2
7
 

本
県

で
は

、
「
し

ず
お

か
食

の
安

全
推

進
の

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ

ラ
ン
」
と

し
て

、「
人

口
1
0
万
人

あ
た
り

の
食
品

を
原
因

と
す
る

健
康

被
害
の
発

生
者
数

10
人

以
下
」

を
目
標

と
し
、

食
中
毒

防
止
対

策
に

取
り
組
ん

で
お
り
、
被
害

の
拡
大

や
再
発

防
止
の

た
め
に

病
因
物

質
の

迅
速
な
特

定
が
求
め
ら
れ

て
い
る

。
 

本
研
究
で

は
、
糞

便
を
検

査
対
象

と
し
て

確
立
し

た
迅
速

ス
ク
リ

ー

ニ
ン
グ
法
（
リ
ア
ル
タ
イ

ム
P
CR

法
）
を
食
品

検
体
に

適
用
可
能

と
す

る
た
め
に

、
食
品
か
ら
の

効
率
的

な
D
NA

抽
出
方

法
に
つ

い
て
検

討
す

る
。

 

さ
ら
に
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス

、
サ
ポ

ウ
イ
ル

ス
等
の

胃
腸
炎

起
因
ウ

イ

ル
ス
を
含

め
た
一
斉
迅
速

検
査
法

の
確
立

を
目
指

す
。

 

平
井
 
愛

 
単

独
研
究
 

衛
生
課

 
県

 
単

 

微
生
物

/
 

細
菌

 

食
品

の
安

全
確
保

 

2
6
 食

肉
と
家

畜
に

お
け
る
薬

剤
耐
性

菌
の
汚
染

実
態
及

び
ヒ
ト
由

来
薬
剤

耐
性
菌
の

汚
染
源

に
関
す
る

研
究

 

 

H
2
6
-H
2
7
 

近
年
、
多

く
の
細

菌
で
多

剤
耐
性

化
が
進

行
し
て

お
り
、
特
に
医

療

現
場
で
問

題
と
な
っ
て
い

る
。
こ

れ
ら
の

薬
剤
耐

性
菌
は

、
環
境

や
食

品
な
ど
に

広
く
存
在
し
て

お
り
、
そ
れ
ら

が
ヒ
ト

へ
の
感

染
源
の

1
つ

と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
耐
性
出

現
状
況

は
年
々

変
化
し

て
お

り
、
基
質
特

異
性
β

ラ
ク
タ

マ
ー

ゼ
（
E
S
BL
）
産
生
菌

や
カ
ル
バ

ペ
ネ

マ
ー
ゼ
産

生
菌
の
出
現
率

の
増
加

が
危
惧

さ
れ
て

い
る
。

本
研
究

で

は
、
現
在

の
食
品
及
び
家

畜
糞
便

由
来
菌

の
耐
性

状
況
を

把
握
し

、
食

肉
の
薬
剤

耐
性
菌
汚
染
防

止
に
役

立
て
る

。
 

さ
ら
に
、

食
肉
、

家
畜
及

び
ヒ
ト

か
ら
分

離
さ
れ

た
E
S
BL

産
生

菌

等
に
つ
い

て
薬
剤
耐
性
の

遺
伝
子

型
を
比

較
し
て

関
連
性

を
解
析

し
、

耐
性
菌
汚

染
の
原
因
究
明

を
図
る

。
 

柴
田
真
也

 
単

独
研
究
 

所
発
案

 

 

県
 
単

 



環
境
衛
生

科
学
研

究
所

  
 
 N
o.
1
5
 
 

部
門
/
分
野

 試
験
研
究

の
推

進
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

微
生
物

/
 

新
成

長
戦

略
 

食
品

の
安

全
確
保

 

2
7
 
イ

ノ
シ

シ
と

戦

う
集

落
づ

く
り

と

森
林

づ
く

り
に

必

要
な

シ
カ

管
理

に

関
す
る
研
究

 

H
2
5
-H
2
7
 

近
年
、
農

林
産
物
に
対
す

る
野
生

鳥
獣
被

害
が
急

増
す
る

中
、
野

生

動
物

を
捕

獲
し

、
さ

ら
に

食
肉

と
し

て
利

用
す

る
機

会
が

増
え

て
い

る
。

野
生

動
物

の
捕

獲
・

解
体
及

び
喫

食
時

に
は

、
「

人
獣

共
通

感
染

症
」
へ
の
十

分
な
対

策
が
不

可
欠

で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
病

原
体

保
有
状
況

の
把
握
が
必
要

と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究

で
は
、
捕

獲
さ

れ
た
イ
ノ

シ
シ
を
対
象
に

、
イ
ノ

シ
シ
が

保
有
す

る
可
能

性
の
あ

る
E

型
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
、

S
FT
S
ウ

イ
ル

ス
、

食
中

毒
起

因
菌

、
ト
キ

ソ
プ

ラ
ズ
マ
、

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ

菌
、
豚

丹
毒
菌

、
紅
斑

熱
群
リ

ケ
ッ
チ

ア
、

つ
つ
が
虫

病
リ
ケ
ッ
チ
ア

、
肺
吸

虫
、
消

化
管
内

寄
生
虫

等
の
保

有
状

況
を
地
域

別
に
明
ら
か
す

る
。
そ

し
て
、
イ

ノ
シ
シ

に
お
け

る
「
人

獣

共
通
感
染

症
」
浸
淫
状
況

マ
ッ
プ

を
作
成

し
、
捕

獲
者
や

消
費
者

へ
の

正
し
い
衛

生
知
識
の
普
及

を
図
る

こ
と
に

よ
り
、
イ
ノ
シ

シ
の
捕

獲
や

食
肉

の
安

全
利

用
の

促
進

と
合

わ
せ

イ
ノ

シ
シ

肉
を

活
用

し
た

地
域

振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
が

期
待
さ

れ
る
。

 

松
橋
平
太

 
共

同
研
究

 

(
農

林
技

術
研

究

所
、

森

林
・

林
業

研
究

セ
ン

タ
ー
)
 

農
林

技
術

研
究

所
、

森
林

・
林

業
研

究
セ

ン
タ
ー

 

県
 
単

 

(
新
成

長
)
 

医
薬

食
品

/
食
品

 

食
品

の
安

全
確
保

 

2
8
 
無

農
薬

緑
茶

を
用

い
た

お
茶

成
分

の
血

管
機

能
等

へ
の

効
用

に
関
す
る

研
究

 

H
2
5
-H
2
6
 

静
岡
県
の

代
表
的
な
特
産

品
で
あ

る
お
茶

の
栽
培

面
積
、
荒

茶
生

産

量
と
も
に

全
国
の
約
４
割

を
占
め

日
本
一

で
あ
る

が
、
近

年
、
荒

茶
生

産
量
や
緑

茶
（
リ
ー
フ
茶

）
の
１

世
帯
あ

た
り
の

購
入
量

は
減
少

傾
向

に
あ
る
。

 

し
か
し

、
緑
茶

に
含
ま

れ
る
カ
テ

キ
ン
類

な
ど
に

は
、
種
々
の
健

康

に
良
い
効

果
が
あ
る
こ
と

が
報
告

さ
れ
て

お
り
、
緑
茶
の

飲
用
は

、
近

年
欧
米
化

傾
向
に
あ
る
食

生
活
の

デ
メ
リ

ッ
ト
を

減
少
さ

せ
、
健

康
長

寿
の
一
助

と
な
る
可
能
性

が
期
待

で
き
る

こ
と
か

ら
、
是

非
、
継

続
し

た
い
習
慣

で
あ
る
。

 

そ
こ
で
、
パ

イ
ロ
ッ

ト
研
究

と
し

て
川
根

本
町
の

町
民
の

方
の
協

力

を
得
て

、「
ミ

ル
で
粉

砕
し
た
緑

茶
を
お

湯
に
溶

か
し
て

毎
食
後

飲
用

す
る
こ
と

」
を
食
習
慣
に

取
り
入

れ
た
場

合
の
種

々
の
効

果
に
つ

い
て

追
跡
調
査

し
、
安
全
で
安

心
で
き

る
心
豊

か
な
食

生
活
の

推
進
に

資
す

る
こ
と
を

目
的
に
、
調
査

研
究
を

行
う
。

 

平
成

25
年
８
月
に
川
根

本
町
の

町
民
の

方
を
対

象
に
研

究
参
加

者

を
募
集
し

、
平

成
2
5
年

９
月
に

第
１
回

、
平

成
2
5
年

1
2
月
に

第
２

回
、
平
成

26
年
３
月
に

第
３
回

の
血
液

検
査
及

び
血
管

機
能
検

査
を

行
い
、
平

成
2
6
年
９

月
に
は
第

4
回
（

最
終

)の
血

液
検
査
及

び
血
管

機
能
検
査

を
行
い
、
各
臨

床
検
査

項
目
の

デ
ー
タ

収
集
及

び
生
体

機
能

へ
の
影
響

に
関
す
る
検
討

を
行
う

予
定
で

あ
る

。
 

大
坪
昌
広

 
単

独
研
究

 
衛

生
課

 
県

 単
 



環
境
衛
生

科
学
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究
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1
6 

 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
推

進
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

医
薬

食
品

/
食
品

 

食
品

の
安

全
確
保

 

2
9
 
自

然
由

来
の

原
材

料
を

用
い

た
健

康
食

品
に

関
す
る
調

査
 

H
2
5
-H
2
6
 

近
年
の
長

寿
・
健
康
志
向

の
高
ま

り
か
ら

、「
健
康
食

品
」
に
対

す

る
消
費
者

の
関
心
は
高
く

、
健
康

食
品
に

対
し
て

疾
病
の

予
防
や

治

療
、
痩
身
、
美

容
等
過

大
な
効
果

を
期
待

す
る
者

も
少
な

く
な
い
。
消

費
者
の
期

待
に
応
じ
る
よ

う
に
、
市
場
に

は
多
種

多
様
な
「
健
康

を
う

た
っ
た
食

品
」
が
あ
ふ
れ

て
い
る

一
方
で

、
消
費

者
に
対

す
る
十

分
な

情
報
提
供

が
行
わ
れ
て
い

る
と
は

い
え
な

い
た
め

、
過
剰

摂
取
等

の
健

康
食
品
の

不
適
切
な
使
用

か
ら
、
健
康
被

害
が
発

生
し
て

い
る
事

例
も

見
受
け
ら

れ
る
。
 

そ
こ

で
、

本
調

査
に

お
い

て
は

、
「

県
民

に
対

し
て

健
康

食
品

の
利

用
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及
・
啓

発
を

行
う

こ
と

」
を

最
終

目
標

と
し

、
こ

れ
を

達
成

す
る

た
め

、
「

自
然

由
来

の
健

康

食
品

に
お

け
る

品
質

や
安

全
性

」
及

び
「

健
康

食
品

の
利

用
状

況

及
び

情
報

提
供

」
の

両
面

か
ら

、
消

費
者
が
健

康
食
品

を
購
入
・
利

用
す
る
際

の
適

切
な

選
択

方
法

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

 

久
保
山
真

帆
 

単
独
研
究

 
県

民
生

活

課
 

県
 単

 

医
薬

食
品

/
食
品

 

薬
物

乱
用

の
防
止

 

3
0
 
指

定
薬

物
の

分
析

法
に

関
す

る
研
究

 

H
2
6
-H
2
7
 

厚
生
労
働

省
は
、
近
年
、
そ
の
乱

用
が
社

会
問
題

と
な
っ

て
い
る

脱

法
ハ
ー
ブ

な
ど
の
違
法
ド

ラ
ッ
グ

の
規
制

の
た
め

、
薬
事

法
の
規

制
対

象
と
し
て

指
定
薬
物
を
定

め
た
。

 

さ
ら
に
、

化
合
物
ご
と
の

指
定
に

加
え
、

平
成

25
年

３
月
及
び

平

成
26

年
１
月

に
は
、

基
本
骨
格

を
基
に

し
た
規

制
を
行

う
「
包

括
指

定
」
に
関

す
る
省
令
が
施

行
さ
れ

た
と
こ

ろ
で
あ

る
。

 

指
定
薬
物

の
成
分
分
析
は

、最
終

的
に
検

体
と
標

準
品
と
の

L
C/
M
S
、

G
C
/
MS

に
よ
る

比
較
試
験
に
よ
っ

て
同
定

す
る
た

め
、
包

括
指
定

の
導

入
に
よ
る

規
制
化
合
物
数

の
増
加

に
よ
り

、
化
合

物
を
同

定
す
る

た
め

に
多
種
の

標
準
品
を
入
手

す
る
必

要
が
あ

る
。

 

こ
れ
ら
の

標
準
品
に
は
、
過
去
に

合
成
さ

れ
た
こ

と
が
無

く
入
手

不

可
能
な
も

の
や

、
国
内

で
は
、
標
準

品
の
入

手
が
困

難
な
も

の
が
あ

り
、

現
在
の
分

析
手
法
で
は
解

決
が
難

し
い
問

題
が
生

じ
て
い

る
。
 

そ
の
た
め

、
化
学
合
成
に

よ
り
同

一
分
子

量
の
化

合
物
を

確
保
し
、

G
C
/
MS

等
の
ス
ペ
ク
ト
ル

ラ
イ
ブ

ラ
リ
の

構
築
や

各
種
ス

ペ
ク
ト

ル
分

析
手
法
、
薄
層
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ

法
な
ど

の
簡
便

な
方
法

に
つ
い

て
も

検
討
し
、

効
率
的
な
分
析

法
を
確

立
す
る

。
 

岩
切
卓
靖

 
単

独
研
究

 
県

民
生

活

課
 

県
単
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Ⅰ　試験研究機関の沿革

  明　　治 大 正 ▽ 昭 　　和

明治33.5 昭和11.8 昭和31.7 昭和37.3

昭和33.4

昭和40.4

昭和11.3 昭和31.3

明治33 明治37.4 明治45.4 大正2 大正11.11 昭和43.4

明治41.4 昭和12.4 昭和36.4

昭和15.7 昭和24.5 昭和33.8

昭和4.4 昭和16.4 昭和31.7

独立機関

大正7.4 大正11.4 昭和25.5 昭和31.7

出先機関

昭和25.2

昭和40.4 昭和43.4

昭和4 昭和25.5 昭和33.4 昭和41.4

移転
（掛川市下垂

木）
廃　止

東部園芸指導所
（田方郡函南町

仁田）

農試東部
園芸試験地

農林技術研究所

農事試験場
（安倍郡
　豊田村曲金）

移　転
（御殿場市
　御殿場）

郡立
農事

試験場

茶業部

柑橘病害虫
研究所
（田方郡

　　内浦村）

柑試に
統合

農業試験場
（改　称）

廃 止

三方原田畑
転換試験地
（浜松市
　東三方町）

蔬菜部
（浜名郡

　芳川村）

廃　止

掛川米麦原種部
（小笠郡西郷村）

主要農作物原種農場
（掛川市掛川）

有用植物園
（賀茂郡南崎村

　　長津呂）

農試遠州園芸分場
（浜松市頭陀寺町）

茶業試験場
に発展

(茶業試験場沿革へ)

農試わさび分場
（田方郡天城湯ヶ島町
　湯ヶ島176の9）

農試
高冷地分場

農試海岸砂地分場
（小笠郡浜岡町池新田）

▽

高冷地試験園
（駿東郡
　御殿場町新橋）

蚕業センター

移転
（静岡市
　北安東）

改　築

松崎支場

蚕業部
（志太郡
　西益津村）

農事試
験

場へ統

移　転
（静岡市
　田町）

蚕　業
試験場

原蚕種
製造所
（農事試

内）

西遠農業センター



▽ 平 　成

昭和55.9 平成19.4

昭和44.3

昭和44.4 昭和51.4 昭和55.4

昭和44.4 昭和50.3

昭和44.5 平成19.4 平成22.4

平成7.12 平成19.3

＊ほ場を除く

昭和48.3 平成19.4 平成21.3

昭和53.4 昭和55.4

昭和46.3 昭和52.4 昭和53.4 昭和62.4 平成19.4 平成21.7

昭和50.4 昭和63.4 平成19.3

昭和44.4 昭和63.4 平成8.11 平成19.4 平成22.4

農技研栽培技術部

農林技術研究所
本所に統合

農試東部園芸
　試験実証ほ

農林技術研究所
（改組・改称）

移　転
(天城湯ヶ島町湯ヶ島)

　移　転
　（磐田郡
　　豊田町富丘）

果樹茶部門
分離

廃　止

農試機械営農部

落葉果樹試験地

農試蚕業部

農試本場に
統合

平成14.3

廃止繭検定所
へ統合

移転
（磐田市三ヶ野）

移転
（磐田郡豊田

町）

廃 止

農林技術研究所
伊豆農業研究センター

南伊豆ほ場
（改組・改称）

農試本場に
統合

廃止
(機能を伊豆農業研究
センター(栽培育種科)

に統合）

農林技術研究所
作物科(改称)

改　築 農林技術研究所
伊豆農業研究センター

わさび研究拠点
（改組・改称）

農林技術研究所
伊豆農業研究

センター
わさび科
（改称）

農林技術研究所
海岸砂地ほ場

（改組・改称）

農林技術研究所
本所に統合

移転
（御殿場市竈）

農試
主要農作物試験地

改　築

農試
東部園芸分場

移転
（浜岡町合戸）

農試
伊豆分場

伊豆振興
センター

南伊豆農場

農試南伊豆分場
（賀茂郡南伊豆町
　上賀茂に移転）

農試作物部
水稲研究
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細目課題数 15 34 33 37 24 19 19 23 23 20 34 33 29 21 18

課題数 6 6

細目課題数 14 14

課題数 33 36 36 30 26 22 23 24

細目課題数 37 77 71 57 65 52 52 51

課題数 24 29 32 26 16 12 16 16 16 19 14 13 10 11 13

細目課題数 53 50 68 53 31 19 26 20 20 25 25 34 26 27 28

課題数 15 12 17 17 25 19 19 17 18 17 16 13 12 12 11

細目課題数 34 29 47 37 25 19 19 17 49 46 32 31 26 25 23

課題数 17 13

細目課題数 29 26

課題数 21 22 70 55 37 40 41 27 30 28 30 31 29 26 26

細目課題数 103 84 124 114 72 95 86 47 40 41 40 53 55 65 68

課題数 5 4 10 14 13

細目課題数 11 11 22 24 24

課題数 90 107 115 118 65 56 69 58 58 58 57 54 45 40 43

細目課題数 90 107 115 118 65 56 69 58 58 58 57 54 45 40 43

課題数 49 45 56 44 31 28 34 27 31 32 31 28 22 18 21

細目課題数 49 45 56 44 31 28 34 27 31 32 31 28 22 18 21

課題数 9 20 9 7 11 6 6 5 4 4 6 5 8

細目課題数 9 20 9 7 11 6 6 5 4 4 6 5 8

課題数 13 11 14 15 6 6 8 5 5 6 5 7 5 5① 5①

細目課題数 13 11 14 15 6 6 8 5 5 6 5 7 5 5① 5①

課題数 28 51 36 39 19 15 16 20 16 15 17 15 12① 12① 9①

細目課題数 28 51 36 39 19 15 16 20 16 15 17 15 12① 12① 9①

課題数 52 25 29 28 25 27 37 42 34 34 36 36 32① 30①

細目課題数 52 25 29 28 25 27 37 42 34 34 36 36 32① 30①

課題数 52 25 27 24 23 25 37 42 34 34 36 36 32① 30①

細目課題数 52 25 27 24 23 25 37 42 34 34 36 36 32① 30①

課題数 0 0 1 2 1 1

細目課題数 0 0 1 2 1 1

課題数 0 0 1 2 1 1

細目課題数 0 0 1 2 1 1

課題数 298 427 411 401 292 262 282 280 291 261 245 236 202 185 189

細目課題数 652 812 742 697 481 446 465 447 485 428 411 426 369 345 355

注）丸数字は、1つの研究課題を複数の機関で実施している場合の連携機関の研究課題数で、外数で記載。
　　環境衛生科学研究所について、S61の課題数は調査・試験結果を含む。H18以前の課題数は一部の共同研究を除く。

本所

東部支所

西部支所

－

環境衛生科学研究所

合　計

－

－

水産技術研究所

－

果樹研究センター
（旧柑橘試験場）

中小家畜研究センター
(旧中小家畜試験場）

森林・林業研究センター
（旧林業技術センター）

養鶏試験場

畜産技術研究所

浜松工業技術支援センター
（旧繊維工業試験場、機械技術指導所）

富士工業技術支援センター
（旧）製紙工業試験場

H23

沼津工業技術支援センター

本所
（旧畜産試験場）

－伊豆農業研究センター

本所
（旧農業試験場）

茶業研究センター
（旧茶業試験場）

工業技術研究所

Ⅱ　年度別試験研究課題数の推移

H18H8 H13S61 H3試験機関 H19

本所
（旧工業試験場）

－

H17S56

－農林技術研究所

 　　年度
項目

栽培漁業センター

有用植物園
(伊豆振興ｾﾝﾀｰ南伊豆農場）

H26

62年に農業試験場へ統合

62年に中小家畜試験場へ統合

－

H24H22H20 H21 H25



Ⅲ　年度別試験研究機関職員数の推移

総員数 154 150 148 147 147 146 142 137

研究員数 109 107 105 103 104 103 102 100

総員数 133 121 123 113 101 91 90 71 69 66 66 66 67 63 58

研究員数 72 70 74 69 62 64 64 47 47 43 43 43 44 41 39

総員数 37 40 36 37 31 26 25 25 26 26 25 26 26 25 25

研究員数 21 24 23 24 21 20 20 20 21 21 19 20 20 20 20

総員数 53 53 45 42 36 30 30 25 22 24 24 23 21 21 21

研究員数 29 28 28 27 25 23 22 18 17 18 18 18 16 17 17

総員数 13 12 12 12 12 12 12 12

研究員数 10 10 10 10 10 10 10 10

総員数 22 23 25 27 26 22 21 20 21 20 20 20 20 21 21

研究員数 14 15 17 17 18 13 12 14 12 13 13 13 13 14 14

総員数 8 8

研究員数 4 4

総員数 59 58 58 56 56 55 56 55

研究員数 29 27 26 25 25 26 28 27

総員数 57 54 52 47 43 39 36 33 32 32 32 31 31 31 33

研究員数 22 20 22 20 16 16 16 15 14 14 14 13 13 13 15

総員数 21 17 33 32 28 27 27 26 26 26 24 25 24 25 22

研究員数 8 8 15 14 12 14 14 14 13 12 11 12 13 15 12

総員数 21 19

研究員数 10 9

総員数 113 104 100 90 89 88 87 83 81 81 70 69 67 67 67

研究員数 32 30 30 32 33 32 32 32 32 32 33 32 32 32 32

総員数 18 19 20 16 13

研究員数 6 7 9 5 6

総員数 120 117 118 123 124 122 121 122

研究員数 104 105 106 104 104 105 103 105

総員数 82 82 67 64 61 55 57 60 59 57 59 58 59 59 60

研究員数 73 72 59 58 54 48 50 53 54 52 51 50 52 51 52

総員数 18 19 21 19 18 15 14 14 17 17 17 16 16

研究員数 15 16 17 15 14 12 12 12 14 14 14 13 14

総員数 20 19 22 20 18 19 17 12 12 14 15 16 14 15 15

研究員数 16 16 19 17 15 16 14 10 10 12 13 14 12 13 13

総員数 51 49 44 42 37 33 35 33 32 33 32 33 32 31 31

研究員数 43 42 40 38 33 29 30 29 29 30 26 26 27 26 26

総員数 85 82 81 74 76 76 58 56 59 56 55 56 56 56

研究員数 66 69 67 59 62 59 48 46 49 43 42 42 42 42

総員数 72 69 70 64 65 66 58 56 59 56 55 56 56 56

研究員数 53 56 56 49 51 51 48 46 49 43 42 42 42 42

総員数 7 7 6 5 5 5

研究員数 7 7 6 5 5 4

総員数 6 6 5 5 6 5

研究員数 6 6 5 5 6 4

総員数 636 693 667 630 578 525 519 474 462 464 452 451 446 442 437

研究員数 350 411 420 404 371 352 347 322 317 318 308 307 308 307 306

東部支所

西部支所

－

環境衛生科学研究所

H19

－

H17

－

H26

－

－

62年に中小家畜試験場へ統合

H23 H24

茶業研究センター
（旧茶業試験場）

－

本所
（旧畜産試験場）

伊豆農業研究センター

畜産技術研究所

－

62年に農業試験場へ統合

本所
（旧農業試験場）

H3 H13

農林技術研究所

H8
 　　年度
項目

試験機関 S56

水産技術研究所

合　計

果樹研究センター
（旧柑橘試験場）

中小家畜研究センター
(旧中小家畜試験場）

森林・林業研究センター
（旧林業技術センター）

養鶏試験場

栽培漁業センター

有用植物園
(伊豆振興ｾﾝﾀｰ南伊豆農場）

本所

工業技術研究所

本所
（旧工業試験場）

沼津工業技術支援セン
ター

富士工業技術支援セン
ター
（旧）製紙工業試験場

浜松工業技術支援セン
ター
（旧繊維工業試験場、機械技術指導所）

－

S61

－

H18 H25H22H21H20



Ⅳ　試験研究機関一覧

１　試験研究機関の概要

総　数
研究
員数

総面積 建　物 水　田 畑 温室等 その他

137 100 581,783 20,350 54,872 170,158 16,862 319,541

58 39 216,388 7,371 51,074 26,471 8,564 122,908

25 20 57,982 4,527 31,000 671 21,784

21 17 134,231 3,291 74,970 4,330 51,640

本所 16 13 67,739 2,367 40,783 1,217 23,372

落葉果樹科 5 4 66,492 924 34,187 3,113 28,268

12 10 114,036 1,073 3,798 31,139 2,841 75,185

本所 9 7 109,451 830 31,139 2,340 75,142

わさび科 3 3 4,585 243 3,798 501 43

21 14 59,146 4,088 6,578 456 48,024

55 27 1,312,593 19,096 752,000 541,497

33 15 1,219,367 10,090 752,000  * 牛 457,277

22 12 93,226 9,006  **豚･鶏 84,220

67 32 88,288 15,616 72,672

45 20 14,545 6,176 8,369

7 4 3,702 1,708 1,994

8 5 14,018 4,728 9,290

7 3 56,023 3,004 53,019

122 105 105,927 38,693 67,234

60 52 23,157 13,091 10,066

16 14 19,958 6,255 13,703

15 13 20,075 8,736 11,339

31 26 42,737 10,611 32,126

56 42 11,742 7,628 4,114

437 306 2,100,333 101,383 54,872 922,158 16,862 1,005,058

　注）面積には借地・貸付等が含まれる

　注）環境衛生科学研究所の面積には静岡県赤十字血液センターの面積が含まれる

　　　* ：　牛 170頭　（平成25年6月30日現在）

　　　**：　豚 680頭　鶏 2,246羽（平成24年6月30日現在）

面　　　　　　　　　　　積　　　（㎡）職員数（人）

畜産技術研究所

浜名湖分場

試験機関

農林技術研究所

本所

中小家畜研究センター

合　　　計

本所

茶業研究センター

果樹研究センター

伊豆農業研究センター

森林・林業研究センター

本所

伊豆分場

富士養鱒場

工業技術研究所

沼津工業技術支援センター

水産技術研究所

環境衛生科学研究所

富士工業技術支援センター

浜松工業技術支援センター

本所



　　２　試験研究機関一覧及び配置図　　　　

〒 所在地 電話番号 ＦＡＸ番号

①  438-0803  磐田市富丘678-1  0538-35-7211  0538-37-8466

②  439-0002  菊川市倉沢1706-11  0548-27-2311  0548-27-3935

③  424-0905  静岡市清水区駒越西2-12-10  054-334-4850  054-334-0888

落葉果樹科 ④  431-2102  浜松市北区都田町9450-1  053-428-3141  053-428-3142

⑤  413-0411  賀茂郡東伊豆町稲取3012  0557-95-2341  0557-95-0533

わさび科 ⑥  410-3206  伊豆市湯ヶ島2860-25  0558-85-0047  0558-85-0484

⑦  434-0016  浜松市浜北区根堅2542-8  053-583-3121  053-583-1275

⑧  418-0108  富士宮市猪之頭1945  0544-52-0146  0544-52-0140

⑨  439-0037  菊川市西方2780  0537-35-2291  0537-35-2294

⑩  425-0033  焼津市小川3690  054-627-1815  054-627-3084

⑪  415-0012  下田市白浜251-1  0558-22-0835  0558-22-9330

⑫  431-0214  浜松市西区舞阪町弁天島5005-1  053-592-0139  053-592-0906

⑬  418-0108  富士宮市猪之頭579-2  0544-52-0311  0544-52-0312

⑭  421-1298  静岡市葵区牧ヶ谷2078番地 054-278-3028 054-278-3066

⑮  410-0022  沼津市大岡3981-1 055-925-1100 055-925-1108

⑯  417-8550  富士市大渕2590-1 0545-35-5190 0545-35-5195

⑰  431-2103  浜松市北区新都田1-3-3 053-428-4151 053-428-4160

⑱  420-8637  静岡市葵区北安東4‐27‐2 054-245-0201 054-245-7636

試験機関

中小家畜研究センター

水産技術研究所

森林・林業研究センター

畜産技術研究所

農林技術研究所

茶業研究センター

果樹研究センター

伊豆農業研究センター

伊豆分場

浜名湖分場

富士養鱒場

環境衛生科学研究所

工業技術研究所

沼津工業技術支援センター

富士工業技術支援センター

浜松工業技術支援センター

①

④
⑥⑦

⑧

⑨

⑯
⑮

③

⑬

⑫

⑰

⑭

②

⑪

⑩

⑤

⑱
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